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序文

千葉県北部に広大な広がりをもっ下総台地は，県内でも数多くの遺跡が所在し，歴史的文化

遺産の多いことで知られています。

本県北部の柏市，流山市を通過する常磐自動車道の建設に当って，千葉県教育委員会では，

用地内に所在する埋蔵文化財について事前に発掘調査を実施し，記録保存の措置を講ずること

になりました。発掘調査は側千葉県文化財センターが実施することになり，昭和52年10月から

同57年9月までの 5年聞をかけて調査を行いました。その成果の一部は「常磐自動車道埋蔵文

化財調査報告書J 1・11として既に刊行されております。今回はその 3冊目に当り，柏市に所

在する花前11-1遺跡，花前11-2遺跡，矢船遺跡の 3遺跡の報告であります。

利根川流域の右岸台地上に立地するこれらの遺跡は，先土器時代から江戸時代にわたる様々

な遺構 ・遺物が検出されています。なかでも，花前11-2遺跡では平安時代の製錬炉をはじめ

とする，製鉄関係の遺構 ・遺物が数多く検出されました。同様の遺跡は，今までに流山市中ノ

坪遺跡，成田市取香遺跡，同市御幸畑遺跡などの調査例が知られていますが，本遺跡の資料も

千葉県北部における古代鉄生産の実態を解明する重要かつ貴重な資料になると思われます。ま

た，近年，調査例が増加している江戸時代の資料に関しても，当時の生活や商品流通を知る上

で良好な資料となる陶磁器類が出土しています。

さらに，矢船，花前11-1の両遺跡では，古墳時代中期の住居跡が検出され，両遺跡の関連

性も含めて貴重な資料であります。

本報告書が学術資料としてはもとより，教育資料及び郷土の歴史に対する理解を深める資料

として，広く一般の方々にも活用されることを願ってやみません。

最後に，酷寒猛暑をついて発掘調査，整理作業に従事された多くの調査補助員の方々，日本

道路公団東京第一建設局，千葉県教育委員会をはじめ関係諸機関の御協力と御指導に対して心

より謝意を表します。

昭和60年 3月30日

財団法人 千葉県文化財センター

理事長今井 正



凡例

1 この報告書は，日本道路公団による常磐自動車道建設工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査報

告書である。

2 本書に収録される内容は，千葉県相市の花前11-1・11-2・矢船の各遺跡の発掘調査報

告である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，日本道路公団の委託を受け，千葉県教育庁文化課

の要請と指導のもとに，財団法人千葉県文化財センターが行なった。

4 報告書の作成作業は，鈴木道之助，根本弘の指導のもとに，鈴木定明，橋本勝雄，郷堀英

司，田井知二が行なった。なお発掘作業と基礎整理作業については，第 1篇第 1章を参照さ

れたい。

5 本書の編集は，鈴木定明，郷堀英司，田井知二が担当した。

6 原稿執筆は別記のとおりである。

7 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，下記の諸機関・諸氏の御指導・御協力を賜りまし

た。ここに謝意を表します。

日本道路公団東京第 1建設局及び同相工事事務所，千葉県教育庁文化課，穴沢義功，石戸

啓夫，大橋康二，金子真土，斉藤孝正，酒井清治，田中正夫，西弘海，服部敬史，福田健

司，吉岡康暢，及び多くの調査補助員，地元の方々(敬称略)。

8 第1図地形図には，国土地理院著作発行， 2万5千分の 1r流山」を使用している。

9 本書に掲載した図面の方位は座標北とした。

10 古墳時代以降のカマドの表記については，構築材をスクリーントーンで表わし，カマド内

の土層については次のように表現している。

1 ' :崩壊した構築材 11:カマド内堆積

III:流入土 IV:基底部 V:住居跡覆土 VI:カクラン土

a :山砂 b:粘土 c :焼土 d:灰 e :炭 f :ローム

11 花前11-1・11-2遺跡の出土遺物表について，「法量」の項目は，上から口径，器高，底

径の順に記載し， ( )は推定， < >は現存値としている。



序文
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図版59 003住居跡・ 005精錬炉出土遺物

図版60 009・011・012住居跡出土遺物

図版61 013・014住居跡出土遺物



図版62 018・023住居跡出土遺物

図版63 030住居跡出土遺物

図版64 036住居跡・ 042遺物集中地点出土遺物

図版65 056土拡出土遺物

図版66 056土拡出土遺物

図版67 鉄製品

図版68 製鉄関連遺物

矢船遺跡

図版69 矢船遺跡調査前

図版70 第 1ブロック遺物出土状況，第 2ブロック遺物出土状況

図版71 第 3ブロック遺物出土状況，第 3・第 4ブロック遺物出土状況

図版72 第4フ。ロック遺物出土状況，第10ブロック北側遺物出土状況

図版73 第10ブロック遺物出土状況， D 2 -23グリッド遺物出土状況

図版74 第 1~第 8 ブロック出土遺物

図版75 第 9~第11ブロック出土遺物

図版76 ブロック外，表採遺物

図版77 グリッド出土の縄文時代の石器

図版78 グリッド出土の縄文土器 1，2 

図版79 グリッド出土の縄文土器 3，4 

図版80 グリッド出土の縄文土器 5，6 

図版81 グリッド出土の縄文土器 7，8 

図版82 グリッド出土の縄文土器 9，10 

図版83 グリッド出土の縄文土器11，12 

図版84 グリッド出土の縄文土器13

図版85 001住居跡， 001住居跡遺物出土状況

図版86 001住居跡遺物出土状況， 002住居跡

図版87 001住居跡出土遺物 1

図版88 001住居跡出土遺物 2

図版89 001住居跡出土遺物 3

図版90 001住居跡出土遺物 4，004土拡出土遺物



第 1篇経過と環境



第 1章閥査の経過と組織

花前11-1・11-2，矢船の各遺跡は，日本道路公団によって計画された常磐自動車道の建

設に際して記録保存の措置がとられることとなった遺跡である。この調査に至る経緯について

は既に「常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書れ(以下報文「常磐 1J と略す)の中で述べてい

るので，ここでは調査の経過と組織について記載する。

花前日ー 1遺跡(センターコード217ー006)

調査期間昭和53年4月1日~昭和54年5月31日，調査面積 14.500rrr

調査部長西野元(昭和54年3月31日まで)，白石竹雄(昭和54年4月1日から)

班長岡川宏道(昭和54年3月31日まで)，天野努(昭和54年4月1日から)

調査研究員 鈴木定明，川島利道(昭和54年4月1日から)

花前11ー2遺跡 (217-013)

調査期間昭和54年4月2日~同年7月30日，同年10月1日~昭和55年6月23日 調査面積

8.400rrr 

調査部長白石竹雄班長天野努

調査研究員鈴木定明，杉崎茂樹，石倉亮治，川島利道，田中豪

矢船遺跡 (217-012)

調査期間昭和54年7月1日~同年9月30日調査面積 3.400rrr

調査部長白石竹雄班長天野努

調査研究員鈴木定明，石倉亮治

発掘調査及び，基礎整理作業は以上の組織のもとに行なわれたが，報告書作成については例

言を参照されたい。

註

(1) 清藤一順ほか 1982 r常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書 1J 財団法人千葉県文化財センタ}

第 2章環 境

花前11-1・11-2，矢船の各遺跡は下総台地西北部の標高10""'17mの台地平坦部及び斜面

部に立地しており，柏市の中心部から北北西へ約 6kmの地点に位置する。

相市は北を利根川，西を野田市，南を流山市，東を我孫子市，沼南町に挟まれており，首都

圏の交通至便な地域として急速な宅地化が進行している。このため自然環境も著しく変化を見

せているが，本遺跡周辺はこのような状況の中でも開発による自然破壊の比較的少ない所で，

クヌギ，コナラなどの雑木林がまだ少なからず認められる。

各遺跡と周辺遺跡の位置関係は第 1図のとおりである。
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第 2篇花前日ー 1• 11ー 2遺跡



第 1章調査の方法と経過

調査の方法

花前11-1・11-2の両遺跡は道路建設の工事工程等の絡みによって二分されたもので，遺

跡の立地や性格によって分けられたものではない。調査の方法はグリッド方式を基本としてい

るが，両遺跡のグリッドの大きさ，呼称については統一されていない。グリッドの基準線は調

査範囲が道路という線的なものであり，地形的にも台地の縁辺に平行した形にあることから，

日本道路公団で設定した道路センター杭の二点 (ST A125+60， S T A126+00)を利用して，

その延長線上にグリッドを設定した。このためグリッドの主軸方向は座標北に対して38010'西に

ずれている。

グリッドの設定は，花前11-1遺跡では40X40mの大グリッドをさらに10X10mの小グリッ

ドで16分割する。

花前11-2遺跡は，側道部と仮称される常磐道本線から北に張り出した地点と，本線部に分

けて調査された。

側道部は花前11-1遺跡で設定した40m四方の大グリッドとその呼称方法を踏襲しつつも，

さらに 4分割して中グリッドを設定し，この中グリッドをさらに 2X2mの小グリッドで100分

割している。

本線部では20m四方の大グリッドを 4x4mの小グリッドで25分割している。

第2図はこのグリッド設定と呼称、を示したものである。(なお小グリッドの表示は縮尺不同)

調査の経過と概要

花前11-1遺跡の調査の経過及び概要については報文「常磐 1j に詳しいので，ここでは花

前11-2遺跡について記述する。

花前11-2遺跡は柏市船戸字花前1438他に所在し，利根川右岸の支谷により形成された標高

10---17mの台地上及びその斜面に位置する。

花前11-2遺跡の東側には谷を挟んで花前 I遺跡が対崎している。

最初に調査を行なった地点は側道部であり，昭和54年4月1日から 4ヶ月間の本調査によっ

て，古墳時代後期と奈良・平安時代の竪穴住居跡7軒，時期不明の溝状遺構2条を挽出した。

本線部は昭和54年10月1日から台地平坦部の調査が始まり，その結果，縄文前期・後期の竪穴

住居跡各 1軒，前期の竪穴状遺構3基，早期の炉穴2基，土拡2基，奈良平安時代の住居跡16

軒，鍛冶遺構 l基を検出した。これらの各遺構の精査は昭和55年3月下旬に終了したが，この

間に 1月から先土器時代の確認調査， 2月から斜面部の調査も併行して行なった。

斜面部では製錬炉をはじめとする製鉄関連遺構8基，土拡8基，近世の炭窯9基が検出され

た。この中で073製錬炉は切り取り保存の処置が講ぜられることになり 6月中句から切り取り作

業が進められ， 6月23日をもって，全ての作業が終了した。
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第 2章遺構と遺物

第 l節花前11-1遺跡

1.古墳時代

古墳時代の住居跡は 4軒検出された。この内訳は和泉期 3軒(ただし 1軒は遺構形態から判

断したものである。)と鬼高期 1軒である。和泉期の土器は良好なセット関係となる資料である。

鬼高期のものは遺物も少なしまた遺構も他の遺構に切られるため，良好な状態とは言えない。

また表採品ながら碧玉製管玉，珠文鏡も出土している。

a 
且. 

. 
10 

IJ 2 

Ao-II 
" 一一ー。A'

a・一一-¥ ¥ l手?吋V¥ ~、 11 

1.黒色土層

2.暗褐色土層

3.晴褐色土層

2層よりもローム. 
Ao16.30m 

a • プロックを多く混入
且

一一。A'

1と\ム之~ー『こ /2J  。 2 m 

a.ーーーー ー司一一.a

第3図 002住居跡

002住居跡

プ ラン方形 規模 3.6x3.8m 主軸方向 N-30ー E

所見現存壁高は約30cmを測る。床面は中央は固く，周縁部は固くしまる部分は少なかったが貼り床

の痕跡は認められなかった。炉は北壁中央部から南へ70cmのところにあるが，不整形となり，焼土の堆

積もうすい。 P1 は径40cm，深さ 10cmのピットで底は凹凸が激し~'0 P 2は径50cm，深さ40cmを測り，
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第4図 002住居跡出土遺物

A
U
 



P 1より一回り大きくなる。この内部から査の上半部(9)が出土する。このピットの底部も凹凸が著しい

が，貯蔵穴と考えられる。

遺物は床面から出土するものが大半で，炉の周辺で検出されるものが比較的多い。器は柑，護，査，

高杯で，比較的良好なセットとなる。

002住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 胎 土 色 調 焼成 備 考

l 柑 7.9 完形 ロ縁部内面一横方向のハケ調 中粒砂 淡褐色 良 図版11-1

(土師器) 6.7 整後部分的にナデ

3.3 口縁部外面縦方向のハケ調

整後部分的にナデ

胴都内面ナデ

胴部外面ー繍方向のハケ調整

底部ーへラ削り

2 柑 9.0 l:iぽ完形 口縁部内面ーヨコナデ 中位砂ー多 外面M淡黄 良 図版11-2

(土師器) 7.4 顕部内面ーヘラ磨キ 褐色，黒褐

胴最大径 胴部内面ーナデ 色

7.0 胴部外面~口縁ーへラ磨キ

3.3 底部へラ削り

3 萱 10.5 胸部欠く 口縁内面~口容部ー横方向の 中粒砂，酸化鉄 燈 色 良

(土師器) <7.5> ヘラ磨キ 粒

口縁外面ー縦斜めのへラ磨キ 密

頚都内面斜め方向のへラ磨

キ

胴部内面ーへラナデ

胴部外面縦方向のへラ磨キ

4 柑 8.0 ほぽ完形 ロ縁内面へラ磨キ 中粒砂ー多 淡黄褐色 良 図版11-3

(土師器) 10.0 口縁外面横方向磨キ

3.5 胴都内面ーナデ

胴部外面ー縦方向磨キ

底部ナデ周縁部削り

5 柑 8.5 胴部下半 ロ縁内面一磨キ 中粒砂多 淡黄褐色 良 図版11-4

(土師器) <8.1> 欠〈 口縁外面ーヨコナデ後，磨キ

胴最大径 胴部内面ーナデ

10.1 胴部外面へラ削リ後.磨キ

6 柑 (8.4) 口縁部胴 口唇部ーヨコナデ 細粒砂，中粒砂 淡黄褐色 良 黒斑有り

(土師器) 11.6 部%欠く 口縁部内面横方向麿キ 一密 図版11-5

胴最大径 口縁部外薗ー検ナデ後縦方向

10.6 の削り様のナデ

2.5 胴都内面ー横方向のナデ

胴部外商上位・下位ー斜位の

削り様の磨キ。中位一横方向

の削り嫌磨キ

底部削り様の磨キ

7 聾 13.0 胴部下半 口縁部内面ーヨコにハケ調獲 中粒砂ー多 淡黄褐色 良 口縁部内薗に炭化物

(土師器) <10.9> 欠く 口縁部ーヨコナデ 石英，酸化鉄粒 付着

胴最大径 頚部外面縦ハケ 雲母一少 図版11-6

16.1 頭部内面ーナデ

胴部内面左→右のへラ削り

胴部外面右→左へラ削リ

8 聾 12.9 胴部下半 口縁部内外 ヨコナデ 中粒砂ー多 暗褐色 良 口縁部内面に炭化物

(土師器) <16.0> 欠く 胴都内面ナデ 付着

胴最大径 胴部外面ーナデ後，削リ様の 図版12-1

17.4 磨キ



喜号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 胎 土 色 調 焼成 備 考

9 壷 11.9 胴部下半 ロ縁内面一磨キ 中粒砂ー多 淡黄褐色 良 図版12-2

(土師器) <12.4) 欠〈 ロ縁部外面~口唇部ー横方向 酸化鉄粒ー少

ナデ後磨キ

頭部外面へラナデ

胴部内面へラナデ

胴部外面ナデ後，荒い削り

様の磨キ

10 壷 10.5 胴部メ欠 口縁内外ーヨコナデ 細粒砂ー多 暗褐色 良 頚部に突帯

(土師器) 25.1 胴部内面荒い木口状工具に 中粒砂少 外面全体と口縁内面

5.5 よるナデ の一部にスス付着

胴最大径 胴部外面ー削り様の磨キ 図版12-4 

21. 9 底部ーへラ削り

11 高 主不 15.4 ほぽ完形 杯都内外磨キ 中粒砂ー多 淡黄褐色 良 図版12-3

(土師器) 15.3 脚部外面磨キ 雲母ー少

13.0 脚部内面ーへラ削リ 密

12 高 杯 13.6 杯部のみ 口縁部内外横ナデ後磨キ 細粒砂・酸化鉄 乳燈色 良 郎部内外面に赤彩の

(土師器) <4目8) 粒一少 痕跡

密

13 高 杯 裾部のみ 裾部外圃 へラ磨キ 細粒砂，酸化鉄 明褐色 良 脚内面端部に粘土の

(土師器) シ; 裾部内面へラナデ後，横ナ 粒一少 たまり有り

(9目3) デ

a 

。
. ((~， 
6 

5 。LJ -・a

一
ーー-. . 

』
.Q 

A oli..，_30m 
1.黒色土層

℃こ2二〉ー ~ 2.焼土層

3.晴褐色土層

。 2m 

第 5図 009住居跡
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009住居跡

プラン長方形 規模 3.5X4.2m 主軸方向 N-160-W

所見 002住居跡の西約10mの地点にある住居跡である。柱穴は 3本で径30佃前後を測る。南西隅に

貯蔵穴と考えられる径50叩のピットがある。このピット内の覆土には焼土，炭化材，プロック状の粘土

が混入していた。現存壁高は15~20cmを測る。炉は住居跡中央部よりやや北寄りに位置する。

遺物の大半は貯蔵穴内とその周辺から出土した。 8の査は貯蔵穴の床面に密着して，ほぽ完形の状態

で出土した。

1d 

てT7.

j Q5 
メ」 ~6

。

と長

20cm 

009住居跡出土遺物

第6図 009住居跡出土遺物

て 7， 「

指番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 胎 土 色 調 焼成 備 考

l 柑 口縁端部 口縁部内面一木口状工具によ 細粒砂ー多 燈褐色 やや甘 図版12-5

(土師器) <4.2> 欠〈 るナデ 密

2.7 頭部内面ー無調整

胴最大径 胴部外内面一指による押ヘラ

5.0 ナデつけ

口縁部外面一縦方向磨キ

頭部ー縦方向調整，磨キと思

われるが，磨滅していて不明

胴部外面ヘラ削リ

端部一無調整

底部一不定方向ヘラ削り

2 増 7.7 ほぽ完形 胴部外面及び口縁ーナデ 中粒砂ー多 淡褐色 良 図版12-6

(土師器) 7.6 胴部外面ーていねいなナデ

胴最大径 底部ヘラ削リ

7.8 

2.1 

q
d
 



喜号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 胎 土 色 調 焼成 備 考

3 高 主平 (17.5) 杯部のみ 杯都内面ー木口状工具成形痕 砂位一少 明黄褐色 良

(土師器) <3.8> 杯部外面木口状工具による 密

と思われるナデ

4 高 杯 (12.5) 坪部y， 口縁部内外ーヨコナデ後へラ 細粒砂多 淡褐色 良

(土師器) <4.0> 磨キ 細磯ー少

5 高 杯 脚最大径 脚部のみ 脚部外面縦へラ磨キ 細位砂ー少 乳燈色 良

(土師器) 3.5 脚部内面ーナデ

6 高 ま不 裾部 外面一削リ様の磨キ 細粒砂多 淡褐色 良

(土師器) 内薗ーナデ

9.5 

7 聾 13.3 胴部%欠 ロ縁部内面ナデ 中粒砂多 暗褐色 良 図版13-1

(土師器) 16.4 胴部内面一木口状ナデ

胴最大径 胴部外面ーナデ。部分的にへ

15.2 ラ削り

4.6 底部ーナデ

8 壷 11. 9 ほぽ完形 口縁部外商ーヨコナデ 中位砂ー多 淡褐色 良 全体に調整が粗い

(土師器) 25.3 胴都内外~底部ー木口状工具 図版13-2 

胴最大径 によるナデ

20.5 

6.4 

誠
司属

轡
2G 

E
口
町
劃
4
-
4

1.暗褐色土層

2.褐色土層

2m 。

忘圭二戸2ミ斗J:
20cm 。

010住居跡及び出土遺物
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第 7図



010住居跡

プラン方形 規模 3.1X3.4m 主軸方向 N-21'-W

所見住居跡北東部を後世の溝で切られるため全体を知ることはできない。掘り込みは浅く現存壁高

は10""15cm程度である。住居跡中央やや西寄りの地点には炉があり，北西隅には径70cm，深さ40cmの不

整円形を呈する大型のピットがある。また覆土中からは炭化材が検出された。出土遺物は極めて少なし

図示したものは奈良~平安時代にかけての須恵器坪があるだけだが，床面から浮いた状態での出土であ

る。この住居跡に関して時期決定を行なう事は難しいが，住居形態と炉の存在から和泉期のものと考え

TこL、。

010住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 胎 土 色 調 焼 成 備 考

l 土不 y， 体部内外 ヨコナデ 中粒砂，細磯， 灰褐色 良

(須恵器) <3.3> 体部下端一手ヘラ削リ 雲母，長石，石

6.0 底部一切り離し不明，一定方 英一多
向のへラ削リ

2 杯 y. 体部内外ーヨコナデ 中粒砂多 灰 色 良

(須恵器) <3.4> 体部下端一手へラ削リ
(7.3) 底部切り離し不明，一定方

向のへラ削リ

島
・
1
1
1
1

H
M

・g
ヨ

・・ーーー

第8図 018住居跡
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018住居跡

プラン方形? 規模一辺5.7m 主軸方向 N-39'-W

所見住居跡半分を後世の溝2条に切られるため全体を知ることはできない。周溝，柱穴，貯蔵穴な

どは検出していない。

出土遺物はわずかに l点で，カマド内から出土した土師器斐だけである。この斐は口唇を欠失してい

るが，「く」の字状の口縁となり，胴部は球形を呈する。

。 20cm 

第9図 018住居跡出土遺物

018住居跡出土遺物

婦番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 胎 土 色 調 焼 成 備 考

1 聾 (23.5) y， 日縁部内外ーヨコナデ 中粒砂，長石， 暗褐色 やや甘 口唇部を欠く

(土師器) <13.5> 胴部内外器面の剥離が著し 石英，雲母多

胴最大径 く調整不明

(33.0) 

2.奈良・平安時代

検出された遺構は竪穴住居跡22軒，小竪穴 l基，時期・性格不明の土拡2基である。

遺構の分布から見ると調査区の東側G2， H 2グリッドに密に見られる。

遺物としては豊富な種類の鉄器，「会」の墨書，線刻を有した土器群がある。

co 
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第12図 001住居跡出土遺物

001住居跡

プラン長方形 規模 3.5x4.6m 主軸方向 N-4・-E

所見本遺跡調査区内の最も西側に位置する住居跡である。遺構の遺存状態は悪く，現存する壁高は

約10cmである。周溝はカマド部を除いて全周する(東側は後世の溝に切られるため不明)，幅約20佃，

深さ10cm前後を測るが深さ，幅ともに一定しない。カマド周辺にはかき出したと思われる灰の堆積が認

められた。

出土遺物は比較的多く床面からの出土が大半である。 2は底部に墨書のあるロクロ土師器で，底部中

央は木口状工具で削り，周縁を手持ちへラ削りする(図版13-3)。須恵器杯は口径と底径の差が比較

的大きくなる。土師器斐は口唇部をつまみ出し，胴下半に細いへラ磨きを施すもの(8， 13---16) と，

口縁は「く」の字状を呈し，胴部は幅広のへラ削りを施し，薄手のっくりのものの二種がある。

時期花前III期

n
ヨ



001住居跡出土遺物

害専 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

1 主平 (12.5) y. 口縁部内外ーヨコナデ 中位砂ー多 乳檀色 良

{土師縛) 3.9 体部内面ーヨコナデ後，

ヘラ磨キ

体部外面ー斜位方向(左

下から右上へ)ヘラ削り

底部一一定方向のへラ削

り

2 まヰ (11.5) y. 体部内面ーヨコナデ後， 中粒砂一多 櫨褐色 良 墨書

(土師器) 4.1 磨キ 図版13-3
(7.6) ロ縁外面ーヨコナデ

体部外面ー斜位方向(右

上から左下へ)ヘラ削り

体部下端ー棒状工具によ

る沈線

底部一切り離し不明，木

ロ状工具のナデ

3 高 盤 脚部% 内外面ーヨコナデ 中位砂，長石 灰 色 良

(須恵縛) 石英一多

(15.0) 密

4 蓋 (20.0) % 内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 青灰色 良

(須恵器) 長石.石英一少

5 杯 (14.0) % 体部内外ーヨコナヂ 粗粒砂.長石， 灰褐色 良

(須恵器) 4.0 体部下端ーヨコヘラ削り 石英一多

(8.0) 底部一切り離し不明.へ 雲母ー少

ラ両日り

6 杯 (14.0) y. 体部内外ーヨコナデ 組魁砂.長石， 灰 色 良

(須恵器) 4.2 体部下欄ーヘラケズリ 石英一多

(7.4) 底部一切り離し不明，一 雲母ー少

方向ヘラ削り

7 杯 底部y， 内外面ーヨコナデ 中粒砂ー多 灰褐色 良

(須恵器) <1.8) 底部一回へラ切り離し後 長石，石英一少

(7.3) 一定方向にヘラ削り

8 聾 (20.0) ロ縁部% 口縁部内外ーヨコナデ 中盤砂，雲母 暗褐色 良 図版13-4

(土師器) 33.4 欠〈 胴都内面ーへラナデ 一多

(8.5) 胴部外国一縦方向のへラ 長石，石英一少

胴最大径 ナデ

25.0 

9 聾 (19.0) y. ロ縁部内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 赤褐色 良

(土師器) <5.9) 胸部内面ーナデ

胴部外面ーヨコヘラ削り

10 聾 (19.0) y. ロ縁部内外ーヨコナデ 細粒砂ー多 檀褐色 良

(土師器) <7.2) 胴部内面ーナデ 密

胴部外面ーヨコヘラ削り

11 聾 (19.0) y. 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂.長石. 乳種色 良

(土師器) 胴都内外ーナデ 石英多

雲母ー少

12 聾 22.8 % 口縁部内外ーヨコナデ 中位砂.長石， 橿褐色 良

(土師器) <8.5) 胴都内外ーナデ 石英一多

雲母ー少

13 費 (22.5) y. 口縁部内外ーヨコナデ 中粧砂.長石. 燈褐色 良

(土師器) <16.0) 胴部内面ー木口状工具に 石英一多

よるナデ 雲母ー少

胴部外面ー縦方向のへラ

ナデ

-20ー



喜号 器種 法量 遣存状態 成・整形手法 ロクロ
胎 土 色 調 焼成 備 考

回転方向

14 曹E 胴下半M 胴部内面ーナデ 中粒砂，長石， 暗褐色 良 木業痕

(土師器) <21. 9> 胴中位ーナデ 石英多

(8.5) 胴下半ー縦方向へラ磨キ 雲母一少

底部一木葉痕

15 曹皇 胴下半¥ 胴部内面ナデ 粗粒砂.長石 燈褐色 良 木葉痕

(土師器) <7.6> 胴部外面一縦方向のへラ 石英多

(7.6) ナデ 雲母少

底部木葉痕

16 甑 胴下半% 胴部内面ーナデ 組粒砂，長石， 燈褐色 良

(土師器) <6.3> 端部 ヨコ方向のナデ 石英多

(10.6) 胴外商縦方向の磨キ 雲母少

17 褒 胴下半y.胴部外面斜位の平行叩 中粒砂，雲母 灰 色 良

(須恵器) <16.8> キ後部分的にナデ 多

(15.0) 胴部下端叩キ後，ヘラ 長石，石英一少

削り

- 21 
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003住居跡

プラン方形 規模 3.2x3.0m 主軸方向 N-53・-w
所見現在壁高は約30叩，周溝はカマド部を除いて，幅1O~25cm，深さ 10叩で全周する。床面は固く

しまる。柱穴は確認されなかった。カマドの遺存状態は良好とは言えないが，カマド内に堆積する焼土.

は約10cmと厚い。ここから 7・8の聾と 9の不明土製品が出土する。 9は砂粒を多量に含んだ楕円形の

土製品であるが支脚として使用されたものであろうか。 4の須恵器杯は胎土に白色針状物を含むもので

南比企の製品と考えられる。底部は回転糸切り離し後，周縁に回転へラ削りを施す。その他の須恵器杯

は，胎土に長石・石英・雲母の混入物を多く含むもので，当該地方で一般的に見られるものである。

時期花前IV期

003住居跡出土遺物

喜号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 回ロ転ク方ロ向 胎 土 色 調 焼 成 備 考

1 蓋 11.3 完形 つまみーヨコナデ R 中粒砂一多 灰 色 堅 敏 全体に焼きひず

(須恵器) 3.9 天井部ー回ヘラ削り む

内面~口縁部ーヨコナデ 図版13-5

2 土干 (12.5) 体部y， 体部内外ーヨコナデ 中粒砂，長石 明灰褐色 良

(須恵器) <4.9> 体部下端一手へラ削り 石英，雲母多

3 杯 底部M 体部内外ーヨコナデ R 粗位砂.長石 灰 色 良

(須恵器) <1.5> 体部下端一回ヘラ削り 石英.雲母多

7.4 底部一切り離し不明，一

定方向手ヘラ削り

4 杯 12.3 ロ縁%欠 休部内外ーヨコナデ R 細粒砂，白色針 青灰色 堅 鰍 南比企製品

(須恵器) 3.5 底部一回糸切り後，周縁 状物多 底部に焼成後の

7.5 回ヘラ削り 線刻「木」

図版13-6

5 杯 口縁欠く 体部内外ーヨコナデ R 粗粒砂，雲母 灰褐色 良

(須恵器) <3.6> y， 体部下端一回ヘラ削り ー多

7.5 底部一切り離し不明，一 長石，石英一少

定方向手へラ削り

6 土不 底部泌 体部内外ーヨコナデ R 中位砂，長石， 青灰色 良

(須恵器) <1目2> 底部一切り離し不明，不 石英一多

7.0 定方向のへラ削り

7 聾 (19.0) 口縁%胴 口縁部内外 ヨコナデ 中粒砂，雲母 暗褐色 良 胴外面の一部に

(土師器) 33.2 上半約% 胴部内面ーへラナデ 多 スス付着

8.8 欠く 胴部外面ーナデ

胴部下半ーヘラ磨キ

胴部内面下端ーヨコナデ

底部一木葉痕

8 聾 胴下半の 胴部内面一ナデ 中粒砂.長石. 灰褐色 良 酸化焔焼成

(須恵器) <16.8> み 胴部外面一平行叩キ後， 石英，雲母ー多

16.3 約 2c澗間隔で横方向のナ

デ

胸部下端ーへラ削り

底部ー磨滅の為.調整不

明

9 支 脚?

(不明土

製品)

-24-
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004'住居跡

プラン方形 規 模 2.3x2.7m 主軸方向 N-400-W

所見小型の住居跡である。調査途中の段階で，カマド直前と，カマド東側に 2ケ所，ピットを検出

したが(図版 5)，精査の結果，この遺構に伴なうものではないと判断され，図面上には記入されてい

ない。現存壁高は15----30cm，周溝は幅15cm前後，深さ 5cmでカマド部を除いでほぼ全周する。

須恵器杯 l・2はカマド内からの出土で，小さな底部から立ち上がり，口縁はわずかに外反する。甑

3は住居跡の北東隅で出土する。胴部に 2ケ所，焼成前のへラ書きが認められる。また砥石 4も出土し

ている。

時期花前VI期

004住居跡出土遺物

帰番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ

胎 土 色 調 焼成 備 考|
回転方向

l 珂: 13.0 % 体部内外ーヨコナデ R 粗粒砂，長石， 燈褐色 良 酸化焔焼成

(須恵器) 4，2 体部下端一回ヘラ削り 石英，雲母一多 図版14-1

6，5 底部一切り離し不明，一 粗

定方向手へラ削り

2 杯 13.3 口縁パ欠 体部内外ーヨコナデ R 中位砂，長石， 灰 色 良 図版14-2

(須恵器) 4，8 体部下端一手ヘラ削り 石英，雲母一多

6，6 底部一切り離し不明，一 密

定方向のへラ削り

3 甑 34.3 ほぽ完形 口縁部内外ーヨコナデ 中位砂，雲母 灰褐色 良 胴部外面中位に

(須恵器) 27，2 胴部内面ーヨコナデ 一多 焼成前のヘラ書

15，3 胴部外面一平行叩き. 長石，石英，駿 キ「十」二ケ所

所々を横方向にナデを施 化鉄粒少 酸化焔焼成

す 図版14-3 

腕部下端内外ーヘラ削り

底部ー磨滅の為調整不明

4 砥 石 全長5，0

幅 2，9

厚 2.2

005住居跡

プラン方形 規模 3.0X2.8m 主軸方向 N-390-W

所見住居跡の南側半分は削平されるため，全体を知ることはできない。カマドは北東隅に構築され

る。壁高はほぼ垂直に立ち上がり現存する高さで30cmを測る。周溝は幅15叩，深さ 5cmで全周するもの

と考えられる。柱穴は検出されなかった。遺物の大半は東壁際にかたまって出土する。

土師器杯はいずれもロクロ土師器で，丁寧な作りである。器形に大小が認められる。須恵器杯は比較

的底径の大なるもの 6と，器高は低く，口径は底径の約2倍になるもの 7がある。この他に土師器台付

斐と須恵器婆の破片が出土している。

時 期花前IV期

ー 26-
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005住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼 成 備 考回転方向

l 珂= 8.0 完形 体部内面 ヨコナデ後， 中粒砂ー少 燈褐色 良 体部内外面に油

(土師器) 2.8 横にへラ磨キ 密 煙付着

5.5 体部外面 ヨコナデ 図版14-4 

底部切り離し不明，不

定方向に手へラ削り

2 坪 11. 7 (;:ぽ完形 体部内外ーヨコナデ R 細粒砂ー少 燈褐色 良 図版14-5 

(土師器) 4.2 体部下端一回へラ削り 密

7.8 底部切り離し不明，回

ヘラ削り

3 杯 底部のみ 底部一回ヘラ切りか? 中粒砂ー多 撞褐色 やや甘

(土師器) 0.6 回へラ削り

4 台付窪 E同部下半 体部内面ナデ 中粒砂多 暗褐色 良

(土師器) 4.1 のみ 体部外面一剥落，摩耗の 密

為不明

底 部 ナ デ

5 台付裂 脚部のみ 脚部内外 ヨコナデ 中粒砂多 檀褐色 良

(土師器) 3.5 

(9.3) 

6 杯 13.1 ほぽ完形 体部内外 ヨコナデ R 中粒砂，長石， 灰 色 良 底部にスス付着

(須恵器) 4.3 体部下端手ヘラ削り 石英，雲母少 図版14-6 

7.9 底部切り厳し不明，一

定方向のへラ削り

7 珂= 13.0 完形 体部内外ーヨコナデ R 長石，石英一多 灰 色 堅徹 内外商に火棒痕

(須恵器) 3.9 体部下端手へラ削り 図版14ー 7

6.4 底部一切り離し不明，一

定方向のへラ削り

8 聾 つ 胴部破片 胴部内面摩耗の為不明 粗粒砂，長石， 灰 褐 色 良 酸化焔焼成

(須恵器) 胴部外面平行叩キ，部 石英一多

分的にその上をナデてい 雲母一少

る
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第17図 006住居跡

006住居跡

プラン方形 規模 4.1x4.7m 主軸方向 N-350-W

所見住居跡北壁 側 は 幅1.2m程の後世の撹乱が入り，北壁からカマドにかけて切られている。この

ためカマドは煙道部先端しか遺存していない。中央部には縄文時代の住居跡と考えられる円形プランの

聞くしまった床面があり，炉と考えられる焼土の堆積もかたくしまった状態になっていた。ピットは 2

本検出されたが，掘り込みの深さは10cmと20cmで，比較的浅いものである。現存壁高は約30cm，周溝は

幅15~25cm，深さ 5 ~10cmを測る。

出土した土器量は多く，なかでも「食」の墨書をもっ土師器坪が特徴的である。また須恵器斐18の底

部には「月」のへラ書きが認められるが，焼成前のものか，焼成後のものか，にわかには断じがたい。

時期花前VII期
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006住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

1 珂t (15.0) 〉ず 体部内面へラ磨き 中粒砂ー多 樟褐色 良

(土師器) <5.1> 体部外面 ヨコナデ

2 杯 12.2 申フロπ=ノ 体部内外ーヨコナデ R 細粒砂少 乳樫色 良 体部外面に「食」

(土師器) 4.0 底部一回糸切り 密 墨書

6.0 図版15ー l

3 杯 12.4 % 体部内外 ヨコナデ R 細粒砂，酸化鉄 乳樟色 良 体部外面に「合」

(土師器) 3.8 体部下端回へラ削り 粒ー少 墨書

7.5 底部一回糸切り、周縁回 図版15-2 

ヘラ削り

4 土不 (14.0) シt 体部内外 ヨコナデ 粗粒砂，長石， 灰褐色 良

(須]恵器) <3.8> 体部下端へラ削り 石英，雲母一多

5 杯 (13.2) シt 体部内外 ヨコナデ R 中粒砂ー多 灰白色 良

(須恵器) 3.8 体部下端手へラ削り

6.2 後，一定方向のへラ削り

6 土不 (13.6) Y. 体部内外ーヨコナデ R? 中粒砂多 暗褐色 良 体部外面に火樺

(須恵器) 4.7 体部下端一手ヘラ削り 痕

(6.6) 底部切り離し不明，ー

定方向のへラ削り

7 高台付皿 (13.0) 体部Y.. 体部内面ーへラ磨き 組粒砂.酸化鉄 乳燈色 良

(土師器) <2.1> 高台部欠 体部外商~口縁部 ヨコ 粒ー少

く ナデ 密

体部下端回へラ削り

底部回糸切り

8 杯 口縁部破 体部内外 ヨコナデ 細粒砂.酸化鉄 乳怪色 良 体部外面墨書

(土師器) 片 粒一少

9 杯 体部破片 体部外面ーヨコナデ 中粒砂少 乳燈色 良 体部外面に「合」

(土師器) 体部下端回へラ削り 密 墨書

図版15-3 

10 坪 底部破片 体部内面ーヨコナデ 中粒砂，酸化鉄 乳燈色 良 底部外面に墨

(土師器) 体部下端回ヘラ削り 粒一少 書.4到j読不可

底部回糸切り後.周縁

回ヘラ削り

11 聾 (21.0) 口縁，胴 口縁部内外ーヨコナデ 雲母一多，粗粒 淡黄褐色 良

(土師器) <14.8> 部上半% 胴部内外ナデ 砂一少

胴最大径

22.2 

12 聾 (14.5) Y. 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂一多 暗褐色 良 頚部内面に炭化

(土師器) <4.8> 胴部内外ナデ 雲母ー少 物付着

13 聾 (24.0) う4 口縁部内外ーヨコナデ 中位砂多 暗褐色 良

(土師器) <8.0> 胴部内面ーヘラナデ

胴部外面ー縦位ヘラ削り

14 甑 ? 口縁部の ロ縁部内外 ヨコナデ 中粒砂少 黒褐色 良 20と同一個体?

(須恵器) 10.2 破片 胴部外面一格子目風平行 雲母ー多

叩キ

15 聾 口縁部破 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂、雲母 灰 色 良

(須恵器) 4.2 片 少
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書写
16 

17 

18 

19 

20 

器種 法量 遺存状態

甑 29.4 完形

(須恵器) 25.4 

14.0 

聾 胴下半.

{須恵器) <10.0) 底部

15.3 

聾 胴下半，

(須恵器) <12.0) 底部%

聾 胴部下半

(須恵器) 破片

甑 胴部下半

(須恵器) の破片

③ 

A。一一

a.ー一一

A 0 16.20m -

成・整形手法

口縁部内外ーヨコナデ

胴部内面ナデ

胴部外面一平行叩き後.

間隔をおいてヨコナデ施

す

胴部下端ーヨコヘラ削り

底部ーヘラ工具にて穿孔

胴都内面ーナデ

胴部外面一平行叩き

胴部下端ーへラ削り

底部ー磨滅.調整不明

胴都内蘭ーナデ

胴部外面一平行叩キ後，

ナデ

胴部下端ーへラ削り

底部ーナデ

胴部内面ーナデ

胴部外面一平行叩き後.

ナデ

胴部内面ーナデ

胴部外面格子目風平行

叩キ

胴部下端ー横ヘラ削リ

回ロ転ク方ロ向 胎 土 色 調 焼成 備 考

細位砂，雲母 灰 色 良 図版15-4

一少

粗位砂，長石. 灰褐色 良 酸化焔焼成

石英，雲母ー多

中粒砂ー多 暗褐色 良 底部外面にr月」

の焼成前のへラ

書き有り

細藤一少 灰 色 堅徹

中盤砂ー少 黒褐色 良 14と同一個体

雲母ー多 か?

9・
4.1 

ー一。A'

ーー一・a

ー一。A'

ト 下一一 1一 寸
1.暗褐色土層

2.黄褐色土層
8.ー一一

第20図 007住居跡
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007住居跡

プ ラン方形 規模 3.9x4.2m 主軸方向 N-30'-W

所見柱穴の並ぴは整然としないが.4本柱とカマドに対面する柱の形態をとる。壁はほぼ垂直に立

ち上がり，現存高30~35cmを測る。周溝は幅 5 ~15cm. 深さ 3 ~10cmで全周する。カマドの遺存状態は

極めて悪く，掘方を残すのみである。

出土遺物は須恵器杯・費，土師器奮，甑である。単孔式の甑9は床に密着して倒立した状態で出土し

た。須恵器楚8は押しつぶされた状態で出土している。須恵器杯 lは高台付になるものであるが，底部

』こ r~Jになると思われる朱書が認められる。この土器は住居埋没過程で流れ込んだものと考えられる。

時期花前IV期

007住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ

胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

I 高台付杯 底部破片 底部回へラ削り 中位砂.長石. 灰白色 良 底部外面朱書

(須恵器) 石英.雲母多

2 杯 底部y， 内外ーヨコナデ 中粒砂多 暗褐色 良

(須恵器) 体部下端一回へラ削り

7.3 底部一回糸切り後，一定

方向のへラ削り

3 主不 底部のみ 体部内面 ヨコナデ R 細粒砂・雲母 暗縄色 良

(須恵器) 体部下端ーへラ削り 一多

8.2 底部一回ヘラ切り後，回

ヘラ削り

4 高台付杯 底部のみ 高台部 ヨコナデ R 細粒砂，雲母 灰白色 甘

(須恵器) 高台径 底部回へラ削り 一多

8.8 

5 褒 23.8 底部欠〈 口縁部内外ーヨコナデ 細礁.長石，石 暗褐色 良 図版15-5 

(土師器) <30.5> 胴都内面ーへラナデ 英多

胴最大径 胴郡上位ーナデ 雲母，酸化鉄粒

27.5 胴部外面ーへラ磨キ 一少

底部一欠損後，割れ口を

磨キ，コシキ様にする

6 聾 (23.5) 胴上半% 口縁部内外 ヨコナデ 細粒砂，雲母 暗褐色 良

(土師器) <19.8> 胴都内面ーへラナデ 多

胴最大径 胴部上半ナデ

30.0 胴部下半へラ磨キ

7 饗 胴部下半 胴部内面磨滅の為調整 中粒砂，雲母 灰白色 やや甘

(須恵器) <11.9> y， 不明 一多

(17.2) I同部外面 ていねいなナ 長石，石英少

デ

胴部下端ーへラ削り

底部ーナデ

8 要 20.9 口縁部M 口縁部内外 ヨコナデ 中粒砂ー多 灰白色 やや甘 図版15-6 

(須恵器) 30.6 欠〈 胴部内上位ナデ

胴最大径 胴部内面 タンポ状あて

28.7 具

15.2 内部下端横方向のナデ

胴部外面一平行叩キ

下端検へラ削り

底部ー磨滅の為調整不明

9 甑 29.4 底部M欠 口縁部内外面 ヨコナデ 中粒砂多 淡黄褐色 良 図版15-7

(土師器) 29.3 く 胸部内面ーへラナデ 長石・石英・雲

12.1 胴部外面ーナデ 母一少

胴部下端ーへラ削り

底部へラ切リによる穿

孔

- 36一
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1.晴褐色土層

2.黒褐色土層

3.暗褐色土層
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第24図 008住居跡出土遺物

008住居跡

プラン .方形 規模 3.7X3.9m 主軸方向 N-34・-w
所 見 北壁の東隅にカマドを構築しているが，その西側床面に焼土と山砂が密着した状態で検出され

た。このことから現存するカマド以前に構築されたカマドの痕跡と考えられる。柱穴は検出されなかっ

- 38 -



た。周溝は幅15~20cm，深さ 5 ~10cmで，カマド部を除いて全周する。床面は全体に固くしまった状態

であった。現存壁高は35~55cmを測る。

遺物の多くはカマド内およびその周辺から出土する。須恵器杯2の内面には焼成後による「井」の線

刻が認められる。

時期花前III期

008住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考
回転方向

l 土不 (15.0) 体部反欠 体部内外面ヨコナデ R 中粒砂多 樟褐色 良 図版14-8 

(土師器) 6.2 後，へラ磨キ 酸化鉄粒少

8.9 体部下端手へラ削り

底部不定方向のへラ削

り

2 杯 (13.1) y， 体部内外 ヨコナデ R 中粒砂ー多 灰 色 良 底部内面に焼成

(須恵器) 3.7 体部下端手へラ削り 細穣，雲母ー少 後 r#Jの線刻

7.7 底部回ヘラ切り後，一 図版14-9 

定方向手へラ削り

3 杯 (13.8) シ1 体部内外ーヨコナデ 中粒砂，雲母 灰 色 良

(須恵器) <3.9> 体部下端ヘラ削り 多

4 聾 (20.0) y. 口縁内外 ヨコナデ 中粒砂，雲母 淡褐色 良

(土師器) <10.0> 胴部内面へラナデ 一多

胴部外面ーナデ 細磯少

5 要 胴下半y， 胴部内面ナデ 細磯，長石，石 暗褐色 良

(土師器) く11.3> 胴部外面一縦位のへラ磨 英一多，雲母

(8.0) キ 一少

底部ナデ

6 墾 胴部破片 胴都内面ータンポ具あて 細磯，雲母多 灰褐色 良

(須恵器) 具

胴部外面平行叩キ

011住居跡

プラン長方形 規模 3.7x4.5m 主軸方向 N-38'-W

所見 やや大型の住居跡である。床面でピットを数多く確認しているが，いずれも並び，規模ともに

整然とせず判断が難しいが， Pl~P4をもって柱穴と考え，四本柱の形態と考えたし〉。周溝は西壁と北

壁から東壁の一部に認められるだけで全周しなし 3。巾は 10~15cm，深さ 5 cmを測る。北壁は撹乱を受け

るために，カマドの遺存状態は極めて悪い。

遺物は住居の南半分で多く出土している。 8は土師器薬の口縁であるが， 9と同一個体になると考え

られる。

時 期花前VI期
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011住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ

胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

l 蓋 つまみ径 y， つまみ部 ヨコナデ R 細粒砂ー多 灰 色 堅徽

(須恵器) 3.1 天井部一回へラ削り 密

つまみ高 内面ーヨコナデ

0.9 

2 高台付邦 口縁部を 体部内面 ヨコナデ R 細粒砂，雲母 灰白色 やや甘 底部外商に朱書

(須恵器) <3.6> 欠く 体部下端一回ヘラ削り 一多 判読不明

高台径 高台都内外 ヨコナデ 密

8.3 底部一回へラ削り

3 珂Z 13.6 口縁部を 体部内外ーコヨナデ R 粗位砂，雲母， 灰褐色 やや甘 酸化焔焼成

(須恵器) 4.9 若干欠く 体部下端一手ヘラ削り 長石，石英一多 図版16-1

6.9 底部一回へラ切り離し後

一定方向のへラ削り

4 杯 13.3 口縁%を 体部内外ーヨコナデ R 粗粒砂，長石， 灰 色 やや甘 図版16-2

(須恵器) 4.7 欠く 体部下端手へラ削り 石英一多

7.0 底部一切り離し不明，一 雲母一少

定方向のへラ削り

5 聾 21.0 底部%を 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂.雲母 暗褐色 良 図版16-3

(土師器) 33.5 欠く 胴部内外へラナデ 一多

胴最大径 胴部下半ー縦位のへラ磨 長石，石英一少

23.4 キ

(8.9) 底部木葉痕

6 饗 胴部下半 胴部内面ーへラナデ 組組砂.細礁， 燈褐色 良

(土師器) <14.6> 底部を欠 胴部外面ーへラ磨キ 長石，石英一多

く 雲母一少

7 聾 胴部下半 胴部内面一円形叩キ後， 中粒砂・雲母 灰 色 良

(須恵器) <12.0> 軽いナデ 少

14.2 胴部外面一平行叩キ

胴部下端横ヘラ削り

端部内面ーナデ

底部外商ーへラ削りか

底部内面ーナデ

8 墾 (12.5) 口縁部X ロ縁部内外 ヨコナデ 細位砂ー多 暗褐色 良 口縁部内面に炭

(土師器) <7.2> 胴部内面ーナデ 化物付着

胴最大径 胴部外面一横ヘラ削り

15.0 

9 高台付聾 う4 胴内面ーナデ 細粒砂ー多 暗褐色 良

(土師器) <8.4> 胴外面縦へラ削り

台端部径 高台部内外ーヨコナデ

9.2 

10 聾 体部上位 胸部内面ーナデ 細粒砂，長石， 暗灰色 堅 鰍

(須恵器) の破片 胸部外面一平行叩キ 石英一少

012住居跡

プラン方形 規模 3.4X3.5m 主軸方向 N-25'-W

所見現存壁高は1O~45cmを測る。周溝は南壁と，東壁の一部に幅20cm，深さ 4 ~12cmで巡る。柱穴

は検出されなかった。

出土遺物はあまり多くないが，そのなかで須恵器杯が比較的多い点が目につく。丸底気味の杯 1，口

径と底径の差が比較的小さい杯2，器高が 4cmを越え，深い器形の杯の 3種類がある。 8の土師器皿は

他の須恵器杯の一群と時期が異なるものである。

時期花前II期
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012住居跡出土遺物

挿番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ
胎 土 色 調 焼 成 備 考回転方向

1 杯 12.5 y， 体部内外ーヨコナデ R 細礁，長石，石 青灰色 良

(須恵器) 4.3 体部下端一手へラ削リ 英一多

底部一切り離し不明，一

定方向のへラ削リ

2 珂Z (13.4) % 体部内外ーヨコナデ R 中位砂，雲母 灰褐色 甘

(須恵器) 3.6 体部下端ーへラ削りか? 一多

8.2 底部一回へラ切り離し後

不定方向のへラ削リ

3 郎 (13.0) y， 体部内外 ヨコナデ 中粒砂，雲母 黒灰色 甘

(須恵器) 4.6 体部下端一手ヘラ削リ 一多

(7.4) 底部一一定方向のへラ削

リ

4 (須恵器) 13.7 口縁部% 体部内外ーヨコナデ 中位砂，雲母. 暗灰色 甘

4.5 を欠〈 体部下端一手ヘラ削リ 石英.長石一少

8.3 底部一切り厳し不明，不

定方向の手ヘラ削リ

5 杯 13.4 ロ縁部わ 体部内外ーヨコナデ R 細様，長石，石 灰 色 堅徹

(須恵器) 4.4 ずか欠〈 体部下端一手ヘラ削リ 英一多

8.6 底部回へラ切り後，不

定方向のへラ削リ

6 杯 (13.3) 口縁，体 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂，雲母 灰 色 やや甘

(須恵器) 4目6 部の大半 体部下端一手ヘラ削リ 一多

(7.8) と底部わ 底部回ヘラ切り厳し後 長石.石英少

ずかに欠 一定方向にごく軽いヘラ

く 削リ

7 坪 底部y，を 体部内外 ヨコナデ 雲母一多 灰 色 やや甘

(須恵器) <2目5) 欠〈 体部下端一手へラ削リ

9.0 底部一一定方向のへラ削

リ

8 高台付皿 (12.6) y， 体部内外 ヨコナデ 中位砂ー多 乳櫨色 良

(土師器) 3.2 体部下端一回ヘラ削リ 密

高台径 高台部 ヨコナデ

(6.0) 
」

014-住居跡

プラン長方形 規模 2.4x3.5m 主軸方向 N-25・-w
所見東酋方向に長い小型の住居跡である。カマド堀方は北壁の外へ大きくとび出す感があるが図上

破線部分は別の土拡の可能性がある。柱穴，周溝ともに検出されなかった。

遺物の多くは床面から浮いた状態で出土した。須恵器杯で器形全体を知り得るものは少ないが，底部

のみ遣存している 4~6 の杯は底径 8cmを越えるもので，比較的底径の大きな部類に入る。 7 の土師器

奮の口唇部のつまみ出しは弱いが，口縁の屈曲は強く，胴下半部は小さな底部に向って急激にすぽまる

タイプのものと思われる。

時期花前II期
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014住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

1 蓋 y. 天井部一回ヘラ削リ後， L 中粒砂.雲母 淡褐色 良 酸化焔焼成

(須恵器) つまみ径 その周囲をヨコナデ 一多

4.4 内外 ヨコナデ

つまみ高

0.9 

2 土平 (12.5) % 体部内外 ヨコナデ 中粒砂ー多 灰 色 良

(須恵器) <4.1> 体部下端一回ヘラ削リ

3 坪 13.8 % 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂ー多 灰 色 堅鰍 火樺痕

(須恵器) 3.8 体部下端一手へラ削リ 長石，石英.雲

7.9 底部切り離し不明，不 母一少

定方向のへラ削リ 密

4 河Z 底部破片 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂ー少 灰 色 良 内面に「井」形

(須恵器) <2.6> 体部下端手へラ削リ 雲母多 の火俸痕

8.0 底部回へラ切り離し後 密

一定方向のへラ削リ

5 杯 底部破片 体部内外 ヨコナデ R 細粒砂少 青灰色 堅敏 底部の焼きひず

(須恵器) <1.8> 底部切り離し不明，一 密 みが著しい

8.2 定方向の手へラ削リ

6 杯 体部下端 体部内外 ヨコナデ R 雲母，長石多 灰白色 良

(須恵器) <2.8> ~底部% 体部下端一回ヘラ削リ

8.3 底部回へラ切り離し後

一定方向の手ヘラ削リ

7 護 24.5 % 口縁内外 ヨコナデ R 細礁，長石，石 暗褐色 良

(土師器) <18.3> 胴部内面ーへラナデ 英，雲母ー多

胴最大径 胴部外面上半ナデ

29.5 胴下半ー縦位のへラ磨キ

8 饗 (23.5) 口縁部破 ロ縁内外 ヨコナデ 中粒砂多 燈褐色 良

(土師器) <6.3> 片 胴部内面ヘラナデ

胴部外商横へラ削リ

015住居跡

プラン不整方形 規模 3.8x4.0m 主軸方向 N-240-W

所 見 カマドは北壁外方へ大きく張り出した住居である。カマド内には一辺15cm程の磯と鉄浮が出土

している。また袖部には構築材として土師器の斐12・13が使用されていた。柱穴，周溝ともに検出され

なかった。住居跡中央部床面は極めて固くしまっていた。

出土した遺物量は多く，また種類も豊富である。 7・8の須恵器杯の体部外面に焼成後の「女」の線

刻が施されている。 18の須恵器瓶は突出した円盤状の底部となり，回転糸切り後無調整である。 19は猿

投産の灰紬陶器で，黒笹90号窯式のものである。

時期花前VII期

一 46-
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第30図 015住居跡出土遺物
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20cm 

第31図 015住居跡出土遺物

015住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法li!: 遺存状態 成 ・ 墜形手法
ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考
回転方向

珂= (13.5) y， 体部内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 燈褐色 良 ロ縁内外に油煙

(土師器) <4.5> 体部下端一手へラ削リ 酸化鉄粒ー少

(8.5) 底部一周縁回へラ削リ

2 河: (12.5) y， 体部内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 淡褐色 良

(土師器) <4.7> 体部下綿一回へラ削リ

6.6 底部一回糸切り、周縁へ

ラ両日リ

3 珂: (13.0) y. 体部内外 ヨコナデ 中粒砂，酸化鉄 乳橿色 良

(土師器) 3.9 体部下端手へラ削 リ 位一多

(6.0) 底部一切り離し不明.一

定方向のへラ削り

- 49 -



簿番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

4 杯 口縁欠く 体部内面ーへラ磨キ 中粒砂多 明燈色 良 内黒

(土師器) <3.9> 体部外面ーヨコナデ

6.2 体部下端手へラ削リ

底部一切り離し不明，数

方向のへラ削リ

5 杯 底部% 体部内面へラ磨キ 中粒砂ー多 乳 燈 色 良 内黒

(土師器) <2.5> 体部外面ーヨコナデ 体部下端に粘土

6.3 体部下端一手へラ削リ 紐の巻き上げ痕

底部一切り離し不明，一 残す

定方向のへラ削リ

6 杯 底部のみ 体部内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 暗灰色 堅徹

(須恵器) <2.5> 体部下端横へラ削リ

6.6 底部一回へラ切り後，一

定方向のへラ削リ

7 主干 口縁部破 口縁部内外 ヨコナデ 中粒砂，金雲母 暗褐色 良 体部内外面に燐

(須恵器) 片 多 成後の「合J か

8 珂= 口縁部破 口縁内外ーヨコナデ 中粒砂ー少 黒褐色 良 体部外面に焼成

(須恵器) 片 後の線刻「合」

tJ> 

9 高台付皿 く1.9> 底部のみ 休部内面ーへラ磨キ R 中粒砂多 黄褐色 良

(土師器) 高台径 体部外薗 ヨコナデ

6.5 高台 ヨコナデ

底部一回糸切り

10 聾 (12.5) 口縁部破 ロ縁部内外ーヨコナデ 中粒砂.雲母 暗褐色 良

(土師器) <4.0> 片 胴部内面ーへラナデ 一多

胴部外面横位へラ削り

11 聾 (19.5) y， 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂，雲母 暗褐色 良

(土師器) <12.9> 胴部内外ーへラナデ 多

胴最大径 細諜，石英，長

22.0 石一少

12 聾 (20.5) ys 口縁部ーヨコナデ 中粒砂，長石， 明褐色 良 外面に山砂付着

(土師器) <8.4> 胴部内外ーへラナデ 石英.雲母多

13 聾 21.0 ロ縁~胴 口縁内外 ヨコナデ 長石，石英，雲 暗褐色 良

(土師器) <11.4> 上半% 胴部内面へラナデ 母一多

胴部外面ナデ

14 聾 22.0 ロ縁~胴 ロ縁部ーヨコナデ 中粒砂，長石， 暗褐色 良

(土師器) <8.5> 上半M 胴都内面横方向のへラ 雲母一多

ナデ

胴部外面ーナデ

15 i! (28.5) ロ縁~胴 口縁部ーヨコナデ 中粒砂多 灰白色 堅徹 口縁部内面から

(須恵器) <15.8> 上位 胴部内薗ー叩キ後，ナデ 密 胴部外面に触が

を施す 付着

胴部外面一平行叩キ

16 聾 口縁部破 口縁部内外 ヨコナデ 中粒砂多 暗褐色 良 酸化焔焼成

(須恵器) 片 目同部内面一鈍い円形の叩 細磯ー少

キ後，横ナデ

腕部外面一平行叩キ，部

分的に横ナデ

17 要 胴部破片 内面一鈍い円形の叩キ後 中粒砂ー多 暗掲色 良 酸化焔焼成

(須恵器) ヨコナデ 細磯ー少

外面一平行叩キ，部分的

にヨコナテ.

下端部へラ削リ

-50一



掃番図号 器種 法蛍 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

18 長頭瓶 胴下半% 胴部外面ーヨコナデ R 細粒砂ー少 灰 色 堅紋 底部は平高台と

(須恵器) <7.9> 胴部内面工具使用によ 宮、 なる。東海以西

(8.2) るヨコナデ からの搬入品

底部一回糸切り

19 長頚瓶 底部y， 内面 ヨコナデ R 中粒砂ー多 灰 色 堅鰍 外面に淡緑色の

(灰紬陶器) く6.4> 外面一回ヘラ削リ 密 柚が付着

高台径 高台 ヨコナデ 黒笹90号窯式

8.7 底部一回糸切り後，ヨコ

ナデ

016住居跡

プラン方形 規模 3.5X3.7m 主軸方向 N-640-E

所見主軸方向が東西に振れる住居跡である。柱穴，周溝ともに検出されなかった。

1 の土師器杯は体部外面に手持へラ削りを施し，口縁部はヨコナデ調整を行なう。 2~5 の須恵器杯

は口径が底径の 2倍以上になるものである。この中で4は胎土に白色針状物を含み，焼成も堅微なるも

ので南比企の製品と考えられる。この他に台付斐6と，下野型の婆 7が出土している。

時期花前VI期
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第33図 016住居跡カマド

016住居跡出土遺物

挿番号図 器種 法 III 遺存状態 成・整形手法
ロクロ

胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

l 土不 12.0 y， 口縁部 ヨコナデ 中粒砂ー多 燈褐色 良

(土師器) 4.2 体部内薗ー横ナデ後，へ 密

6.9 ラ磨キ

体部外面一手ヘラ削リ

底部一手ヘラ削リ

2 土不 13.2 % 体部内外ーヨコナデ L 細磯.長石，石 灰 色 良 図版16-4 

(須恵器) 4.7 体部下端一手へラ削リ 英，雲母ー多

6.5 底部一一定方向の手ヘラ

削リ

3 珂= y， 体部内外ーヨコナデ 細礎，長石，石 灰 色 良

(須恵器) <3.0> 体部下端手へラ削リ 英多

6.2 底部一切り離し不明.手

ヘラ削リ

4 坪 (13.0) ys 体部内外ーヨコナデ 細粒砂，白色針 灰 色 良 南比企製品

(須恵器) 3.6 体部下端一回ヘラ削リ 状物少 堅織

(6.2) 底部周縁一回ヘラ削リ 密

5 均Z (12.8) 口縁部 体部内外ーヨコナデ 細粒砂，雲母 灰 色 良

(須恵器) 4.5 ~底部ys 体部下端手へラ削リ 多

(6.0) 底部手へラ削リ

6 台付聾 底部付近 胴部内面ーへラナデ 中粒砂ー多 暗褐色 良

(土師器) <4.4> 砂片 胴部外面へラ削リ 雲母一少

7 墾 21.8 口縁部 ロ縁部内外 ヨコナデ 中粒砂，雲母 暗栂色 良

(土師器) <19.7> ~胴上半 胴部内面一横方向のへラ 一多

胴最大径 % ナデ 長石，石英，酸

26.0 胴部外面上位横方向の 化鉄粒ー少

ヘラナデ

胴部下半へラ磨キ

F
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017住居跡

プラン不整方形か? 規模 4.4x?m 主軸方向不明

所見住居跡東側が末調査のため，カマドの位置および，住居跡の全体を知ることができなし泊。検出

された範囲では柱穴も周溝も認められない。

遺物は内黒処理された杯 1，須恵器杯 2~5 ，須恵器高台付盤 6 ，土師器婆 7~9 ，須恵器甑10・ 11

である。 3の杯体部外面には r@Jになると思われる朱書が認められる。

時期花前VI期
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017住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

1 杯 (15.5) % 体部内面ーヘラ磨キ 細粒砂ー多 乳櫨色 良 内黒

(土師器) 5.5 体部外面 ヨコナデ 密

(7目4) 体部下端一回へラ削り

底部一回糸切り周縁回へ

ラ削り

2 主干 12.9 ロ縁部y， 体部内外ーヨコナデ R 細礁.長石，石 灰 色 良 図版16-5

(須恵器) 4.5 欠〈 体部下端回ヘラ削り 英.雲母多

6.5 底部一回へラ切り後，一 極めて粗

定方向のへラ削り

3 杯 (14.0) % 体部内外ーヨコナデ R 中位砂，長石， 灰 色 良 体部外面に朱書

(須恵器) (4.0) 体部下端一回へラ削り 石英，雲母多

(8.0) 底部一切り離し不明，一

定方向のへラ削り

4 坪 (13.0) ロ縁部% 体部内外ーヨコナデ 細傑，長石，石 青灰色 良

(須恵器) <4.5> 休部下端手ヘラ削り 英多

5 坪 底部% 体部内外ーヨコナデ L 中粒砂，長石. 灰 色 やや甘

(須恵器) 3.0 体部下端回ヘラ削り 石英，雲母ー多

7.3 底部回ヘラ切り後，ー

定方向のへラ削り

6 高台付盤 (13.0) 口縁部の 体部内外~高台ーヨコナ R 細醸.長石，石 灰 色 甘 図版16-6

(須恵器) 4.6 大半欠〈 デ 英.雲母多

高台径 底部一回ヘラ削り

9.1 

7 聾 (21.5) 口縁部κ 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂，雲母 乳檀色 良

(土師器) <6.7> 胴部内外ーへラナデ 多

長石.石英一少

8 聾 (21.0) ロ縁部y.口縁部内外 ヨコナデ 細磯，長石.石 暗褐色 良

(土師器) <4.9> 胴部内面へラナデ 英.雲母ー多

胴部外面ーナデ

9 費 (15.5) 口縁部% 口縁部内外ーヨコナデ 細礎，雲母ー多 檀褐色 良

(土師器) <5.8> 胴都内面へラナデ 長石，石英一少

胴部外面ナデ

10 甑 ワ (29.0) 口縁破片 ロ縁部ーヨコナデ 中盤砂，長石 灰 色 良

(須恵器) 胴部内面ーナデ 石英一多

胴部外面平行叩キ

11 甑 今 胴部破片 胴都内面ーナデ 細様，長石，石 灰 色 良

(須恵器) 胴部外面一平行叩キ 英一多

胴部下端ーヘラ削り

019住居跡

プラン方形 規模 5.8X6.0m 主軸方向 N-35'-W

所見大形で，四本柱の形態をとる住居跡である。柱穴は径40~70cm，深さ 35cmを測る。南東隅は削

平を受けるため不明だが，周溝は幅1O~20cm，深さ 5 cmで全周する。

遺物はカマド内から出土した聾の底部16を除いて，覆土中から出土している。土師器杯は体部にわず

かに稜を残すものである。須恵器蓋にはカエリを有したもの 4と，端部を折り返したもの lがある。須

恵器杯 5~12の口径は底径の1.5~1. 6倍となり，比較的底径が大きい一群である。この他に長頚瓶18・

19，聾20，大形の鉢22は東海地方の製品と考えられるものである。覆土中からの出土であるため，検討

の余地はあるが，一括遺物として考えた"0
時 期花前 I期
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l 黒褐色土層

2.黄褐色土層

3.黒色土層

4.暗黒褐色土層

5.褐色土層

6.黒褐色土層

7.暗褐色土層

8.黒褐色土層

9.暗褐色土層

10.褐色土層

13.00m 

1 m 
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019住居跡出土遺物

喜望 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考
回転方向

l 蓋 14.0 % 天井部一回へラ削り L 中粒砂ー多 灰白色 やや甘 東海地方の製品

(須恵器) 3.2 内外 ヨコナデ

つまみ高 つまみ部ーヨコナデ

0.6 

つまみ径

2.8 

2 珂Z (12.0) 口縁部% 口縁部~体部内面ーヨコ 中粒砂ー多 乳檀色 良

(土師器) く3.8> ナデ 密

体部外面へラ削り

3 珂Z 02.5) 口縁部メ 口縁部~体部内面 ヨコ 中粒砂多 乳樫色 良

(土師器) (5.5) ナデ 密

体部内外ーへラ削り

4 葦 06.5) y. 天井部回へラ削り L 中粒砂，雲母 暗褐色 やや甘

(須恵器) 3.1 内外 ヨコナデ ー多

つまみ高 つまみ部 ヨコナデ

0.7 

つまみ径

4.4 

5 杯 (13.4) 口縁~体 体部内外ーヨコナデ R 細粒砂，雲母 青灰色 堅 徹

(須恵器) 4.4 部% 体部下端回へラ削り 多

8.0 底部数方向の手へラ削 密

り

6 土平 13.6 口縁部M 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂，長石. 灰 色 良 図版16ー7

(須恵器) 3.8 を欠く 底部一回ヘラ削り 石英多

9.0 雲母ー少

7 杯 14.0 口縁%を 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂，雲母 灰 色 良 底部内面に焼成

(須恵器) 4.2 欠く 体部下端回ヘラ削り 一少 後「本」の線刻

8.6 底部一手ヘラ削り 密 図版17-3

8 杯 13.4 %欠く 体部内外 ヨコナデ L 中粒砂多 青白色 良 図版16-8

(須恵器) 4.0 底部切り離し不明，数 長石，石英，雲

8.7 方向の手へラ削り 母一少

9 I不 13.8 y.欠〈 体部内外 ヨコナデ R 中粒砂，雲母 灰褐色 良 図版17-1
(須恵器) 3.7 体部下端回へラ削り 多

9.0 底部一回ヘラ切り雌し 密

10 郎 (13.0) 口縁部y.体部内外 ヨコナデ L 中粒砂.雲母 灰白色 やや甘 底部に焼成後

(須恵器) 4.0 欠〈 底部一一定方向のへラ削 一多 r+J の線刻

8.0 り 図版17-4

11 杯 13.1 体部~口 体部内外 ヨコナデ R 細楳，長石，石 灰 色 良 底部に焼成後

(須恵器) 3.8 縁部パ欠 底部回へラ切り離し後 英多 「尊」の線刻

8.7 回へラ削り 雲母一少 図版17-5

粗

12 土平 13.4 体部口 体部内外ーヨコナデ R 細粒砂，雲母 灰 色 堅 敏 図版17-2
(須恵器) 4.0 縁%を欠 底部一回ヘラ削り 一多

8.8 く 密

13 均: 底部万 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂，雲母 黒灰色 良
(須恵器) <2.8> 底部一回へラ削り 多

(10.0) 

14 聾 (20.9) 口縁部X ロ縁部内外ーヨコナデ 中粒砂.雲母 暗褐色 良
(土師器) <6.4> 胴部内面ーへラナデ 一多

胴部外面ーナデ 長石，石英一少

15 聾 06.5) 口縁部% ロ縁部内外 ヨコナデ 中粒砂多 暗褐色 良
(土師器) <5.3> 胴部内面へラナデ

胴部外面ー斜位のへラ削

り

po 



挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼 成 備 考回転方向

16 要 胴部下半 胴部内面ヘラナデ 中粒砂，長石， 暗褐色 良

(土師器) 破片 胴部外面ーへラ磨キ 石英，雲母多

7.9 底部調整不明

17 費 底部% 胴部内商へラナデ 中粒砂，長石 乳燈色 良

(土師器) <9.0> 胴部下半 胴部外面ーへラ磨キ 石英一多

8.6 y， 底部一木葉痕 雲母ー少

18 長頚瓶 耳目上半を 胴都内外ーヨコナデ 中粒砂多 灰 色 良 東海地方の製品

(須恵器) 17.5 欠〈 胴部下半一回へラ削り 図版18-1

胴最大径 高台部 ヨコナデ

19.5 底部一回へラ削り

13.0 

19 長類瓶 頚部のみ 頭部内外ーヨコナデ R 中粒砂多 灰白色 良 東海地方の製品

(須恵器) <9.8> 

20 聾 口縁破片 口縁部内外 ヨコナデ 細粒砂多 灰 色 堅徹 内外面に袖付着

(須恵器) 密 東海地方の製品

21 要 21.0 胴上半M 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 灰白色 やや甘 図版18-2 

(須恵器) <20.5> 胴内面上位ヘラナデ

胴最大径 胴外面一平行叩キ

33.0 

22 鉢 33.6 完形 胴部内面~外上半ーヨコ 中粒砂多 灰 色 良

(須恵器) 20.3 ナデ 色、

13.0 胴部下半ーへラ削り 図版18-3 

底部数方向のへラ削り
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020住居跡

プ ラン方形 規模 3.1x?m 主軸方向 N-3T-W

所 見 021住居跡を切って構築されている。東側は削平され，カマドも上半部は遺存していない。周

溝は北壁と西壁に認められる。幅20~25cm，深さ 5cmを測る。

遺物は土師器杯，饗，須恵器蓋，杯がある。 3~5 の杯は体部が直線的に立ち上がり箱型を呈する。

2の蓋の天井部には回転糸切り痕が明瞭に残る。 6・7の杯は器高が高いタイプである。

時期花前V期

021住居跡

プ ラン方形 規模 4.1x?m 主軸方向 N-34'-W

所見東南部は床面がはっきりとせず，柱穴の残存部がかろうじて残る程度である。

遺物は僅少で，実測できたものは須恵器蓋 1点のみである。

時期不明
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020， 021住居跡出土遺物

挿番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ

胎 土回転方向

l 蓋 y. 天井部一回ヘラ削り R 中粒砂，長石，

(須恵器) く1.9) 内外ーヨコナデ 石英，雲母一多

つまみ高 つまみ部ーヨコナデ

0.9 

つまみ径

2.5 

2 蓋 y. 天井部一回糸切り，周縁 R 粗粒砂，長石，

(須恵器) <2.8) 回へラ削り 石英多

つまみ高 内外ーヨコナデ

1.0 つまみ部ーヨコナデ

つまみ径

2.9 

3 杯 11.8 y， 体部内外ーヨコナデ L 中粒砂多

(土師器) 4.3 体部下端一回へラ削り 酸化鉄粒ー少

8.0 底部切り離し不明，手

ヘラ削り

4 珂= 11.0 y， 体部内外ーヨコナデ 中砲砂多

(土師器) 3.8 体部下端一回へラ削り

7.0 底部切り離し不明，回

ヘラ削り

- 64 -

色

X二よ4
ミ三ヰ-7)5

20cm 

調 焼成 備 考

灰白色 良 021住居跡出七

青灰色 良

賞褐色 やや甘

暗褐色 良



挿番号図 器種 法量 遺存状態

5 坪 10.8 ロ縁y，
(土師器) <3.7> 底部欠く

6 杯 13.2 ほ!;f'完形

(須恵器) 4.9 

7.5 

7 河Z 13.0 ほぽ完形

(須恵器) 4.5 

7.1 

8 聾 胴下半y，
(土師器) 22.2 

7.6 

胴最大径

24.9 

A。一一

成・整形手法

体部内外ーヨコナデ

体部下端一回ヘラ削り

体部内外 ヨコナデ

体部下端手へラ削り

底部回へラ切り離し後

一定方向の手ヘラ削り

体部内外 ヨコナデ

体部下端一回へラ削り

底部回へラ切り離し後

一定方向の手ヘラ削り

胴内面へラナデ

胴外面ヘラ磨キ

底部一木葉痕

ロクロ
回転方向

L 

L 

6 . 
56図22

胎 土

中粒砂ー多

粗粒砂.長石，

石英，雲母多

組粒砂，長石，

石英多

中粒砂，長石，

石英，雲母多

ー-oA'

。

第43図 022住居跡
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色 調

賛褐色

灰白色

青灰色

暗褐色

焼 成 備

甘

良 図版18-4 

良 図版18-5

良

1.黒色土層

2.黒褐色土層

3.暗褐色土層

2 m 

考



022住居跡

プラン長方形 規模 4.0x3.6m 主軸方向 N-56'-E

所見縦長の平面形態をとる住居跡で，カマドの遺存状態は悪く掘方を残すのみである。径30cm，深

さ20仰を測る小形のピット 3本は柱穴であろうか。また南東隅にある平面円形のピットは径75cm，深さ

30cmを測る，このピット内には鉄津が含まれていた。周溝などは認められない。

遺物は少量であるが，須恵器がほとんど含まれないのが特徴である。 2の内黒処理された高台付杯の

体部には僅かに墨書された部分が遺存している。 5の杯は底部回転糸切り無調整になる小形のものであ

る。 7の饗の口唇部は回線が巡り，器形も他に類例を見ない特異なものである。この他に羽口も出土し

ている。

時期花前IX期

① 

。 5cm 
ミ撃参ぞ

ノ」、 6
。

。

第44図 022住居跡出土遺物
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022住居跡出土遺物

喜号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考
回転方向

1 土 玉 径 2.4 淡掲色 側面に穿孔途中

高さ2.3 の痕跡

孔径0.6

重さ

13.0g 

2 高台付杯 体部M 体部内面ーヘラ磨キ 細粒砂多 乳橿色 良 体部内面に僅か

(土師器) <4.6> 体部下端一回ヘラ削り に昼書残す

高台部ーヨコナデ

3 高台付杯 体部% 体部内面ーヘラ磨キ 中位砂ー多 暗褐色 良 内黒

(土師器) く3.6> 体部外面ーヨコナデ

体部下端一回へラ削り

高台部ーヨコナデ

4 高台付杯 (14.0) y， 体部内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 暗褐色 良

(土師器) 6.3 体部下端一回へラ削リ

7.9 高台部ーヨコナデ

底部一回糸切り

5 杯 (9.6) % 体部内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 乳纏色 良

(土師器) 2.5 底部一回糸切り

(6.0) 

6 台付聾 脚部メ 脚部内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 乳橿色 良

(土師器) <3.0> 

(8.2) 

7 聾 16.2 胴下半を 口縁部内外 ヨコナデ 中粒砂ー多 乳橿色 良 口唇部外面に凹

(土師器) <24.3> 欠〈 胴部内面ーヘラナデ 酸化鉄粒ー少 線をめぐらす

鯛最大径 腕部外面ー縦位のへラ削

(25.7) り

8 聾 胴下半M 胴都内面ナデ 粗位砂ー多 賞縄色 良

(土師器) <18.5> 底部完 胴部外面ー縦位のへラ削 酸化鉄位一少

腕最大径 り後，横位のへラ削り

22.4 底部ー調聾不明

13.0 

028住居跡

プラン方形? 規模一辺3.2m以上 主軸方向 N-31・-w
所見南半分を削平されるため全体を知ることはできない。現存する北壁と西壁には幅25~30叩，深

さlOcmで周溝を検出したが，柱穴などは認められなかった。カマドの袖部の遺存状態は比較的良好であ

った。

出土遺物は僅少で，実測し得たものは須恵器坪 1の僅か 1点である。体部下端はまるみをもち，直線

的に立ち上がり口唇部にいたるものである。

時期不明

028住居跡出土遺物

婦図
器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考番号 回転方向

1 杯 (12.6) y， 体部内外ーヨコナデ R 中松砂，長石， 灰白色 良
(須恵器) 3.8 体部下端ー磨耗のため調 石英，雲母ー多

(7.8) 整不明

底部一回ヘラ切り，一方

向の手ヘラ削り
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2m 。029・030住居跡第46図

029住居跡

方形? 規模不明 主軸方向 N-40"-W

カマド掘方と床面と考えられる一部を確認したにとどまる。遺物は細片が多く時期の決定もし

プラン

所 見

難い。

時 期 不明

030住居跡

プ ラ ン 方 形 ? 規模不明 主軸方向不明

所見周溝と床面の一部を遺存するだけである。周溝は幅20cm，深さ 10cmを測る，床面の一部に焼土

の推積があり，カマドの火床部とも考えられる。遺物は少なく時期は決定できない。また019・030住居

跡と切り合い関係をもつが，その新日関係も不明である。

時期不明
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第51図 013・031・032住居跡出土遺物

013， 031， 032住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

l 杯 (12.2) ys 体部内外 ヨコナデ 細傑，長石，石 灰 色 良

(須恵器) <3.4> 体部下端へラ削リ 英一多

(7.7) 底部回へラ削リ

2 珂Z (12.4) ys 体部内外ーヨコナデ 中粒砂少 青灰色 堅徽

(須恵器) 3.8 体部下端ーヨコナデ後軽 密

(8.5) く手ヘラ削り

底部不定方向の手へラ

削り

3 珂: (14.0) ys 体部内外 ヨコナデ 中粒砂，雲母 灰白色 やや甘

(須恵器) 3.8 体部下端一手へラ削リ 一多

(8.7) 底 部 田 ヘ ラ 切 り 離 し

後，手ヘラ削リ

4 杯 (13.5) 体部ys 体部内外 ヨコナデ 細際，長石.石 灰 色 良

(須恵器) <3.8> 体部下端手ヘラ削リ 英一多

(7.8) 底部回ヘラ切り離し後

一定方向の手へラ削り

5 杯 (13.3) y. 体部内外ーヨコナデ 中位砂多 灰縄色 やや甘

(須恵器) <4.1> 体部下端手へラ削リ

(6.6) 底部一切り離し不明，手

ヘラ削り

6 杯 (12.0) ys 体部内外 ヨコナデ 中粒砂，長石. 淡褐色 良 酸化焔焼成

(須恵器) 3.8 体部下端一手ヘラ商IJリ 石英一多

(6.4) 底部手へラ削リ 雲母ー少
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挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ

胎 土 色 調 焼 成 備 考
回転方向

7 土不 (12.6) :ィb 体部内外 ヨコナデ 中粒砂，長石， 淡褐色 良 酸化焔焼成

(土師器) 3.8 体部下端一手へラ削リ 石葉一多

(6.0) 底部回糸切り 雲母ー少

8 珂= 12.9 口縁部ys 体部内外 ヨコナデ 中粒砂多 灰褐色 やや甘 体部内面に焼成

(須恵器) <3.5> 体部下端一手ヘラ削リ 後「脅」の線刻

9 主不 (13.5) パ 体部内面ーヨコナデ R 細粒砂，雲母 灰 色 やや甘

(須恵器) (4.8) 体部下端手へラ削リ 多

(6.0) 底部一定方向のヘラ削

リ

10 杯 シi 体部内外ーヨコナデ L 雲母，小石粒 灰 色 やや甘

(須恵器) <2.9> 体部下端一手へラ削リ

底部切り離し不明，数

方向にへラ削リ

11 坪 14.2 口縁ys 体部内外 ヨコナデ 中粒砂多 灰 色 堅鰍

(須恵器) 4.8 

12 高台付杯 体部下半 体部内外 ヨコナデ R 細礁，長石，石 青灰色 良

(須恵器) <3.5> ys 底部回ヘラ削り 英多

13 杯 底部のみ 体部内面ーヨコナデ R 粗粒砂ー多 灰褐色 良 底部内面に焼成

(須恵器) <1. 7> 体部下端一手へラ削リ 後 r#Jの線刻

5.0 底部一定方向のへラ削

り

14 珂= 底部破片 小石粒 暗灰色 やや甘 外面に焼成前

(須恵器) 「十」のへラ書

き

15 高台付杯 底部% 体部内外 ヨコナデ R 中粒砂.雲母 灰褐色 甘

(須恵器) <2.6> 高台部ーヨコナデ 一多

高台径 底部一回ヘラ削り

(7.5) 

16 珂: (14.4) パ 体部内外 ヨコナデ 細粒砂，白色針 灰 色 良 南比企製品

(須恵器) 3.8 庭部一回糸切り 状物多

(8.0) 密

17 河Z (12.5) ys 体部内外 ヨコナデ 細粒砂，白色針 青灰色 堅徽 南比企製品

(須恵器) (4.5) 底部回糸切り 状物多

(6.5) 

18 杯 11.0 口縁κ 体部内外 ヨコナデ 細粒砂，白色針 青灰色 堅 織 南比企製品

(須恵器) 3.8 状物多

19 杯 (12.0) ys 体部内外ーヨコナデ 細砂粒，白色針 灰 色 堅 徽 体部内面に焼成

(須恵器) 3.9 底部一回糸切り 状物多 後「合」の線刻

(5.6) 密 南比企製品

20 坪 体・底部 体部内外 ヨコナデ R 細粒砂，白色針 灰 色 堅徹 南比企製品
(須恵器) <3.D 約ys 底部回糸切り 状物多

6.0 密

21 珂Z 底部% 体部内外 ヨコナデ 細粒砂，白色針 青灰色 堅鰍 内外面に火樺有
(須恵器) く4.2> 底部一回糸切り 状物多 り

(6.0) 密 南比企製品

22 珂: (14.3) 口縁y. 体部内外 ヨコナデ R 細粒砂，白色針 灰褐色 良 体部内面に焼成
(須恵器) 5.5 底部回糸切り 状物多 後「合」の線刻

(6.1) 南比企製品

図版19-7 

23 杯 (14.3) 口縁のys 体部内外 ヨコナデ 白色針状物，細 灰白色 やや甘 体部内面に「脅」
(須恵器) 5.7 を欠く 底部回糸切り 砂粒多 の線刻

6.7 南比企製品

図版19-8 
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挿番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

24 杯 (14.2) y， 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂，白色針 灰褐色 良 体部内面に焼成

(須恵器) 5.4 底部一回糸切り 状物一多 後「合J の線刻

(6.7) 南比企製品

図版20ー l

25 杯 (13.5) y， 体部内外ーヨコナデ 中粒砂多 黒灰色 良

(土師器) 3.9 底部一回糸切り

(8.0) 

26 珂Z (12.5) メ 体部内外 ヨコナデ 中粒砂多 乳燈色 良

(土師器) 4.1 体部下端回ヘラ削り 密

(6.0) 底部周縁回ヘラ削り

27 杯 (13.0) y， 体部内外 ヨコナデ 中粒砂多 乳横色 良 体部外面に「合」

(土師器) 4.0 体部下端回へラ削り 酸化鉄粒ー少 の墨書

(7.0) 底部一切り離し不明，回 図版19-4

ヘラ削り

28 杯 14.3 口縁部若 体部内面 ヨコナデ後， R 細粒砂多 乳樟色 良 体部外面に「脅」

(土師器) 4.9 干欠く 斜め横のへラ磨キ の昼書

8.0 体部外面ーヨコナデ 図版19-1

体部下端回へラ削リ

底部回糸切り後，回へ

ラ両日り

29 杯 12.8 口縁%を 体部内外ーヨコナデ R 細粒砂，酸化鉄 乳燈色 良 体部外面に「合」

(土師器) 4.1 欠く 底部一回糸切り 粒少 の墨書

7.0 内面に長方形の

墨痕

図版19-2

30 杯 14.4 口縁部若 体部内面ヘラ磨キ 中位砂多 乳燈色 良 図版19-3

(土師器) 5.3 干欠く 体部外面ーヨコナデ

7.9 体部下端回ヘラ削リ

底部切り離し不明，回

ヘラ削リ

31 杯 (14.5) 口縁%欠 体部内面へラ磨キ R 中粒砂，酸化鉄 乳燈色 良 内黒

(土師器) 4.5 体部外面ーヨコナデ 粒少

(6.5) 体部下端回ヘラ削リ

底部切り離し不明，回

ヘラ削り

32 珂= 13.6 y， 体部内面ヘラ磨キ R 中粒砂ー少 乳燈色 良 内黒

(土師器) 4.8 体部外面 ヨコナデ 体部内面に焼成

6.5 底部切り離し不明，回 後、」の線刻|

ヘラ削り 図版19-5 

33 杯 (15.0) y， 体部内面一ヨコナテ・後へ 中粒砂多 乳燈色 良 内黒

(土師器) 5.3 ラ磨キ

(9.2) 体部外面ーヨコナデ

体部下端手ヘラ削り

底部一手へラ削リ

34 鉢 (18.0) 体部のy.体部外面ーヨコナデ 中粒砂ー多 灰褐色 良 内黒

(土師器) 7.5 欠〈 底部回糸切り

8.5 

35 珂L 12.8 % 口縁部外面 ヨコナデ後 雲母，微粒砂 淡褐色 良 内黒

(土師器) <4.9> 横方向のへラ磨キ 一少

体部内面ーヨコナデ後，

磨キ

体部外面一ヨコナデ

体部下端手ヘラ削リ

36 鉢 (22.2) }ィ主 体部内面ーヨコナデ後， 中粒砂.酸化鉄 乳偉色 堅徽

(土師器) 8.3 ヘラ磨キ 粒一少

(10.2) 体部外面 ヨコナデ

体部下端回ヘラ削リ

底部一回へラ削リ
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喜号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考
回転方向

37 鉢 (23.5) y. 体部内面ーヘラ磨キ 細粒砂ー多 乳檀色 良 口縁に鉄附着

(土師器) (10.0) 体部外面 ヨコナデ 密

体部下端回ヘラ削り

38 杯 口縁部破 体部内面ーへラ磨キ 中粒砂多 乳檀色 良 内黒

(土師器) 片 体部外面ーヨコナデ 酸化鉄粒ー少 体部外面に墨書

体部下端一回へラ削リ

39 杯 口縁部破 体部内外 ヨコナデ 中粒砂ー少 乳樟色 良 体部内面に焼成

(土師器) 片 体部下端一回へラ削リ 密 後「脅J の線刻

図版19-4

40 杯 体部破片 体部内面 ヨコナデ 中粒砂ー多 橿褐色 良 体部外面に「合」

(土師器) 体部外面ーヨコナデ 密 の墨書

体部下端ーへラ削リ 図版19-4

41 高台付皿 (13.0) 体部y， 体部内面ーへラ磨キ 中粒砂多 乳檀色 良 内黒

(土師器) <2.0> 高台を欠 体部外面ーヨコナデ

く 高台部ーヨコナデ

底部一回糸切り後，回へ

ラ削り

42 高台付耳杯 長径12.5 高台欠く 体部内面ーヘラ磨キ L 細粒砂多 乳檀色 良 内黒

(土師器) 短径 8.5 体部外面回へラ削リ後 図版19-6

現存高 ヘラ磨キ

3.0 底部回へラ削リ

43 聾 20.5 完形 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂，細礁， 乳檀色 良 図版20-2

(土師器) 33.7 胴部内面上半ーナデそれ 雲母多

胴最大径 以下へラナデ

24.1 胴部下半横方向のへラ

8.9 磨キ後，縦位のへラ磨キ

底部ーナデ

44 聾 (21.0) y. 口縁部内外 ヨコナデ 中粒砂，酸化鉄 乳檀色 良

(土師器) <13.5> 胴部内面ーナデ 粒多

胴最大径 胴部外面縦位のへラ削

22.0 リ

45 要 20.5 胴下半部 口緑内外ーヨコナデ 中粒砂多 明褐色 良 外面山砂附着

(土師器) <16.9> 欠く 胴部内面ーへラナデ 胴部上位のヨコ

胴最大径 胴部上位 ヨコヘラ削リ ヘラ削リはカン

22.5 胴部中位縦位ヘラ削リ ナとぴの状態と

なる

図版20-3 

46 聾 (21.5) 口縁部 口縁部内外 ヨコナデ 細磯.長石，石 燈褐色 良

(土師器) く30.3> ~胴部泌 胴部内面ーへラナデ 英，雲母多

胴最大径 欠く 胴部上位ーナデ

(25.0) 胴部下半ー横方向のへラ

削リ後，縦位のヘラ磨キ

47 聾 (21.0) 口縁パ 口縁内外ーヨコナデ 粗粒砂，長石， 乳檀色 良

(土師器) <7.7> 胴部外面ナデ 石英一多

48 聾 19.0 口縁κ 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂.長石， 暗褐色 良

(土師器) <4.4> 胴部外商ーへラ削リ 石英多

49 褒 13.5 口縁κ 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂，長石， 暗褐色 良

(土師器) 4.2 網部内面ーヘラナデ 石英，雲母少

胴部外面ー縦位のへラ削

リ

50 要 00.8) 口縁メ 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 燈褐色 甘

(土師器) く3.9> 胴部外面ー荒い木口状工

具による削り
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言号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

51 要 胴下半 胴部内面ーへラナデ 中粒砂ー多 乳燈色 良

(土師器) く7.8> ~底部% 胴部外面ーへラ削リ 密

7.5 底部ナデ

52 饗 口縁部破 口縁部内外ーヨコナデ後 細磯 暗灰色

(須恵器) 片 外面に櫛描波状文を施す

53 四耳壷 (12.0) y， 胴部内外 ヨコナデ 中粒砂少 灰白色 良

(須恵器) (9.7> 胴部下端回へラ削リ 密 付着

胴最大径 東海地方の製品

(21.0) 図版20-5

54 長類瓶 う4 胴部下端一回ヘラ削リ 中粒砂ー多 灰白色 良 井ヶ谷78号窯式

(灰粕) <23.4> 高台部 ヨコナデ 図版20-4

胴最大径 底部回へラ削リ

23.3 

高台径

11.6 

55 長頚瓶 胴部上半 胴部内外 ヨコナデ 中粒砂ー多 育 灰 色 良

(灰紬) y， 

56 長頚瓶 胴部下半 胴部内外 ヨコナデ 中粒砂多 青 灰 色 良 井ヶ谷78号窯式

(灰紬) <9.6> y， 胴部下端回へラ削リ

高台径 高台部 ヨコナデ

9.0 底部回へラ削リ

57 長頚瓶 底部y， 胴部下端一回へラ削リ 中粒砂ー多 灰白色 良 表面に鉄分の噴

(須恵器) <8.7> 高台部 ヨコナデ 出

高台径 底部回糸切り後，回へ

9.2 ラ削リ

58 長頚瓶 -s1i凶Xニ 台部内外ーヨコナデ 組粒砂多 灰 色 良 黒世14号窯式

(灰紬) 10.0 

59 短頚壷? 底部破片 内面ーヨコナデ 中粒砂少 灰 白 色 堅徹 内面に粕

(灰紬) <3.4> 高台部ーヨコナデ 密 井ヶ谷78号窯式

高台径

(19.5) 

60 不明土製品 一辺3.5 外面ー斜位にへラナデに 中粒砂少 乳 檀 色 良 角柱状の土製

現存長7.7 より調整 (断面灰色) 品，用途不明

端部指頭による押え

61 土 玉 長径1.9 暗 褐 色 良

孔径0.3

重さ4.n

62 土 玉 長径1.3 暗褐色 良

子L径0.2
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第52図 013・031'032住居跡

013住居跡

プラン長方形 規模 4.9x4.4m 主軸方向 Nー43・-w
所見 031 ・ 032の各遺構と切り合い関係をもっ住居跡である。現存壁高は60仰を測る。周溝は南・西壁から20~50ω程中に入って，並行して検出された。柱穴はカマド袖部の

両側に径約30cmを測るものが2本ある。また住居跡の南西部には100x75cmのピットが検出された。 031住居跡は一辺4.5m穫で現存壁高は約55cmである。北東皇室の一部と南壁の一

部に周溝が認められる。カマドは検出きれなかった。

032遺構は013・031の北壁にまたがって検出されたが，その性格等不明である。出土した遺物量は極めて多く土器の他に鉄器，鉄浮も多く出土している。

土器は切り合いを持つ 3遺構にまたがって接合しており，どの遺構にどの遺物が伴なうのかを判断するのは難しい.また切り合いによる新旧関係も不明である。

須恵器杯 1~4 は口径と底径の差が比較的小さなもので.花前 11期に見られる法量値に近い。 16~24は胎土に白色針状物を含み，回転糸切り無調整となる一群で南比企からの

搬入品である。 53の四耳査は東海地方からの搬入品. 54 ・ 55 ・ 58~59は灰紬陶器である。 60は角柱状の土製品で用途不明であるが，脚としての使用が考えられる。また杯には「食」

の線刻.墨書が多く認められる点も特徴である。

時期花前II• VII期
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58図24
0 

58図25
Q 

58図23

σ 
1.焼土層

2.黒色土層炭化物を含む

3.黒色土層

4.黒色土層

5.黄褐色土層

。 2m 

第53図 024小竪穴

024小竪穴

プラン長方形 規模 2.9X1.9m 

所 見小形の竪穴遺構で鉄津と羽口が出土している。遺物から見て製鉄に関連した遺構かとも思われ

るが，鍛冶炉などの痕跡も認められず断定しがたし3。現存壁高は 7~12cmを測る。

a・-

1.暗褐色土層

2.黒褐色土層

3.黒色土層

4.暗褐色土層

5.黄褐色土層E担
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025土拡

プラン不整形 規模 2.5x3.4m

所見比較的大きな土拡で現存する壁高は40~80叩を測る。床面はゆるやかな凹凸があり覆土下層か

ら鉄製の丸ノミが出土している。時期，性格ともに不明。

027土拡

プラン楕円形 規模1.5x 1.8m 

所見平面楕円形を呈する土拡で，床面は平坦になっている。現存壁高は25~30cmで，なだらかに立

ち上がる。出土遺物はほとんど無く時期，性格ともに不明。

Ao--

‘
 
.

.

 P
I
l
l
'
 

一一OA.

14.30m 
AO':":'"一

I
I
l
l
-
-

一一一oA.

1.黒褐色土層

2.暗褐色土層

3.暗褐色土層

ローム粒子を含む

4.黒色土層

ローム粒，炭化粒，

焼土粒を含む

。 2m 

第55図 027土拡
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鉄製品と羽口 (第56"-"58図)

花前I1-1遺跡出土の鉄製品で実測可能なものは19点である。以下遺構ごとに出土鉄製品に

ついて記述する。

1は008住居跡出土のもので，高台の付いた盤のようなものを想定している。鋳造品で，高台

部の高さは0.7cm，高台径は約40cmとなる。体部外面には隆帯が 1条縦走する。

2 • 3は015住居跡出土のもので鉄鉱と棒状鉄製品である。

4は025土拡から出土した丸ノミで遺存状態は良好である。身部に設けられた樋は幅0.6cm，

深さ0.3cm，長さ8.1cmを測る。

013・031・032住居跡出土の鉄製品は質，量ともに豊富である。 8・9は扇平な万部を作り出

したもので，刃部の幅は0.5"-"0.7cmを測る。また 9は頂部が中空となっており， 8も鋳のため

判然としないが同様の形態をとるものと思われる，用途としてはノミのような工具を想定して

いる。

斧はやや大形のものと小形のものがある。ともに作りは丁寧で，遺存状態も良好である。

鯨は未製品 l点と，製品 3点がある，未製品のものは雁股鯨の製作途中のものと考える。

この他に刃部がかなり擦り減った万子，鎌の先端部，釘，棒状鉄製品，鎚と考えられるもの

がある。

羽口は 6点出土している。遺存状態の差によって，その内外径の推定復原の差が出て，ぱら

つきがあるが，平均値として外径7.8cm，内径2.7cmとなる。また，先端部の形態が絞られるも

のと，扇平となるものとに分けられる。

花前IIー l遺跡羽田計測数値一覧表

整理Nu 挿図Nu 出土遺構 外径(cm) 内径(cm) 遺存部位 備 考

1 58図20 007 7.8 2.1 先端 出土地点の詳細不明

2 21 015 7.2 2.1 先端

3 22 022 7.7 3.1 先端

4 23 024 7.9 2.7 先端

5 24 " 6.4 3.6 先端

6 25 " 10.0 2.7 先端

q
J
 。。
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花前IIー 1遺跡出土鉄製品一覧表

挿図
出土遺構 製品 名

現 存 計 調u 数 値 (cm) (g) 
備 考

N且 長 巾 厚 重 量

56図
008 高台付盤? 高台高 0.7 推定高台径 0.3 45.0 図版21-2

1 40.0 

キ良 2.8 0.3 
2 015 鉄 鍍 8.5 箆被 0.7 0.3 13.5 

茎0.2~0.5 0.2~0.3 

3 11 棒状鉄製品 4.6 0.4 0.2~0.5 3.4 先端は曲がる

4 025 丸ノ 、、、 12.1 身 1.0 
0.3 24.4 図版21-3 

柄 0.8 

5 013 棒状鉄製品 8.9 0.3~0.6 0.4~0.5 6.5 

6 11 量I 3.4 0.4~1. 0 0.4 4.2 皿部は長方形

7 11 鎗 つ 7.0 0.9 0.6 50.5 
両端を欠損コの字形の
製品

8 11 ノ 、、、 ? 16.5 
頂部径1.5

0.3~1. 0 46.6 
刃部は扇平

0.6~ 1. 0 図版21-6

9 H ノ 、、、 つ 16.7 
頂部径1.4

0.3~1. 0 51.5 
刃部は扇平頂部は中空

頂部内径0.5 となる。図版21-7

57図
11 鉄 斧 16.2 4.8~6.0 1. 0~2.0 735.0 刃先角度16"

10 

11 11 鉄 斧 11.6 3.7~4.5 0.6~1. 5 257.0 
刃先角度13・
図版21-4

12 11 俸状鉄製品 11.4 0.3~0.5 0.5~0.8 10.9 

13 11 鉄 鎌 3.5 2.6 0.3 8.0 先端部のみ

58図
11 

鉄 銀
4.6 1.1~2.2 0.3~0.5 9.3 

雁股銀の未製品，図版
14 (未製品) 21-8 

根 2.7 1.3 0.4 4.8 
同一個体となるかは不

15 031 鉄 霊長 箆被 5.6 0.5~0.6 0.5~0.6 5.0 
明。図版21-5

茎 4.3 0.3 0.3~0.4 4.4 

16 11 鉄 鍍 根 5.0 4.1 0.2~0.3 8.4 

17 11 鉄 銀
キ艮 4.0 4.8 0.1~1. 2 

17.3 図版21-9 
茎 1.7 0.6 0.4 

18 11 刀 子
身 7.9 0.8 0.2 

10.7 刃部は極端に擦り減る
茎 5.7 0.6 0.3 

19 032 俸状鉄製品 4.7 0.2~0.7 0.5 5.4 

グリッド出土の遺物

グリッド出土の遺物としては鏡，管玉，土師器坪，須恵器坪，蓋がある。

1の鏡はD2-11グリッドの耕作土中から出土したもので鋳上り，遺存状態ともに良好な珠

文鏡である。径は5.25cm，紐径O.7cm，厚さO.17""'O.22cmを測る。鏡面は凸面となっている。紐

座には圏線が配されるが，子しを結ぶ延長線上では，この圏線は消失する。その外側に珠文が環

状に15個配され，さらに圏線をはさんで櫛目文帯が配されている。(図版21-1) 

県内出土の珠文鏡としては，現在までに市原市新皇塚古墳の主体部出土例ぷ市原市草刈遺

跡C区出土偽fある。また珠文鏡とは異なるが，花前II-1遺跡の周辺遺跡で，柏市戸張遺跡

の住居跡から小形街製鏡(重圏文鏡)の出品f報告されている。

2の碧玉製管玉はC2 -12グリッドで出土したものである。長さ1.35cm，径O.48cm，孔径
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第59図 グリッド出土の遺物

O.2"'O.25cmを測る。穿孔は両側穿孔となる。色調は暗緑色を呈する。

上記の 2点は古墳時代の所産と考えられる遺物であるが，本遺跡では和泉期の住居跡も検出

されており，また鏡と管玉が出土した地点は近世の遺構のために下層の遺構が削平されていた

可態性も考えられ，これらの遺構に伴なう時期の遺物として把握している。

3の須恵器蓋は，つまみ部のない器形で，天井部には回転糸切りの痕跡を残したままになっ

ている。胎土には 3"'5皿程の長石，石英を含み，全体に粗いものであり，末野産の製品と考

えられる。

4は高台付坪の須恵器で， 3と同様に，胎土に 3皿大の長石，石英を多く含んでいる。しか

しながら全体的には末野産の胎土とは異なった質感である。

5は土師器坪で，体部は内轡しながら立ち上がり，口唇部は僅かに外反する。体部下端およ

び底部周縁は手持ちへラ削りによる調整が施される。

以上の 3点はいずれも採集地点が不明であるが，本遺跡の主体となる時期の遺物として何ら

の矛盾もない。
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註

(l)斉木勝ほか 1974 r市原市菊間遺跡」房総考古資料刊行会

(2) 糊千葉県文化財センター 1982 r千葉県文化財センタ一年報J No.8 

(3) 千葉県立房総風土記の丘編 1980 r房総の古鏡」 展示図録 No.8 

217ー006ーグリッド

害専 様種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 飴 土回転方向

l 蓋 16.3 完形 天井部一回糸切り後，無 R 中礁，長石，石

(須恵器) 3.0 調整 英一少

天井部

8.3 

2 高台付 y， 底部周縁一回へラ削リ後 R 中様.長石.石

(須恵器) <3.1> 高台貼付に伴うヨコナデ 英一少

11.0 底部一切り離し不明.回

高台径9.0 ヘラ削リ

3 ま干 12.6 y. 巻き上げロクロ，切り離 中位砂ー少

(土師器) <3.8) し不明

6.8 体部外面ーヨコナデ

体部下端一手ヘラ削リ

底部一切り離し不明.手

ヘラ削リ

色 調

灰 色

外一灰褐色

内一灰色

淡茶褐色

第2節花前Hー 2遺跡側道部

焼成 備 考

堅徹 末野製品

堅敏

良

側道部で検出された遺構は，古墳時代鬼高期の住居跡 1軒，奈良・平安時代の住居跡6軒，

時期不明の溝状遺構2条である。

出土遺物では009住居跡出土の鉄器のなかに遺存状態良な鉄鋲があり，側道部においても製鉄

に係る資料を検出している。

1.古墳時代

002住居跡

プラン方形? 規模一辺4.5m 主軸方向不明

所見住居跡東側は調査区域外となるため，全体を知ることはできない。また西側も後世の溝に切ら

れるため遺存状態は良好とは言い難p。周溝は幅24cm，深さ 10cm程で，検出した範囲内では全周する。

柱穴は深さ50叩前後のものを 2基検出するが，並びは整然となり，四本柱の形態をとるものと考えられ

る。

遺物量は少なく，南側の床面から土師器坪が 1点出土している。
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第60図 002住居跡及び出土遺物

002住居跡出土遺物一覧表

掃番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼 成 備回転方向

1 珂: 10.6 y， 体部内外ーヨコナデ後， 中粒砂，雲母 明褐色 良

(土師器) <3.9> 内面は粗いへラ磨キ 少

底部ーへラ削り後，幅4 密

凹程の工具で丁寧なへラ

磨キ

2.奈良・平安時代

005住居跡

プラン長方形 規模 4.0X4.7m 主軸方向 N-6'-W

所 見 住居の南壁は削平されるため，全体を知ることはできな~>。柱穴かと考えられるピットは 4基

あり， P 1・P2ともに径50cm，深さ45cm，P 3・P4 は径30cm，深さ 20~30cm となる。周溝は北壁と

東壁にそって検出され，幅18cm，深さ 8cm程度である。

出土遺物で図示し得たものは，すべて斐で薄手になる 1と，厚手の 2・3がある。

時期不明
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第61図 005住居跡
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1.黒褐色土層

2.暗褐色土層

3.黒褐色土層

ローム粒を含む。
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第62図 005住居跡出土遺物

005住居跡出土遺物一覧表

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ
胎 土 色 調 焼 成 備 考回転方向

1 護 (19.0) y， 口縁ー内外ヨコナデ 中粒砂ー多 暗褐色 良

(土師器) <12.6> 胴部外面ーへラ削り 雲母一少

内面ーへラナデ

2 護 (20.2) y， ロ縁ーヨコナデ 中粒砂・粗粒砂 暗褐色 良

(土師器) く4.1> 一多

3 褒 % 内面ヘラナデ 細穣・石英・雲 暗褐色 良

(土師器) <~.1> 外面倒離が著しく不明 母多

7.5 

。
m
 

Aυ F
O
 

F
O
 

調
査

区
域

外

。 2m 。 m 

第63図 007住居跡
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007住居跡

プラン方形? 規模 4.5m以上x5.0m以上 主軸方向 N-14'-W

所見側道部調査区域の中で最も南端に位置する住居跡で，住居の南東部は調査区域外となる。周溝

は幅20cm，深さ10仰を測る。

遺物はわずかに聾 1点である。

時期不明

。 20.11 

第64図 007住居跡出土遺物

007住居跡出土遺物一覧表

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ

胎 土 色 調 焼 成 備 考回転方向

1 要 (26.4) y， ロ緑内外 ヨコナデ 相粒砂・長石・ 赤褐色 良 胴部上半にスス

(土師器) 32.8 胴都内面ーヘラナデ 石英一多 付着

(10.2) 外面ーナデの後，下 細磯，雲母一少

半部は細いヘラ磨キ
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第65図 008・009住居跡

008住居跡

プラン方形? 規模 3.3x3.0m以上 主軸方向 N-240-W

所 見住居跡東側は削平を受けるため不明であるが，周溝は幅10cm，深さ 3cm程で全周するものと思

われる。現存壁高は25cmを測る。北西隅で009住居跡と切り合いをもつが， 008住居跡の方が古く， 009 

住居跡が新しい。

遺物は少量の土器と，板状鉄製品がある。 2の小形婆底部以外はすべて床面直上の出土である。

時 期花前11期
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第66図 008住居跡出土遺物

008住居跡出土遺物一覧表

掃番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考
回転方向

l 杯 (16.3) y. ロ縁内外ーヨコナデ 中粒砂ー少 暗褐色 良

(土師器) <2.7> 体部外面ーへラ削り 密

2 聾 y， 外面ー幅広いヘラ削り 中粒砂多 暗褐色 良 小形奮の底部

(土師器) <2.0> 

7.9 

3 聾 y， 内面ーへラナデ 中粒砂.雲母， 暗褐色 良

(土師器) <6.2> 外面一細いヘラ磨キ 長石，石英多

(9.3) 底部木葉痕

009住居跡

プラン方形 規模 3.4x3.7m 主軸方向 N-590-E

所見東壁にカマドを設けた住居跡であり， 008住居跡を切って構築されている。周溝は無く，柱穴

と考えられるピットは南壁側で径40叩，深さ52cmのものを 1基検出した。また住居中央部には焼きしま

った部分を検出したが，焼土以外には炉壁となるような部材は認められない。しかしながら出土遺物に

は製鉄関係の遺物も多く，検討を要する。

遺物は鉄製品が多く， 71図9の鉄鉄や72図10の鋤鍬先の他に 5・7のように板状となる不明鉄製品や，

6のような棒状鉄製品， 8のような鉄素材かと考えられるものがある。

時期 不明(整理作業の段階で本線部009住居跡出土遺物と混在させたため土器の帰属不明のものが

多いが，恐らく花前IX期頃と考えられる。)

011住居跡

プラン長方形 規模 4.5x5.0m 主軸方向 N-2・-E

所 見柱穴は整然とした並びとなり 4 本柱の形態をとる住居跡である。各柱穴は径65~70叩，深さ45~60

cmを測る。周溝も，幅1O~22cm，深さ 5 ~10cmで全周する。現存壁高は25~45cmで，側道部の遺構の中

では， 012住居跡とならぴ，遺存状態の比較的良好なものである。

遺物は少量の土器と鉄製品がある。図示した土器は器形から甑かと考えられるが，胴部外面には警の

調整によく用いられる細いへラ磨きが施されており，興味深いものとなっている。鉄製品には板状とな

る不明製品 (72図11・12) と釘かと思われるものがある。

時期不明

p

、u
n日
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第67図 011住居跡
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011住居跡出土遺物一覧表

012住居跡

m df!) 

。

第68図 011住居跡出土遺物

成・整形手法

口縁内外 ヨコナデ

1同部内面ーへラナデ

外面ー細いへラ磨キ

200m 

プラン不整長方形 規模 3.8~4.5mx4.6m 主軸方向 N-200-W

所見 4 本柱とカマドに対面する柱穴を設けた住居跡である。各柱穴は径30cm前後で，深さは25~50

cmとなる。周溝は全周するが西壁と南壁側で非常に幅広いものとなっている。現存壁高は20~60cmを測

る。

遺物は須恵器葦，土師器甑，斐の他に鉄製品がある。 1の蓋はカエリをわずかに残すものである。 2

の甑は底部周縁を意識的に打ち欠いている。

3の聾はカマド内からの出土である。

時期花前 I期

001溝

所見調査区の東側を南北に走る溝で002住居跡を切って構築されている。この002より北側では座標

北に対して約460西に振れており，南側では西に38・の振れとなっている。検出された部分で，全長約50

m，幅は2.2mとなる。断面形態は浅い皿状を呈している。遺物には鉄津があるが，特に椀形浮が出土

しており，周辺に精錬炉の存在を窺わせる。

003・004溝

所見 001溝の北側で直交する溝で，断面は二段構築となる。上面の幅は 4m，下段は 2m，検出さ

れた部分の全長は5.8mである。出土遺物はほとんど無く，時期・性格ともに不明である。
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012住居跡出土遺物一覧表

掃番号図 器種 法量 遺存状態

l 蓋 15，8 メ

(須恵器) 3.2 

つまみ径

3.6 

2 甑 21.5 % 

(土師器) 15.0 

8.3 

3 聾 (24.0) % 

(土師器) (30.5> 

胴最大径

28.6 

4 望星 (26，0) y. 
(土師器) (10.8> 

一一一--

~LJ7十「

200m 

第70図 012住居跡出土遺物

成・整形手法 ロクロ 胎 土回転方向

つまみ部 ヨコナデ R 中粒砂・雲母

天井部一回ヘラ削り 一多

口縁内外 ヨコナデ 中粒砂ー少

胴部内面へラナデ 密

外面ーへラ削り

口縁内外 ヨコナデ 粗粒砂・雲母

胴部内面ーへラナデ 一多

外面上半はへラナ

デ，下半は細いへラ磨キ

口縁内外 ヨコナデ 中粒砂・長石・

胴都内面へラナデ 石英・雲母多

- 99-
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色 調 焼成 備 考|

黒褐色 やや甘

乳橿色 やや甘 底部は打ち欠い

て孔とする。

暗褐色 良

暗褐色 良
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花前11ー 2遺跡側道部出土鉄製品一覧表

掃図
出土遺構 製品名

現 存 計 調。 数 値 (cm) (g) 

Na 長 巾 厚 重 量
備 考

71図
003 不明鉄製品 5.2 1.1 0.1~0.4 5.0 万子か?

1 

2 008 板状鉄製品 3.7 1.5 0.2 3.4 

3 1/ 1/ 3.4 3.0 0.6~0.9 21.0 

4 1/ 11 3.1 2.9 0.3~0.8 9.0 

5 009 1/ 3.4 1.2 0.15 2.3 

6 11 棒状鉄製品 5.0 0.5 0.7 11.0 

7 1/ 不明鉄製品 10.5 6.7 0.3~0.4 150.0 端部は弧を描く

8 1/ 鉄素材? 7.7 3.3 2.4 228.0 

9 1/ 鉄 鉄 35.0 345.0 図版67-7

72図 1/ 鋤鍬先 19.0 210.0 図版67-6

11 011 板状鉄製品 4.3 3.7 0.6 14.7 

12 1/ 1/ 4.7 3.4 0.6 17.8 

13 1/ 釘 つ 5.0 1.0 0.5 13.0 

14 012 棒状鉄製品 8.0 0.6 0.4 7.9 

15 1 5 d 骨量 鉄 5.9 0.8~2.0 0.3 10.5 

16 1 4 c 鉄 銀 2.6 0.9~2.6 0.3 3.0 雁股鍛

17 1 4 d 棒状鉄製品 6.0 1.1 1.0 20.9 

18 1 3 a 1/ 5.7 0.3~0.7 0.2~0.4 3.1 

19 1 4 d 板状鉄製品 5.0 2.9 0.7 27.2 

20 1/ 1/ 3.8 3.7 0.3~0.6 23.9 

21 1 4b -97 板状鉄素材 4.6 3.9 0.4~0.5 33.6 
端部は裁断面と考えら
れる

第3節花前日一 2遺跡味線部

本線部においては旧石器時代の遺物は僅少であり，ブロックとなるような遺物集中箇所は検

出されなかった。

縄文時代では，早期の炉穴2基，前期の住居跡 l軒，竪穴状遺構3基，後期の住居跡 l軒，

土拡2基を検出した。遺物の出土量は比較的少量であった。

奈良・平安時代では住居跡16軒，製錬炉6基，精錬炉3基，土拡12基を検出したが，製錬炉

などの主な製鉄関連遺構は南側の斜面部に集中して検出された。遺物では土器はもちろんのこ

と，鉄器，鉄津，鋳型，羽口など，製鉄関連遺物が多量に出土した。

江戸時代では，炭窯9基と陶磁器を検出したが，年代的には，報告済みとなっている花前II

-1遺跡で検出された江戸時代の遺構・遺物と同時期である。
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1.旧石器時代

実測し得た旧石器時代の遺物は僅か 3点である。石器組成はナイフ形石器，木葉形尖頭器，

剥片各 1点ずっとなっている。

1は横長制片で，花前11-1側道部 14b-21グリッドの第四層上部(第2黒色帯)より出土

した。打面が弾けとんでおり，先端はステップ・フラクチュアを呈する。長さ1.7cm.幅2.1佃，

厚さ0.6cm測る。石材は爽雑物を多量に含有する黒曜石である。

2はナイフ形石器である。表面採集品のため層位的位置づけは不明である。縦長剥片を素材

として二側縁に刃つぶし加工が施されている。長さ5.1倒，幅1.5cm.厚さ0.7αn。石材は安山岩

である。

3は両面加工の木葉形尖頭器である。これも表採品のため層位的位置づけはできない。表裏

に平坦な剥離が施され，断面形はカマボコ形を呈する。上下両端は欠損している。現存長5.3cm.

幅2.6cm.厚さ0.9cmである。石材は珪質頁岩。

差益金

ζご〉 2 

句語圏

~ 

く二〉

。

第73図 旧石器時代遺物
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2.縄文時代

004住居跡

位置 D4-10・15グリッド

形状長軸4.6m，短軸4.2m，壁高30cmを測る隅丸方形のプランを呈する。炉は南北2か所に所在し，

いずれも長時間火を受けていなし〉。柱穴は東側の壁に沿って大型のものが配列されており，全

体として径の小さなものが目立つ。南東の隅は時期不明の土拡によって切られている。

遺物総数152点を数える。早期の撚糸文土器から前期の黒浜式・諸磯式土器を混入するが，諸磯a

式土器が主体を占る。

時期諸磯期に比定される。

a ， 
G 
Ð~@ c¥  

..-t ~搬しふ( θ 川一・a

建欝 。。
てρ/

a-1-4-.20m 

. 
a a -

ーー・a

。 2m 

第74図 004住居跡
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004住居跡出土土器

1は早期の撚糸文土器であり口唇を肥厚させ，口唇下には指頭圧痕を施している。 2は胎土に繊維を

含む黒浜式土器であり ， 半裁竹管による平行沈線を格子状に施している。 3~ 5 は波状の平行沈線を施

すもので， 3は櫛歯状工具(半裁竹管の先割状の工具など)， 4・5は半裁竹管を用いている。 5は特

に肋骨文のモチーフに近い縦の区割の沈線を施している。 6・7は半裁竹管による連続爪形文を施して

いる。 8~12は縄文を施すものを一括した。 3 ~12は諸磯式土器に比定される。

10cm 

第75図 004住居跡出土土器

034住居跡

位置 D4 -10グリッド

形 状 長軸5.1m，短軸 4m，壁高15cmを測るやや不整形な楕円形プランを呈する。炉は住居中央と

南端の 2か所にあり ，いずれも掘り込みが深く周囲がよく焼けている。

遺物 総数76点を数える。ほとんどが後期の掘之内式土器であるが，床面直上からはほとんど検出さ

れていない。また，住居外の西側近接地からは有孔球状土製品が検出されている。

時期 堀之内期に比定される。

034住居跡出土遺物

13は有孔球状土製品であり ，全国的にも類例と少ないものである。直径約 8cm，高さ 6cm， 4 cm，孔径

1.3cmを測り全面に半裁竹管による平行沈線を廻らせている。図中の底面と考えられる部分については

磨耗が著しく ，その用途に基づく痕跡と考えられるがその性格は不明である。
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第76図 034住居跡
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o 10cm 

第77図 034住居跡出土遺物
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001竪穴状遺構

位 置 F3-15・25グリッド

形状長軸4.7m，短軸3.7mを測る隅丸方形状のプランを呈する。炉は検出されず柱穴も不明確であ

る。

遺物総数72点を数える。散布状況は散漫であり，若干ながら西半分に集中している。

時 期 出土遺物より浮島期に比定されるものと思われる。

a .-

001竪穴状遺構出土土器

. 
』

。ー-・a

14.80m 
-. a 

第78図 001竪穴状遺構

。

且

-a 

2m 

l は早期の撚糸文土器。 2~4 は胎土に繊維を含む黒浜式土器である。 2 は棒状工具による平行沈線，

3はへラ状工具による格子状の沈線を施している。 5は波状口縁を呈し，口唇部には棒状工具による縦

の圧痕を施している。文様は連続した竹管刺突を行ない，その聞を櫛歯状工具による斜めの沈線で満た

し肋骨文状のモチーフを描いている。 6~1l， 14， 15は連続爪形文を施し， 6・9・14・15は地文に撚

糸文を施している。 12は半割竹管による平行沈線を文様の主としており，施文後，口唇部同様に棒状工

具による圧痕を施している。 5~16は胎土に繊維を含まない浮島・諸磯式土器である。

一108ー



第79図 001竪穴状遺構出土土器

002竪穴状遺構

位置 F4 -10・15グリッド。

i"，u-， ドム占
α~ ， 
品ョー)~弘 、 l 
官 r;品 IJ円

r.:t...; rrγ苛 /

10cm 

形状 長軸4.6m，短軸4.2mを測る円形に近いプランを呈する。炉は検出されず柱穴も浅く ，P 1が

唯一34cmの深さを測る。

遺物 総数は47点を数える。散布状況は散漫で、あるが， 一応東西方向にその広がりが見られる。

時期 遺物の比率から考えると諸磯期と思われるが，不確定である。

002竪穴状遺構

土層

1.黒褐色土層 微細炭化粒，ローム粒を含む。

2.暗褐色土層 ローム粒を混入。
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第80図 002竪穴状遺構
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第81図 002竪穴状遺構出土土器
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010竪穴状遺構

位 置 F4 -13グリッド

形状 長 軸3.5m，短軸 3m，壁高10cmを測る不整形な楕円形プランを呈する。柱穴は極めて浅く，

全体的に不明瞭である。

遺 物 総 数51点を数える。出土状況は散漫であり，前期の諸磯b式を主体としている。

時期諸磯期と思われるが不確実である。

..co 

。
。

@ 。。
ご~一一--:=ケ

. . 

..co 且

a.- 14.50m ・ーJ 

ーーー¥ 、J一一一一__，.ー 。 2圃

第82図 010竪穴状遺構

欝~劉飢意D.議f

。

第83図 010竪穴状遺構出土土器
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008炉穴

位 置 F5-14グリッド

形状不整形なプランを呈する。焼土は 3か所に見られ，いずれも厚く推積している。一番北端に位

置するピットは後世の撹乱のの可能性がある。 3つの焼土の新旧関係については西南に位置す

るものが一番新しし他の 2か所の焼土面を切り込んでいる。残りの 2か所については不確定

である。

遺物総数8点を数える。 3点は無文の後期の土器である。 1・2は条痕文が施されており， 2は裏

面にも極めて弱い条痕が認められる。 3は縄文らしい施文があるが不明瞭である。 4.5は無

文で， 4は口縁部破片である。

/ 
且. 

. ・t ~ 

14.40 . 
a・ーーー ーー『・a

第84図 008炉穴

。

第85図 008炉穴出土土器
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024~炉穴

位置 G5-12グリッド

形状不整な楕円形プランを呈する。焼土は大きく分けて東西の 2か所に見られ，セクションでは明

確な新旧関係を促えることができなかったが，東側の焼土の方が段階的に新しいものと考えら

れる。

遺物検出されていない。

/ 
s
・1

1
h

且. 

ー-'8 

. 
9 

. 
且

14.30 
a・-一一 一一・4

。 1 m 

第86図 024炉穴

027土拡

位置 G4 -21グリッド

形状長軸1.6m，短軸1.2m，深さ35cmを測る不整な楕円形プランを呈する。明確な掘り込みはなく，

全体的に緩やかに落ち込んでいる。検出時は表面を焼土が覆っていた。土器は裏面を向けた状

態で検出された。

遺物復原可能な後期の堀之内式土器一個体も含め52点を検出した。

027土拡土層

1.焼土

2.黒褐色土層

3.暗褐色土層
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第87図 027土拡 0/40)

028土拡

位置 G5-08グリッド

14.60 .， 
一日

1 m 

。 100m 

第88図 027土拡出土土器

形状長径65cm，深さ15cmを測る円形プランを呈する。掘り込みは浅く， 027土拡同様に緩やかであ

る。遺構面には後期の掘之内式土器が検出された。

¥く
a・ーーー ー一一・a

a.-
13.00 

『目ー- .a 

。 50.m 

第89図 028土拡(1/20)
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200m 

第90図 028土拡出土土器

その他の遺物

グリッド出土の土器

各グリッドより出土した土器は早期から後期にまで及んでいるが，その主体は前期及び後期

であり，早期・中期については極めて少量であった。以下時期別に各群を分けて記した。

第 1群土器早期の土器

第2群土器前期の土器

第3群土器中期の土器

第4群土器後期の土器

第 l群土器

A類撚糸文系の土器(第91図 1"-'12) 

1 "-'10は口縁部破片で，いずれも口唇部は肥厚し若干外反している。地文には縄文が施され

ており，口唇部と口唇部下においては異方向の施文がなされている。 3は縄文施文後に指頭に

よる圧痕を口唇部下に施している。

井草式に比定される。

B類沈線文土器 (13"-'15)

13は口縁部破片で口唇上には棒状工具による直角方向の圧痕が施されている。文様は13"-'15

一 115-



膨 126

10cm 

第91図第 1 群A~C類 ・ 第 2 群A類土器
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第93図第2群C類・第 3群，第 4群A類土器
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8 

孟孟-U18

第94図第 4 群B~E類土器

とも沈線とアナダラ属の貝殻腹縁文によって構成されている。田戸式に比定される。

C類条痕文土器 (16~18) 

すべて表裏に貝殻条痕文を施している。

第 2群土器

A類黒浜式土器を一括した。(第91図20~34)

10cm 

1 は口唇部を平坦に整形し，胴部には縄文を施している。 22~29は沈線を主として施してお
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り， 22""25は棒状工具， 26""29は半裁竹管を用いている。 31は半裁竹管を用いた連続爪形文を

口辺に施しており， 32・33は同工具を用いた圧痕を施している。 34は無文の土器片錘である。

B類諸磯式土器を一括した。(第92図1""25) 

B-1 細い半裁竹管を用いて平行沈線や連続爪形文等を施すもの(1 ""18) 

1 "" 5は波状平行沈線文を施しており， 2は櫛歯状工具を用いている。 6"" 13は平行沈線

を主として施している。 12・13は波状口縁部破片で， 12は口縁部に平行して粘土組を貼り付

け棒状工具による縦の押圧を行なっている。 14・15は連続爪形文を施している。 16""18は肋

骨文状に平行沈線を施しており， 16は口唇部に縦方向の刻みを有する。 17は中心となる縦軸

に付随して竹管工具による刺突を施している。いずれも諸磯a式に相当する。

B-2 幅の広い竹管工具を用いて施文を行なうもの (19""24)

19・20は連続爪形文を施している。 22・23は平行沈線に沿って微隆起帯があり，その上か

ら半裁竹管による刺突やへラ状工具による刻みを施している。24は円形竹管刺突文を有する。

C類 浮島式土器に比定されるものを一括した。 (26""32・第93図1""8)

C-1 地文に撚糸文を施すもの (26""32・第93図1・2・6) 

C-2 地文に貝殻腹縁文を施すもの (3""5・7) 

C-3 平行沈線のみを施すもの(8 ) 

第3群土器

阿玉台式土器・加曽利E式土器に相当するものを一括した。(9 "" 12) 

10は指頭圧痕に爪形を加えたものであり，前期末に位置付けらる可能性もある。 11は半裁

竹管を用いて縦に平行沈線を垂下させている。

第4群土器掘之内式土器を一括した。 (13""21・第94図)

A類棒状工具による太い沈線によって文様を構成するもの。 (13""21・第94図)

A-1 地文に縄文を有するもの (15・17・19・21)

いずれも口唇下に一本の沈線を有する。

15は波状口縁部破片で，沈線下にはさらに破線状の刺突を加えている。 19・21は沈線に隆帯

を付随させ，棒状工具による押圧を行なっている。

A-2 地文の無いもの (13・14・16・18・20)

13・14は頚部で一度くびれる深鉢形土器であり， 14は指頭状の圧痕を有する。 16・20も同

様の圧痕を有する。 18は沈線によって隆起した部分に縦方向の圧痕を施している。

B類櫛歯状工具による施文を有するもの(1"" 3 ) 

1は口唇下に指頭状の圧痕を有する。

C類波状口縁部を一括した。 (4""7・9""12) 

C-1 地文に縄文を有するもの (5""7・9)

6・7は波状頂部を肥厚させ，立体的な構成を行なっている。
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C-2 地文の無いもの(4・11)

11は大型の波状口縁部破片である。

D類 口縁を若干内傾させるもの(8・13・15・16)

8 • 13は口辺に幅の広い無文帯を有する。

E類その他の土器 (14・17・18)

14は注口土器の口縁部破片， 17は小型の深鉢形土器である。

グリッド出土の石器

尖頭器(第95図 1) 

木葉形の形状を呈するもので基部が若干欠損している。

石鍍 ( 2・3) 

2は先端部が若干欠損している。 3はいわゆる三角鎮である。

。

第95図尖頭器，石鉄

打製石斧 (第96図 1"-'5)

3 

5cm 

1 • 3・4はいわゆる分銅型を呈するものであり， 2・5は不定形で短冊型の範中に含まれ

るものと思われる。いずれも自然面を残し，簡単な調整を加えたものばかりである。

磨製石斧 ( 6 "-' 12・第97図1・2) 

ほとんどが小型のものであり，楼状を呈している。刃部は表裏面の研磨によって作られてい

るが，大半の両側面はほとんど手を加えられていない。 8の側面には敵打痕が認められる。

凹石 (3"-'6・8) 

すべて表裏面に凹を有し，周囲には敵打痕が認められる。また表面には擦痕もあり，敵石お

よび磨石の機能を有する。 3は両側面にも凹を有する。
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第97図磨製石斧・凹石・敵石
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第98図石皿・石棒
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融石(7)

棒状を呈し，周囲には敵打痕が認められる。側面には緩やかな凹が 3か所あり，握る部分と

考えられる。

石皿(第98図 1.........3 ) 

1は大型の破片で縁辺部は隆起している。 3は裏面に凹を有する。

石棒(4 ) 

安山岩製でくびれ部以下は欠損している。

花前日一 2 217-013石器表( )内は欠損

挿 図
グリッド 長軸 短軸 厚さ 重さ

石 質 挿図
グリッド 長軸 短軸 厚さ 重 さ

石 質
Nn C沼1 口n 口n g Nn cm C刀1 cm g 

第 l図
003-205 4.5 1.8 0.5 4.5 チャート 11 F6 6.2 3.0 1.1 36 砂 岩

l 

2 I F 4 -02 1.7 1.2 0.3 0.4 チャート 12 F5 9.5 4.6 2.6 205 緑色砂岩

3 I G 4ー11 2.1 1.3 0.5 1.2 チャート
第2図

F4 (8.5) 4.8 3.4 196 緑色片岩
l 

第 l図
E5 7.1 7.0 2.0 100 硬砂岩 2 I G 4 (6.3) 4.9 2.7 127 細粒砂岩

1 

21F5 8.8 6.8 1.8 106 中粒砂岩 31F4 10.3 6.1 4.1 460 輝石安山岩

3 I E 5 -05 7.0 7.2 1.9 132 安山岩 4 I G 4 (8.8) 8.5 4.3 585.5 輝石安山岩

4 I KH-t4 7.7 7.3 1.6 123.5 硬砂岩 51F4 10.5 12.6 3.5 353 細粒砂岩

5 I G 5 -14 (6.9) 9.4 2.1 176 砂 岩 6 I T 6 6.8 5.9 2.7 150 玄武岩

6 I F 4 -25 (2.8) 2.7 1.3 15 砂 岩 7 1046-1 11.7 4.4 2.2 143 砂 岩

7 I P 4 6.1 3.2 1.6 60 砂 岩 81E4 11.3 7.3 4.4 529.5 安山岩

8 I G 4 (5.8) 3.6 2.0 67 弱変成砂岩
第3図

F13 (19.0) (15.0) 4.4 1495 輝石安山岩
l 

9 1020-361 (3.5) 2.9 0.8 17 凝灰質砂岩 21F6-7 (7.2) (12.9) (3.6) 429 安山岩

10 F 4 -25 (5.5) 4.0 1.7 60 弱変成砂岩 31G5 1563 安山岩

4 I KH-t3 (6.6) 6.4 6.2 316 輝石安山岩

3.奈良・平安時代

当該期の遺構は竪穴住居跡，製錬炉，精錬炉，土拡があるが，特徴的な点は製鉄関連遺構と

遺物である。

住居跡は台地平坦部に位置し，製練炉等の製鉄関連遺構の多くは南に面した斜面部に位置す

る。
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第99図 003住居跡及び出土遺物
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003住居跡

、~
ーーーー~

ーニ=田町ー、ー-一一

。

第100図 003住居跡出土遺物

プラン正方形 規模 2.9x3.0m 主軸方向 N-520-E

9 

20cm 

所見隅カマドとなる小形の住居跡である。現存壁高は40cm，床面には 3個のピットを検出したが，

規模は小さし並びも整然とならず柱穴と判断するには難がある。周溝は西壁と南北壁の一部に幅1O~15

cmで回るが，掘り込みは 3~5cmと浅く明瞭ではない。カマドの遺存状態は極めて悪い。

遺物は土師器杯.~，須恵器蓋・杯・斐がある。 2 の内黒の杯には，体部内面に焼成後による '#J

の線刻， 3には体部外面に 'OJの墨書， 3 には '~J の朱書が書かれている。また 11の套の内面は木

口による荒い削りが施されている。杯の 2~7 は重ねた状態で北壁寄りのところから出土した。

時期花前V期

003住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

l 坪 12.2 完形 体部内外 ヨコナデ R 粗粒砂・細磯 乳燈色 良 口縁部内外面に

(土師器) 4.1 体部下端回ヘラ削り 一多 油煙

7.5 底部一切り離し不明，回 長石ー少 図版59ー l

ヘラ削り



挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ

胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

2 坪 12.2 完形 体部内面ヘラ磨キ 不明 中粒砂・粗粒砂 赤褐色 良 体部内面に「井」

(土師器) 4.8 外面ーヨコナデ後， ー多 の線刻

6.2 荒いへラ磨キ 内黒

体部下端手ヘラ削り 図版59-2 

底部一切離しり不明，手

ヘラ削り

3 杯 13.3 口縁y.を 体部内外ーヨコナデ・体 R 雲母一多・長石 灰白色 やや甘 体部外面に「口」

(須恵器) 5.1 欠損 部下端ー全周を 3回で手 一多 底部に「官取J?

7.6 ヘラ削り の墨書

底部一回ヘラ切り，一定 図版59-3

方向の手へラ削り

4 杯 13.0 完形 体部内外ーヨコナデ R 長石多，雲母 灰 色 やや甘 図版59-4

(須恵器) 4.4 体部下端一手へラ削りワ 一少

8.1 底部一回ヘラ切り，手へ

ラ削り

5 杯 13.6 完形 体部内外 ヨコナデ R 長石多 青灰色 良 口縁内面に僅か

(須恵器) 4.5 体部下端全周を 3固に に油煙

7.6 分けて手へラ削り 図版59-5

6 杯 13.8 口縁，底 体部内外ーヨコナデ R 雲母，長石多 灰 色 やや甘 底部に「キ」の

(須恵器) 4.6 部泌を 底部回へラ切り，一定 線甘刻

7.9 欠〈 方向の手ヘラ削り 図版59-6

7 蓋 (13.6) 天井部一回ヘラ削り 不明 長石・雲母・組 淡灰褐色 甘 酸化焔焼成とな

(須恵器) <2.3> 内外面ーヨコナデ 粒砂ー多 る

8 杯 y. 体部内面ーヨコナデ R 長石ー多，雲母 暗灰色 良

(須恵器) <3.5> 体部下端手ヘラ削り ー少

(7.0) 底部一回へラ切り，一定

方向の手へラ削り

9 ま富 (22.0) % 口縁部 ヨコナデ 長石，雲母一多 暗褐色 良

(土師器) く9.1> 胴内外ナデ

10 要 (22.6) 胴部% 口縁内外 ヨコナデ 長石ー多，雲母 赤褐色 良

(土師器) (28.0) 底部欠損 胴部内外ーへラナデ 少

腕巌大径 胴部下半ー細いへラ磨キ

(24.7) 

11 墾 胴下半の 胴部内面木口状工具に 長石ー多，雲母 燈褐色 良

(土師器) <7.3> み よる削り 少

7.7 胴部外面幅広の横方向

のへラ削り

胴部外面平行叩キ

12 護 胴部y. 胴部外面平行叩キ 長石，雲母ー多 灰 色やや甘

(須恵器)

011住居跡

プラン正方形 規模一辺3.8m 主軸方向 N-32'-W

所見北壁中央にカマドをもち，四本柱の形態をとる住居跡である。現存壁高は70~80cm，周溝は幅

20~30cm，深さlOcmを測る。南壁側の周溝は極端に幅広くなっているが，これは壁の崩壊によるためで，

全周ほぽ20~30cmの幅になると考えられる。柱穴は径20~40cm，深さ 35~45cmを測る。また床面は固く

踏みしめられた状態であった。

遺物は少量で，図示し得たものは僅かに土師器杯・婆が l点づっと棒状鉄製品があるだけである。 1

の坪は丸底になるものでカマド袖部近くからの出土である。 2の護は口唇部のつみ出しが弱く，胴下半

部は細いへラミガキを施したものである。

時期花前 I期
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1.黒色土層

2.暗褐色土層

3.黒色土層

4.暗褐色土層

5.黒色土層

燐土・山砂を含む。

6.黒色土層

5層より焼土・山砂

は少ない。

開

第101図 011住居跡
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第102図 011住居跡出土遺物

011住居跡・出土遺物

器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ 胎 土 色 調 焼 成 備 考回転方向

1 杯 14.6 y， 口緑内外ーヨコナデ 中粒砂・組粒砂 乳燈色 良 図版60-5

(土銅鐸) 4.4 体部内面ーナデ 一多

体部外面一手ヘラ削り 雲母一少

2 聾 23.1 底部を欠 口緑内外ーヨコナデ 長石ー多・雲母 暗褐色 良 図版ω-6

(土師器) 29.5 損 胴都内面ーナデ 一少

胴部外面ーへラ削り後，

胴最大径 ナデ

27.5 胴部下端ーへラ磨キ

012住居跡

プラン長方形 規模 3.3X4.2m 主軸方向 N一75・-E

所見東壁の南隅にカマドをもっ，不整長方形の住居跡である。現存壁高は30~40仰を測る。周溝は

北壁と西壁に幅約15叩，深さ 3叩程の浅いものを検出した。ピットは中央部に径50叩，深さ20仰のもの

と，西南隅に径約 1m，深さ35叩を測るものを検出したが，いずれも柱穴と判断するには難しい。

遺物はいずれも覆土中からの出土である。土師器高台付杯，聾，石製紡錘車がある。特に裏3・4の

器形は珍ししまた 3の頭部には指頭圧痕を明瞭残したままとなっている。

この他に鍛造剥片を少量検出しており，この遺構が製鉄に関連したものであることを示している。

時期花前広期
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第103図 012住居跡及び出土遺物
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1.黒色土層

2.暗褐色土層

3.黒褐色土層
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012住居跡出土遺物

縛番図号 器種 法量 遺存状自由 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

1 高台付境 16.2 % 体部内面ーへラ磨キ 中粒砂ー多 褐 色 良 内黒

(土師器) 6.6 体部外面一ヨコナデ後・ 雲母ー少

高台径 ヘラ磨キ

6.1 

2 紡錘車 外径8cm 滑石か?

(石製) 内径1.4cm

厚さ 4叩

3 聾 25.6 シi 日縁部内外ーヨコナデ 粗粒砂・雲母 暗褐色 良 図版60-8

(土師器) <16.5> 胸部内面ーヘラナデ 一多

頭部外面一指頭痕

胴最大径 胴部外面ーヘラ削り，一

26.1 部ナデ施す

4 鉢 20.6 % 口縁部内外ーヨコナデ 粗粒砂・雲母 檀褐色 良 図版60ー7

(土師器) 12.9 体部内面ーナデ 一多

体部外面ー上から下への

胴最大径 ヘラ削り

21.6 

013-住居跡

プラン長方形 規模 5.5x5.0m 主軸方向 N-2f-W

所見比較的大形の住居跡である。現存壁高50~70佃，周溝は幅15叩，深さ 5 ~10cmで全周する。カ

マドは北壁中央部に設けられ，煙道部は壁外に大きく張り出す。柱穴は径20~40cmとなり，並びは整然

としないが六本柱となるものであろう。

遺物の出土量は多く土師器杯・饗，須恵器・蓋・杯・饗(甑?)の他に鉄器として万子，棒状鉄製品

がある。 1は内外面ともに赤彩されたロクロ使用の杯である。 2の蓋は端部の折り返しが弱いもので紐

を欠損している。須恵器杯は口径・底径の差が比較的小さいもので，器高の低いものと高いものの二種

がある。聾は11のように口唇部をつまみ出し，胴下半を細いへラミガキで仕上げるものと， 12のように

口唇部は僅かにつまみ出すが胴部は幅広いへラ削りを施すもの， 14のように薄手の作りで「く」の字口

縁を呈するものがあり，バラエティに富んでいる。

時期花前 I期
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1.暗茶褐色土層

2.暗赤茶褐色土層

3.黒 褐 色 土 層

4 黒茶褐色土層

5 暗灰茶褐色土層

6.暗褐色土層

7 黒茶褐色土層

8.暗茶褐色土層

10cm 

第105図
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013住居跡カマド及び出土遺物
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第106図 013住居跡出土遺物

013'住居跡出土遺物

掃番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 回ロ転ク方ロ向 胎 土 色 調 焼成 備 考

1 坪 13.8 y， 体部内面ーへラ磨キ 中粒砂ー多 赤褐色 良 内外面ともに赤

(土師器) 3.1 底部一不定方向の手へラ 彩

10.9 削り 図版61-1

2 蓋 17.4 y. 天井部手へラ削り R 微粒砂・長石 灰褐色 堅徹

(須恵器) (1.5) 内外面ーヨコナデ 一少

雲母多・密

3 王ヰ 13.6 % 体部内外ーヨコナデ R 長石一多・雲母 灰白色 良 図版61-2

(須恵器) 3.5 底部回へラ切り、一定 一少

8.6 方向の手ヘラ削り

4 杯 13.6 y， 体部内外ーヨコナデ R 長石・雲母ー多 灰白色 良 図版61-3

(須恵器) 3.8 体部下端一手ヘラ削り

9.5 底部一回へラ切り、一定

方向の手ヘラ削り
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挿番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼 成 備 考回転方向

5 杯 13目5 y. 体部内外ーヨコナデ R 粗粒砂・長石 灰褐色 良

(須恵器) 3.95 体部下端一回へラ削りか 一多

9.0 底部一回ヘラ切り後，一

定方向の手へラ削り

6 主不 14.0 % 体部内外ーヨコナデ 不明 雲母ー多・長石 灰白色 やや甘

(須恵器) 3.9 体部下端一手ヘラ削り 一微量

8.5 底部一切不明，手へラ削

り

7 杯 12目7 % 体部内外ーヨコナデ R 長石一多 灰 色 良

(須恵器) 3.7 体部下端一手へラ削り

7.6 底部一回へラ切り，一定

方向の手ヘラ削り

8 主不 14.2 y， 休部内外ーヨコナデ R 長石ー多 灰 色 良

(須恵器) 4.9 底部一回へラ切り後，手

8.6 ヘラ削り

9 高台付亦 y， 体部内外一高台・ヨコナ 長石一多 青灰色 良

(須恵寝) (3.1> デ

高台径 底部一回ヘラ切り後，回

8.1 ヘラ削り

10 甑 27.4 y， 頚部内面~口縁外面ーヨ 雲母ー多・長石 灰 色 良

(須恵器) 14.2 コナデ -微量

胴部内面ーナデ

頭部外面~胴部外面ー叩

キ

11 墾 25.0 底部を欠 口縁内外ーヨコナデ 組粧砂・長石 暗淡褐色 図版61-4 

(土師器) (30.7> 胴部内面ーナデ 一多

胴最大径 胴部外面ーへラナデ 雲母一少

29.2 胴部下半ーへラ磨キ

12 建 17目5 完形 口縁内外ーヨコナデ 粗粒砂ー多 暗縄色 良 図版61-5 

(土師器) 16.6 胴都内面一ヘラナデ

6.5 胸部外面ー上から下へへ

胴最大径 ラ削り

18.5 胸部下半 ヨコ方向へラ

削り

底部ー木葉痕

13 聾 22.0 う4 口縁内外ーヨコナデ 中粒砂ー多・雲 赤褐色 良

(土師器) (5.3> 胴部内面ーへラナデ 母少

胴部外面ーヘラ削り

014住居跡

プラン長方形 規模 3.0x4.2m 主軸方向 N-75・-E

所見東西方向が長軸となる住居跡で，現存壁高は 5'"15佃となり遺存状態は悪い。周溝は北壁と東

壁の一部を除いて巡り，幅8"'15叩，深さ 4cmを測る。カマドは殆ど残っていないが東壁側中央部に山

砂と焼土の推積が認められ，この位置にカマドが設けられたと考えられる。

実測し得た遺物は，内黒処理された高台付杯2点と，不明鉄製品 1点である。

2は口縁部を欠失した高台付杯であるが，内面に焼成後線刻が認められる。この線刻は稚拙な文字で

はあるが「成」と表記したものであろう。

時 期花前IX期
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第107図 014住居跡及び出土遺物

014住居跡出土遺物

挿番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ
胎 土 色 調 焼成 備 考

回転方向

1 高台付杯 14.6 y， 体部内面ーへラ磨キ 粗粒砂多 乳慣色 良 内黒

(土師器) 6.4 体部外面ーヨコナデ 図版61ー 7

高台径 体部下端回へラ削り

8.2 高台部~底部ーヨコナデ

2 高台付杯 体部x， 体部内面ーへラミガキ 中粒砂多 乳偉色 良 内黒

(土師器) く2.6> 体部外面 ヨコナデ 内面見込み部に

高台径 体部下端回へラ削り 「成」の線刻

7.6 高台内外 ヨコナデ 図版61-6

底部回糸切りか

018住居跡

プラン方形 規模 2.9x3.2m 主軸方向 N-2f-W

所見北壁中央部と南東隅の壁の二ケ所にカマドを設けた住居跡である。住居廃絶時まで使用されて

いたカマドは北カマドと考えられ，杯，棄がカマド内から出土している。柱穴，周溝ともに検出されな

かった。
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遺物は土師器杯・聾，須恵器杯があり，比較的良好なセット関係を示している。

1~4 は北カマド内で倒立した状態で重なって出土している。また 4 の須恵器坪底部には墨書が認め

られる。判断し難いが一応「畠」と読みたい。聾は口唇部をつまみ出すタイプのもので，胴下半部を細

いへラミガキで調整する 8・11のものと，幅広いへラ削りを施し，小形となる 9のタイプがある。

時期花前VI期

。11

6L. 

\~\I 
1.黒褐色土層

2.暗褐色土層

3.暗褐色土層

焼土佐を含む。

4.褐色土層
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第108図 018住居跡
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018住居跡出土遺物

挿番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

l 杯 12.4 口縁%欠 体部内外 ヨコナデ R 中粒砂，スコリ 明褐色 良

(土師器) 3.9 損 体部下端一回ヘラ削り アー少

7.4 底部一回ヘラ切り，回へ

ラ削り

2 杯 11.3 口縁%欠 体部内外ーヨコナデ L 中粒砂，粗粒砂 後褐色 良 図版62ー 1

(土師器) 3.8 損 体部下端一回ヘラ削り 多

6.9 底部切り不明，回へラ スコリアー少

削り

3 杯 12.6 完形 体部内外ーヨコナデ R 長石・雲母ー多 灰 色 良 火俸痕

(須恵器) 4.5 体部下端一手ヘラ削り 図版62-2 

7.2 底部一回へラ切り，一定

方向の手ヘラ削り

4 杯 13.2 完形 体部内外 ヨコナデ L 長石・雲母ー多 灰褐色 良 内面に「〆」の

(須恵器) 4.8 体部下端手へラ削り 線刻

6.2 底部一回ヘラ切り，一定 底部に「畠J?の

方向の手へラ削り 墨 書 ， 図 版

62-3 

5 杯 12.8 ys 体部内外ーヨコナデ 長石多，雲母 灰 色 良

(須恵器) 4.4 体部下端一手へラ削り 一少

6.4 底部切り不明，手ヘラ

削り

6 郎 13.6 ys 体部内外ーヨコナデ 中粒砂多 灰 色 良

(須恵器) <3.7) 体部下端手へラ削り 長石一少

7 杯 12.8 口縁ys 体部内外 ヨコナデ 雲母多，長石 灰白色 やや甘 口唇部に油煙附

(須恵器) 4.6 一少 着

6.6 

8 斐 18.9 ほぽ完形 ロ縁内外ーヨコナデ 中粒砂，雲母 暗褐色 良 胴外面~下半ス

(土師器) 33.1 胴部内面ーナデ 一多 ス附着

7.1 胸部外面ーへラ削り 長石一少 図版62-4

胴最大径 胴部下半へラ磨キ

21.6 底部木葉痕有り

9 聾 14.1 z形 口縁内外ーヨコナデ 中位砂・雲母・ 暗褐色 良 図版62-5

(土師器) 16.1 胴部外面ーナデ 長石多

7.7 胴部下半ヘラ削り

胴最大径 底部ー木葉痕

15.2 

10 袈 18.6 ys ロ縁部内外 ヨコナデ 中粒砂・雲母 燈褐色 良

(土師器) <9.3) 体部内面ーへラナデ 多

体部外面ーナデ

胴最大径

17.5 

11 聾 底部~胴 胴下半内面ナデ 粗粒砂・長石・ 暗褐色 良 体部下端内面

(土師器) <7.0) 下半のみ 胴下半外面ーへラ磨キ 雲母多 ~底部炭化物

7.7 底部木葉痕 付着
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019住居跡

プラン方形 規 模一辺2.9m 主軸方向 N-540-E

所見東壁と南壁の一部は抜根による撹乱のため大きく崩されている。撹乱を受けた東壁中央部では

焼土・山砂を少量検出しており，この部分にカマドが構築されていた可能性がある。現存壁高は約30cm，

周溝は幅1O~15cm，深さ 5cmで全周するものと思われる。また柱穴は検出されなかった。

図示できる遺物は 1点も無く，時期決定する事ができる資料が無い。

時期不明

ii 
F坐

。
回

020住居跡

A。一一

A。旦.:..OOm 一一ー。PI

て送手三三つEア烹ずー

第110図 019住居跡

プラン長方形 規模 3.4X4.7m 主軸方向 N-600-E

1 黒色土層

2.黒褐色土層

3 暗褐色土層

4.黒色土層

5 暗褐色土層

6.黄褐色土層

山砂・焼土を含む。

2m 

所見 東壁の南隅にカマドをもっ住居跡で，カマド前方部に焼土の推積が認められる。また住居中央

部には炉と考えられる焼きしまった部分があり，その両脇には径30cm，深さ 5~10cmのピット 2 基を検

出した。さらにカマドと炉の周辺の床面は極めて固く踏みしめられた状態となっていた。現存壁高は 5

~25cm，周溝は東壁の一部と南壁を除いて，幅10cm，深さ 5 cmで巡っている。

遺物はカマド周辺から出土した土師器饗と埴輪の他に，羽口，多量の鉄j宰，用途不明の鉄製品があり，

製鉄に関連した遺構かとも考えられる。

時期不明(花前V日開以降?) 
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1.黒色土層

2.暗褐色土層

焼土粒を多く含む。

3.褐色土層

4.茶褐色土層

5.貧褐色土層

ロームプロックを含む。

14.70m 

l冊

第111図 020住居跡
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10cm 

第112図 020住居跡出土遺物
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020住居跡出土遺物

挿番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

1 聾 22.0 y. 胴都内面~口縁 ヨコナ 中粒砂・粗粒砂 赤褐色 良

(土師器) <15.6> デ9 多

胴部外面縦方向(上か 雲母ー少

頭部径 ら下へ)のへラ削り

20.9 

2 普通円筒 凸帯径 % 外面縦方向のハケ目単 中粒砂多 乳償褐色 良好

18.2 位20本/1.8四凸帯部は スコリア(酸化

ヨコナデ 鉄粒)ー少

内薗一指頭による縦方向

のナデ

3 普通円筒 凸帯径 外面ー縦方向のハケ目単 中粒砂多 暗褐色 良

18.8 位8本/2cm凸帯部は木 スコリア(酸化

口によるヨコナデ 鉄粒)ー少

内面粘土帯巻上げ(左

回り)明療、指頭による

ナデ

021住居跡

プラン長方形 規模 3.9x3.2m 主軸方向 N-2T-W

所見長方形の住居跡で，カマドは北壁に設けられ，外方へ大きく張り出す。北壁の西半分は揖乱の

ため遺存しなしミ。現存壁高は 15~20cmを測る。柱穴，周溝ともに検出されなかった。

出土遺物は少量の土器，土錘，鉄製品，多量の鉄津がある。

土器で復原し得たものは僅かに饗 1点だけである。鉄製品は馬具の一種(兵庫鎖か?)と考えられる

もの(180図19)，紡錘車(180図20)等があり，鉄浮も住居跡中央から，やや南寄りの地点で集中的に検出

された。またカマド内にも大型の鉄浮が出土している。鍛治炉など直接的に製鉄に関連する遺構ははな

いが，遺物の内容や出土状態から，カマドを利用した製鉄関連の住居跡とも考えられる。

時期不明(花前VI期以降か)

① 2 

。 50m 

¥ -----

200m 

第113図 021住居跡出土遺物
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1.黒色土層

焼土・ローム粒を含む。

2.暗褐色土層

焼土粒を含む。

3.褐色土層



021住居跡出土遺跡物

挿番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

1 聾 22.6 y， 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂，雲母 淡灰褐色 やや甘

(土師器) (27.0) 胴都内面ーへラナデ 多

胴部下半内面ナデ

胴最大径 胴部上半外面一縦方向へ

22.5 ラ削リ

胴部下半外面ー横方向へ

ラ削リ

2 土 錘

029住居跡

プラン不整方形 規模長軸4.25m，短軸2.9m 主軸方向 N-1200-E

所見東壁に幅0.8~0.9m，長さ 1.2m程の細長い張り出しをもっ遺構である。この張り出し部先端

と東壁の南隅の二ケ所に焼土の堆積が認められ，張り出し部はカマド掘方の痕跡かと考えられる。また

柱穴，周溝ともに検出されず，特異な形状となる住居跡と考えられる。現存壁高は10叩程度で，全体に

遺存状態は悪し当。

出土遺物も僅少である。 1は土師器の高台付皿で小形のものである。 2は土師器杯の口縁部で小破片

のため復原径には多少の誤差があると思われる。

時 期不明(花前VDI期以降か)

ト。
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a.14.70m --
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第115図 029住居跡及び出土遺物
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029住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考
回転方向

l 高台付皿 8.7 う4 体部内面ーへラ磨か R 中粒砂ー多 檀褐色 良

(土師器) 3.3 体部外面~高台ーヨコナ

高台径 デ

4.0 

高台高

0.9 

2 杯 16.8 y. 体部内面ーへラ磨キ 組粒砂，長石， 檀褐色 良

(土師器) <4.9> 体部外面ーヨコナデ 石英，雲母.ス

コリアパ酸化鉄

粒)ー少

図
。

l
l
i

一一。'"

19 
マ?

180図36

23 

-16 

26 

.・180図34

180図41 ・

、

A。一一一

h
 、、

‘、
t
 

~ 

2m 

2.暗褐色土層ローム粧含む1.黒褐色土層焼土粒含む

030住居跡
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030住居跡

プラン長方形 規模 5.7x5.2m 主軸方向 N-12・-w
所見比較的大形の住居跡であるが，西南部は撹乱を受けるため，その全体を知ることはできない。

周溝は幅2Ocm，深さ 1伽n程で全周するものと恩われる。現存壁高は47~55仰を測る。

遺物の大半は覆土下層から床面にかけて出土しており，その量も多い。土器は土師器杯・饗，須恵器

杯・聾があり，墨書，朱書，線刻の認められるものがかなりある。墨書には r*J・「月」と判読不明の

もの，朱書には r-l十J，線刻では「→h と r#Jがありバラエティに富んでいる。また鉄製品も多く，

棒状不明鉄製品 (180図23~35)，万子 (180図39) ，焼印状鉄製品 (181図41) などがある。

時 期花前VI期

030住居跡出土遺物

喜号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 回ロ転ク方ロ向 胎 土 色 調 焼成 備 考

1 坪 12.2 y， 体部内外ーヨコナデ R 細枝砂.長石， 櫨褐色 良

{土師器) 3.6 体部下端~周縁一回へラ 石英.白色針状

7.0 削リ 物.スコリア，

底部一回糸切リ 雲母一少

密

2 杯 12.2 y， 体部内外ーヨコナデ 細魁砂一長石. 檀褐色 良 図版63-1

(土師器) 3.3 体部下端一回ヘラ削リ 石英.白色針状

7.2 底部ー欠失するが.回糸 物.スコリア，

切りと恩われる 雲母ー少

密

3 杯 12.2 口縁%を 体部内外ーヨコナデ R 中盤砂，長石， 種褐色 良 体部外面にr*J

{土師器) 3.4 欠〈 体部下端一回ヘラ削リ 石英，スコリア， の墨書

7.1 白色針状物一少 図版63-2

4 tヰ 12.8 y. 体部内外ーヨコナデ 中粒砂.長石， 樟褐色 良

(土師器) 3.4 体部下端一回転ヘラ削リ 石英一多

7.6 底都一回糸切れ回転へ 蟹母.白色針状

ラ削リ 物，スコリア

一多

5 杯 12.2 y， 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂.長石， 乳櫨褐色 良 図版63-3

(土師器) 4.1 体部下端一回ヘラ削リ 石英ースコリア

5.8 底部一回糸切リ 一少

密

6 杯 14.0 y， 体部内面ーへラ磨キ 細位砂，雲母， 淡褐色 良 内黒

(土師器) 5.2 体部外商ーヨコナデ スコリアー少

7.0 休部下端一回ヘラ削リ 密

底部一切り離し不明.回

ヘラ削リ

7 杯 口縁部 中粒砂.長石. 赤褐色 良 体部外面に墨書

(土師器) 石英一多 図版63-5

雲母一少

8 杯 口縁部 細位砂ー少 淡黄褐色 良 体部外面に墨書

(土師器) 図版63-5

9 王ヰ ロ縁部 中総砂ー多 淡貧褐色 良 体部外面に墨書

(土師器) 図版63-5

10 杯 底部 細粒砂ー少 淡貧褐色 良 体部下端に墨書

(土師糠) 図版63-5

11 血 ロ縁欠く 体部下端一回ヘラ削リ 中盤砂.スコリ 乳燈褐色 良 底部に「月Jの

(土師器} 2.0 高台内外ーヨコナデ アー少 墨書

6.8 底部一回糸切り 図版63-4
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書写 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 回ロ転ク方ロ向 胎 土 色 謂 焼成 備 考

12 主平 13.0 ロ縁%欠 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂ー少 灰 色 良 図版63-6

(須恵器) 4.0 く 体部下端一手ヘラ削り 密

6.8 底部一切り離し不明，一

定方向の手ヘラ削り

13 主平 13.1 ロ縁メを 体部内外ーヨコナデ R 中位砂，長石， 灰 色 良 体部外面および

(須恵器) 4.6 欠く 体部下端一手ヘラ削り 石英，雲母ー多 口緑内外 底部に「骨」の|

6.0 底部一回へラ切り後.一 密 巾1.5叩程

定方向の手へラ削り は暗灰色 図版63-7

14 亦 13.1 口縁%を 体部内外ーヨコナデ R 粗粒砂，長石， 暗赤褐色 良 底部に「キ」線(

(須恵器) 4.3 欠く 体部下端一手へラ削り 石英一多 刻

6.3 底部一切り離し不明，一 雲母ー少 酸化焔焼成

定方向の手へラ削り 図版63-8

15 主平 底部% 体部内外ーヨコナデ R 粗粒砂，長石， 灰 色 良

(須恵器) <2.6> 底部一回糸切り後，無調 石英一多

6.6 整

16 杯 y， 体部内外ーヨコナデ R 細諜，長石.石 灰 色 良 底部に「骨」の

(須恵器) 2.9 体部下端一手へラ削り 英一多 朱書

7.2 底部一回ヘラ切り後.一 粗

定方向の手ヘラ削り

17 杯 13.2 う4 体部内外ーヨコナニデ 不明 粗位砂，長石， 黒褐色 良

(須恵器) 4.6 体部下端一回へラ削りか 石英，雲母一多

6.7 底部切り離し不明，不 粗

定方向の手ヘラ削り

18 高台付杯 17.6 y， 体部内外~高台一ヨコナ R 粗粒砂，長石. 黒褐色 良 体部外面にr*J

(須恵器) 6.8 デ 石英，雲母一多 の線刻

高台径 底部一切り離し不明.回 図版63-9

9.4 転ヘラ削り

高台高

1.1 

19 聾 胴下半X 胴都内面輪積痕を残す 細礁，畏石，石 赤褐色 良

(土師器) <22.5> 胴部外面ー縦方行の細い 英，雲母ー多

ヘラ磨キ

20 聾 胴下半の 胴都内面へラナデか 細礁.長石，石 淡赤褐色 良 外面には山砂が

(土師器) 11.0 み 胴部外面ー調整不明 英，雲母ー多 付着

7.9 胴部下端ーす、ラ削り

底部ー木葉痕あり

21 聾 10.0 シi 口縁内外ーヨコナデ 組粒砂ー多 暗褐色 良

(土師器) <3.3> 胴部内面ーヘラナデ 雲母少

胴部外面一横位のへラ削

頭部径 り

10.2 

22 台付聾 脚部のみ 脚部内外ーヨコナデ 粗粒砂雲母一多 暗褐色 良

(土師器) 3.4 長石，石英一多

8.8 

23 聾 <23.8> 口頭部メ 口緑内外 ヨコナデ 中粒砂.長石， 黒褐色 良

(須恵器) 7.2 胴都内面ーへラナデ 石英，雲母ー多

胴部外面一平行叩キ

頭部径

(18.8) 

24 甑 ? (24.0) ロ縁y， 胴部内面~口縁 ヨコナ 中位砂，雲母 灰白色 やや甘

(須恵器) デ 一多

胴下半内面一指頭による 長石.石英一少

押圧の後.ヨコナデ

胴部外面一平行叩キ
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喜号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ
胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

25 甑?聾 (28.8) 口縁パ ロ縁内外ーヨコナデ 中粒砂.長石， 黒褐色 良

(須恵器) 頭部内面ーへラナデ 石英，雲母一多

胴部内面一指頭による押

庄の後，ヨコナデ

26 I! 胴下半の 胴部内面一横方行のナデ 中粒砂，雲母 灰白色 甘

(須恵器) <15.1> み 胸部外面一平行叩キ 一多

16.3 胴部下端ー叩キ後.横方 長石，石英一少

向のへラ削り

035住居跡

プラン長方形 規模 4.2X3. 7m 主軸方向 N-2f-W

所見壁の中央部に僅かであるがカマドの痕跡を残す住居跡である。現存壁高は40~50cmを測る。周

溝は検出されず，またピットも数多くあるが並びが整然とせず，柱穴とするには疑問が残る。

遺物はほとんど床面から浮いた状態で出土している。土師器杯には墨書されたものもある。また不明

鉄製品(181図42) も出土している。

時 期花前VII期
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第120図 035住居跡出土遺物

035住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 選存状態 成・整形手法
ロクロ

胎 土 色 調 焼 成 備 考
回転方向

1 杯 13.4 パ 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂，スコリ 淡黄褐色 良 外面Y，(全体)

(土師器) 3.9 体部下端回ヘラ削り ア(酸化鉄粒) は黒色処理され

7.2 底部一回糸切り後，周縁 一少 たかのようにな

回へラ削り 密 るが，ススの付

着か

2 土平 12.0 y. 体部内外ーヨコナデ 不明 中粒砂，スコリ 乳燈色 良

(土師器) 3.8 体部下端一回へラ削り ア(酸化鉄粒)

8.0 底部一回糸切り後，周縁 一少

回ヘラ削り

3 珂= 12.6 底部y.欠 体部内外ーヨコナデ 中粒砂，スコリ 乳燈色 良

(土師器) <3.6> 体部下端一回ヘラ削り ア(酸化鉄粒)

一少

4 杯 破片 体部内外 ヨコナデ 中粒砂多 乳栂色 良 体部外面に墨書

(土師器) 体部下端一回ヘラ削り

5 土不 破片 体部内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 暗褐色 良 体部外面に墨書

(土師器) 体部下端一回ヘラ削り

6 杯 12.8 y. 体部内外ーヨコナデ 中位砂ー微量 灰 色 堅徽

(須恵器) 3.5 底部一回糸切り 密

6.1 

7 聾 20.8 メ 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂・雲母 暗褐色 良

(土師器) <11.2> 頚部内面ーへラナデ ー多

胴最大径 胴部外面ーナデ 長石・石英一少

20.8 
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036住居跡

プラン 正方形 規模 一辺 4m 主軸方向 N-240-W

所見 比較的遺存状態の良い住居跡である。柱穴は周溝内に 4ケ所設けられ，特異な四本柱の形態を

とる。深さはいずれも 45cm程度となる。周溝は幅20cm，深さ 10~15cmで全周する。現存壁高は40~50cm

を測る。

遺物量は多くないが，床面直上とカマド周辺から出土するものが多い。

土師器警はすべて口唇部をつまみ出すタイプのもので，器形の大小がある。また須恵器杯は口径と底

径の差が比較的小さいものである。

時期 花前日期
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036住居跡出土遺物
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036住居跡出土遺物

挿番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ 胎 土 色 調 焼 成 備 考回転方向

1 河Z 12.7 y， 体部内外 ヨコナデ R 細穣，長石，石 灰 色 良 図版64ー l

(須恵器) 4.3 体部下端一回へラ削り 英一多

7.7 底部一切り離し不明，ニ 雲母一少

方向の手へラ削り

2 珂t 13.2 % 体部内外ーヨコナデ L 粗粒砂，長石， 灰白色 良

(須恵器) 3.9 体部下端一回ヘラ削り 石英一少

8.0 底部一回へラ切り後，数 雲母一多

方向の手へラ削り

3 高台付杯 体部~口 体部内面 ヨコナデ R 細磯，長石，石 青灰色 良

(須恵器) <2.5> 縁欠く 高台部内外ーヨコナデ 英一多

高台径 底部回へラ後，回ヘラ

8.4 削り

高台高

1.0 

4 聾 21.6 %底部欠 口縁内外ーヨコナデ 組粒砂，長石， 暗褐色 良 図版64-2

(土師器) く29.6> く 胴都内面ーへラナデ 石英，雲母ー多

胴部下半ーわずかに細い

胴最大径 ヘラ削りを残す。

25.2 

5 饗 口縁径 y. 口縁内外ーヨコナデ 中位砂・雲母・ 明黄褐色 良

(土師器) (25.0) 胴内面ヘラナデ 長石・石英一多

6 聾 口縁径 % 口縁内外 ヨコナデ 中位砂・雲母・ 赤褐色 良

(土師器) (19.6) 長石・石英一多

7 聾 14.9 う4 口縁部内外 ヨコナデ 細穣・長石・石 暗褐色 良 図版64-3 

(土師器) 15.5 胴都内面ーへラナデ 英・雲母ー多

7.2 胴部外面ーナデ

胴最大径 胴部下半ー幅広のへラ削

15目7 り

底部一木葉痕

038住居跡

所見北壁のカマドとその周辺だけを検出したもので，形状，主軸方向などを知ることはできない。

検出された範囲内では柱穴，周溝ともに認められない。

出土遺物も僅かに護 1点だけである。この嚢は武蔵型と呼ばれるもので，口縁部は「く」の字と，「コ」

の字状の中間的な形態を示している。

時期不明(花前IV~V期か)

。 2個 。

第123図 038住居跡及び出土遺物
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038住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼 成 備 考回転方向

1 聾 22.7 バ ロ縁部内外 ヨコナデ 中粒砂多 赤褐色 やや甘

(土師器) <13.0> 胴部内面ーナデ

胴部上位ー横位のへラ削

胴最大径 り

21. 7 胴部中位一斜位のへラ削

り

土地

005糟錬炉
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ム¥'f'!l-'I.'1>
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。 1 m 。 。
4 ‘Z 

15.20m 

a・一一 ー-・a

1.黒色土焼土粒，暗褐色土粒を含む。 3.茶褐色土焼土，焼土粒を含む。

2.黒色土 l層に近い，暗褐色土粒は少なし 4.暗茶褐色土わずかに燐土粒を含む。

木炭粒を含む。

第124図 006土拡
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第125図 015土拡

217-013-015土拡

1.茶褐色土 ローム粒・炭化物粒をわずかに含む。ややしまりがある。

2.暗茶褐色土 l層に若干の黄褐色土を含む層。

3.茶褐色土 1層に 5cm程の茶褐色土のプロックを含む層。

4.茶褐色土 1層よりローム粒の割合が大き"。

5.茶褐色土 ローム粒・小さいロームブロックを，たいへん多く含む。

6.茶褐色土 5 層に近いがロームブロックの割合が小さ~，。

7.黄茶褐色土 小さいロームプロックを少し含む。ややしまりを欠く。

8.暗茶褐色土 7層に黒褐色土が混入。全くしまりがない。

9.黄茶褐色土 ローム粒・茶褐色土粒の准積。しまりがない。

10.暗茶褐色土 小さいロームフ'ロック・炭化物粒をわずかに含む。

11.茶褐色土黒褐色土・ローム粒を含む。ややしまりがある。

12.黒黄褐色土 茶褐色土をわずかに含む。非常にしまっていて粘性がある。

13.黒褐色土質褐色土を含む。

14.黄茶褐色土暗褐色土を含む。しまりがある。

15.黄茶褐色土 ローム粒をわずかに含む。全くしまりがな~，。

16.暗茶褐色土 7層の特に暗い部分。
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1.暗褐色土焼土粒，焼土プロック(最大 7~8α1)を含む，茶褐色土も混じる。

2.暗褐色土 l層と同様の焼土粒，プロックを含む。

3.暗褐色土大量の焼土粒を含む。

第126図 022土拡
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1.黒色土+暗褐色土

2.黒色土+晴褐色土+ロームプロック

3.暗褐色土

第127図 026土拡

精錬炉

005精錬炉(第128図)

位 置 F 3 -18， 23グリッド 製鉄に関係する遺構の中で台地の平担部分の最も奥まった所

にある。精錬炉の平均的な標高は約15mである。

構造遺構はトレンチャーによる擾乱がひどく，不明確な部分が多い。炉本体の形状も残り

が悪く明確でないが掘りこみは，長径 7Ocm，短径45cm，深さ(現存部分)15cmほどの浅いす

り鉢状の不整長円形である。東西に 3ヶ所，茶褐色土が残っていて，炉壁もしくはうらごめと

思われる。これらをもとに炉の内のりを考えると約35X50cmの円形ないし長円形が推定される

が，この茶褐色土についての詳しい観察を行なわなかったため，規模・構造は確定できない。

炉本体の北西から北東にかけて，固くしまっている部分(1.2x2.0mほどの長円形)が残っ

ていて，精錬炉に伴う，作業面と考えられる。この固い床面の周囲には，大小4つのピットが

確認されている，北西側のピットは最も大きく，長径1.2m，短径0.8m，深さO.25mほどの長

円形で南西側には焼土が堆積している。また炭化材や炭化物粒も多く，土器，鉄器，鉄浮も，

少なくない。北東側のピットは最も深く，径0.45mぐらいの円形で深さは0.5mである。炉のす

ぐ北東側にあるピットは焼土の堆積が確認されている。炉やこれらのピットを囲むようにして

巡っている浅い落ちこみを，本精錬炉の原形と断定するのは，多少の疑問が残るが，現時点で

は，これを外形として，おさえておくことにする。ただ本遺構の南側に006土拡があり，検出状

況等からも関連があることは確実と思われる。

遺物は土器をはじめとして鉄津，炉壁片，炭化材，焼土等が散在しており，点数は多い方で

一 160-
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1.黒色土鉄津・土器片等が多し、。ややしまりを欠く。

2.茶褐色土焼土を多く含む。

3.暗茶褐色土焼土・炭化物粒を含む。

4.茶褐色土焼土・炭化物粒・ローム粒を含む。

5.暗茶褐色土 小さな焼土プロック・炉壁片を含む。

6.赤 褐色土 7層が焼土化したもの。

7.茶褐色土わずかに焼土を含む。うらごめ(?) 
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第128図 005精錬炉
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第129図 005精錬炉出土遺物

005精錬炉出土遺物

挿番号図 器種 法量 遺存状態 成 ・整 形 手 法
ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

1 珂Z 11. 7 tフbロ7配Eノ 体部内外 ヨコナデ 細粒砂，赤色ス 撞褐色 良 図版59ー 7

(土師器) 3.8 底部回糸切り コリアー多

5.4 密

2 珂Z 11.8 % 口唇部一貼り出しが，著 細粒砂ー多 暗褐色 良 底部内面 「メ」

(土師器) 3.4 しく強い 密 線刻

5.4 体部内外 ヨコナデ 図版59-8 

底部回糸切り，周縁ヨ

コナデ，外縁回糸切り痕

有り

3 手付小瓶 口頭部欠 腕部外面 ヨコナデ 微粒 ・細粒砂 地ー暗灰色 良 黒笹14号窯式

(灰粕) 損 底部一回糸切り ，周縁ヨ 宮、 粕ー暗緑色

6.1 コナデ

胴最大径

8.3 

4 境 13.0 口縁部パ 体部内外 ヨコナデ 細粒砂，細磯 地ー灰色 良 折戸53号紫式併

(灰粕) 3.8 欠損 高台部内外 ヨコナデ 一少 粕一淡緑色 行静岡旗指窯の

7.2 底部回糸切り ，周縁ヨ 密 製品か?

コナデ 図版59-9

ある。鉄浮は78点が出土したが，いずれも磁着度(小結参照) 3， 4に限られている。椀形淳

は発見されていない。

時期花前VIII期
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009住居跡(第130'"'"'132図)
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第130図 009住居跡

プラン長方形 規模 4.3X3.6m 主軸方向 N-640-E

一一一一.8

( )内の遺物番号は製鉄関連遺物

の整理番号と対応している

。 2m 

所見北東のコーナ一部が大きく湾曲し，不整長方形を呈する住居である。東壁にカマドを

構築し，周溝は北東と南西の 2ヶ所で検出され，幅20cm，深さ 5cmを計る。壁高は，約20仰で

ある。カマドの西側に精錬炉が構築されるが，土層断面や検出状況から判断して，カマドの廃

棄後に作られたものと考えられる。

遺物は土師器杯・聾・甑と須恵器聾がある。 14の甑は口縁直下に 2個の把手状の突起が添付

されるが形状は粗雑で小さしまた，胴最大径よりも内側に付くことから，把手としての役目

は果さず，把手付甑の最も退化した形態と考えられる。また15の聾も，胴部外面にタタキの痕

跡もなく，胎土，焼成も従来の須恵器と異なり，時代的には須恵器生産の末期の所産ではない

かと考えられる。

時期花前IX期
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1.灰黒色土燐土プロック・炉壁片を含む。下位に遺物が多い。

2.茶褐色土焼土粒・山砂を含む。下位に遺物が多い。

3.灰茶褐色土 2層に 4層が混じる。

4.黄褐色土わずかに山砂・燐土粒を含む。

第131図 009住居跡カマド

009住居跡内精錬炉

位置精錬炉は前述したようにカマドの手前(西側)に作られている。炉はカマドの焚き口

部分と重複しており，土層の観察等からカマドよりも若干新しい時期の構築と推定される。

構造炉本体は径50cmほどの円形ないし長円形に炉壁が残っていた。炉壁は大形の破片が残

っているものと、小形のものとの 2通りがある。大形の炉壁は長さ40cmほどのもので炉の南北

に2つあって，ちょうど「こ」の字状に向かい合っている。小形のものは，炉の東側にあって

大形の炉壁の聞を埋めるように並んでいる。発見されたのは長径が 5cm"" 10cmの5個である。

これらの炉壁は製錬炉の炉壁を再利用している可能性が高い。また炉壁と炉壁の間や炉壁の外

側(うしろ側)には，スサを含まない山砂が所々に残っている。この山砂はうらごめと考えら

れ，本来炉壁の外側全体を覆っていたと思われる。炉の西側からは炉壁は検出されていない，

また焼土の堆積もこの部分から炉外へ流れている，これらのことから羽口の挿入口あるいは，

開口部等がこの部分にあった可能性が考えられる。
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図 カマド構築材

図 焼土(堆積とプロ ツク)

. 山砂(炉のうらごめ)

困炉壁片，スラグ

ー-00'14.50m 
00一一一

~Ocm 

009住居跡精錬炉第132図

山砂と焼土粒を少炉は住居跡の床面より約 5cm高い所に作られている，床面と炉の聞には，

量含む黄褐色土があって炉壁は下端をこの中に差込むような形で立っている。その下はローム

この黄褐色土層が炉の下部また，層の床面で炉の下に掘り方があったかどうかは不明である。

それともカマド廃棄後に流失したカマド構築材の一部なのか確構造(調整土)にあたるのか，

カマド認することはできないが堆積状態などから後者の可能性が強いと考えられる。ただし、

の使用によって床面が良く乾燥している場所を炉設置の場所として意識的に選択したことは充

分に考えられることではある。

遺物は土器の他に鉄津，炉壁片，焼土ブロック等がある。炉の中央からは，土師器の坪が伏

せた状態で発見されているが精錬炉とは直接関係ないものと思われる。他には，製鉄関係の遺
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O
 

物が確認されていて興味をひく。
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第133図 009住居跡出土遺物
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009住居跡出土遺物

挿番図号 器 種 法量 遺存状態

1 杯 (11.6) y. 
(土師器) 3.9 

5.4 

2 月Z (14.6) y. 
(土師器)

3 珂: 底部のみ

(土師器) <2.0> 

6.1 

一

20cm 

、、、、

第134図 009住居跡出土遺物

成・整形手法
ロクロ

胎 土回転方向

体部内外ーヨコナデ 粗粒砂。ア7 リ

底部回糸切り アー多

体部内面ーヨコナデ後， 粗粒砂ー多

ヘラ磨キ 長石・雲母・ス

体部外面 ヨコナデ コリアー少

体部内面 ヨコナデ後. 中粒砂ー多，粗

ヘラ磨キ 粒砂・雲母少

体部外面手持へラ削り

底部回糸切り後，手へ

ラ削り

-167-

色 調 焼 成 備 考

淡褐色 良

淡褐色 良

内赤褐色 良

外一淡褐色



持番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 回ロ転ク方ロ向 胎 土 色 調 焼成 備 考

4 杯 (15.8) % 体部内面 ヨコナデ後， 粗粒砂・雲母 暗赤褐色 良 内黒

(土師器) 4.9 ヘラ磨キ 一少

7目。 体部外面ーヨコナデ 密

底部一切り不明，手へラ

削り

5 杯 (14.1) yo 体部内面ーヨコナデ後. 中粒砂ー多.震 明赤褐色 良 内黒

(土師器) <4.5) ヘラ磨キ 母一少

休部外面 ヨコナデ

6 杯 (14.6) % 体部内面ーヨコナデ後， 中粒砂ー多，雲 黒褐色 良 内黒

(黒色土 <4.6) ヘラ磨キ 母一少

器?) 体部外面ーヨコナデ

7 高台付椀 14.6 口縁泌を 体部内面ーへラ磨キ 中粒砂一粗粒砂 時縄色 良 体部内面に一部

(土師器) 6.0 欠損 体部外面~高台ーヨコナ 一多 赤彩の痕跡を残

高台径 デ 雲母ー少 す

7.1 底部一回糸切り

8 高台付境 14目9 口縁%欠 体部内面ーヨコナデ後， 粗粧砂ー多，雲 内一暗褐色 良 図版60-1

(土師器) 6目3 損 ヘラ磨キ 母一少 外一掻褐色

高台径 体部外面，底部ーヨコナ

7.9 デ

9 高台付椀 口縁部欠 体部内外面~高台ーヨコ 中粒砂ー多，雲 燈褐色 良

(土師器) <3.5) 損 ナデ 母一少

6.5 底部一回糸切り

10 高台付杯 14.0 高台部欠 体部内外ーヨコナデ 組位砂・長石・ 憧栂色 良 体部外面に「九」

(土師器) <4.5) 損 底部一ヨコナデ 雲母・スコリア の墨書

一多 図版60-2 

11 高台付坪 13.8 高台部・ 体部内外ーヨコナデ 粗粧砂.長石 燈褐色 良

(土師器) <4.2) 口縁部% 底部ーヨコナデ 一多

欠損

12 聾 20.9 % ロ縁内外ーヨコナデ 細粒砂.雲母 暗縄色 良

(土師器) <14.1) 頭部内面一木口状工具に ー多

よるナデ

胴最大径 胴都内面ーへラナデ

22.6 胸部外商ーへラ削り

13 聾 18.8 % 口縁部内外ーヨコナデ 細粒砂・雲母 燈栂色 良

(土師器) <7.3) 胸部外面ーへラ削り ー多

14 甑 26.5 y， 口縁部内外ーヨコナデ 中投砂ー多・長 灰黄褐色 良 体部外面に粘土

(土師器) 31.0 胴部内面ーへラナデ 石一少 帯積み上げ痕を

15.1 胴部外面~下半ー縦ヘラ 残す

腕最大径 削り後，ヨコヘラ削り 図版60-3

15.1 周縁ーへラ削り

底部一回糸切り

15 聾 口頭部欠 胴都内外ーナデ 長石，組粒砂 暗灰色 良 図版60-4 

(須恵器) <31. 7) 損 胴部下端~底部ー手ヘラ 一多

13.7 削り

胴最大径

13.6 
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( )の遺物番号は，製鉄関連遺物

の整理番号と対応している
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第203図2

14.10m 
a. ーー一・a

1.黒色土暗褐色土 ・ローム粒を含む。しまりがなし、

2.暗褐色土焼土粒を含む。

3.黒色 土 しみ状に暗褐色土を混入する。

4.黒褐色土

5.黄褐色土 ローム粒が主体となる。

6.黒褐色土基本的に 4層と同一だが焼土粒を多く混入する。

第135図 023住居跡

023住居跡 (第135図)

プラン 正方形 規模 3.6X3.6m 主軸方向 不明

所見 北壁と南壁が削平されるため，全体の形状を知ることはできない。また，南東隅に山

砂が散在してあり，カマドが存在した可能性を示すが，どの位置に構築されていたかは，不明

である。住居中央のやや南寄りに精錬炉が構築され，鉄浮の出土量も極めて多い。

遺物は羽口 ・鉄津などの製鉄に関連するもの以外に土師器坪 ・霊 ・甑がある。 3は把手付の

甑と考えられるが，009住居跡出土の甑と比較して，把手は大型になるものと推定でき，把手と

しての機能を充分に果すものである

時期 花前X期
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L 炉壁1 山砂，粘土が図ったもの，熱を受け固くな

なっている。

2.炉壁2 炉壁内面もしくはごく内面に近いところ。

溶けてはいないがきわめて固く焼けている。

2'.炉壁3 製錬炉の炉壁片を転用したと考えられる

炉壁内面

o -

|
|
。
血

E
g
.
ヱ

。 40em 

6，山砂

6'.山砂焼けている。

7.黒色土+山砂+焼土プロック+ローム粒

全体にやわらかい。

8.粘土

9.鉄浮

10.山砂

1L黒色土山砂・焼土粒を含むやわらかい。

3.焼土

4. 黒色土やわらか~，。

5.山砂+黒色土やわらかい。

※ 1~8 までが炉の構築に関係するものと

考えられる。

第136図 023住居跡内精錬炉(1)
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山砂の範囲

一一-OA'

黒色土の範囲

焼土の範囲

。 40叩

第137図 023住居跡内精錬炉(2)

023住居跡内精錬炉

精錬炉は前述のように住居跡の中央やや南寄り，最も南東側のピットの長軸の延長線上にあ

る。炉底面の高さは床面から約15cm低し)，標高13m65cmほどの位置にある。

炉全体は根による揖乱が多く，不明な点が多い。炉の外形は不整円形ないし長円形で径は40X

35cm弱と推定される。炉壁は炉底面から約25cmまで残っている。西側の炉壁は粘土と山砂で作

られ，あたかも円形のドーム状に残っている。東側は製錬炉の炉壁を再利用したものと思われ

る。炉壁の外と炉底には山砂と焼土ブロックの混ざったうらごめがある。炉底部分のさらに下

には山砂が敷かれ下部構造となっている。第136図の 3........5， 7層は揖乱を受けた可能性があっ

て本来的に下部構造に関係していたかどうかは疑問である。炉の掘り方は径60cm，深さ15cmほ

どの浅い円形のピットとなる。掘り方の南側は地山が焼土化しており焚き口部の可能性がある。

また西側の炉壁の中央部分には径10cmほどの穴があいている。内面が焼けていること，うらご

めが途切れることから挿入口の可能性がある。炉底部分からは鉄津が出土している。

鉄津を含めた遺物は全体にわたって出土するが羽口片，炉壁片は北側のピット周辺に，鉄津

は精錬炉と近接するピット内に集中する傾向がある。製鉄関係の遺物としては，椀形津，鍛造

剥片，鉄塊，獣脚鋳型 (49) などがある。

巧

d
唱
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第138図 023住居跡出土遺物

023住居跡出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土回転方向

l 杯 13.1 ほl;f完形 体部内外 ヨコナデ 中粒砂，細磯

(土師器) 3.7 底部回糸切リ 多

5.6 スコリアー少

2 聾 13.1 う4 胴部内外ーヨコナデ 中位砂多

(土師器) く9.6> 胴部下半一回へラ削リ 雲母.スコリア

一少

頭部径

11.6 

3 甑 28.4 % 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂多

(土師器) (10.1> 体部内面ー調整不明

一」

斜面部(製鉄関連遺構、他)

031・032カマド状遺構(第139図)

20cm 

色 調 焼成 備 考

暗褐色 良 図版62-6

暗褐色 良 図版62ー7

灰褐色 良 ーケ所に把手が

つくと思われる

位置 E6ー 15・F6-11グリッド 斜面部中位，標高約9.5mo 061製錬炉， 065土拡の東側

所見 いずれもカマド様に山砂が堆積する遺構で， 031は奥行0.8m，幅2.2m，032は奥行0.7

m，幅1.6mほどの規模を持っている。位置的に 1つの遺構として捉えるべきものかもしれない。

ごく近くに製錬炉，精錬炉等が密集するところから，製鉄に関係がある遺構と思われるが，性

格・時期等の詳細はわからない。
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第139図 031・032カマド状遺構

ミ尋ニグ1

。 10e柵

第140図 031カマド状遺構出土遺物

031カマド状遺構出土遺物

成・整形手法

体部内外 ヨコナデ

底部回糸切り

q
J
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第141図

042遺物集中地点(第141図)

位 置 B5-3， 4， 8， 9グリッド

-+'-4 十

6 

亀
. ート

黒色土
(木炭密集)

辛子14 十
。 2m 

042遺物集中地点

標高は12.5m前後，斜面部の近く。

所 見 上記のグリッドにおいて鉄津，土器等が集中して発見された。明らかな掘り方等は確

認されず遺構としてとらえることはできないがB5-8グリッド及びB5ーし 9グリッドの北

西側に鉄浮の集中する部分がある。土器は鉄津分布範囲の北側部分に片寄って出土している。

鉄津分布範囲の北東側には，焼土の堆積が 3ヶ所，木炭の密集が 1ヶ所確認される。 これらの

状況から精錬炉の存在が推定されるが鍛造剥片等も未検出であり，可能性を指摘するにとどめ

たいと思う。
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第142図 042遺物集中地点出土遺物

042遺物集中地点出土遺物

挿図
器種 法量 遺存状態 成 ・ 整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考

番号 回転方向

1 珂: 12.3 y， 体部内外 ヨコナデ R 中粒砂ー多 手L 橿色 良 体部に CihllJ 墨

(土師器) 4.0 体部下端一回へラ削り 書と，スス付着

6.5 底部回糸切り ，周縁回 図版64-4

ヘラ削り

2 珂Z 12.1 予t 体部内外 ヨコナデ L 組 粒 砂 ・雲母 淡赤褐色 甘 図版64-5 

(土師器) 3.7 体部下端回へラ削 η 多

6.5 底部切り離し不明:回 長石 ・石英少

ヘラ削り

3 珂Z 13.3 % 体部内外ーヨコナデ R 粗粒砂，雲母 淡赤褐色 甘 体部内面にスス

(土師器) 3.6 体部下端一回へラ削り 一多 付着

7.2 底部切り離し不明，回 長石，石英少 図版64-6

ヘラ削り

4 坪 12.6 y， 体部内外 ヨコナデ 粗粒砂，スコリ 乳燈色 やや甘 図版64ー 7

(土師器) 4.2 体部下端回ヘラ削り アー少

6.6 底部回糸切り，周縁回

ヘラ削り

5 杯 13.3 y， 体部内外 ヨコナデ R 中粒砂多 黒灰色 やや甘 外面にスス付着

(須恵器) 4.0 体部下端回へラ削り 図版64-8

6.5 底部回糸切り離し

6 'iI! 20.2 y， 口縁内外 ヨコナデ 組粒砂 ・長石 ・ 燈褐色 良

(土師器) <8 2> 体部内面ー償方向のへラ 石英一多

ナデ 雲母ー少

体部外面ーナデ

F
h
d
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第144図 049製錬炉〈炉壁出土状況図〉

048糟錬炉 (第143，145， 146図)

斗E:"s-¥5 

2m 

位 置 E 6 -04， 09グリッド 斜面部東寄り中位，炉底部の標高は約10.6mほどである。 049

製錬炉の後背部の中に構築されている。

構 造 残っている炉壁の一部分から推定される炉の内径は20"'-'30cm，形状は円形ないし長円

形，現存炉壁高は20cm強である。西側には羽口の挿入部分が残っていた。掘り方は長径35cm，

短径20cmほどの長円形で，すり鉢状となる。炉壁の内面は海綿状になっていて鉄浮が付着して

いる。炉壁の材質はスサ入り粘土，炉の東西の部分だけが残っている。西側の部分は炉壁が炉

外の方へ湾曲し，羽口を挿入するよ うに作られている。羽口は一部分が挿入されたままの状態

-177一
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049 

12 13 

一一。C'

1.黄褐色土ローム主体，晴褐色土をわずかに含む。

048構築時の調整土(?) 

2.暗褐色土焼土・木炭の粒子を含む。

3.黒褐色土焼土・木炭の粒子をわずかに含む。

4.黄灰色土地山の崩壊土(?)砂質，木炭片を少し含む。

5.暗褐色土ロームプロックを含む，木炭片を多く含む。

6.黒色土ロームプロックを含む。

7.晴褐色土焼土・木炭の粒子を含む。

8.黄褐色土ローム主体で山砂を含むo

8'. 11 特に山砂の割合が多い。

一一。B

。 1 m 

9.暗褐色土小さな木炭片，焼土塊を含む。

10.暗褐色土+黄褐色土木炭片をわずかに含む。

11.晴褐色土木炭片を多く含む。

12.暗褐色土地山の崩嬢土を多く含む。

13.暗褐色土砂質

14.灰茶褐色土粘質土

15.黄褐色土プロック状のローム

16.暗褐色土ローム主体，木炭片を含む，しまり

がな，>。

地山は砂質凝灰岩

第145図 048精錬炉・049製錬炉

で発見された。観察によれば，羽口の送風孔が水平面となす角度は約30'，挿入部分の炉壁が水

平面となす角度は約55。であった。

炉の下に特別な構造はみられないが，炉の構築に伴なって周囲にロームを貼って調整してい

る(第146図-1層)。なお049製錬炉のところで詳しく述べるが，それ以下の層(第145図の 2

"-'5層)も本炉に伴う調整土の可能性がある。

その他炉の周囲は平均10佃前後にわたって焼土化している。

本炉の周辺からは鋳型等の鋳造に関係すると思われる遺物が多く出土しており，鋳鉄製品を

製作していた可能性がある。

操業回数は不明だが炉を改築していることを示す痕跡は発見できなかった。

049製錬炉(第143"-'145，147"-'149図)

位 置 E 6 -04， 08， 09グリッドを中心に構築される。斜面部東寄りの中位，炉底部分の標

-178-



炉壁

A。一ーー

A 0 lO.90m 
0--

一一一。A'

炉壁

一一一。A'

1.黄褐色土ローム，作業面の調整土 4.灰黄褐色土 (1.2層の焼土化還元部分)

2.黒褐色土 5.赤褐色土(1. 2層の焼土化酸化部分)

3.紫青色土焼けた粘土を含む山砂 6.黒褐色土スラグを含む，砂質土。

(炉壁かうらごめ)

地山の焼土化する~~
範囲(酸化部分)

…土 化 す 吋 ー イ

， 

¥¥ ¥ 
， 

範囲(還元部分)
， ， 

Ao-ー一一 ¥¥ τf 1 一一一oA' 

掘りこみ下端

。 40cm 

第146図 048精錬炉
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。 1m 

圏3層

圏4層

日5層

一-oG'

0炉廃棄後に堆積した土

1.褐色土焼土+山砂

o炉主体部構築時のうらごめ

3.山砂+粘土+焼土小プロック，炭化物粒
5. (黒色)砂鉄

7. (黒色)砂鉄+焼土+鉄津

9.焼土

11.地山の焼土化する範囲

o炉構築時の調整土?

12~17 

2，黒褐色土黒色の砂+焼土粒

4，山砂

6.山砂+焼土

8.山砂+燐土+鉄津

10.粘土

第147図 049製錬炉主体部分(1)<新炉〉

高はおよそ10.5'-""'10.6m。

構造半地下式の竪形炉で，新炉の推定内径は40cm，現存高は最も残りの良い部分で60cmほ

どの円筒形である。旧炉も新炉と同形態だが若干大きく推定内径は60佃ほどであったと思われ

る。主体部分の掘り方は130cmX60cmほどの半長円形である。

新炉については西側の半分弱について溶解した炉壁の内面が残っている。上位20cm弱はなめ

らかな面で，中位20cmは鉄棒が多く付着して，おうとつがある。それ以下の部分は内面は残っ

ておらず還元色をした砂質の部分が露出している。新炉の炉壁はスサ入り粘土で作られ，厚さ
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第148図 049製錬炉主体部分(2)く旧炉〉

/ 

。 1m 

第149図 049製錬炉主体部分(3)く握り方〉

は約15cm，そのうち10cm弱が熱を受け還元し，残りも焼土化(酸化)している。旧炉の炉壁も

同様にスサ入り粘土で作られ，還元部分，酸化部分に分かれている。

炉底の下は，砂鉄・山砂・焼土を主体とする土がいくつもの薄い層を形成し，版築状になっ

ている(3~11層)。この下部構造は最も厚い部分で約25cmを計り，本遺跡の他の製錬炉と比べ

0
0
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¥ 

-羽口 8-21{計測値表の整理番号と対応)

・土器①，②

。 1. 

a. 9.20m 
・ーーーーー ーーーー且.a

b・9.20m- ー-・b.

第150図 054精錬炉・062土拡
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。 20cm 

第151図 062土拡出土遺物

062土拡出土遺物

挿番号図 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考
回転方向

l 坪 12.0 y， 体部内外 ヨコナデ 中粒砂ー少 暗檀色 良 体部外面に墨書

(土師器) 3.5 体部下端回ヘラ削り

6.4 底部回糸切り後周縁回

ヘラ削り

2 高台付皿 13.5 y. 体部内面へラ磨キ 微粒砂・スコリ 檀褐色 やや甘

(土師器) 2.4 体部外面~高台 ヨコナ ア・雲母少

高台径 デ 密

8.0 底部一回へラ削り

高台高

0.8 

て最も良く残っている。おそらくは湿気抜きを目的としたものと考えられる。これに対して12-----17

層は，山砂・焼土・ロームを主体とする土で版築状にはならない。この部分については荒掘り

後の埋め戻しが考えられるが，何か古い落ち込みが自然堆積で埋まった可能性もあって確実に

本製錬炉の構築に伴うものとは言い切れない。

前庭部は東西幅 4m，南北奥行2mほどの不整形である。炉の主体部分は前庭部の中心から，

やや東へずれた位置にある。掘り方は確認面から70-----80cmの深さまで達していて，中心には大

小3つのピットが東西方向にほぼ等問問で並んでいる。掘り方底面から上， 30-----40仰の部分は

ローム・山砂を主とする土が版築状に重なっている。この上面は固く締まっていて，ある時期

の炉に伴う作業面と考えられる。さらにこの上には10ないし15cmほどの厚さで鉄津が堆積して

いる。炉壁片も多くはこれより上の層で検出される。

炉の北側には東西幅 5m，南北奥行2.5-----3mほどの不整方形の落ち込みがあって，一応これ

を049製錬炉に伴う後背部分と考えている。確認面からの掘り込みは70-----90cmほどで前庭部同様

ローム・山砂を主体とする土によって版築状に埋め戻されている。底面から50-----70cmのところ

に固く締まった面があって，ある時期の作業面と思われる。後背部の中には048精錬炉があるこ

とも合わせて考え，この面より下を049製錬炉に伴う調整，上を048精錬炉に伴う調整(の可能

性もあるもの)として理解しておきたい。また，この後背部分には地山の崩壊土が多く含まれ

ており，形状が途中で何回か変わっている可能性がある。

その他 操業回数は炉の構造からみて少なくとも 2回以上であったことが確認される。炉壁片

等の出土量は他の炉に比べて少なし前庭部以外からも相当量が出土している点が注目される。

前庭部の南側に接するピットは採掘拡と考えられる。
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回炉壁の剥落にともなって

崩壊したと恩われる部分

A 0 8.50m 
。ーーーー・

1.黄灰色土粘土+山砂焼けている，スサは含まない。

2.灰褐色土新炉綿築以前に埋められた土。

3.黒色土砂質，焼土塊，スラグを含む。

第152図 054精錬炉(1)<新炉〉

054精錬炉(第150，152， 153図)

焼土化する範囲

ー一一-oA'

ヒ二二二二ニ
40cm 

ーーーーー。 A'

焼土化する範囲

位 置 F 6-20グリッド 斜面部下位に位置し，炉底面の標高は約8.2m。今回調査された精

錬炉の中で最も低い所にある。北側には062土拡がある。

構造土層断面の観察から新炉・旧炉の 2つが確認された。新炉の炉壁内面は剥落してしま

って規模は明らかでないが径20叩前後の円形ではないかと思われる。掘り方は長径40側，短径

30cmほどの長円形で，深さ20cm弱のすり鉢状となる。

旧炉の方も炉の規模は不明である。掘り方は新炉より，ひと回り大きく長径50仰，短径40cm

ほどの不整円形で深さは20叩強のすり鉢状である。旧炉掘り方の回りは 5'"'"'10仰にわたって，

地山が焼土化している。
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地山の焼土化する範囲 黄灰色土(粘土+山砂)非常に固く

焼けている，スサは含まない。

第153図 054精錬炉(2)<旧炉〉

062土拡 (第150図)

位置 E 6 -14， 15， 20グリッド 斜面部下位，およその標高8.6m。すぐ南側には054精錬炉

がある。

所 見 大小 7つのピットとそれらを囲むようにして巡る深さ20cm強の落ち込みによって構成

される。当初は山砂か粘土の採掘拡ではないかと考えていたが，他の採掘拡と比べるとピット

の規模がやや小さいこと，羽口が集中して発見されたこと，などから近くの製鉄遺構 と関係す

る作業面の可能性もある。

遺物は図示した土器の他に羽口が集中して発見され，注目される(計測可能なものが14点，

他に細片が20点近くある)。
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1.暗褐色土

2.黒褐色土(炭化物粒を多く含む)

3.鉄津の密集している層

4.晴褐色土(粘性がある)

5.暗黄褐色土(粘性があり，ローム

が混じる)

h
-
t

田中
2m 

第154図 056土拡(1)

056土地(第154，155図)

位置 C 5 -12グリッド 平担面から斜面部へ移行する際，底面の標高約12m，058， 060， 

070炭窯と接している。

構造長軸4.3m，短軸3.7mの三角形に近い不整形を呈する斜面部にかかって構築されるため，

南側の壁がほとんど残っていなし=。北側の壁高は1.4m前後である。覆土の中層から下層にかけ

て，多量の土器と鉄津を出土する。遺物量がきわめて多く遺物の時期にも差がある。時期・性

格ともに不明。
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059・064.土地(第159図)

2. 

第155図 056土拡(2)

ーーー・・'

13.00m 
ーーー-.a

位置 E 6-14グリッド中心斜面倒下位、標高約8.4mo 063製錬炉と重複する。

所見粘土もしくは山砂の採掘拡と考えられる。調査時に059-1から059-5までの番号が

付いている。各土拡の覆土はいずれも地山(砂質凝灰岩)の崩れた土を基調としており，若干

の鉄津，炉壁材を含んでいる。

時 期不明。 063製錬炉との新旧関係も不明である。
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056土地出土遺物一覧表

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成 ・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考
回転方向

1 杯 12.4 % 体部内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 赤 褐 甘 図 版65-1

(土師品) 4.3 体部下端一回へラ削り

7.5 底部一回へラ切り後、回

ヘラ削り

2 杯 12.1 y， 体部内外 ヨコナデ R 中粒砂ー多 乳褐色 甘 図版65-2

(土師器) 4.1 体部下端回へラ削り 長石、石英、雲

6.8 底部一回糸切り、周縁回 母、スコリア

ヘラ削り 一少

3 珂Z 12.0 }ゴ 体部内外 ヨコナデ 中粒砂，スコ リ 乳燈色 良 体部外面に墨書

(土師器) 4.7 体部下端一回へラ削り アー少

6.6 底部回糸切り後， 一部 密

に回へラ削り

4 盤 口縁を欠 体部内面ーへラミガキ 細粒砂，長石， 乳燈色 良

(土師器) <2.4) く 体部外面手ヘラ削り 石英.スコリア

12.8 底部一手へラ削り ー少

5 蓋 14.0 y， つまみーヨコナデ R 細喋，長石，石 灰 色 良

4.0 天井部一回へラ削り 英多

つまみf圭 内外 ヨコナデ すE

3.2 

つまみ高

1.4 

6 珂Z 13.7 メ 体部内外 ヨコナデ R 細礁，長石，石 灰褐色 良 底部に 「キJ の

(須恵器) 3.8 体部下端一回ヘラ削り 英，雲母多 線刻あ り

8.0 底部一切り離し不明， 図版65-3 

方向の手へラ削り

7 杯 13.0 y， 体部内外 ヨコナデ L 粗粒砂，長石， 灰 色 良 体部に油煙付着

(土師器) 4.0 体部下端回へラ削り 石英多

7.6 底部回へラ切り後，一 雲母ー少

定方向の手へラ削り 粗

8 杯 12.6 y， 体部内外 ヨコナデ L 組粒砂，長石， 暗灰色 良 図版65-4 

(須恵器) 4.1 底部回へラ切り後，数 石英多

8.6 方向に手へラ削り

9 珂= 13.0 ほぽ完形 体部内外 ヨコナデ R 細礁，長石，石 暗灰色 良 図版65-5 

(土師器) 4.4 体部下端回へラ削り 英一多

8.0 底部回へラ切り後， 粗

方向の手へラ削り

10 杯 13.4 % 体部内外ーヨコナデ R 粗粒砂，長石， 灰 色 良 図版65-6

(須恵器) 4.5 体部下端回へラ削り 石英多

7.4 底部切り離し不明， 雲母ー少

方向の手へラ削り 粗

11 杯 13.4 ys 体部内外 ヨコナデ R 細粒砂，雲母 灰白色 良

(須恵器) 4.2 体部下端回へラ削り 多

7.8 底部一回へラ切り後、手 長石，石英一少

ヘラ削り

12 珂= 13.0 》く 体部内外 ヨコナデ R 細粒砂，長石， 灰 色 良

(須恵、器) 4.4 体部下端一手へラ削り 石英，雲母ー少

7.5 底部切り離し不明，一 密

定方向の手へラ削り

13 杯 12.7 Jイ 体部内外 ヨコナデ R 中粒砂，長石， 灰 色 良

(須恵器) 4.3 体部下端一回へラ削り 石英，雲母多

7.0 底部回へラ切り後，手 組

ヘラ削り
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第157図 056土拡出土遺物
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指番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法
ロクロ 胎 土 色 調 焼 成 備 考
回転方向

14 坪 13.6 y， 体部内外 ヨコナデ L 粗粒砂.長石， 灰 色 良 図版65-7

(土師器) 4.9 体部下端一手へラ削り 石英一多

7.4 底部切り離し不明，二 雲母少

方向の手へラ削り 粗

15 杯 12.6 % 体部内外ーヨコナデ R 組粒砂，長石， 青灰色 良 図版65-8

(須恵器) 4.7 体部下端一手へラ削り 石英多

7.6 底部一切り離し不明，一

方向の手ヘラ削り

16 珂= 11.6 % 体部内外ーヨコナデ R 粗粒砂，長石， 暗青灰色 良 図版65-9

(土師器) 4.4 体部下端回へラ削り 石英多

6.2 底部一切り離し不明，手 粗

ヘラ削り

17 杯 13.0 % 体部内外ーヨコナデ R 粗粒砂，長石， 暗灰色 良

(須恵器) 4.8 体部下端手へラ削り 石英一多

7.4 底部回へラ切り後，一 車E

定方向の手ヘラ削り

18 珂Z 12.2 y， 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂，長石， 灰褐色 やや 酸化焔焼成

(須恵器) 5.2 体部下端回ヘラ削り 石英，雲母多 甘 図版65ー10

6.4 底部一切り離し不明，一 スコリアー少

定方向の手へラ削り

19 土不 12.9 !イ 体部内外 ヨコナデ R 組粒砂，長石， 灰褐色 やや 酸化焔焼成

(須恵器) 4.9 体部下端回ヘラ削り 石英，雲母多 甘

6.2 底部一切り離し不明，一

定方向の手ヘラ削り

20 高台付杯 13.4 体部%高 体部内外 ヨコナデ R 細粒砂，長石， 青灰色 堅鰍 図版66-1

(須恵器) <4.8> 台部を欠 底部回ヘラ切り離し後 石英多

く 回ヘラ削り 密

21 高台付杯 16.0 体部% 体部内外 ヨコナデ R 中粒砂，長石， 灰 色 良 図版66-2 

(須恵器) 6.5 高台y， 体部下端回へラ削り 石英多

高台径 高台内外ーヨコナデ 雲母ー少

9.7 底部回へラ切り離し

高台高 後，回ヘラ削り

1.0 

22 高台付杯 体部内外ーヨコナデ 中粒砂，雲母 灰白色 甘

く3.3> 高台都内外 ヨコナデ ー多

高台径 底部切り離し不明，回 長石，石英一少

10.8 ヘラ削り

高台高

0.5 

23 脚付盤 脚部のみ 内外ーヨコナデ 粗粒砂，長石， 暗灰色 良

<9.4> 石英，雲母一多

底径 組

9.9 

24 聾 21.6 y. 口縁部内外ーヨコナデ 中粒砂，長石， 赤褐色 良

(土師器) <14.7> 胴部内面ヘラナデ 石英，雲母多

胴部外面一平行叩キ後，

ナデを施し，叩キ痕を消

す

25 蜜 21.6 y， 口縁部内外ーヨコナデ 組粒砂，スコリ 暗褐色 良

(土師器) 22.0 胴部内面へラナデ アー少

胴 部 外 面 縦 へ ラ 削 り 長石，石英，雲

胴最大径 後，ナデ 母多

25.4 

26 整 22.5 底部欠く 口縁部内外 ヨコナデ 粗粒砂，長石， 淡黄褐色 良 図版66-3 
(土師器) く28.8> 胴部内面ヘラナデ 石英，雲母ー多

胴部外面へラ削り後，

胴鼠大径 ヨコナデ

24.5 胴部下半細いヘラ削り
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第158図 056土拡出土遺物
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。 20cm 

第158図 056土拡出土遺物

帰番図号 器極 法ld: 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考
回転方向

27 聾 <7.7) 胴部外面横方向のへラ 中粒砂. ，聖母 燈褐色 良

(土師器) 削り 一多

頚部径

22.2 

28 費 21. 6 口縁部内外 ヨコナデ 中粒砂一多 赤褐色 良

(土師器) <7.9) 洞部内面ーへラナデ

胴部外面ー繍方向のへラ

頭部径 削り

19.0 

29 甑 y. ロ縁部内外 ヨコナデ 中粒砂.長石， 灰 色 良

(須恵器) 胴部外面一平行叩キ 石英，雲母一多

30 聾 24.0 }イ 口縁部内外 ヨコナデ 中粒砂ー少 灰褐色 甘

(須恵器) <16.2) 胸部内面ーナデ 密

胴部外面一平行叩キ

31 蔓 頚部~胴 ロ縁部内外ーヨコナデ 中粒砂，長石， 灰 色 良 図版66-4 

(須恵器) <15.4) 部y， 頭部内面ーへラナデ 石英，雲母一多

頭部f圭 洞部外面一平行叩キ 組

13.4 

胴愚大1圭

22.1 

32 聾 胴部パ 頭部内外ーヨコナデ 粗粒砂、長石、 灰 色 良 図版66-5 

(須恵器) <29.9) 類部y. 胴部内面上位ーナデ 石英、雲母ー多

胴部内面ー下から下への 組

頭部径 ナデ

17.4 胴部外面上位叩キ後、

胴鰻大径 ナデ

31.8 洞部外面 平行叩キ

33 聾 22.7 % 口縁部 ヨコナデ 細粒砂、雲母 黒灰色 やや 図版66-6

(須恵器) 32.7 頭部外面一平行叩キ後、 ー多 甘

16.0 ナデ 長石、石英一少

頭部径 胴部内面一指頭によるナ

17.4 ア

胴愚大径 胴部外面平行叩キ

28.4 胸部下端ーへラ削り
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炉壁の出土状況

。 1 m 
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1.炉壁スサ入り粘土，内面は崩壊している。

2.暗青色土炉壁の細かいものが堆積している。熱を受け

還元した炉底部と考えられる。

3.地山の崩壊土に燐土プロック，若干の木炭片を含む。

4.焼土ブロック炉患の酸化した部分が堆積。

5.暗灰色土地山崩壊土と暗褐色土が混合，焼土粒を含む。

6.淡黄褐色土地山崩壊土を主とし，木炭粒，燐土粒を少し含む。

7.暗黄灰色土地山崩壊土を主とし，所々に炉壁の細片を多く含む。

8.黒灰色土砂質，炉壁の細片を多く含む，少量のスラグも含む。

9.炉壁材をプロック状に多量に含む。

10.スラグを少量含む，黒色土，黒褐色土

d・一一
lO.lOm 目

ーーーーー・a

第161図 061製錬炉主体部分
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a.生旦m ーーーー一・a

1.暗褐色土

焼土粒，炭化物粒，山砂粒を含む。

2.黒色土

焼土の小プロック(炉壁?)，炭化物，

山砂粒を含む。

3.茶褐色土

焼土の小プロック(炉壁?)を多く含む，

地山の崩壊土も含む。
L 9.50m 

4.黒色土 b・一一
炉壁片をプロック状に含む。

5.暗茶褐色土

大きな炉壁片，スラグを多く含む。

6.茶褐色土

粘質土，J也山の崩壊土をプロック状に

含む，炉壁片もわずかに含む。

難 地山は砂質凝灰岩

一一一・b'

ç.~m - ーーーーー・c

第163図 067製錬炉
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下，
A。一一

L lm 

1.暗褐色土 地山の崩壊土を含む。

2.暗褐色士 l層より小さなプロックを含む。

3.灰茶褐色土地山の崩壊土を多く含む。

4.灰茶褐色土 3層よりさらに多量の崩壊土を含む。

5.黒茶褐色土パミス，木炭粒をわずかに含む。

6.地山(砂質凝灰岩)

第164図 068土拡

061製錬炉(第160，161図)

063製錬炉(第159図)

位置 E 6-14グリッド斜面部の下半，

炉床と推定される部分は標高8.2"-'8.3m

構造 おそらく半地下式竪形炉であった

と思われる。現存する掘り方は長径1.6m，

短径1.2m，高さ 1mほどの長円形の土拡。

この土拡内の地山(砂賀凝灰岩)の一部分

が焼土化しているため，製錬炉の掘り万で

あろうと推定されたものである。炉壁や山

砂は全く検出されず炉本体の構造，規模，

操業回数等は全くわからない。

採掘拡と重複していて必ずしも明確では

ないが炉本体を中心として東西各 2mほど

のところに広がっている隅丸方形の浅い落

ちこみを一応前庭部としてとらえたい。後

背部，その他のピット等の施設は未確認。

その他 時期を決定できる遺物は発見され

ていない。

位置 E 6-10グリッド 斜面部の下位，炉床と考えられる部分の標高はおよそ9.30m

構造半地下式の竪形炉と推定される。炉壁の残り方等から内径60X40cm弱の長円形の本体

部分が推定される。炉壁の現存高は 1m弱である。炉壁は，内面の大部分が崩れてしまってい

るが北西側の一部についてだけ，溶解して青紫色に還元した内面が残っている。現状では，地

山(砂質凝灰岩)と炉壁(スサ入り粘土)の聞には山砂等の間層を観察することはできない。

従ってうらごめがあったかどうかは不明である。また，炉底と考えた 2層中には炉壁の細片が

混入しているが、これらが人為的に敷かれたものか，崩壊土の自然堆積を利用したものなのか，

も不明である。 7層の上面はたいへん固くしまっている。この固い面は， 8層中にも一枚観察

することができた。このことから， 7・8層は炉の構築にあたって版築状に調整された土と考

えることができる。

本製錬炉は，粘土採掘拡と考えられる065土拡と重複しているために，炉に伴う付属施設は，

はっきりとしない。けれども調査時に065-2とした土拡は， 061製錬炉の前庭部と考えてさし

っかえないだろう。後背部や周囲のピットについては確定できるものはない。

遺物は炉内に残っていた炉壁片が主なものであるが分析を全く行っていないので，炉の上部

構造等については言及できない。その他に時期を確定できるような遺物はない。
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1.黒色土表土層，ローム粒を少し含む，
しまりカtない。

2.暗茶褐色土砂位を含む，粘性が若干ある。
3.暗茶褐色土砂粒を含む，粘性はない。
4.暗茶褐色土地山の崩壊土を含む。

5.黒褐色土ローム粒を含む，スラグ小片
も含む。

6.灰茶褐色土地山への漸移層
7.地山(砂質凝灰岩)

第165図 072土拡

操業回数について炉本体に直接的な根拠は何も残されていなし=。しかし調整土(7， 8層)

の中に炉壁片が含まれることなどを考えれば，複数回の操業が行われた可能性も否定できない。

065土拡(第160図)

位置 E 6 -9， 10， 14， 15グリッド 斜面部下位， 061製錬炉と重複する。

所見粘土あるいは山砂の採掘拡と考えられる。調査時に065-1から065-4までの番号が

付けられている。このうち， 065-2は061製錬炉の前庭部と考えられる。 065-1は形状などか

らみて採掘拡として間違いあるまい。 065-3， 065-4については一応，採掘拡としてとらえ

ておくが， 061製錬炉の付属施設である可能性もある。

時期不明。 061製錬炉との新旧関係も不明である。

066土地(第162図)

位置 B 5-20グリッド 斜面部の西側，底面の標高は約9.5m

所 見 長 径3.0m，短径2.2m，深さo. 6"-'0 . 8mの不整形の土拡。本遺構の周辺からは鍛造剥片

が検出されている。また覆土中からは土師器片が発見されていて，製鉄関連遺構との関係が示

唆されるが時期・性格ともに今ひとつ明確でない。
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067製錬炉 (第163図)

位置 D 6-03グリッド 斜面部下半，炉底部の標高は8.7~9. 1mと推定される。

構造 半地下式の竪形炉と推定される。炉本体の内径は残っている炉壁面をもとに推定すれ

ば， 径60~80cmの円形ないし長円形であろう。炉壁の現存高は南側の最も残りの良いところで

50cm弱である。炉壁は南北 2ケ所で部分的に残っているが，内面は全て剥がれ落ちていて，外

側のごく一部分だけが残っている。うらごめは暗灰色のスサ入り粘土主体の層で炉壁材や焼土

を含んでおり，最も厚いところで 5cmほど残っている。下部構造は，炉底面が確認できず不明

である。

付属施設は，前庭部と思われる広がりと土拡状の落ちこみが 3ヶ所あるが，土拡については

採掘拡の可能性もある。後背部等の施設は不明である。

その他 時期決定のできる遺物は全くない。ただ炉の南東側に大形の炉壁片が集中して堆積し

ている部分がある。おそらく 067製錬炉の炉壁であろう。炉壁の分析は全く行っていないので炉

の上部構造，操業回数等は不明である。

068土拡 (第164図)

位置 D 6-04グリッド 斜面部下位，底面の標高は約8.2m。東側のごく近い位置に041炭窯

がある。

所見 径 1m強の円形の土拡で， 確認面からの深さは1.0~1. 2mほどである。覆土は地山の崩

壊土を主とする土で，遺物はほとんど発見できなかった。 時期 ・性格ともに不明。

072土拡 (第165図)

位置 F 6 -14グリッド 斜面東側の下位，底面の標高は約8.6m

所見 開口部径1. 0~1. 2m， 最大径1 . 6~2. 0m， 底径1. 2~1. 5m， 深さ 1.0mほどの不整円形

の袋状土拡。表土層から掘りこまれている。斜面東側の遺構確認の卜レンチ調査中に検出され

た。遺物等は全く発見されず，時期 ・性格は不明。

073製錬炉 (第166~170図)

位置 E 6-02グリッド 斜面部中位，標高約1l.5m，炉底面の標高はおよそ10.5mであっ

たと思われる。

構造 円筒形の半地下式竪形炉と推定され，内径0.6m，外径1.0x 1.4m，現存高は1.2mほど

である。炉内の観察により炉本体の構築手順を次のように想定することができる。 1.荒掘り，

2.山砂を使って炉内を整える， 3.スサ入り粘土を使って炉壁面を作る。但し炉の前庭部側

は山砂ではなく粘土を用いて炉を覆う。

炉壁は炉の奥(北側)上半にアメ状に溶けた部分が残っているがこれは元の位置から，ずり

落ちた可能性がある。 側面において、炉壁内面が残っているところも現存部分の上位に限られ

る。炉の中位から下位にかけては，炉壁は一部分しか残っておらず，うらごめと思われる 山砂

が露出している。また炉壁が残っている部分でも内面は剥落している。これらのことと，炉の
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1.炉壁1. アメ状に溶けている部分

ーー。0'

2.炉壁2. 炉壁の内面が残っている部分(スサ入り粘土)

。

3.炉壁3. 炉壁の内面が剥落してしまった部分(スサ入り粘土)

4.うらこ'めし熱を受け燐土化(酸化)している部分(山砂)

5.うらこeめ2. 焼土化していない部分(山砂)

6.うらごめ3. 基本的には 5層と同一(焼土プロックを含む山砂)

7.うらごめし炉の前庭部側を覆っていたと考えられる部分(粘土)

8.調整土山砂主体，焼土粒，スラグの小塊を含む，壁材は含まな¥'0 

第166図 073製錬炉〈炉体，平面図及び内面見通し図〉
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第169図 073製錬炉〈下部構造〉
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073製錬炉出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態

l 河Z 13.3 % 
(須恵器) 3.5 

9.6 

2 珂Z 13.2 y， 
(須恵器) 4.3 

8.0 

3 甑 y， 
(彰恵器)

一

第170図 073製錬炉〈内面布目痕〉

守主三文
_-ヲ・~':'巴里哩野F岨守句晦・時ー、一

陪摂場雪字予雪

第171図 073製錬炉出土遺物

成 ・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼 成
回転方向

体部内外 ヨコナデ R 粗粒砂・長石 ・ 灰 色 良

底部切り離し不明，手 石英 ・雲母ー多

ヘラ削り

体部内外 ヨコナデ R 組粒砂，長石， 灰 色 良

体部下端手へラ削り 石英，雲母多

底部切り離し不明，手

ヘラ削り

口縁部内外 ヨコナデ 中粒砂・長石・ 黒灰色 やや甘

頚部内面へラナデ 石英 ・雲母ー多

胴部内面一指頭による，

押への後， 一部へラナデ

胴部外商一平行叩キ
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内面形態がいわゆる「下ぶくれ」であることから考えて，本来は円筒形であった炉が何かの要

因(たとえば「炉内のかき出し」など)で現在のような形になったものと思われる。

下部構造については炉本体部分の「切り取り」移動を行ったために不明の点が多い。前庭部

では粘性のある暗褐色土や褐色土を主体とした土が4""'"'10佃ほどの厚さで版築状に堆積してい

る。これらの土は鉄津や炉壁片を含んでいないので製錬炉操業前の調整土と考えられる。同様

の調整は，炉本体の下および背面にも行われていた可能性が高い。

炉の南側に東西約4m，南北約5.5mのややゆがんだ隅丸長方形をした平担部分がある。土層

の観察からこの平担部分は下にあった土拡(採掘拡か?)を埋め戻して作られていることがわ

かる。ところで本製錬炉の炉壁と鉄津の平面的な出土状況をみると、この平担部の北側ほぽ半

分に集中している。これは必ずしも平担部全体が前庭部として機能していない可能性が強いこ

とを示している。前庭部として確実にとらえられるのは平担部北側半分までとするのが妥当で

あろう。また平担部中央北寄りにはごく浅い落ちこみがあってこの中からは鉄津が集中して発

見されている。平担部の成形は前にも述べたように粘性の高い土による版築で基本的に鉄津，

炉壁を含まない土層である。しかし最も北西寄り(前庭部西側の肩にあたる部分)の土拡には

鉄津と炉壁片を多く含んだ土が充てんされており，この土拡だけは製錬炉操業中に開口してい

た可能性がある。

本体の後背部には東西約 3m，南北約 1mの隅丸方形のごく浅い平担部がある。この平担部

は本体と接する所で扇形に落ちこんでいる。これらは炉内から出土した大型羽口も合わせて考

えれば製錬炉背後からの送風施設に関係するものと考えられる。この他に前庭部の両肩にあた

る部分で径15""'"'20仰の柱穴状のピットが2本みつかっている。上屋構造との関連が考えられる

が実態は不明である。

その他 出土遺物には土器，鉄津，炉壁等がある。図示した土器は全て前庭部中央の東壁際か

ら発見された。出土層位は覆土のかなり上層で本製錬炉の時期を確定する資料とはなり得ない。

鉄津，炉壁は前述のように平担部北側に集中する。炉壁の分析はほとんど行っていないが現時

点で3点の大型羽口が確認されている(第167図)，炉の操業回数について積極的な根拠はない

が出土個数から見て複数回の操業の可能性がある。

炉本体の奥壁中位には炉壁を作った時に使ったと思われる。布の圧痕と整形に使った工具痕

が残っていた(第169，170図，図版52)これらの痕跡は，スサ入り粘土の上で見つかったので，

炉壁の成整形に関係するものと思われる。又，これらの圧痕は炉壁の最も内側につけられたも

のではないから，炉壁の製作が何回かに分けて行われたらしいことが推測される。

074製錬炉(第172""'"'175図)

位置 F 6-12グリッド 斜面部下位，本遺跡で発見された製錬炉のうち最も東側に位置し，

標高も最も低い。炉底と推定される部分の標高はおよそ8.6""'"'8.7m，湧水する高さとほぽ同じ

である。
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大型羽口， (第203図ー 1)
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第174図 074精錬炉主体部分(2)<平面・構造〉
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構造他の炉と同様，半地下式の竪形炉と考えられる。本体の大きさは60cmX60佃ほどの隅

丸三角形，もしくは卵形で炉壁の現存高は約50叩である。炉壁の状況からみて本体の内のりは

若干小さくなる可能性がある。

炉壁はスサ入り粘土で厚さおよそ 4cmが残っていて，おおむね還元している。ごく一部(炉

南東端)を除いては炉壁内面は残っておらず、かなりの部分が剥落しているものと思われる。

炉壁の外側にはスサを含まない山砂がうらどめとして使われているが平均的な厚さは 4叩と薄

く，部分によっては全く山砂のないところもある。さらに外側は地山が熱を受け，平均4仰ぐ

らいが焼土化している。本体の手前つまり南側は炉がこわされてしまっており，その構造を正

確に知ることはできない。現在残されている状況から推測すれば，炉壁は他と同様のスサ入り

粘土で，その外形にはスサを含まない山砂(第174図-1)が5叩前後の厚さで貼られている。

さらに外には本炉構築以前に操業していた製錬炉の炉壁を再利用してうらごめを補強している。

これらの炉壁片は片面が溶解してアメ状になっている，特に左側の炉壁はその溶解した面が外

側を向いている(これはうらごめの土を貼りつけやすくするためとも考えられる)現在残って

いる炉壁は 2点で20X30叩ほどの不整形で厚さは10叩弱である。この炉壁の外側には再びスサ

を含まない山砂を貼っている。ただし現存する山砂の範囲は前庭部側へ流失している可能性が

高く，本来的な姿であるとは考えにくい。

炉の下部構造についても不明な点が多い。これは最終的に炉壁内面，および炉底がかなり壊

されているから(第173図11層)で，前庭部側の様子から推測するに，他の製錬炉と同じように

簡単な版築状の下部構造があったものと思われる。

前庭部は幅がおよそ2.3m，長さ 1m強の隅丸長方形に近い不整形をしている。荒掘り後地山

の崩壊土を主とする土を充てんし，平担面を作っている。後背部は掘り込み等は確認されなか

ったが地山全体を整形して平担にしているようである。他には本製錬炉に伴うと思われるピッ

トが6本発見されている。これらのピットは本炉の主体部分及び前庭部を取り囲こむように配

置されていて，上屋に関係するものではないかと考えられる。

その他遺物は炉壁，鉄津等があるが製錬炉の時期を確定できるものはない。この中で特に注

目されるのは，大型羽口(第203図-1)で，炉本体の中から出土している。この出土位置から

炉の奥壁(後背部)側に装着されていたのではないかと考えられる。

覆土の状態は次のとおりである(第172，173図)0 1 '""10は稼動終了後に堆積した土と考えら

れ，そのほとんどが地山(砂質凝灰岩)の崩壊土を主体とする層で炉壁片，焼土粒も多く含ま

れる。ただし鉄津は量的に少ない。 11は還元色に焼けた山砂を主体とする土，鉄津小塊，炉壁

片を多く含んでいる。この層の上面あたりがおおむね炉底に相当するものと推定される。 12は

木炭の細片を含む暗褐色土。13'""18は地山の崩壊土と砂質土を主体とする調整土と考えられる。

崩壊土の粒子が細かく熱を受け焼土化しているものが多いことが 1'""10とは異なる。 16の上面

は固くしまっている。
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1.灰褐色土焼土粒・スラグを含む，粘性大

2.暗灰褐色土地山の崩壊土をブロック状に含む，粘性大

3.黒灰褐色土上面で湧水する，底面直上で，スラグ，炉壁

片が多く出土する。

第176図 079土拡

079土拡(第176図)

位置 D 6-05グリッド 斜面下位，底面の標高は約8.5~8.6m

所見長径1.4m，短径0.8m，深さ0.6mほどの方形の土拡。 1， 2層 中 に 若 干 の 平 安 時 代 の

土器片を含む。また底面に密着した状態で炉壁片が出土している。さらに，放置すると中ほど

まで湧水する。以上のことから製錬炉稼動と同時期の井戸跡ではないかと推定されるが，確定

はできない。
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グリッド出土遺物
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第177図 グリッド出土遺物
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第178図 グリッド出土遺物

花前日ー2本線部グリッド出土遺物

挿番図号 器種 法量 遺存状態 成・整形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考
回転方向

l 珂Z 12.8 申フE宜πノノ 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂ー多 乳燈色 良

(土師器) 4.7 体部下端手ヘラ削り スコリア(酸化

5.9 底部一回糸切り 鉄粒) 少

2 杯 (12.3) 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂ー多 乳檀色 やや甘

(土師器) 4.4 体部下端一回ヘラ削り 酸化鉄粒ー少

(6.8) 底部一回糸切り

3 珂Z (12.7) y， 体部内外ーヨコナデ L 中粒砂，酸化鉄 乳橿色 良 体部内外と底部

(土師器) 4.3 体部下端一手へラ削り 粒一多 の一部分にかけ

(6.4) 底部一回糸切り て油煙付着

灯明皿使用

4 杯 (13.0) y， 体部内外 ヨコナデ R 中粒砂ー多 淡褐色 良 墨書

(土師器) 3.9 体部下端回へラ削り 酸化鉄粒ー少

(6.8) 底部一回糸切り.周縁回

ヘラ削り

5 高台付皿 体部パ 体部内面ヘラ磨キ 細粒砂.スコリ 淡褐色 やや甘 内黒

(土師器) <2.9> 底部全周 体部外面ーヨコナデ ア，雲母ー少

高台径 底部回糸切り

7.5 

6 椀 (16.6) シi 体部内面ーナデ 中粒砂ー多 乳燈色 甘

(土師器) 6.0 体部外面手ヘラ削り

(7.2) 底部一手ヘラ削り

7 杯 12.7 y. 体部内外 ヨコナデ 中粒砂ー多 乳種色 良

(土師器) 3.8 底部一回糸切り スコリア(酸化

6.2 鉄粒)ー少

8 杯 破片 中粒砂，酸化鉄 乳燈色 良 墨書

(土師器) 粒多

9 主不 底部y，破 体部内外 ヨコナデ 中粒砂，酸化鉄 乳俊色 良 墨書

(土師器) 片 体部下端一回ヘラ削り 粒少

底部一回糸切り，周縁回 密

ヘラ削り

巧
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書写 器種 法量 遺存状態 成・聾形手法 ロクロ 胎 土 色 調 焼成 備 考回転方向

10 杯 破片 体部内外ーヨコナデ 良 墨書

(土師器) 体部下端一回ヘラ削り

11 坪 破片 体部内外ーヨコナデ 中位砂ー多 乳燈色 良 墨書

(土師器)

12 まヰ 破片 体部内外ーヨコナデ 中位砂ー多 乳檀色 良 墨書

(土師器)

13 杯 破片 体部内外ーヨコナデ 中粒砂ー多 乳橿色 良 墨書

(土師器) 酸化鉄粒ー少

14 蓋 12.4 内外ーヨコナデ 細粒砂ー多 灰 色 堅鍬

(須恵器) <2.4> 密

カコリ径

10.0 
」

15 杯 12.0 y， 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂・長石・ 青灰色 堅鍬

(須恵器) 4.2 端部ーわずかに面取りす 石英一多

6.0 る手ヘラ削り

底部一回ヘラ切り(無調

整)

16 杯 12.5 y， 体部内外ーヨコナデ R 中位砂ー多 灰 色 良

(須恵器) 4.0 底部一回糸切り，周縁回 長石・石英一少

7.0 ヘラ削り 密

17 主不 13.0 % 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂・長石・ 灰 色 良

{須恵器) 4.2 体部下端回ヘラ削り 石英一多

6.4 底部一回ヘラ切り後.一 雲母一少

定方向の手ヘラ制り

18 杯 12.8 y， 体部内外ーヨコナデ R 粗粒砂・石英・ 暗灰色 良

{須恵器) 4.5 体部下端一回ヘラ削り? 長石一多

7.0 底部一切り離し不明，手 雲母ー微量

ヘラ削り

19 杯 13.2 % 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂・長石・ 灰 色 良

(須恵器) 4.6 体部下端一回ヘラ削り， 石英・雲母ー多

6.6 底部一回ヘラ切り(無調

整か?) 

20 杯 13.6 y. 体部内外ーヨコナデ 粗位砂・長石・ 灰褐色 良

(須恵器) 4.4 体部下端一手ヘラ削り 石英・雲母ー多

6.8 底部一切り離し不明，手 粗

ヘラ削り

21 杯 13.2 y， 体部内外ーヨコナデ L 粗粒砂ー多 灰白色 甘

(須恵標) 4.4 体部下端一回ヘラ削り 長石・石英一少

6.4 底部一回糸切り

22 杯 (12.8) y， 体部内外ーヨコナデ R 中粒砂ー多 檀褐色 良 酸化焔焼成の須

(須恵器) 4.5 体部下端一手へラ削り 恵器

(6.8) 底部一回糸切り 体部内面にわず

かに油煙付着

23 高台付杯 底部完形 体部内外ーヨコナデ R 粗位砂・長石・ 育灰色 良

(須恵器) <3.0> 体部欠く 高台部内外ーヨコナデ 石英一多

高台径 底部一回 ヘラ削り周縁ヨコナデ

9.0 

高台高

1.1 

24 高台付停 18.0 y. 体部内外ーヨコナデ 中粒砂・長石・ 灰 色 良好

{土師器) <5.5> 体部下端~底部一回ヘラ 石英・雲母ー多

削り
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第181図鉄製品

花前11ー 2遺跡本線部出土鉄製品一覧表

挿図
出土遺構 製品名

現 存 計 調1 数 値 (cm) (g) 
備 考

Nu 長 巾 厚 重 量

179図
005 板状鉄製品 7.5 5.6 0.4~0.7 50.1 

1 

2 009 棒状鉄製品 6.2 0.5 0.3~0.8 7.6 頭部を欠損する釘か

3 JJ JJ 4.5 0.6-~0. 7 0.5~0.8 9.4 

4 JJ JJ 4.2 0.6 0.7 16.7 

5 JJ 板状鉄素材 3.6 3.5~4.6 0.5 33.2 

6 JJ 板状鉄製品 3.4 2.1 0.3 4.0 

7 11 刀 子 5.1 身 1.0 身 0.3 5.0 関部は不明瞭
茎 0.7 茎 0.4 

8 011 棒状鉄製品 3.1 0.4 0.4 0.8 丸釘の可能性あり

9 JJ JJ 4.0 0.4 0.3 2.6 

10 013 万 子
身 12.1 身 0.9 身 0.3 

21.0 
茎 6.7 茎0.5~1. 3 茎 0.4 

11 JJ 棒状鉄製品 4.7 0.3~0.6 0.3~0.5 5.0 

12 11 11 3.8 0.5~0.8 0.2~0.4 2.3 

13 014 不明鉄製品 4.2 2.8~4.5 0.7 53.9 大きく屈曲する

14 020 万 子 3.9 0.6~1. 5 0.4 2.9 刀子の刃部破片

15 11 不明鉄製品 4.3 1.3 0.5~0.7 11.5 
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挿図
出土遺構 製品名

現 存 計 調1 数 値 (cm) (g) 
備

Nu 長 巾 厚 重 量
考

16 11 11 2.5 1. 7~2.0 0.2~ 1. 2 6.2 断面形態が特異

17 11 11 4.2 0.5 0.4 1.7 

18 11 11 2.4 1.0 1.2 7.8 環状となるか

180図
021 兵 庫鎖? 10.7 0.8 1. 0~ 1. 3 94.0 

一部に木質部が附着
19 図版67-1

20 11 紡錘車
径i 5.7 

0.2~0.4 33.9 
鋳化著しい。

軸径 0.3 図版67-2 

21 11 板状鉄素材 3.9 2.4 0.5 11.4 端部は切断面か

22 029 棒状鉄製品 4.9 0.6 0.5 3.7 

23 030 11 3.2 0.6 0.5 2.6 

24 11 釘 つ 3.5 0.9 0.5 6.6 頭部の一部を欠損

25 H 棒状鉄製品 2.6 0.6 0.6 3.0 

26 11 11 4.7 0.3~1. 0 0.4~0.5 4.3 

27 11 11 4.2 0.3 0.3 1.4 

28 11 11 3.2 1.5 0.5 4.4 

29 11 11 3.0 0.7 0.5 3.4 
端部はねじられる錐の
ようなものか

30 11 11 3.9 0.5~0.8 0.3~0.5 2.8 

31 11 11 2.0 0.7~0.9 0.6 1.9 

32 11 11 3.0 0.8 0.3 2.4 

33 11 11 2.7 0.2~0.6 0.4~0.5 1.0 

34 11 11 11.0 0.8 0.7 19.7 

35 11 11 4.8 0.2~0. 7 0.3~0.5 6.9 

36 11 板状鉄製品 2.5 1. 2~ 1. 9 0.2~0.7 4.2 

37 11 万 子 2.1 1. 2~ 1.4 0.3 2.4 万子の刃部破片

38 11 棒状鉄製品 2.4 0.8 0.4 1.8 

39 11 万 子
身 8.2 身 1.2 身 0.4 

15.9 図版67-3 
茎 4.0 茎 0.7 茎 0.6 

181図
11 不明鉄製品 4.1 0.7~ 1. 2 0.7 5.4 

40 

41 11 焼印? 4.8 4.2 0.5~0.9 22.3 
「件」の焼印具か。

図版67-4 

42 035 不明鉄製品 5.9 0.8~1. 6 0.9 27.2 

43 042 鉄 斧 6.6 2.9~3.7 63.8 
刃先角度25'
図版67-5

44 054 板状鉄製品 9.4 1.4~6.0 0.2~0.4 46.9 大きく襲撃曲する。
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2m 
図吸炭部分

囚熱を受け還元した部分

図熱を受け酸化した部分

。

一-08'

E議了
11.40m 煙道

二

煙道

037炭窯第182図

037炭窯

斜面部炭窯群の最も東に位置し， 079土拡と隣接する。E 6 -01グリッドE 5 -21， 置位

稼動最終時の床面の高さは標高約10.50""'-'10. 20m。

窯体の内のりは奥壁の幅約1.0m，奥壁の現存高約1.0m，奥壁から袖石までの長さ約造構

それ以前の窯体はひ2.5m，奥壁から煙道までの長さ約0.9mほど(最終稼動時の窯体を計測，

と回りないしふた回り大きくなるものと思われる。)で平面形は長方形もしくは羽子板状である。

その外側には，酸化して赤色

うらごめは，床面を整えるのに用いられた窯壁片や焼土ブロック，木炭片

-223一

窯体の内壁は，吸炭・還元して，硬質で黒色，灰色をしている。

化する部分がある。



を多く含む暗褐色土や粘土と，側面の壁を作るのに用いられたスサ入りの粘土の 2種類がある。

ただし，これらの土が明確に使い分けられていたと考えるよりも，前回の操業時の窯壁片等を

全て取り除かないで床面とし，側面を新しく調整したとするのが妥当のようである。

煙道部分はまず全てを掘り抜いてから煙道を作り，あとで奥壁と煙道の聞に土を充てんして

いる。各煙道の奥壁に近い所では煙道の天井部分が溶けてつらら状になっているのが観察され

た。

焚き口には左右に袖石が埋めこまれていた。また，焚き口の閉そくにも石が使われたようで

1つだけが残されていた (195図-1)。さらに両側壁の外側には天井部もしくは上屋の構築に

関係したと思われる柱痕が発見されている。これらの柱は，垂直に立つ細いものと，窯体中央

に向かつて斜めに立つやや太いものの 2種類があって，ほぽ等間隔で並んでいる。

その他 中央部より奥壁に近い部分からは炭が詰まったままの状態で発見されている。

知-\\~

。 2m 
匂~_\\'ð

1l.OOm 

069 041 

第183図炭窯群く東側部分〉
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1.黄褐色土(ローム)+暗褐色土，しまりがない。

2.暗褐色土大量の凝灰岩プロックを含む。

3.茶褐色土焼けた凝灰岩をプロック状に含む。

4.暗灰褐色土 2層と同質だがプロックが大きし色調も明るし泊。

5.灰茶褐色土多量の焼けた凝灰岩と木炭粒を含む.5'は特に凝灰岩ブロックが多い。

6.黒褐色土木炭粒，粘土粒，焼けた凝灰岩粒を多く含む。

7.茶褐色土木炭粒，粉状の焼けた凝灰岩と多くの凝灰岩プロックを含む。

殺 1~6 は，窯が廃棄された後に流入堆積した土

7層以下は窯の稼動中に堆積した土と考えられる。

第184図 040炭窯

040炭窯

位置 D 5 -23， D 6 -03グリッド 西の069，東の041炭窯と共に東側の一群を形成してい

る。砂質凝灰岩の地山を掘りこんで作られている。

構造窯本体は径およそ1.5~1. 8mのドーム状の不整円形と推定され南側に開口部分を持つ。

床面から天井部までの高さは 1mほどであったと思われる。窯体の奥壁から煙道部中央までは

およそ40cm離れている。本炭窯は遺存状態が悪く，煙道部分の構造，窯体内部の状況等は不明

である。窯本体の南側には， 1.5X 1.8mほどの不整形の前庭部がある。窯体の床面とほぼ同じ

高さの平担面で作業場所と考えられる。さらにこの平担部の南に径およそ1.2mのごく浅い円形

の落ちこみがあるが炭窯にともなうものかどうかは不明である。

その他 時期を確定できる遺物は発見されていない。
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1.暗褐色土

2.山 砂

3.白色粘土

4.黒褐色土吸炭部分

5.山砂

6.山砂焼けて赤褐色になっている。

7.山砂焼けて青灰色になっている。

第185図 041炭窯

041炭窯

位置 D 5 -24， D 6 -04グリッド 前述の040炭窯の東側。窯体の床面の標高は，約10.20

mで砂質凝灰岩の地山を掘りこんで構築されている。

構造本体部分は径およそ1.5mのドーム状の不整円形と推定され，南側に開口部分がある。

床面から天井部までの高さは1.0~1.5m ぐらいであったと思われる。

煙道部分は，径が1.0xO.8m，深さ 2m強の不整方形の掘り方を持つ。煙道は，この掘り方

の最も南東寄りに作られ，径は，約 3cmで，周囲に厚さ10cmほどの吸炭部がある。煙道部分の

掘り方は，粘土と暗褐色土でうらごめされている。また煙道と奥壁との距離は， 60cmぐらいで

ある。さらに本炭窯では，遺構確認の時に別の煙道が見つかっている。この煙道は，窯本体の

中央やや西寄り(エレベーション a-a'ライン上)に位置し，径約 4cmで周囲に吸炭する部分

(厚さ約 5cm)がある。窯内面は熱を受け還元して青灰色となっている。

本体の南側に1.5mX1.8mのほぼ方形の前庭部がある。ごく浅い掘りこみの平担面で，窯体

床面よりやや高く作業場所と考えられる。

その他 本炭窯からは近世のものとみられる陶磁器類が見つかった(第186図)。図示した 3点
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第186図 041炭窯出土遺物

041炭窯出土遺物

挿番図号 器種 法:liI: 遺存状態 成・整形手法
ロクロ

胎 土 色 調 焼成 備 考
回転方向

1 境 8.9 y， 高台部ーへラ削り 素地灰褐色の 粕灰色 良

(陶器) 5.2 柚全体に貫入がある 鰍密の胎土

高台径

3.4 

2 仏鮪具 6.2 % 内面一見込み 素地乳向色の 染付ー淡青 良

(磁器) 5.7 外面格子文様 徹密な胎土 色

3.7 

3 鉢 y， 体部内外ーヨコナデ 素地ー黄白色の 紬黄土色 良 内面に三又卜ン

(陶器) 体部下端一回へラ削り 中粒砂ー多 チの痕跡有り

高台内外ーヨコナデ

底部回へラ削り
』ー

は床面からやや浮いた状態で出土した。この他にも切石片や内耳鍋片等が発見されている。ま

た，開口部分からは，閉そくに使ったと思われる石が3点発見されている。これらの切石は使

用時の状態をほぼ保っていると推定される。

044炭窯

位置 C5-14，19グリッド 東側に070，西側に058，070， 060炭窯があって西側の一群を

形成している。窯体床面の標高は， 9.2mほどである。

構造窯体は幅約3.0m奥行き約1.2m"-'1.5mのドーム状の不整方形と推定され，北西側に煙

道部が2ケ所，南東側に開口部分を 3ケ所持っている窯体内壁は還元・吸炭している。床面か

ら天井部分までの高さは， 1. Om，，-， 1. 2mぐらいだったと思われる。

西側の煙道部分は，径が1.0xO.9m，深さが2.7mほどの不整方形の掘り方を持つ、煙道はこ

の掘り方の南側の隅に作られ，径は約10cm，周囲の吸炭部分は，約 5cmの厚きである。煙道部

分と窯体奥壁はほとんど接している。東側の煙道も基本的には，西側のものと同じ構造を持つ，

東側の煙道は掘り方が2つ検出された。深い方は，径11.0xO.7m，深さ2.7m，浅い方は1.2X

0.8m，深さ 1mほどで，どちらも方形をしている。この 2つの掘り方には新旧関係があって，

浅い掘り方が新しいと思われ，修復あるいは，改築をした可能性がある。煙道は南東辺の中央

にあって，径約10cm，吸炭部の厚さは約 5cmで西側と同様，こちらも奥壁とごく近いところに

位置する。掘り方は，東西2っとも軟質の黒褐色土，褐色土でうらごめされている。

本炭窯も他の炭窯と同様，南東側に前庭部を持っていた可能性が高いが溝状遺構と重複して
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+c5-24 

1l.OOm 
1 黒褐色土ロームプロックを A。ー

多く含む，やわらかく粘性大。

2.茶褐色土粘性の大きい砂層

(地山の一部分)

3.赤褐色土熱を受けた砂層

4 暗褐色土熱を受けた砂層

12.00m 
a・-

lO.50m 
d・一一

.a 

b・一一
一"， 

。A"

一一・d.

第187図 044炭窯
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6.黒色土煙道の吸炭部分
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044炭窯出土遺物

おり明らかでない。

~ムd〆l
。 10cm 

第188図 044炭窯出土遺物

成・整形手法

休部内外 ヨコナデ

底部一回糸切り

その他覆土からは，若干の遺物が出土している(第188図)が，年代を確定することはできな

し〉。

九ヶ17 ζ三コ / 

。 2m 

070 

060 

第189図炭窯群〈西側部分〉
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1.地山

20暗褐色土

30黄褐色土(ローム層)

/ 掘り方上端

イEs-19

ロ・日
O
E
-

---。，

ー"ーーー‘・』， 、、、l 一一0.'

。 2m 

40吸炭部分

50地山が焼土化する範囲(酸化部分)

60地山が焼土化する範囲(還元部分)

第190図 058炭窯

058炭窯

位置 C 5-18グリッド 斜面部の西側に位置し， 060， 070， 044， 071の各炭窯と一群を形

成する。床面は標高約10m，砂質の地山を掘りこんで作られている。

構造本体部分は，径1.5---1.8mのドーム状の円形ないし長円形と推定され，南東側に開口

部を持つ。床面から天井部までの高さは， 1.2mほどであったと思われる。窯体の内壁は還元し

ている。

煙道部分は，径が204X7m，深さは現存108mほどの掘り方を持つ。煙道はこの掘り方の南

側の長辺のほぽ中央に作られ，径は確認面で約5叩，周囲2叩ほどが吸炭している。煙道と窯

体奥壁の距離は50crnほどである。掘り方は，ロームと暗褐色土を交互につめてうらごめとして

いる。

開口部の南東側には，前庭部が確認されるが，溝状遺構と重複し，大きさ等は不明である。

この前庭部は，おおむね平担で窯体の床面から約30叩ほど低くなっている。本炭窯に伴う作業

場所と考えられる。
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1.地山砂質凝灰岩

2.暗茶褐色土ロームプロック，多くの山砂を含む。

3.暗茶褐色土ローム粒，山砂粒を含む。

4.地山の崩壊土

5.粘 土

6.吸炭部分

7.地山が焼土化する範囲(酸化部分)

8.地山が焼土化する範囲(還元部分)
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9.暗褐色土

10.地山の崩壊土

11.暗灰褐色土炭のプロックや天井部片を多く含む。

12.灰褐色土 地山の崩壊土や粘質土を含む。

13.暗灰褐色土

14.暗灰褐色土焼土，炭，灰を含む。

15.暗灰褐色土地山の崩壊土を含む。

16.地山の崩壊土に炭，燐土が混入する。

17.暗灰褐色土炭化物粒，焼土粒を含む。

第四l図 060炭窯

その他第190図土層断面図の中で説明のないものは，全て，本炭窯の稼動終了後に流れこんだ

土で炭窯の構築物，焼土，灰，等を含む褐色土層である。

060炭窯

位置 C 5 -17グリッド 今回発掘された炭窯の中で最も西側にある。東側に070炭窯がある。

床面の標高はおよそ9.3mで，砂質凝灰岩の地山を掘って作られている。

構造本体部分は径およそ1.4mのドーム状の円形と推定され，南東側が開口する。床面から

天井部までの高さは， 1mと思われる。窯体の内面は還元している。

煙道部分の掘り方は，径が0.9xO.9m，深さ2.4mほどの不整方形で煙道は南隅に作られてい

る。煙道の径は 5cm，その外側に厚さ 2cm程の吸炭部分がある。煙道と窯体奥壁の距離は約50

cmである。第191図の 2層"-'5層はうらごめに関係する土で，基本的に 2種類の土を交互につめ
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ていることがわかる。

開口部の南東側には，小さな前庭部がある前庭部はおおむね平担で窯体の床面とほぼ同じ高

この程度の大きさであもともと，さらに南東側の溝状遺構と重複しており，さである。ただ，

ったと断定はできない。本炭窯の土層断面を見る限りでは，溝状遺構の方が炭窯よりも新しい

ょうである。

第191図の 9層--....16層は，稼動終了後に流れこんだ土である。また17層は，溝状遺構の

覆土と考えられる。

その他
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069炭窯第192図

069炭窯

040， 041炭窯と東側の一群を形成する。D 5 -18， 23グリッド置位

本体部分は径2.2mx 1.3mほどのドーム状の長円形と推定され，南側に開口部分を持造構

およそ90cmぐらいであったと思われる。窯体内面は還元

。Lq
J
 

つ。床面から天井部分までの高さは，

して青灰色となっている。



煙道部分の掘り方は， 60cm前後の不整円形で煙道は中央に作られている。煙道は径20cm弱の

円形で周囲に 2"-' 3 cmの吸炭部分がある。さらにその外側には10cmほどの厚さで粘土が認めら

れる。煙道と窯体奥壁との距離は70cmほどである。

開口部の南側には，径1.6mほどの不整方形の前庭部がある。開口部から続く部分は窯体床面

と同じ高さで，周辺は若干高くなっている。また南側の部分は，残りが悪く，状況は不明であ

る。

/ a l1.00m • 一一一・a

--tcS-24 

。 2m 

CT 

第193図 070炭窯

070炭窯

位置 C 5 -17， 18グリッド 西側の一群， 058と060炭窯の聞に位置する。窯体床面の標高

は，およそ， 9.8mほどである。

構造本体部分は径1.8mぐらいの円形と推定され，南側の一部が開口している。床面から天

井までの高さ約90cm。

煙道は確認することができなかった。

開口部の南側には前庭部がある。窯体床面とほぼ同じ高さの平担面で作業場所と考えられる

が，さらに南側の溝状遺構と重複しており，規模等は不明である。

その他本炭窯は窯体内面等に熱を受けた跡を確認することができなかった。煙道がないこと，

他より窯体の規模が小さいこと，などを合わせて考えれば構築途中に何らかの原因で未完成の

まま放棄されたものと思われる。
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第194図 071炭窯

071炭窯

位置 C5ー 15，20グリッド他西側の一群の最も東寄り，床面の標高は9.2mぐらい。

構 造 本 体 部 分は204mX1.5mほどの，いちぢく形でドーム状の天井部を持ち南側に向かつ

て開口している。床面から天井までの高さは約 1mである。

煙道部分は径およそ40倒強の円形の掘り方を持つと推定される。煙道掘り方と奥壁の距離は

約40仰である。

開口部の南側には， 2 mX1.2mほどの不整長円形の前庭部がある。ごく浅い落ちこみで，窯

体床面よりやや低い。

その他 この炭窯は，今回調査した中で最も残りの良いものである。しかし発掘調査時にかな

りの時間的制約を受けたため，煙道部分の構造，窯体の内面等は未調査のままであり，詳細は

不明である。
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炭窯の閉そく石について(第195図)

今回の調査では037，041の2基から開口部をふさぐのに使われたと思われる切石が発見され

た。特に041の3点はその出土状況からみて閉そく時のままの状態と考えられる。

1は037から出土したもの。現存長27叩，幅11叩，厚さ7.5叩で表，裏の両面に工具痕と思わ

れる斜めの平行な沈線がついている。熱を受け黒色化している部分がある。

2は041出土。現存長31.5cm，幅15cm，厚さ 8叩で1と同様に両面に工具痕がある。出土した

3点のうち最も西側から見つかったもので，一番小さい。

正確な石質は不明だがし 2とも同じ石で非常にやわらかい。本遺跡の近くで採れるという

話もある。おそらく軟質砂岩などと同系のものではないだろうか。

グリッド出土の磁器

ここで図示する磁器は花前11ー 2遺跡本線部G5・G6グリッドにあたる斜面部から出土し

たものである。

製品は染付を主体に，白磁を含み，碗・皿・鉢・猪口がある。いずれも肥前伊万里系の製品

と考えられるが以下，器種ごとに記述すぎ;

碗(第196図1・2・4'"6) 

器形から 4つのタイプに分けられる。 lは所調「くらわんか茶碗」で，全体に厚手の作りと

なる。胎土は轍密で，灰白色を呈し，上柚は淡い青味白 (10.0G8.5/0.57〉呉須のコバルト

は淡い青味灰 (2.0PB4.5/3.5)となる。文様は体部外面に二重網目文を描く。この文様は18

世紀代に盛行するもので，器形から言っても18世紀前半代に生産されたものと考えられる。

2は張り出した腰部から，直立気味に立ち上がる器形で，体部外面に花文が描かれている。

胎土は轍密で灰白色を呈し，上柚は淡い青味白(10.0G8.5/0.5)，呉須のコバルトは暗い青(1.5

P B3.5/3.5)に発色する。

4"'6は所調「広東碗」と呼ばれるものだが，形態から見て二分できる。一つは 4に見られ

るように，「八」の字状に聞いた，高い高台をもち，体部は腰の張りが弱く，直線的にのびるも

のである。胎土は轍密で灰白色を呈し，上軸は青味がかった白色 (2.0G7.0/1.0)，呉須はや

や濃い青 (3.5PB2.5/5.0) となる。

もう一つは 5・6のように，高台は「八」の字状にやや聞き気味になり，体部は，腰が少し

張り出して，口縁が僅かに外反するものである。 5は体部内外面に鳥文，見込み部に舟文が描

かれる。上粕は青味白 (10.0G8.5/0.5)，呉須は暗い青(1.5PB3.5/3.5)を呈する。また

6は体部外面に点斑文と草文，体部内面に雷文，見込み部に草文(? )を描いている。上柚は
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うす青 (2.5PB8.5/2.0)，呉須はこい青 (3.5PB2.5/5.0)に発色している。

以上の 3点はいずれも天明~慶応年間 (1780年代""'1860年代)の製品と考えられる。

猪口(第196図3) 

高台部から口縁に至るまで直線的になる器形で，体部には網干し文(? )が描かれる。胎土

はきめ細く，白色を呈し，上軸は明るい緑味灰(2.0G7.0/1.0)，呉須は青味灰(2.0PB4.5/ 

3.5)に発色する。

鉢(第196図7""'9，第197図10・11)

高台部の形態で二種に分けられ，また染付と白磁の製品がある。

7・10は蛇ノ目凹形高台となるもので， 7は灰白色の撤密な胎土に，青味白(10.0G8.5/0.5)

の上軸，呉須はこい青 (3.5PB2.5/5.0)に発色する。体部外面には 2種の文様を 1対として

2対，見込み部には松竹梅文を 1単位として 3単位，見込み部中央には松竹梅を円形に配した

文様を描いている。また10の上柚は青味白(10.OG8. 5/0 .5)，呉須は暗い青(1.5PB3.5/3.5) 

に発色する。体部外面には唐草文，見込み部には雨に花文を配する。底部の銘は「福」を崩し

た，いわゆる‘禍福'字銘と思われる。

8・9・11は輪高台となる一群である。 8は輪花になる鉢で，胎土は灰白色，上粕は緑味灰

(10.0G7.0/1.0)，呉須は暗い青 (7.5B3.0/2.0)に発色する。体部外面には唐草文，見込

み部には，竹林と笥文，見込み部中央にはコンニャク判による五弁花が施文される。底部には

「福」の銘がある。 9の胎土も撤密で白色を呈し，上軸は緑味灰 (10.0G7.0/1.0)，呉須は暗

い青 (7.5B3.0/2.0)に発色する。体部外面には唐草文，見込み部には扇に草文，見込み部中

央にはコンニャク判による五弁花が施文されるが，この五弁花は 8と比較してやや崩れた形と

なっている。 11は白磁の鉢で，型打成形によって作り出されている。見込み部には花弁全体を

浮き出させた菊花文が二つ，花弁の輪郭だけを浮き出した菊花文が一つ配せられる。胎土は極

めて撤密で，白色を呈している。

以上の鉢は元禄~天明年間 (1690""'1780年代)に盛行する器形や手法の特徴を備えているが，

7に関しては上軸や呉須のコバルトの発色，文様構成が他の鉢と異なっており，天明~慶応年

間 (1780""'1860年代)の製品と考えられる。

皿(第197図12.--.....第198図14)

12は体部外面に唐草文，見込み部に唐草文と中央部に五弁花を染付したもので，底部には「大

明成化年製」の銘が入る。胎土は灰白色を呈し，上柚は青味白 (10.0G8.5/0.5)，呉須のコバ

ルトは青 (4.0PB3.5/8.0)に発色する。底部には 3個以上のハリ支えの痕跡を残している。

13も体部外面に唐草文，見込み部に唐草文と扇文を描き，扇文の中には梅花文を配している。

また中央部には五弁花を染付している。底部には「福」と考えられる銘が入る。胎土は灰白色

の撤密なもので，上粕は明るい緑味灰 (2.0G7.0/1.0)，呉須は暗い青 (6.5PB2.5/3.5)に

発色する。底部には砂・胎土目の痕が残り，また割れ口には鉛ガラスを用いて接着する焼継が
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認められる。 14は見込み部にだけ山水文を染付したもので，部分的に墨弾きの手法を用いて描

かれている，また内外面ともに，粗い貫入が走っている。胎土は灰白色を呈し，上柚は青味白

(10.0G8.5/0.5)，呉須はこい青 (3.5PB2.5/5.0)に発色する。底部には 3個以上のハリ

支えの痕跡が認められる。

いず、れの皿も元禄~天明年間(l690~1780年代)の製品と考えられるが， 13のように鉛ガラ

スによる焼継の接着法は寛政年間以降明治頃までに流行したものと言われており， 17~18世紀

の上手物が伝世していることを物語った資料と言える。

花前II-2遺跡出土の磁器には，この他にも明治時代以降の製品と考えられるものも出土し

ている。また陶器類も出土しているが今回の報告では，前述した江戸時代の製品と考えられる

資料の中で，主立ったものだけを取り扱っており，充分に整理を行ったとは言えない状態とな

ってしまった。近年，江戸時代以降の遺物についても注目が払われるようになってきてお次

今後も注意深く検討を加えていかなければならないと考えている。

註

(1) この項については九州陶磁文化館大橋康二氏より多大なる御教示をいただいた。なお本文中における年代観，

用語については下記に文献にもとづいて表記したが，筆者の理解力不足のために誤った使用，表記があるかも

しれない。すべては筆者の責任であることを明記しておく。

大橋康二 1984 r肥前陶磁の変遷と出土分布一一発掘資料を中心として J r国内出土の肥前陶磁』 佐賀

県立九州|陶磁文化館

(2) 色調についてはマンセル記号を用いて表記している。

(3) 江戸時代以降の遺物を体系的に取り扱った報告書は多々あるが，下記の文献および博物館における展示図録

等は評価すべき点が多いものである。

動坂貝塚調査会 1978 r文京区動坂遺跡』

五島美術館 1984 特別展 r江戸のやきもの」図録

佐賀県立九州陶磁文化館 19R4 r園内出土の肥前陶磁』図録
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第 3章小 結

第 1節縄文時代

今回検出された遺構は，早期の炉穴2基，前期の住居跡 1軒，竪穴状遺構3基，後期の住居

跡 1軒，土拡 2基であり，遺物も整理箱で7箱程であった。

早期については，グリッドより撚糸文土器を検出したが，隣接する花前11-1遺跡ゐような

醸片を伴う集中箇所は見い出せず，総数も極めて少量であった。

前期については，諸磯期の住居 1軒の他に 3基の竪穴状遺構を検出したが，竪穴状遺構につ

いてはプランや床面が不明瞭であり，柱穴や炉跡も検出されないため，住居跡とは分けて扱っ

た。

当該期の遺構については，西南に隣接する花前11-1遺跡において，諸磯期の住居跡が 1軒，

東北に対面する花前 I遺跡からは黒浜期の住居跡9軒・浮島期の住居跡2軒が検出されており，

花前 I遺跡の台地に比べて諸磯式土器を伴出する傾向が強くうかがわれる。

後期は堀之内期の住居跡 1軒，土拡2基を検出しただけで，多数の遺構・遺物は検出されな

かった。これは花前 I遺跡でも同様であり，この地区における当該期の散在性を表わしている

ように思われる。

遺物については， 034住居近接地より有孔球状土製品が検出されており，小島民ht紡錘車と

しての可能性を強く示唆するとおり，底面には擦痕が認められる。類例としては市川市姥山貝

塚より検出されたものと極めてよく似ており，他に県内では市川市堀之内貝塚，流山市上貝塚

などに見られる。

註

(1) r常盤自動車埋蔵文化財調査報告書 1J で報告した花前11-1遺跡

(2) 小島俊彰 「有孔球状土製品J r考古学研究」第27巻第 1号 1980年 6月

第2節古墳時代

検出した遺構は和泉期の住居跡 3軒と鬼高期の住居跡 2軒である。この中で良好な資料を提

供するものは和泉期の002・009住居跡である。この二軒の住居跡から出土した土器群の器種は，

柑・高坪・聾・査から構成される。また，この出土土器を見る限りでは，ほぽ同時期のものと

考えられる。さらに二軒の住居跡は近接した位置関係にあり，後述する矢船遺跡での和泉期の

住居跡のあり方と類似している。

鬼高期の出土土器は僅かで，聾と坪が 1点のみである。この資料だけで判断を下すのは難し

いが，鬼高期のなかでも比較的古式の形態を示すものと考えられる。
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この他に当該期の遺物としては，珠文鏡と管玉があげられる。両者ともに遺構に伴なう資料

ではないが，遺物の性格からいって，古墳時代中期以前の資料と考えている。

花前11-1・11-2遺跡で検出した主な遺構・遺物は，この程度であるが，古墳時代の全時

期を通して追うことはできず，古墳時代後期後半における資料が欠落している。奈良・平安時

代に入ると花前遺跡群は大きな展開を示しているが，古墳時代後期後半に断絶が認められる点

は検討を加えていかなければならない。

第3節奈良・平安時代

1.編年について

編年については，先に花前 I遺跡の報告において，土師器・須恵器坪形土器と土師器聾形土

器の形態分類をもとに共存関係の抽出を行なった。その結果， 8世紀から10世紀にかけて 6期

の区分を示したが，今回，花前11-1・11-2遺跡の資料を追加し再度検討を加えた。

新たに資料が増加したことによって前回示した編年案はさらに細分が可能となった。しかし

ながら前回の共存関係の抽出から得られた各期の土器組成については，全体の流れとして変化

はなく，資料操作の蓋然性の高さを示すものと考えている。

以下，各期ごとの資料について言及する。(付図参照)

l期 当該期は，須恵器をほとんど共伴しない段階と，須恵器を多く共伴する段階とに細分が

可能となるが，花前遺跡群では資料的に不充分であり，大きく I期として把握している。ただ

し前者を I期古段階とするならば，ここでは土師器杯(1・ 2)，土師器聾(7 )，須恵器蓋(8 ) 

で構成されている。聾は口唇部をつまみ出し，胴下半部に細い箆磨きを施すという，本遺跡で

は奈良・平安時代を通じて最も普遍的な手法をとるタイプであるが，口唇つまみ出しゃ，口頭

部の外反，肩部の張りがいずれも弱い点が特徴である。また須恵器蓋もカエリを有した器形と

なるものである。

I期新段階では，土師器坪に北武蔵地方で見られるようなもの(3・4)とロクロ使用によ

る全面赤彩されたもの(5 )が認められる。土師器聾には小形のもの(6 )も出現する。須恵

器蓋にはカエリを有するもの(9 )の他に，端部を折り曲げたタイプ (10) も共伴する。また

順恵器坪 (11""'-'14)は底径が9""'-'10cmと比較的大きく，口径は底径の1.5""'-'1.6倍の法量値を示

すものが多い。この他には長頚瓶 (15)，鉢 (16)などが認められる。

年代的には， 7の聾が古墳時代から当該地域に認められる特徴的なものであり，また 5の坪

は武蔵地域で8世紀第2四半期に出現する盤状昂ゐ影響を受けて成立したものと考えられる点，

須恵器蓋にカエリを残している事などから 8世紀初頭""'-'8世紀第 2四半期に比定できるものと

考えている。

なお10・15の製品は東海地方からの搬入品であり， 1期では，武蔵地域や東海地方との交流
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が強く現れている。

11期 土師器では全体量としては少ないがロクロ未使用による坪(17.18)，盤(19・20)，聾(21"'23) 

がある。聾には口縁「く」の字状となる薄手の作りのもの (21) もあるが，主流は口唇部が強

くつまみ出され，胴下半に細い箆磨きを施すもの (23)である。

須恵器は I期新段階と並んで，量的に豊富である。蓋にはカエリを持つものは消失しており，

すべて端部が折り曲げられたもの (24)である。坪は体部が直線的に立ち上がるものが多く (25・

26) ，底径も I期に比してやや小さく 8'"9 cm前後となる。また口径の1.6'" 1. 7倍の法量値を示

している。

実年代を考えるにあたっては， ~p膳郡印西町の木下別所廃寺 3 号住居跡出土の一括資将}と比

較したい。ここでは平城京凹に比定し得る畿内の土師器高坪Xhが出土しており，共伴する須

恵器坪は花前II期として把握した須恵器坪と酷似している。平城宮凹の年代は 8世紀中葉を中

心とした年代が与えられていどことから， II期は 8世紀第 2四半期後半から第 3四半期と考え

たい。

111・IV期 この段階は良好な一括資料が少なしまたIII・IV期の区分が最も不明瞭であり問題

を残している。今回示した資料も窓意的である点は否めない。

III期の土師器ではロクロ未使用による坪 (31)の他に，ロクロ使用による杯 (32・33)が出

現する。この郎は箱形を呈するもので，全体にシャープさに欠けた作りである。聾の主流とな

るタイプは従前と同じく口唇部つまみ出しと胴下半に細い箆磨きを施すもの (35)である。須

恵器坪は直線的に聞き気味に立ち上がるもの (36・37) と，器高がやや高く，体部も僅かに襲撃

曲して立ち上がるもの (38)がある。

IV期では土師器坪にロクロ未使用によるものが在存せず，すべて箱形を呈した杯 (40・41)

になる。須恵器杯はIII期とほとんど変化はないが， 43のように底径がさらに小さくなるものも

出現してくる。

年代決定となり得る資料は少ないが， 45は武蔵地方南比企の製品であり，器形的には前内出

1号窯製品と似たものである。このことからIV期を 9世紀第 1四半期として，その前段階とみ

なしたIII期を 8世期第 4四半期と考えたに

V期 土師器坪は箱形を呈しているが，体部下端の箆削りがシャープに加えられ(46)，また内

黒処理された杯 (47)が出現するのもこの段階である。須恵器郎は前段階のものと比して器形

に大きな変化が認められる。 IV期までは器高は 4cm前後のものが大半であったのに対してV期

では4.5"'5.0cm前後となり，急激に深い器形となるものが目立ってくる。このようにIV期と V

期における須恵器坪の器形変化は著しし IV・V期の中にこれを繋ぐ資料が加わる可能性があ

る。

年代的には次期のVI期との関係から 9世紀第 2四半期に比定できる。

VI期 土師器・須恵器ともに資料的に豊富で、ある。土師器では皿 (54・55)が新たに加わって
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くる。また杯も体部は直線的になりながらも聞き気味になり，器形に大小の区別が認められる

(56~61)。聾 (63) は相変らず口唇部つまみ出し，胴下半部は細い箆磨きのものが主体である

が，このVI期を最後としてこのタイプの聾は以降激減する。須恵器杯はV期に見られた器高の

高いもの (65~69) であるが，底径はさらに小さくなり，口径は底径の 2 倍前後の数値を示す。

また口縁部が外反するもの (65・66)も出現してくる。

実年代の決定には71の武蔵地方の須恵器坪を用いている。この杯は回転糸切り無調整となり，

口縁端部が外反するもので，新久A地点 l号・ 2号窯の製品に見られる特徴と酷似していZ;
また富寿神宝を伴なった佐倉市江原台遺跡H26・H61号住居跡出土の一括資科}とVI期で示した

資料の類似点も多く，以上の事から 9世紀第3四半期に比定し得ると考えている。

VII期 土師器が最も盛行する段階であり，同一器種の中にも数多くのバラエティがある。皿に

は従来の形態のもの (74) と，耳皿 (75) とがある。坪 (76~81) にはVI期までの体部が直線

的になるものの他に，全体に丸味をおびたものが目立ち始める。また鉢 (82・83)も一般的に

見られる。聾 (84・85)では，従来の口唇つまみ出し，胴下半部を細い箆磨きをするタイプが

激減するのに対して，口唇外面が面取りされたかのようにシャープな形となり，胴部外面に縦

方向の箆削りを施すタイプのものが多くなる。

須恵器では，蓋がほとんど消滅し，またVI期に見られた器高の高いものも量的に減っている。

それに変って武蔵地方の南比企・末野各窯祉の製品 (87~90) が際立つている。しかしながら

全体に，供膳形態の須恵器は少量となってくる。また灰軸陶器 (91・92)も共伴する。

V11期の特徴としては，従前の主流を占めていた，いわゆる「常陸型」または「下野型」聾が

減少するのに伴って，在地的須恵器}も減少することである。また在地的須恵器の減少を補うか

のように北武蔵地方からの搬入品が目立つている。

年代については90に見られる須恵器皿の器形が武蔵地方の御殿山25号窯，花園支群2号窯に

認められる長】と灰軸陶器が黒笹90号窯式の製品であるこ2Zを考え合せ， VI期に後続すること

から 9世紀第 4四半期から10世紀第 l四半期に比定できる。

V111期 土師器郎にはVII期から継続する器形のもの (94~96) と，小形の皿と言うべきもの (97・

98)がある。また聾もV11期から出現した縦方向の箆削りを施すタイプ (99)である。

須恵器の供膳形態がほとんど姿を消してしまうのもこの段階である。灰軸陶器は黒笹14号窯

式の小瓶 (100)と折戸53号窯式の境 (101)があるが，土師器にみられる特徴や，須恵器供膳

形態の消滅からVII期に後続するものであることは明白である。

以上のことから10世紀中噴の年代を与えたに】

IX期 土師器坪ではVIß期に見られた器形と類似したもの (102~104) の他に，高台付杯(105~108)

に多くのバラエティが認められる。土師器聾 (109・110)にも甑 (108)にも縦方向の箆削りが

施されている点はVIII期と同様である。須恵器では聾 (111)が認められるだけであり，灰柚陶器

の共伴も現存のところでは検出されなかった。
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年代決定については，根拠とするものが何も無いのが現状であるため，問題を残すが， VIII期

に続くものとして10世紀後半を考えたい。

X期 土師器杯として表示したもの (113'"'"117)の中で， 113'""'114は前回の報告で土師質須恵

器の分類で扱ったものである。今回，これらの遺物を再検討したが，前回の分類による概念規

程が不充分であり，土師器，須恵器以外の土器の存在についてもさらに検討を加えた上で，も

う一度取り扱いたいと考えているので，今回はあえて区別せず土師器の節鴎として図示してい

る。聾 (119)はロクロ未使用によるもので，この段階ではVII期からIX期にみられた縦方向の箆

削りを施すタイプの聾は認められなくなっている。

IX期同様に実年代の根拠は無いが， IX期からX期への土器群の変化は，やや断絶が認められ

ることから11世紀代の土器群として考えたい。

以上，花前遺跡群の資料をまとめて奈良・平安時代土器の編年を試みたが，今後の検討を要

する点はもちろんであり，また他地域との相互比較も行った上で，さらに充実したものとする

ことを課題としたい。

註

(1) 玉口時雄他 1981 wシンポジウム盤状杯一奈良時代土器の様相』東洋大学未来考古学研究会・相武古代研

究会

(2) 比白井克仁他 1979 w木下別所廃寺跡第二次発掘調査概報」 千葉県教育委員会

(3) 石田広美 1983 '下総における八世紀代の搬入土器JWシンポジウム 房総における奈良・平安時代の土器」

史館同人・市立市川考古学博物館

(4) 奈良国立文化財研究所 1976 W平城宮発掘調査報告vn~

(5) 高橋一夫・宮昌之 1983 '北武蔵の窯牡J Wシンポジウム 奈良・不安時代土器の諸問題』 神奈川考古同

人会

(6) 註(5)に同じ

(7) 高田博他 1977 r佐倉市江原台遺跡発掘調査報告書~ 1 千葉県教育委員会・担割千葉県文化財センター

富寿神宝から導き出された年代決定については佐々木和博氏の示した論を踏襲している。

佐々木和博 1981 W下総国古代土器編年試論(1) 下総国分遺跡を中心としてー」史館13

(8) 在地的須恵器とは， 8世紀代から当該地域で普遍的に見られる須恵器であり，胎土に，雲母・長石・石英が

多量に含まれる一群である。明確な古窯祉が発見されていない下総地方であるので，これらの在地的須恵器の

産地を推定するならば常陸地方の製品である可能性が高いと考えられる。

(9) 服部敬史他 1983 rシンポジウム 奈良・平安時代土器の諸問題』 神奈川考古同人会

UO) 橋崎彰一 1982 r愛知県古窯跡群分布調査報告~ III 愛知県教育委員会

Ul) 註UO)の文献では折戸53号窯式の年代を10世紀後半としているが，今回の花前編年ではVlI期からVIII期への移行

が比較的スムーズである事から，楢崎編年で得られた年代よりも，やや上って10世紀中頃を中心とした年代を

とり Tこし冶。
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2.製鉄関連遺物について

鉄津について

花前遺跡群で取り上げた鉄津は，総数183320点， 4368823.7 gになる。遺跡ごとの内訳を見る

と，花前 I遺跡1689)記75024.2g，花前II-1遺跡1086点， 35762 g，花前II-2側道部239点，

8601 g，花前II-2遺跡本線部180306点， 4249436.5 gとなり，圧倒的に花前II-2本線部から

出土する鉄津が多い。しかし，これらの出土量の多少にかかわらず，鉄津の 1点ずつを磁着度

によって分類した結果，興味深い特徴が指摘できることが判明した。

第l表遺跡別鉄津出土量

遺構Nn' 花前 I住居 花前 I土拡
花前 I

花前 I
花前日ー l 花前日 l 

花前Hーl 花由~前日 2 
グリッド グリッド 住 居 グリッド 道グリッド

時期 総 計 総 計

個% 個% 個% 個: % 1固% 個% 個% 個% 個: % 
5 81:18.1 70:30.0 189:18.8 340:20.1 15: 1.6 4: 2.9 19: 1.7 4):17.2 

4 
220:49.1 55:23.6 450:44.6 725 :42.9 506:53.3 95:69.3 601:55.3 151:63.2 

3 91:20.3 24:10.3 199:19.7 314:18.6 369:38.9 33:24.1 402:37.0 42:17.6 

2 18: 4.0 47:20.2 134:13.3 199:11.8 58: 6.9 5: 3.6 63: 5.8 5: 2.1 

l 38: 8.0 37:15.9 36: 3.6 lll: 0.7 1: 0.1 1: 0.1 

五十 448: 100 233: 100 1008: 100 1，689: l(JJ.l 949: 100 137:99.9 1，086:99.9 239:1∞l 

g; % g; % g; % g: % g: % g: % g: % g; % g: % 
5 4.699.5:23.8 2.596:25.3 8.497.7:18.9 15.793.2 :21.1 677: 2.1 185: 4.4 862: 2.4 2.407:28.0 

4 8.563.4 ;43.4 3.236;31.6 21.586.6;47.9 33.386;44.5 19.335;61.7 3.577;84.2 22.912;64.1 5.124 :59.6 

3 4.336:22.0 1.870:18.3 ι611:19.1 14.817:19.7 10.656:34.。626: 10. 5 11.282:31.5 1.008:11.7 

2 779・4.0 1.776;17.3 4.720;10.5 7.275; 9.7 659: 2.1 37; 0.9 696; 1.9 62: 0.7 

l 1.360: 6.9 763: 7.5 1，630: 3.6 3.753: 5.0 10: 0.1 10: 0.1 

計 19.737.9江∞l 10.241: 100 45.045.3; 100 75.024.2: 100 31.337; 100 4.425;99.9 35.762; 100 8.601: 100 

遺構Nn' 花前日~2
製錬炉 精錬炉付住居 精錬炉 炭 窯 土 拡 グリッド 花前日~2

グリッド 住 居

時期 総 計

個% 個: % (固:% 個: % 個: % 個% 個: % 個: % 1固: % 
5 33: 3.7 116: 0.9 24: 2.2 5 :10.2 28: 2.3 717: 0.4 923: 0.5 

4 650:73.2 3.690 :29.2 559:51.7 60:60.6 38:77.6 902 :73.2 30.500:18.6 36.399:20.2 

3 173:19.5 4.705 :37.3 421:38.9 38:38.4 6:12.2 269:21.8 59.181:36.0 ω.793:35.9 

2 32: 3.6 2.72(21.7 78: 7.2 1: 1.0 34: 2.7 38.148:23.2 41.017:22.7 

1 1.379:10.9 35.795:21.8 37.174:20.6 

計 888: 100 12.614: 100 1.082: 100 99: 100 49; 100 1.233; 100 164.341; 100 180.306;99.9 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % E I % g: % 
5 1.182; 7.4 2.243; 0.7 1.125; 5.9 2.550;22.1 1.858; 4.0 59.249; 1.5 ω.2o7?6  

4 11.726:73.7 119.255:38.9 12.058:63.3 4.494:83.1 6.827:59.1 39.283:83.9 1.2国，湖町32.81.4日.18.i.5:34.2

3 2.626:16.5 107.311:35.0 5.487:28.8 901:16.7 2.170:18.8 57.320:11.3 1.477.033;38.4 1.印0.848:37.7

2 384: 2.4 35.173:11.4 387: 2.0 12: 0.2 361: 0.8 603.242:15.8 644.559:15.2 

42.970:14.。 439.669:11.4 482.639;11.4 

5十 15.918: 100 306.952: 100 19.057: 100 5.407: 100 11.547: 100 46.822: 100 3.843.711.5: 99.9 u岨.436.5:1∞l

巧
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分類方法

鉄津については，その成因によって製錬津，鍛錬鍛冶浮，精錬鍛冶津などに分けられる。そ

の他に鉄塊も存在することは明らかであげ;成因差による鉄湾の分類や，鉄塊の区別が必要と

思われる。しかしながら正確な分類を実施するためには，その成分組成などの科学的分析が必

要となり，限られた時間と予算の中で，全てについて分析を行なうことは不可能である。そこ

で今回実施した分類方法では，取り上げた鉄津(鉄塊も含む)について，磁着度の強弱によっ

て5段階に分けて集計した。

磁着度の決定は，磁石(使用した磁石は，すべて同ーの磁力を有する)から何cmの距離で磁

着するかを 4段階に分け，その距離の遠いものを 5，以下，近づくにつれ4・3・2とした。

また全く磁着しないものを 1としていぎ;

分類結果

集計は各遺跡の遺構ごとに行ない，第 l表~第15表に提示しているが，各表の上段は個体数，

下段は重量 (g) となっている。

個体数と重量での各磁着度の比率を見た場合，相互の相関関係が認められど;このため以下

の記述では煩雑さを除くため個体数から見た結果を中心に取扱っていく。

第199図は鉄津の出土する遺構のうち，住居跡，精錬炉ある住居跡，製錬炉から出土したもの

を集計したものである。また花前11-2・E6グリッドの結果も示しているが，これは， E 6 

グリッド内は，製錬炉・精錬炉・土拡が密集した地点で，花前11-2遺跡の特徴を最も良く表

わした所であるために採用した。(附図参照)

この結果から言えることは，住居跡と精錬炉ある住居跡出土の鉄津組成が酷似している点で

ある。各磁着度ごとの比率には多少の差があるが，磁着度 3以上のものが9割以上となり，強

磁着度の鉄棒が主体となっている。

これに対して製錬炉では，磁着度 3以上は 6割強で，特に磁着度 4以上の比率では，住居跡，

精錬炉ある住居跡では 6割前後になるのに対して，製錬炉では 3割程度にとどまり， 2倍近く

の差が見られる。また E6グリッドの場合では，強磁着度鉄津の比率がさらに低下している。

このような磁着度別鉄津の出土比率は，製錬炉から住居跡へという流れの中で，鉄津の意識

的選択，すなわち使用に耐えうる鉄津の選別が行われていた事を示していると言えよう。

次に，個々の遺構内における鉄津の分布状況を磁着度別に示したものが第200・201図である。

ここで取り上げた遺構は，花前11-2遺跡本線部で検出された精錬炉ある住居跡 (009・023)， 

鉄津を多く出土した住居跡 (013)，土器と鉄津を多く出土した土拡 (056)である。いずれも磁

着度3以上になる高磁着度の鉄津が多いが，遺構内における鉄津の分布状況には顕著な集中等

は認められなかった。今回は図示できなかったが，磁着度のバラエティが比較的豊富な073製錬

炉前庭部での鉄津分布にも特に目立つた傾向はなく，先にも述べた鉄津の意識的選択は製錬炉

から離れた別の地点で行われていたのではないだろうか。
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住居跡 精錬炉のある住居跡

製錬炉 花前11-2・E6グリッド

第199図 出土地点による磁着度別鉄津組成図

時期別に見た鉄津の出土量では次のような指摘ができる。

時期決定し得る資料は土器を伴なう遺構で出土する鉄津であり，特に住居跡出土の資料を使

用する事が容易である。

花前 I遺跡では，花前11期の住居跡出土鉄津が全体の l割，花前VI• VII期の住居跡出土鉄津

が8割強となっている。

花前11-2遺跡の住居跡出土鉄浮は，鍛冶炉のある009・023を除いて見ると，花前 I遺跡と

同様に，花前11期に 1割強，花前VI.......IX期で5割近くを占めている。また009・023も含めた形

で集計すると花前IX・X期に全体の 7割近い集中が認められる。

以上のような集中傾向を花前遺跡群全体を通して検討してみると次のようにまとめることが

できる。

1 )花前遺跡群に鉄生産の係りをもづ集団が出現するのは花前11期(8世期第3四半期)であ

るが，この段階ではまだ活発な生産に入ってはいないと言える。

2 )花前VI期 (9世紀第3四半期)からの鉄生産の活動は極めて活発であり，花前羽I期(9世
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紀第 4四半期'"'"'10世紀第 1四半紀)までは花前遺跡群全体にわたって製鉄に係った集落が営ま

れていたと考えられる。

3)花前川期 (10世紀中頃)以降，鉄生産に係った集団は花前II-1・II-2遺跡だけとなり

花前 I遺跡では，この段階での製鉄作業は終駕をむかえていたと考えられる。

4 )上記の結果を踏まえた上で，製錬炉使用から始まる，一元的鉄生産は，花前遺跡群全体に

わたって製鉄作業が営まれた花前VI・VII期にあると考えられるのではないだろうか。

註

(1) 報文「常磐I!j の中では， 1818点と報告しているが，集計に誤りがあったので，今回の報告で訂正する。

(2) 側千葉県文化財センター 1982 r研究紀要 7j

(3) 磁着度による分類は流山市中ノ坪遺跡出土の鉄浮について行なわれており，磁着度 5を磁石に付いて持ち上

げられる， 4・磁石に強く引かれる。 3・磁石にヲ|かれる。 2・やや磁石に引かれる。 1・磁着しな，"とな

っている。しかし，この場合では相対的な傾向は出るが，分類を行なう個々人の感覚差に違いがあり，誤差を

含むと考えられる。また花前遺跡群での磁着度分類についても，磁石の置き方や，鉄浮の形状の大小により，

磁界に入る面積差があり，問題となる点は多い。

今後，磁着度による分類を行なう際には，共通の条件を整える必要性は充分にある。

穴沢義功 1982 r古代製鉄炉の第一次製品について」 たたら研究会昭和57年度大会 発表要旨

(4) 磁着度の強弱は，換言すれば個々の鉄津に含まれる鉄分の差によるものであり，強磁着度のものほど鉄分が

多くなり，重量も多くなると考えられる。このことは個体数と重量との比率を比較した場合に，強磁着度資料

の方の重量比率が，個体数比率よりも高くなる傾向にあることからも指摘できる。

第2表花前I遺跡住居跡

遺グ構リNッEド・ 001 002 003 004 011 014 016 019 024 

時期 II III X 1'11 1'11 I II 叩 VII 

個:% (園: % 個: % 個% 個: % 個: % 個:% 個: % 個: % 
1 :50.0 3:60.0 3: 7.5 2:15.4 2:33.3 2:50.0 

9: 100 1 :50.0 1 :33.3 21 :52.5 8 :61.5 2:33.3 

1 :33.3 12:30.0 2:50.0 

1 :33.3 4 :10.0 1: 100 3:23.1 2:33.3 

2:40.0 

計 2: 100 5: 100 3:99.9 40: 100 1: 100 13: 100 6:99.9 4: 100 

gi %1 g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % 
9:17.0 22.5:81.8 113: 9.6 14: 8.0 12: 8.8 108:49.5 

判Joof 44:83.0 8: 1.7 650:55.0 74:42.3 20:14.6 

184:40.2 296:25.0 110:50.5 

266 :58.1 123:10.4 16: 100 87:49.7 105:76.6 

5:I8.2 

計 555: 1001 458: 100 137: 1001 218: 100 
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第2表つづき

遺グ構リRッhド・ 027 028 037 039 040 041 042 046 似7

時期 VI? 羽 刊 V11 明I 11 日I VI V11 

個:% 個:% 個:% 個:% 個:% 個:% 個:% 個:% 個: % 
5 7:33.3 3:42.9 1 :33.3 11:14.9 8: 9.4 1: 4.0 1: 100 

4 10:47.6 1 :14.3 2:66.7 23 :31.1 39:45.9 13:52.0 13:76.5 1: 250 

3 3:14目3 1 :14.3 31 :41.9 17:20.0 2: 8.0 4:23目5 2:50.0 

2 2: 2.7 1: 1.2 3:12.0 1 :25.0 

l 1: 4ι 2 :28.6 7: 9.5 20:23.5 6:24.0 

計 21: 100 7江ω.1 3: 100 74 :100.1 85: 100 25: 100 1: 100 17: 100 4: 100 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % 
5 1鈎:20.7 153 :53.1 25:22.9 439:17.9 633:12.1 75:11.3 24: 100 

4 105:10.9 12: 4.2 84:77.1 216: 8.8 2，725:52.0 435:65.5 4缶:80.1 6:10.2 

3 655:68.0 83:28.8 1.200:48.9 1，149:21.9 22: 3.3 113:19.9 20:33.9 

2 四:2.4 36: 0.7 55: 8.3 33:55.9 

4: 0.4 40:13.9 540:22.0 694:13.3 77:11.6 

計 963: 100 2飴:100 109: 100 2，453: 100 5，237: 100 細川o 24: 100 5鎚:1∞ 59: 100 

事構ぬ・ 048 057 058 計

時期 不 明 明l VI 

個:% 個: % 個: % 個: % 
5 5:16.7 31 :32.0 81 :18.1 

4 1: 100 21 :70.0 54:55.7 220 :49.1 

3 4:13.3 12:12.4 91:20ι| 

2 18: 4.0 

l 38: 8.5 

計 1: 100 30: 100 97 :100.1 448: 100 

g: % g: % g: % g: % 
5 655 :37.0 2，218:46.5 4，699.5:23.8 

4 11: 1∞ 1，076:60.8 2，ω7.U3.8 8，563.4:43.4 

3 39: 2.2 465: 9.7 4，336:22.0 

2 779: 4.0 

1 1，3ω: 6.9 

計 11: 100 
一 1一，770:一100 一4，770一.4Lj1一0一0一19.一一737.9」11則ー

第4表花前I遺跡グリッド・地点不明等

第3表花前I遺跡土拡

遺グ構リNッEド・ 006 010 計

時期 不 明 不 明

個:% 個:% 個:%
5 2:40.0 68:29目8 70:30.0 

4 2:40.0 53:23.2 55:23目6

3 1:20.0 23:10目l 24 :10.3 

2 47:20.6 47:20.2 

l 37:16.2 37:15.9 

計 5: 100 228:99.9 233: 1ω1 

g: % g: % 
5 219:49.1 2，377:24.3 2.596:25 

4 181:40.6 3，0白:31.2 3，236:31.6 

3 46:10.3 1，8298.6 1，870:18.3 

2 1，776:18.1 1，776:17.3 

1 763: 7.8 763: 7.5 

計 446: 100 9，795: 100 10，241: 100 

遺グ構リEッhド・ 03 04 07 ω 09 10 11 13 14 

時期

個:% 個: % 個:% 個: % 個: % 個: % 個:% 個:% 個:%
5 4:28.6 3:30目。 10:52.6 15:10.5 14:21.2 4:80目。 6:25.0 

4 8 :57.1 3:30.0 5:26.3 91:63.6 28:6ι7 27:41.0 1:20目。 2: 100 12:50.0 

3 2:14.3 4 :40.0 4 :21.1 28:19.6 12:28.6 21 :31.8 6:25.0 

2 9: 6.3 2: 4.8 4: 6.1 

計 14: 100 10: 100 19: 100 143: 100 42: 100.1 “:100.1 5: 100 2: 100 24: 100 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % 
5 150:20.2 251 :29.0 421 :57.3 1，591 :26.2 1.347:28.1 55:67.9 750:45.3 

4 544:73.2 309:35.6 188:25.6 3，110 :51.2 1，004:84.7 2.271:47.4 26:32.1 121: 100 757:45.8 

3 49: 6.6 307:35.4 126:17.1 1，095:18.0 162:13，7 969:20.2 147: 8.9 

2 283: 4.7 20: 1.7 202: 4.2 

1 

計 743: 100 867: 100 735: 100 6，079:1ωl 1，186: 100目l 4，789:99.9 81: 100 121: 100 1，654: 100 
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第4表つづき

遺グ構Nu・ 15 16 17 18 19 20 21 22 23 リッド

時期

個: % 個: % 個: % 個% 個% 個% 個: % 個% 個: % 
5 22:39.3 8 :12.5 38 :38.0 1 :33.3 4 :50.0 3:33.3 5:33.3 3:25.0 

4 18:32.1 23:35.9 29:29.0 1 :33.3 3:37.5 3:33.3 3:20.0 4 :33.3 1: 100 

3 8 :14.3 5: 7.8 24 :24.0 1 :33.3 1 :12.5 2:22.2 3:20.0 3:25.0 

2 8:14.3 28:43.8 9: 9.0 1 :1l.1 4 :26.7 2:16.7 

l 

計 56: 100 64: 100 100: 100 3 :99.9 8: 100 9:99.9 15: 100 12: 100 1・100

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % 
5 370.7:20.9 270:10.0 602.2:23.6 51 :63.0 233:62.5 1l0:31.1 102 :43.8 275:21.9 

4 902:50.9 1.444 :53. 7 1，268.6:49.8 15:18.5 71:19.0 55:15.5 ll: 4.7 180:14.3 8: 100 

3 366:20.7 69: 2.6 547:21.5 15:18.5 69:18.5 90:25.4 44:18.9 504:40.2 
‘・

2 133: 7.5 906:33.7 130: 5.1 99:28.0 76:32.6 296:23.6 

計 1，771.7: 100 2，689: 100 2，547.8: 100 81: 100 373: 100 354: 100 233: 100 1，255: 100 8: 100 

遺構Nu・
24 27 不明地点 計グリッド

時期

個: % 個 % 個: % 個: % 
5 1: 1.3 48:14.7 189:18.8 

4 53:67.1 9: 100 126:鎚 5 450:44.6 

3 9:11.4 66:20.2 199:19.7 

2 16:20.2 51:15.6 134:13.3 

l 36:11.0 36: 3.6 

目十 79: 100 9: 100 327: 100 1. 008: 100 

g: % g: % g: % g: % 
5 45: 2.2 1.873.8:10.8 8，497.7:18.9 

4 1.522:74.4 133: 100 7，647:44.2 21，586.6:47.9 

3 222:10.8 3，830:22.2 8，611:19.1 

2 257:12.6 2，318:13.4 4，720:10.5 

1 1.630: 9.4 ].630: 3.6 

計 2，046: 100 133: 100 17，298.8: 100 45，045.3: 100 

第6表花前IIー l遺跡グリッド

第5表花前II-l遺跡住居跡

遺グ構リNッ0ド・013・031・032 016 022 計

時期 VJI 明l IX 

個: % 個% 個% 個:%
5 6: 0.7 9: 6.0 15: 1.6 

4 406:51.9 12:70.6 88:59.1 506:53.3 

3 315:40.2 5 :29.4 49:32.9 369:38.9 

2 56: 7.2 2: 1.3 58: 6.1 

1: 0.7 1: 0.1 

計 783: 100 17: 100 149: 100 949: 100 

5 
g: % g: % g: % g: % 

214: 0.9 463: 8.2 677: 2.1 

4 14，968:60.6 574 :60. 7 3，793:66.8 19，335 :61.7 

3 ι903:36.0 372:39.3 1，381:24.3 10，656:34.0 

2 631: 2.5 28: 0.5 659: 2.1 

l 10: 0.2 10: 0.1 

2十 24，716: 100 946: 100 5，675: 100 31.337: 100 

遺グ構リEッhド- E 1 E2 G2 H2 1 2 E十

時 期

個% 個:% 個% 個: % 個% 個: % 個% 個: % 個: % 
5 4: 3.0 4: 2.9 

4 1: 100 94:71.2 95:69.3 

3 2: 100 1: 100 1: 100 29:22.0 33:24.1 

2 5: 3.8 5: 3.6 

1 

5十 2: 100 1: 100 1: 100 132: 100 137:99.9 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % 
5 185: 4.4 185: 4.4 

4 13: 100 3，564 :84.2 3，577:84.2 

3 115: 100 50: 15: 100 446:10.5 626:10.5 

2 37: 0.9 37: 0.9 

l 

計 13: 100 115: 100 50: 100 15: 100 4，232: 100 4，425:99.9 
L 
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第7表花前11ー 2遺跡住居跡

遺グ構リNッhド- 003 011 012 013 014 018 020 021 029 

時期 V IX IX VI 不 明 不 明 不 明

個:% 個% 個: % 個% 個% 個: % 個% 個% {固%
5 2: 1.9 3: 5.3 1: 0.6 4: 2.5 

4 1: 100 10:83.3 21: 50 79:76.7 50 :87.7 1: 100 108:67.5 98:60.1 27:79.4 

3 2 :16. 7 19:45.2 15:14.6 4: 7.0 46:28.8 55:33.7 7:20.6 

2 2: 4.8 7: 6.8 5: 3.1 6: 3.7 

1 

言十 1: 100 12: 100 42: 100 103: 100 57: 100 1: 100 160: 100 163: 100 34; 100 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % 
5 155: 5.2 139:24.3 40: 2.2 170: 6.0 

4 95: 100 65:41.4 634:66.3 2.416:80.7 423:74.0 44: 100 1.310:72.2 2.023:71.0 570:94.2 

3 92 :58.6 240:25.1 349:11.6 10: 1.7 438:24.2 601m.l 35: 5.8 

2 82: 8.6 75: 2.5 26: 1.4 53: 1.9 

1 

計 95: 100 157: 100 956: 100 2.995: 100 572: 100 44: 100 1.814: 100 2.847: 100 605: 100 

遺情Na・ 030 035 036 038 i十
グリッド

時期 VI V11 II 不 明

個% 個% 個% 個% 個% 個% 個; % 個% 個: % 
5 21: 7.3 2 :25.0 33: 3.7 

4 238:82.3 5 :62.5 9:81.8 3:42.8 650:73.2 

3 20: 6.9 2: 18.2 3:42.8 173:19.5 

2 10: 3.5 1: 12.5 1 :14.3 32: 3.6 

計 289: 100 8: 100 11: 100 7:99.9 888: 100 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % 
5 598:11.3 80:45.2 1，182: 7.4 

4 3.900:73.7 57:32.2 109:76.8 80:35.9 11.726:73.7 

3 703:13.3 33 :23.2 125:56.0 2.626:16.5 

2 90: 1.7 45:22.6 18: 8.1 384: 2.4 

l 

計 5.291: 100 177: 100 142: 100 223: 1001 15.918: 100 

第8表花前11-2遺町輔錬炉付住居

遺構Na' 009 023 5十グリッド

時期 IX X 

個% 個% 個% 個: % 1固: % 個% 個% 個; % 個%
5 8: 2.7 16: 2.1 24: 2.2 

4 217:72.3 342:43， 7 559:51.7 

3 62:20.7 359 :45. 9 421:38.9 

2 13: 4.3 65: 8.3 78: 7.2 

計 300; 100 782: 100 1. 082: 100 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % 
5 248: 4.0 877: 6.8 1，125: 5.9 

4 4.389:71.0 7.669:59.6 12.058:63.3 

3 1.439:23.3 4.048:31.4 5.487;28.8 

2 103: 1.7 284: 2.2 387: 2.0 

2十 6.179: 100 12.878: 100 19.057: 100 
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第9表花前日ー2遺跡製錬炉

遺精Nu' 049 049周辺 061 067 073 074 計
グリッド

時期

個: % 個: % 個% 個: % 個: % 個: % 個: % 個: % 個%
5 113: 3.4 3: 0.1 116: 0.9 

4 1.365 :41.5 121:34.9 634:17.7 146 :21. 0 1，424:30.3 3，690:29.2 

3 154: 4.7 169:48.7 1，906:53.1 487 :69.8 1，987:42.3 2:50.0 4，705:37.3 

2 312: 9.5 57:16.4 1，049:29.2 65: 9.3 1，239:26.4 2:50.0 2，724 :21. 7 

1 1，340:40.8 39: 0ι 1，379:10.9 

計 3.284: 100 347: 100 3，589: 100 698: 100.1 4.692:99.8 4: 100 12，614: 100 

g: % g: % g: % g: % g: 町/0 g: % 個%
5 2.160: 2.6 83:・O. 1 2，243: 0.7 

4 31，620:38.4 8，500:52.0 25，927:36.1 10，940:44.5 42，268: 38.0 119，255: 38.9 

3 1，840: 2.2 6，212:38.。36，908 :51.4 12，620:51.4 49，091:44.2 640:83.1 107，311:ぉo

2 3，930: 4.8 1.655: 10. 0 9，021:12.6 1，000: 4.1 19，437:17.5 130 :16. 9 35，173:11.4 

1 42，710:52.。 260: 0.2 42，970:14.0 

計 82，260: 100 16，367: 100 71，856: 100.1 24，560: 100 111.139: 100 770: 100 306，952: 100 

第10表花前II-2遺跡帽錬炉

遺構Na・ 005 054 計
グリッド

時期 四

{固: % 個: % 個: % 個% 個: % 個: % 個: % 個: % 個%
5 

4 41:52.5 19:90.0 60:60.6 

3 37:47.5 1: 5.0 38 :38.4 

2 1: 5.0 1: 1.0 

計 78: 100 21: 100 99: 100 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % 
5 

4 4，136:82.9 358:85.2 4，494:83.1 

3 851:17.1 50:11.9 901: 16.7 

2 12: 2.9 12: 0.2 

計 4，987: 100 420: 100 5，407: 100 

第11表花前日一2遺跡炭窯

遺構Na・ 037 044 058 060 計
グリッド

時期

個% 個 % 個:% 1田:% 個% 個: % 個% 個% (固: % 
5 5:11.9 5:10.2 

4 1: 100 1: 100 5: 100 31 :73.8 38:77.6 

3 6:14.3 6:12.2 

2 

目十 1: 100 1: 100 5: 100 42: 100 49: 100 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % 
5 2，550:23.6 2，550:22.1 

4 28: 100 55: 100 670: 100 6，074:56.3 6，827:59.1 

3 2，170:20.1 2，170:18.8 

2 

l 

計 28: 100 55: 100 670: 100 10，794: 100 11，547: 100 
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第12表 花 前11-2遺跡土壇

遺構Na' 007 055 056 066 079 計
グリッド

時期

個: % 個:% 個:% 個% 個% 個: % 個: % 個% 個: % 
5 28: 2.5 28: 2.3 

4 2:50.0 9:81.8 812:73.0 78:76.5 1 :33.3 902:73.2 

3 1 :25.0 2 :18.2 241 :21.6 23:22.5 2:66.7 269:21.8 

2 1 :25.0 32: 2.9 1: 1. 0 34: 2.7 

I 

計 4: 100 11: 100 1，113: 100 102: 100 3: 100 1，233: 100 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % 
5 1，858: 5.2 1，脱:4.0 

4 291:97.6 1，015:98.0 28，801 :81.2 9，141:91.9 35:63.6 39，283:83.9 

3 5: 1.7 20: 2.0 4，479:12.6 796: 8.0 20 :36.4 5，320: 11. 3 

2 2: 0.7 349: 1.0 10: 0.1 361: 0.8 

l 

計 298: 100 1，035: 100 35，487: 100 9，947: 100 55: 100 46，822: 100 

第13表花前日一2遺跡グリッド不明地点

遺グ構Na・ B5 C5 E4 E 5 E6 F3 F4 F5 F6 リッド

時期

個: % 個% 個: % 個% 1聞: % 個: % (聞: % {閏: % 1囲:% 
5 1: 0.4 638: 0.4 1: 8.3 5: 4.6 25: 0.4 

4 456:70.5 193:76.3 69:94.5 10:76.9 26，154;17.0 6:50.0 71:65.7 43 :87.8 1，81(29.6 

3 147:22.7 59:23.3 4: 55 3 :23.1 55，681:36.1 4 :33.3 23:21.3 6:12.2 2，318:37.9 

2 44; 6.8 36， 564 : 23.7 1: 8.3 9: 8.3 1.223:20.0 

l 35，039:22.7 741:12.1 

計 647: 100 253: 100 73: 100 13: 100 154， 07s:99. 9 12:99.9 108:99.9 49: 100 6，121: 100 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % g: % 
5 730: 4.4 48，317: 1.4 50:43.5 330:16.1 6，310: 2.3 

4 11，731 :81.2 13，950:83.9 1，850:99.0 300:93.8 l，a拡4団5:30.5 45:39.1 1，370: 6.7 820:85.4 106，505:38.2 

3 2，35z:J6.3 1.940:11.7 18: 1.0 20: 6.3 1，お4，377:39.2 15: 13.0 235:11.4 140:14.6 109，51n9.3 

2 362: 2.5 558，910:16.4 5: 4.3 120: 5.8 39，300:14.1 

421.855:12.4 17，200: 6.2 

2十 14，445: 100 16，620: 100 1. 868: 100 320:100.1 u目，9155:99.9 115 :99. 9 2，055: 100 960: 100 278，832:1仰 I

遺構Na・
G3 G4 G5 H5 不明地点 計グリッド

時期

個% 個: % 個: % 個% 個% 個% 個% 個: % 個%
5 3: 4.5 1: 0.8 2: 9.5 41: 1.6 717: 0.4 

4 29:43.9 138:68.7 70 :55.6 17:81.0 1.430:55.5 30，500:18.6 

3 22:33.3 63:31.3 55:43.7 2: 9.5 794 :30.8 59，181:36.0 

2 12: 18.2 295:11.5 38，148:23.2 

I 15: 0.6 35，795:21.8 

5十 66:99.9 201: 100 126: 100.1 21: 100 2，575: 100 164，341: 100 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % 個% 個% 個%
5 88: 7.6 90: 3.2 125:30.9 3，209: 2.7 59，249: 1.5 

4 532 :46.1 2.660:72.1 1.950:69.8 265:65.4 81，]06:67.3 1，湖，5405:32.8 

3 346:30.0 1.030 :27.9 755:27.0 15: 3.7 26白273:21.81，477，033:38.4 

2 188: 16.3 9，357: 7.8 608，242:15.8 

1 614: 0.5 439，669:11.4 

計 1.154: 100 3，690: 100 2，795: 100 405: 100 120，559:100.1 3，843，7泊5:99.9

月
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第14表花前IIー 2遺跡E6グリッド内(小グリッド別)斜面部

遺グ構リNッ0ド・ 01 02 03 04 05 06 07 08 09 

時期

個; % 個; % 個% 1囲% 個% 個% 個% 個; % 個%
5 18: 5.1 6: 6.9 34: 0.3 

4 1 :20.0 4 :22.2 107:30.4 73:83.9 7;43，.8 6:16.7 443;33.2 324 :38.0 3，154;28.3 

3 2:40.0 7:38.9 165:46.9 7: 8.0 8:50.0 6:16.7 460:34.5 277:32.5 4，806:43.2 

2 2:40.0 7 ;38.9 6z:I7.6 1: 1.1 1: 6.3 24 :66.7 297:22.2 213:25.0 2，652:23.8 

135: 10.1 39: 1.6 487: 4.4 

計 5: 100 18; 100 352; 100 87:99.9 16:~仰.1 36;1∞l 1，335: 100 853;1ωl 11，133; 100 

g: % g: % g: % g: % g: % g: % g; % g: % g: % 
5 1，290; 9.8 848 :24.7 2，937; 1.1 

4 60:30.0 122:22.8 5，135:38.9 2，338:68.0 1，232:78.0 312:15.6 17，582 :45.4 12，886:47.2 110，205:42.0 

3 100:50.0 124 :23.1 5，390;40.8 246: 7.2 342:21.7 370:18.5 11，200;28.9 9，476;34.7 107，116:40.8 

2 40:20.0 290:54.1 1，385:10.5 5: 0.1 5: 0.3 1，320:65.9 6，971:18.0 4，690:17.2 38，754:14.8 

2，995; 7.7 250: 0.9 3，542; 1.3 

2十 200: 100 536: 100 13，200: 100 3，437: 100 1，579: 100 2，002: 100 38，748: 100 27，302: 100 262，554: 100 

遺グ構リNッaド・ 10 11 13 14 15 18 19 20 不 明

時期

個; % (固 町ノ。 個% 個; % 個; % 個; % 個% 個% 個%
5 3: 0.4 389: 2.0 179: 0.2 3: 2.9 3 : 0.0 2: 0.2 1: 2.7 

4 275:34.0 22 :29.3 5，737;30.2 11，754;13.8 175;46.8 366: 7.7 3，333;11.7 345;36.1 28;75.7 

3 371:45.7 36:48.0 9，826 :51.7 28，383:33.2 201 :36.3 1，251:16.2 9，499:33.2 371 :38.8 5: 13.5 

2 162:20.0 17;22.7 2，809)4.8 22，998;26.9 137:10.8 557:11.7 6，440;22.5 184:19.2 1: 2.7 

l 232: 1.2 22，150:25.9 20: 3.3 2，603:54.5 9，317:32.6 54: 5.6 2: 5.4 

計 811 :1ωl 75: 100 18，993:99.9 85，464: 100 536;100.1 4，777;1ωl 28，592; 100 956:99.9 37: 100 

g: % g: % g; % g: % g: % g: % g; % g; % g; % 
5 260: 1.2 15，280: 2.9 25，127: 1.6 755: 2.9 130: 0.0 190: 0.5 1.500; 19.1 

4 9，568:42.8 1，100:39.6 241.079.5:45.6 394，762 :24. 7 12，160:46.8 19，200:20.7 175，970:24.0 26，695:65.1 6，050:77.0 

3 10，250;45.9 1.500 :54.0 230，438:43.6 615，827;38.6 9，433;36.3 34，000;36.6 287，906;39.3 10，445;25.5 2l4: 2.7 

2 2，255: 10.1 180: 6.5 39，944: 7.6 321，651:20.2 2，80UO.8 10，000:10.8 125，570:17.1 2，989; 7.3 60: 0.8 

1，470: 0.3 238，520;l4.9 848: 3.3 29，600;31.9 143，930;19.6 670: 1.6 30: 0.4 

計 22，333: 100 2，780 : 528，211.5: 100 1，595，887: 100 25，997: ~ωl 92，800: 100 733，506: 100 40，989: 100 7，854: 100 

第15表花前Hー 2遺跡側道部グリッド

遺構Nn・ 1 3 1 4 1 5 不明地点 計グリッド

時期

個% 個; % 個; % 個; % 個: % 個% 個: % 個: % 個%
5 3: 14.3 30: 19.2 8: 13.1 41:17.2 

4 12 :57.1 95:60.9 43;70.5 1: 100 151;63.2 

3 5:23.8 30 :19.2 7:11.5 42:17.6 

2 1: 4.8 1: 0.6 3: 4.9 5: 2.1 

l 

5十 21: 100 156 :99. 9 61: 100 1: 100 239: 100.1 

g: % g: % g: % g; % g: % 
5 86:11.5 1，631;25.3 690:48.8 2，407:28.0 

4 487:65.0 4，023;62.6 606:42.9 8: 100 5，124 :59.6 

3 166:22.2 767:11.9 75: 5.3 1，008;11.7 

2 10: 1.3 10: 0.2 42: 3.0 62: 0.7 

2十 749: 100 6431: 100 1，413: 100 8: 100 8，601: 100 
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羽ロについて

花前II-1・II-2の両遺跡から出土した羽口は，大小の二種に分けられる。小形羽口で内

外径を推定し得るもの40点，小破片116点，大形羽口で内外径を推定し得るもの15点がある。

小形の羽口の内外径平均値は，内径2.5cm，外径7.8cmとなり，大形羽口の平均値は内径7.7cm，

外径13.5cmとなる。

この内外径比を表わしたものが第202図である。左が小形羽口，右が大形羽口である。ただし，

座標の取り方が，小形と大形では逆転させて図示している。これは，上記した平均値からも言

えることだが，小形羽口の外径と大形羽口の内径が極めて近い数値を示している点を指摘する

ためである。すなわち小形羽口の外径は6.4~10.0cmの幅の中におさまり，また大形羽口も6.2~9.4

cmの内径を示している。当初，この数値結果から，大形羽口としたものは，小形羽口を炉壁に

固定する際の挿入口かとも考えていたが， 074製錬炉出土例(第203図 1)のように遺存状態の良

好なものを観察すると，大形羽口本体と炉壁が融着した状態となりながらも，接合面は明瞭で

あり，この内径部に小形羽口を改めて挿入すると考えるには否合理的であれまたこのように

想定した状態で出土する資料は 1点もなi乙
大小の羽口の内外径が一致するのは，大形羽口を製作する際に，小形羽口の外径を 1つの基

準としていた可能性もあるのではないだろうぷ;

羽口の使用方法は，強制送風と自然通風が考えられる。高橋一夫氏は半地下式竪形炉の場合

に，大形羽口は炉の側壁に挿入し，自然通風によるものとして考えていZ;花前遺跡群出土の

大形羽口で使用方法を明らかにすることができるものは少ないが，出土状態や炉壁の接合・復

元によって今後検討を加えていかなければならない問題と考えられる。

註

(1) 挿入口説の否定は高橋一夫氏によってなされている。

高橋一夫 1983 r古代の製鉄J r講座日本技術の社会史』第5巻 日本評論社

(2) 穴沢義功氏の御教示による。

外 内
径径
(団)I (cm) 
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第202図羽口内外径比
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花前11ー 2遺跡出土羽口計測値表

整理 指図
出土地点

外径 内径
遺存部位 備 考Nn Nn cm 口百

整理 掃図
出土地点

外径 内径
遺存部位 備 考

Nn Na cm cm 

1 021 6.2 2.1 中位 26 11 7.6 2.4 " 
2 203図2 023 7.7 2.4 先端 27 !I 7.6 2.3 11 

3 203図3 11 7.4 2.5 中位 28 067 15.4 9.4 中位 大形羽口

4 11 6.6 2.3 先端 29 11 19.8 7.5 先端 !I 

5 041 7.0 2.2 ノj 30 073 17.0 9.0 !I !I 

6 056 6.8 2.0 11 31 203図l 074 13.4 8.2 
ノノ !I 

~8.8 

7 061 7.8 2.6 11 32 !I 12.9 8.3 中位 !I 

8 062 7.2 2.4 11 33 E 6 -04 6.7 2.1 先端

9 11 8.3 2.4 11 34 E 6 -14 11.7 6.7 !I 大形羽口

10 11 8.9 3.2 11 最先端部を欠く 35 !I 11.2 7.8 H !I 

11 !I 8.3 2.4 後部 36 11 9.8 !I 内径推定不可能

12 刀 9.7 2.4 先端 37 11 10.3 8.5 " 大形羽口

13 203図4 !I 8.0 2.5 11 38 !I 13.6 6.3 !I 11 

14 11 8.2 2.4 !I 39 11 12.9 7.2 !I !I 

15 !I 8.0 2.4 中位 40 !I 11.2 8.0 !I M 

16 11 7.4 2.6 先端 最先端部を欠く 41 11 15.8 8.3 !I !I 

17 !I 7.0 2.6 後部 42 E 6 -15 8.0 2.4 !I 

18 11 7.0 2.2 中位 43 E 6-18 11.0 6.6 先端 大形羽口

19 11 7.6 2.8 先端 44 E 6 -19 18.0 6.2 !I !I 

20 11 7.8 2.6 後部 45 11 12.4 6.6 !I !I 

21 11 8.8 2.4 先端 46 F 6 -01 7.0 2.1 !I 

22 066 8.9 2.7 先端 47 !I 7.4 2.2 !I 

23 !I 7.6 3.1 !I 48 不明 9.6 2.3 !I 

24 !I 7.6 2.4 11 49 11 7.6 2.4 中位

25 !I 7.4 2.4 11 50 11 8.1 2.4 !I 
」 L 
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その他の製鉄関連遺物について

ここでは鉄素材の生産から，鉄製品の製作までの一連の工程の中で，使用された道具や，副

次的な産出物と思われるもののうち，鉄津，羽口，炉壁を除いた遺物を扱うこととし，その主

なものは，鉄製品の鋳造に関係すると考えられるものである。

説明の煩雑さを避けるために便宜的に次の 4つに大別した。

I.鋳型他の遺跡の調査例等から明らかに鋳型とわかるもの

内面もしくは外面に鋳型として使われた跡(還元化，鉄の付着等)を残すもの

II.鋳造関係 鋳型として使われた確証はないが形，成整形が鋳型に類似するもの

III. るつぼ 境形ないし，それに類する形で，内面に鉱津の付着するもの

IV.その他 製鉄関連の遺物と思われるが，どの工程で使われたのかが不明なもの

各項目は必要に応じてさらに細分した。しかし，これらの分類はあくまでも便宜的なもので

あって，厳密なものではないことを断っておく。

I.鋳型(第204"-'210図)

A.容器鉢，鍋のような容器の鋳型と考えられる。かなり大形であったらしいが，全体の

器形がわかるものはない。また破片も少なし個体数も少なかったと思われる。

1.外型(1， 5， 6)製品の外側にある鋳型と考えられ，内側が平滑である。

1.おそらく口縁部分にあたるものと思われる。横方向に幅3.5阻，深さ 2mm弱の 2本

の沈線(製品では隆線)を持つ。内面は還元している。胎土はスサを含まない砂

質の粘土で，外側に薄くスサ入り粘土が付着する。 049製錬炉出土

5. 6.胴部外型の一部分と思われる。内面は還元している。胎土は内側がスサを含

まない砂質の粘土，その外側をスサ入り粘土が覆っている。 5はE6-19グリッ

ド， 6は012住居跡出土

2.内型 (2"-'4， 7 "-'11)内側の鋳型，外面が平滑

2. 口縁部分にあたると考えられる，右側面の一部を除いて完形。上端部が屈曲して

いるがこれは，製品の端部が外に曲がっていたためと思われる。外面還元。胎土

はスサを含まない。 E6-03出土

3. 4.同様に口縁にあたる部分であろう。外側は還元しており剥離が激しい。スサ

を含まない粘土で作られる。 3，4ともにE6-09出土

7.底部の型か。外面，下端は平滑，外側と下端は約90。の角度をなす。未使用と思わ

れ還元していない。

8.おそらく底部の型。外側と下端はきわめて平滑で良く還元している。外側と下端

の作る角度は約110.，外側 1"-'1. 5cmは砂質の胎土でその内側にスサ入り粘土が重

ねられている。推定される径は約24cmo F 5グリッド出土
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第210図製鉄関連遺物7(鋳型)

9.おそらく底部の鋳型，幅 6cm，厚さは 2cmぐらい，還元せず未使用かと思われる。

E 6-04出土

10.胴部の内型か。外側は平滑，内面は指頭痕が残る。底に近い部分と思われ，径は

28cmぐらいである。現存長は9.3cm，幅4.7cm，スサを含まない粘土， E 6 -10出

土。還元は一部のみで未使用の可能性もある。

11.胴部の内型か。 10より小型である。現存長6，7cm，幅3.9cm，厚さ1.5cm，ほぽ完形。

推定径は約28cm。スサを含まない粘土で作られ，一部だけが還元する。割れ口に

鉄が付着している。

B.脚部獣脚の鋳型と考えられる。本遺跡では斜面部を中心にして総破片数100点を超える

脚部の鋳型が発見されたが，ここでは器形全体のわかるもの，特徴的なものを選

んで図示している。

12.発見された中で最も大きい，推定内幅 6cm，中央横線から下端までが9.6cm。内面

還元。全体に雑な作り，同じタイプで別個体の破片が若干ある。
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第211図 製鉄関連遺物 8 (鋳造関係)

13. これも大形の型，内側の幅 4cm，全体に表現力の乏しい型で特に先端の爪の部分

はほりが浅く稚拙である。脚部も単純な三角形で中央の横線も無い可能性がある。

内面は還元している。同タイプ別個体の破片が若干ある。 E6 -04， 09出土

14.推定内幅5.4cm，全体にほりの深いダイナミックな型である。一番右の図は鋳型の

内側の側面図だが3ケ所にわたって鉄が付着しており，鉄製の脚部を鋳造してい

たことがわかる。若干の同タイプ破片があるが 1セット(3本ないし 4本)には

足りない。スサを含まない粘土で作られ，内面は平滑，よく還元している。

15.現存長20.4cm，最大内幅6.2cm，中央の横線から下端までの長さは6.8"'8.4cm，脚

上端を欠くがほぼ全体を知ることができる。発見された鋳型の中で最も整った形

をしている。上半部は稜線が3本，きっちりと角を付け直線的である。横線はま

ん中より下にあって 2本接している。下半部は 2本の稜線で3本の指を表現して

いる，全体に丸味を持ち量感がある。胎土はスサを含まない砂質土で，内面はか

なり平滑に仕上げてある。内面はよく還元している。同タイプの破片はかなり少

ない。

16.唯一の完形，全長17.8cm，最大内幅4.0cm，中央の横線から下端までは 5"'6.4cm， 
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第212図製鉄関連遺物9(るつぽ)

37(109) 

日々
40(111) 

o 5cm 

全体に繊細で，こじんまりとした印象を受ける。上端近くは稜線5本，うち 2本

は途中で切れて 3本となる。曲線的な感じを受ける。横線は下ysほどの所にあっ

て2本が接している。下半は 4本の稜線で5本の指を表現している。内面は平滑

で還元している。型はスサを含まない土だが，外面にはスサ入り粘土が付着して

いる部分がある。本遺跡跡の主体で最も破片数が多い。 E6-04出土

17.小形のタイプ，ほぽ全体の形を知ることができる。現存全長14.3cm，下端部内幅

2.8叩，横線は 2本で中央やや下寄りにある。上・下半とも稜線を持たない。爪先

は3つ残っていて，ほりは深いが，全体に反りもなく，めりはりの無い感じを受

ける。内面は平滑，還元部分は上半の括弱でそれ以下は全く還元しない，同タイ
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第215図製鉄関連遺物12(その他)

プ別個体でも同様の還元状態を示す。外面にスサ入り粘土が若干付着する。 E6

-05出土

18.同じく小形のタイプ，現存長11.2cm，下端内幅約3.2cm，上半は中央の稜線1本だ

けが残っている。横線は 2本でやや太い。下半は 2本の稜線が残り， 3本の指を

表現している。爪先のほりは浅いが全体の反りはかなり強い。砂質だが内面は平

滑，全く還元しない。外面一部にスサ入り粘土付着。 E6-04出土

19・20.鋳型の外側にスサ入り粘土が付着した破片，横線の残る19は中位， 20は上半の破

片，双方とも内面は遷元している。 19は側面に， 20は側面と底面に 2回にわたっ

て，粘土に覆われている。 19はE6 -09， 20はE6-18出土。

21.小破片 内面に鉄のようなものが5皿ほどの厚さで付着。鋳造の失敗例?E6-

13出土
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C.ふた 鋳型のふたと考えている。長方形の粘土板の左右両端を折り曲げるか両端に粘土

帯を貼り付けるかして断面が「かすがしり状になるように成形している。

22-28. 現存長5.5~7.0叩，内面幅2.1~4.2叩，厚さ 0.8~1. 2叩ほどのばらつきがある。

内面は平滑， 27を除いてすべて還元する。総破片数39点で25を始め半数以上の外

側にスサ入り粘土が付着， 28は内面に鉄が付着する。埼玉県猿貝北遺跡ではこの

ふた状鋳型が脚部の鋳型と一体となって出土し，外側はスサ入り粘土で覆われて

いる例があるという(酒井清治氏の御教示による)。本遺跡も同様の使用法であっ

たと推定される。 22はE6 -09， 23はE6-06・08，24はE6-10，25はE6， 

26. 28はE6 -19， 27はE6-06出土

D.不明 何に使われたか不明だが鋳型であることは間違いない， 3点とも同一タイプ

29-31. 29が最も残りが良い外径6.6叩，内径4.4cm，ほどの半球形と思われ，中央に幅0.5

cm，深さ0.6叩の沈線がある。外側には別の鋳型を合わせる目印としたと思われる

焼成後につけられた沈線がある。胎土は砂質，内面は平滑， 29のみ還元しない，

すべてE6-10出土

11.鋳造関係(第211図)

32-35.発見した破片がすべて還元しないので鋳型とは区別した。用途不明，形状はほぽ

同一で長径 5~6cm，短径 4~5cm，中央上位にろうと状の穴を持つ，焼成前の

穿孔で外が1.5X2叩，内側は0.5X1叩ほどの長円形。内側は平滑で穴より上が

外反する。外は指頭痕等が残り雑な作り。胎土は砂質，総数6点， 32~35は E6

-10出土。

III.るつぼ(第212図)総数9点出土，胎土に砂粒を多く含み，焼成は良好

36.口径17.0cm，内面にアメ状の鉱津付着，内側は口縁端部まで還元。 37.推定口径

13.6cm，内面アメ状鉱津付着，内面と口縁外側まで還元， G 5出土。 38.推定口

径7.5(叩，現存高4.4cm，全面遷元， F 5出土。 39.推定口径12.0cm，内外面とも

一部還元， 009住居出土。 40.推定口径11.4cm，内面一部に鉄津付着，全面還元，

009住居出土

IV. その他(第213~216図)

A.スタンプ状土製品

41-45. 径は平均 6cm，高さ 4~6cmの球形ないし球形をつぶした形。上半には指でつま

んだ跡が残る。指は全て右手，下半は何かに押しあてたようにつぶれるものが多

く，その部分のみが還元する。胎土は砂質のスサ入り粘土， 11点出土した。 41・

45はE6 -19， 42はF5， 43はE6 -06， 44はE6出土

B.円筒状土製品

46-50. スサを含む粘土で作られ砂質でもろい。全体に厚手の作り，推定される外径は13~15
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C.不明

cm，内径は 9cmほど。何かをはめこんだのか内面に段がつくものが多い。 46・48

はF6-06， 47はE6-04出土， 49， 50は地点不明。

51.浅い溝を持つ土製品にスサ入り粘土が巻かれている。全体の形状不明，還元しな

いE6-04出土。 52. 口径10.5，現存高7.1cm，円筒状，胎土にスサは含まない，

内外面に鉄分付着，るつぽの可能性もある， E 6 -04出土。 53.現存長9.6cm，最

大幅4.1cm，いびつな角柱状の一面に断面半円形の溝をつける，この溝はさらに一

段下がる。半円形の溝の部分は平滑，胎土はスサを含まない，還元しない， E 6 

-04出土。 54.木わくに押しつけて成形，スサを含まない， 001住居出土。 55.長

径6.0，最大厚2.1cm，平らな面に棒状工具を用いて斜めの穴をあける，穴の内面

のみ還元，鋳型と同じ胎土。 56.一部のみ還元，胎土はスサを含まない， E 6出

土。 57.径4.4cmほどの円筒形，頚部がわずかにくびれ，上端はくぽんで受部とな

る，鋳型と同じ胎土だが還元しない。 58.現存長4.1cm，表面に沈線が径2.8cmほ

どの方形に巡る磨めつが激しく原形等不明，鋳型と同じ砂質の胎土。

以上，見てきたように本遺跡の製鉄関連遺物は思いのほか豊富であった。特に鋳造関係の遺

物には注目すべきものが多い。中でも脚部の鋳型は埼玉県の大山遺跡，台耕地遺跡，猿貝北遺

跡で類例が知られている(酒井清治，田中正夫氏の御教示による)。台耕地，猿貝北の例は，製

鉄関連遺構を伴うこと，時期的に近似していることなど本遺跡と類似点が多く興味深い。形態

的な比較はもちろんのこと製品の流通問題も含め，今後検討しなければいけない問題である。
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炉壁について

炉壁は製錬炉，住居跡，土拡等広い範囲で確認されたが特にE6グリッドを中心とした斜面

部から取り上げた炉壁は多量で鉄津の総量を上回ると思われる。ところで何回も述べてきたよ

うに今回の整理では炉壁について全く検討を加えられなかった。遺構に残された炉壁は炉の中

位部分が多く炉上半，炉底の様子を知ることはできない。また操業回数を復元する手掛りも炉

壁の分析にある。さらに本遺跡の場合，炉壁の中に製鉄関連遺物が多数混入している。分析を

進めれば資料の増加は確実であり，新事実の発見も予想される。このように炉壁資料の分析は

製錬炉の構造や作業工程を検討する上で避けて通れない問題といえる。まして近ごろ噴かれだ

した鉄津や炉壁の「不要論」や「廃棄論」などは，もってのほかである。

3 .製鉄関連遺構について

製錬炉は全部で6基が調査されたが061，063， 067の各製錬炉は遺存状態が悪く，本体部分の

構造の推定は不充分であった。しかし掘り方等から考えると 6基全てが半地下式の竪形炉であ

ったと言って良い。本体について言えば内径は60cm前後の円筒形ないしは長円筒形と推定され

る。炉高は最も残りの良いもので 1m弱しか残っておらず全体の高さは不明である。炉壁は一

般にスサ入りの粘土で作られ，周囲はスサを含まない粘土，山砂でうらごめされている。炉の

下部及び前庭部は049を始めとして，おおむね版築状になっており湿気抜きを意識的に行ってい

たらしいことが，うかがわれる。前庭部は炉壁等が散在した状態で発見されるものが多く，最

終的に放棄された状態だと思われるが，稼動時の使われ方は明らかにすることができなかった。

炉の後背部にはテラス状の遺構 (073)や大型羽口の出土状態 (073，074)などから送風施設が

あったことが想定される。 073や074から発見されたピットによって上屋の存在が推定されるが

具体的な構造は明らかでない。操業回数については炉の改築，大型羽口の数などを参考に 2な

いし 3固までは確認できる。

精錬炉の構造は大体次のようである。掘り方は径60cm前後の円形，炉本体は径20~50cmほど

の円形ないし，長円形である。炉壁はスサ入りの粘土が基本で，山砂のうらごめがある。下部

構造は特にみられないが場所の選定に気を使っているらしく (009，048)，湿気抜きは意識され

ていたものと思われる。なお，鋳造関係の遺物を出す炉と鍛造剥片を出す炉を比べても基本的

な構造に変化はないようである。精錬炉には製錬炉の炉壁が再利用されている例がある (009，

023)また，製錬炉を切って精錬炉が作られているものもある (048)。これらのことから，精錬

炉のあるものは製錬炉よりも時期的に新らしくなる可能性がある。

-278-



4.墨書土器について

花前遺跡群から出土した墨書土器(朱書・へラ書き・線刻も含む。)を再整理した結果. 139 

点の資料を確認した。これを遺跡・遺構ごとにまとめたものが以下の表である。この表の作成

にあたっては既報告分の資料もすべて再確認したため，報告時における資料数より，多少増加

している。

これを概観すると，遺跡群全体としては文字が書かれたものが極めて少なし記号を書いた

ものが殆どである。また文字を書いたと思われるものの中でも，判読し難い資料が多く，花前

遺跡群で主体となる時期の資料は記号が書かれたものが中心となり，また特徴といえる。

次に遺跡ごとの墨書等を見ると，花前 I遺跡では76点. II-1遺跡33点. II-2遺跡30点と

なり，花前 I遺跡での出土数が圧倒的に多い。また花前 I遺跡では f@J を主体とし，花前II

-1遺跡では「会J. 花前II-2では多種にわたる文字・記号が認められ，各遺跡で明瞭な違い

が出ている。これらをさらに，花前編年に従って，時期を明らかにし得る資料をもとにして検

討を加えることにする。

花前 IではVI期に出現する墨書・朱書土器が最も古く.046・058の資料を代表とする。ここ

ではすべて f@Jか fOJおよびこれらの変形したものであり，土師器には墨書，須恵器には

朱書で表記することを原則としており，この原則を逸脱するものは.058住居跡の須恵器に墨書

するもの 2例だけである。

次の段階であるVII期では011・024・037・039・040・047・057の資料を提示できる。やはり前

段階同様に f@J を基本とするが.011・040・057の資料の中に各 1点ずつ「会」が書かれる。

VII期では須恵器そのものが減少するために朱書される須恵器は037・057出土の 2点だけである。

しかしながらVI期に見られた朱・墨の使い分けは行なわれていたと言っても良いであろう。時

期を確定し得る墨書等はこのVII期で終わる。

花前II-1では墨書・朱書に線刻・へラ書きの資料が加わる。

I期では019出土の須恵器に線刻が認められる。またII期に相当する013・031・032の一部の

資料にも線刻が認められる。

凹期において001出土の墨書資料1点が出現し，また線刻も008に存在する。 IV期にも線刻の

資料が 1点認められる。

.以上の 1""-'IV期までは，須恵器に線刻されたものが中心で，墨書は僅かに l点である。

VI期では017の資料を提示し得るが，花前 I遺跡の同時期のものに比べて類例は少なく，須恵

器に記入した朱書の f@Jが 1例である。また007出土例もこの時期のものと考えられ，出土数

こそ少ないが，朱書 f@Jが中心になると考えられる。

VII期は資料の最も多い時期で.006・015・013・031・032が相当する。主体は「食」であるが，

この記号を付した墨書土師器 7例，線刻による土師器 l例，内黒の土師器 1例，須恵器 7例と
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なり，朱書のものは認められない。また花前 I遺跡で多く見られた'(Q)J も11-1遺跡のこの

段階では 1点もないのが特徴的である。この他には006の須恵器聾底部に「月」の文字を記入し

た1例があるが，これに関しては焼成前によるものか，焼成後によるものか判断が難しい。し

かし花前遺跡群で多く出土する字体などと比較すると達筆であり，他の墨書，朱書，線刻と同

一視できず，ここでは一応，焼成前のへラ書きとして扱う。

続く IX期では022から 1点墨書土師が出土しているが，墨書された部位の大半が欠損しており，

どのような文字・記号が書かれていたか不明である。

このように花前11-1遺跡では 8世紀から 9世紀前半までは須恵器に記号を線刻することに

始まり， VI期以降の 9世紀後半から'(Q)J と「会」の墨書，朱書，線刻が中心となり，花前 I

で見られた土師器，須恵器の違いによる表記方法の統一性が乱れているようである。あえてこ

のような表記方法の原則を看取するならばVI期に見られた朱・墨の使い分けは， VII期において

墨書の土師器と線刻の須恵器という形に変化しているといえるかもしれない。

花前11-2遺跡では花前 I・11-1よりもさらに複雑な様相を示している。

墨書等の土器が出現するのはV期からで， 003と056の資料がある。 056の資料は「会」の墨書

と「キ」の線刻と思われるものだが，墨書土器は当該期の土器群には見られない器形で， VI期

以降に普遍化する器形であり，線刻の資料も底部調整の際にできる擦痕の可能性がある。 003で

は 'OJの墨書と'(Q)Jを朱書した須恵器が各 1点ある。この 'OJ墨書須恵器底部には判読

不能な二文字がある。あえて読むならば「官取」であろうか。

VI期の資料としては018・030の出土土器があげられる。墨書で明瞭なものは・「骨」・「月」と

文字をかいた018の資料がある。 018の資料(第109図4，図版62-3)の底部に書かれた文字は

「畠」と読みとれるかもしれない。朱書は，*Jがあり，須恵器に書かれている。線刻は「キ」・

'#J・「メ」がある。ここにおいても朱・墨の使い分けがあるように見受けられる。

VII期では035・042・062の資料があり，すべて墨書となる。記載された記号は'(Q)J 1点と，

「苫J 2点がある。後者の記号はグリッド出土の資料も含めて11-1遺跡の中で最も量の多い

ものであり，また他の花前 I・11-1遺跡では類例のない資料である。

VIII期以降，墨書等の資料は減少する。 VIII期では005の線刻の資料 1点がある。 IX期では墨書と

線刻が各 l点出土しており，前者は「九J，後者は「成」の文字を書いている。

このように花前11-2遺跡では文字を記した資料が多いという点で特徴的である。

以上，花前遺跡群に見られる墨書等を時期ごとに検討した結果，次のような点を指摘できる。

まず，須恵器に見られる線刻は花前 I期から見られる。しかし墨書との関係を明確に有し，

墨書と同じレベルで把握できるものはVII期の「女」だけである。また墨書の出現も凹期から認

められるが，「会」と同様に遺跡群全体にわたって何らかの関係をもつものはVI・VII期に見られ

る'(Q)J・'OJ・「女」であり，朱書にも同じことがいえるであろう。
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このV期以降の普遍的な記号である'(Q)J・'OJ・「食」は，出土する地点の集中やぱらつき

こそあるが，すべての遺跡から出土しており，相互に関連していることが窺える。これに対し

て花前II-2で出土する墨書等の中にはこの遺跡以外では検出されない文字・記号(，古」・「件」・

「月」・「九」・判読不可能な文字)があり，花前 I・II-l遺跡出土の資料との関連性が認めら

れないものである。この点から花前II-2の独自性も看取できる。

では，この遺跡相互の関連と独自性は何を意味するものであろうか。 VI期以降の時期は花前

遺跡群の製鉄に関する遺構・遺物が顕著に認められる段階である。この中で花前II-2だけは

鉄の生産工程の第 1段階としての製錬から始まっており，鉄及び鉄器生産の一元的な工程を追

うことができる。しかし他の二遺跡では製錬に係わる遺構・遺物は認められない。墨書等から

見た結果を，製鉄に係わる背景と結びつける事はあまりに短絡的であるかもしれないが，無関

係とは言い難く，検討を要する課題である。

時期ごとに見た墨書土器の広がりには，花前遺跡群の集落内・集落聞の交流や構成を解明す

る上で重要な問題を含んでbおり，今後，他遺跡での墨書土器のあり方と比較・検討を加えてい

かなければならないであろう。

※出土地点は各遺跡での遺構番号を示す。

※※表記方法として線刻は焼成後，へラ書きは焼成前によるものとして統ーしている。

※※※総数は個体数を示し，器種に示した合計数と一致するが，表記部位の数値は 1個体に 2ケ所以上の記入が

ある資料も存在するため，総数よりも数値が大きくなるものもある。
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花前 I遺跡墨書土器一覧表

出土地点 文字・記号 表記方法
器 種 表記部位

区 分 総数
そ

備 考

杯 鉢 皿 fの也
体 体 底 底
内 外 内 外

011 4旨 墨 書 土 師 1 1 1 

H 。 昼 書 土 師 2 2 2 

M 不明 墨 書 土 師 l l 1 

H 不明 線 主リ 須 恵 l l 1 
時期の異なる流れ込みの
資料

024 。 墨 書 土 師 2 2 2 

028 。? 墨 書 土 師 l 

037 口 墨 書 土 師 1 1 1 

H 。 墨 書 土 師 2 1 l 1 1 

H O? 墨 書 土 師 1 1 

H 。? 朱 書 須 恵 1 1 l 

039 。 墨 書 土 師 1 

040 。 墨 書 土 師 3 3 3 

H 。 墨 書 土師(内黒) 2 2 2 

1/ @ 墨 書 土 師 1 1 

H 4旨 墨 書 土 師 1 l 

041 。 墨 書 土 師 1 
040からの流れ込みの資
料と考えられる

046 O? 朱 書 須 恵 1 1 1 

047 。 墨 書 土 師 2 2 2 

057 食? ?長 書 須 恵 1 1 蓋の内面に記入

058 。 墨 書 土 師 11 11 11 

H 。 墨 書 土師(内黒) 2 2 2 

H {苛可 昼 書 土師(内黒) l 1 1 

H 。 墨 書 須 恵 2 2 2 

H 。 朱 書 須 恵 4 4 4 

H O? 朱 書 須 恵 3 3 3 
小破片のため。の可能性
もある

1号捌立柱 。 墨 書 土 師 l 1 1 

7号掴立柱 。 朱 書 須 恵 l l l 

9号掘立柱 。 墨 書 土 師 1 l 

H 。 朱 書 須 恵 l 1 

10号掘立柱 。 朱 書 須 恵 1 l 1 
1 

グリッド 。 墨 書 土 師 7 7 7 

H 。 墨 書 土師(内黒) 1 1 1 

H 。 墨 書 土 師 1 1 1 

1/ 。 墨 書 土師(内黒) 1 1 l 

H σ 墨 書 土 師 2 2 2 

n 合? 墨 書 土 師 1 l 1 

H 不明 墨 書 土 師 1 1 l 「日」か?
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器 種 表記部位
出土地点 文字・記号 表記方法 区 分 総数

そ 体 体 底 底
備 考

主不 鉢 III の
内 外 内 外f也

グリッド 爪 墨 書 土 師 1 l 1 

11 ① 墨 書 土 師 1 l 1 

11 。 朱 書 ヲ頁 恵 3 3 3 

11 不明 朱 書 1頁 恵 1 1 l 

11 不明 朱 書 須 恵 2 2 2 蓋の内面に記入

言十 76 

花前II-l遺跡墨書土器一覧表

器 種 表記部位
出土地点 文字・記号 表記方法 区 分 総数

そ 体 体 底 底
備 考

均二 鉢 阻 の
他 内 外 内 外

001 E 墨 書 土 師 l l 

003 ホ 線 五リ 須 恵 1 1 

004 十 ヘラ書き 須 恵 1 l 甑の胴部に記入

006 '* 墨 書 土 自市 3 3 3 

不明 墨 書 土 師 2 2 l 

月 ヘラ書き 須 恵 1 1 l 褒の底部に記入

007 。? 朱 書 須 恵 1 1 
1 時期の異なる流れ込みの

資料

008 # 線 実リ 須 恵 1 1 1 

015 '* 線 主リ 須 恵 2 2 2 

017 。 朱 書 須 恵 l 1 1 

019 本 線 刻 須 恵 1 1 

11 十 線 実リ 須 恵 l l 1 

11 # 線 刻 須 恵 1 l 1 

013・031・032 '* 墨 書 土 師 4 4 4 

11 '* 線 実リ 土 師 1 l 

11 '* 車壊 五リ 土師(内黒) 1 l l 

11 不明 墨 書 土師(内黒) l 

11 '* 線 亥リ 須 恵 5 5 4 1 

I1 不明 線 実リ 須 恵 1 1 l 小破片のため不明

I1 # 線 実リ 須 恵 1 

11 十 ヘラ書き 須 恵 1 

022 不明 墨 書 土師(内黒) l 1 

百十 33 
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花前11-2遺跡墨書土器一覧表

器 種 表記部位
出土地点 文字・記号 表記方法 区 分 総数

そ 体 体 底 底
備 考

杯 鉢 皿 他の 内 外 内 外

003 0・口口 墨 書 須 恵 l 1 1 1 底部には 2文字記入

H 。 朱 書 須 恵 1 1 1 

" キ 線 劃J須 恵 l 1 1 

H # 線 刻 土師(内黒) 1 l 1 

005 × 線 劃j 土 師 1 l 1 

009 九 昼 書 土 師 1 1 1 

014 成 線 刻 土師(内黒) 1 1 1 

018 口.x 墨 書
須 恵 1 l 1 l 墨書は「畠」か?

線 葉。

030 * 朱 書 須 恵 2 2 1 3 
一個体は体部と底部に記
入

H キ 線 刻 須 恵 2 2 2 

" # 線 東U須 恵 1 1 1 

H 月 昼 書 土 師 l 1 1 

" * 墨 書 土 師 1 1 

" 不明 墨 書 土 師 5 5 5 

035 宮 墨 書 土 師 1 1 1 

H 不明 昼 書 土 師 l 1 1 

042 。 墨 書 土 師 1 1 l 

056 *? 昼 書 土 師 1 l 1 主体となる時期と異なる

" キ 線刻 ? 須 恵 1 l 
1 底部調整の時の擦痕の可

能性もある

062 官? 墨 書 土 師 1 l 1 

グリッド 宮? 墨 書 土 師 3 3 3 

H 不明 昼 書 土 師 3 3 3 

計 32 
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第 5節江戸時代以降

この時代に属する遺構は花前II-2遺跡本線部で検出した炭窯 9基だけである。しかしなが

ら炭窯の年代観について確実に決定し得るものは037と041だけであり ，他の炭窯については形

態や構築方法の類似点から判断して，当該期の遺構とした。

また遺物では伊万里磁器を中心として良好な資料が出土しているが，遺構に伴なったものは

少なく ，今後に問題を残している。

遺物から得られる年代観の上限は17世紀後半であり ，それ以降明治時代まで確実に年代を追

うことができる。検出した炭窯についてもこの間に操業されたものと考えて良いのではないだ

ろうか。

花前II-1遺跡では代官屋敷跡と考えられる遺構が検出されてい2;そこでの出土遺物から

考えられる年代は，今回の報告資料と矛盾しない。花前II-2遺跡本線部と花前II-1遺跡は

同ーの台地上に乗る遺跡であり ，代官屋敷跡の中心部から炭窯までの距離は，直線にして約300

mである。また花前II-2遺跡では，炭窯の他には当該期の遺構は検出しておらず，これらの

操業について密接な関係を示すと考えられる遺構は代官屋敷以外には，現在までのところ無い。

こうした場合，代官屋敷と関係する遺構は花前II-1・II-2両遺跡にまたがって，約20，000

m'を占めることになる。

当時の屋敷として構成される遺構や面積については，文献史料の調査も加えて検討を要する

問題である。

註

(1) 鈴木定明 1982 '常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書 1J (1賜千葉県文化財センター
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第川篇矢船遺跡 (217-012)



第 1章調査の方法と経過

~、、
¥ 、¥

""-¥ノ----____、

¥ _~ l5_=-9.70 
一一ー--"'_i

/ 

¥ 
""'-~ 

」
A
勾】

Eh
--
-
+
H〉

f
j
j
(
¥
 

~\ト\il\
第217図 矢船遺跡と周辺の地形 (1/2000)

矢船遺跡は，柏市船戸字矢船1519他に所在する。

遺跡は通常，下総台地と呼ばれている沖積台地の上にあって標高およそ15~16mで，周辺の

低地(水田)との比高は 5~6.5m程である。地形的にみると，利根川|から西へ入りこむ谷の最

も奥まった所に位置している。この谷は途中からさらにいくつかの小さな谷に分かれ，その l

つが遺跡の南東から北側を通って南西方向へ回りこんでいる(第217図参照)。前篇で報告した花

前II-1遺跡，同II-2遺跡や花前 I遺跡は同じ谷に面して立地している。特に花前II-1遺

跡は，北東方向に直線距離でわずかに400mしか離れていない。

発掘調査は，台地平担部の北西側3400m'についておこなった。期間は，19797 月 l 日~9 月
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第218図 グリッド配置図 (1/1000)

30日までの 3ヶ月間である。

まず公共座標をもとに20mx20mの大グリッドを設定し東から西へA・B・C…，北から南

へl・2• 3…の記号を付けた。従って各大グリッドはこれらの組合せによって表示されるこ

とになる(なお，グリッドと公共座標の関係は次のとおりである。南北方向 :A列と B列の境

がY=+10.70のライン，東西方向:1列と 2列の境がx=-9.70のライン)。さらにこの大グ

リッドを 4mx4mの小グリッド25個に分割し01から25までの番号を付した(第218図参照)。

発掘は，表土剥ぎ終了後，縄文時代以降の遺構の確認作業から始められた。同時に塚と考え

られる墳丘の調査が進められた。 7月の下旬からはこれらと併行して，旧石器時代の遺構・遺

物の有無を確認するために 2ml幅のトレンチを 2m聞かくで設定し，発掘区域の北西側から調

査を開始した。旧石器時代については遺物のまとまりが確認された段階で，順次トレンチを拡

張し調査を続けた。さらに 8月の中句からは，古墳時代の住居跡の調査も開始された。調査は

おおむね， 9月の末まで続けられ，旧石器時代のプロック11ケ所，古墳時代の住居跡2軒，土

拡 1基等の成果をあげた。なお当初「塚」と考えられていた墳丘は調査の結果ビニールごみな

どが発見され，ごく最近の単なる盛り土であることがわかったため本報告では除外した。
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第 2章遺構と遺物

第 1節旧石器時代

1 .層位と文化層

① 自然層

自然層は武蔵野ローム層上面に至るまで9枚に分層し得た。層厚は表土より武蔵野ローム層

上面まで，約 2mとなっている。

02-23酉壁 一一ー16m

(第 I層)表土層，暗褐色土層。粘性，しまりともなく空隙

が大きしヨ。厚さ約50cm。

ソフトローム(第II'層)いわゆる新期テフラ層。黄褐色で粘性がある。厚

さ約20~30cm。遺構内では局所的に存在する。

第 2黒色帯

(第II層)ソフトロームへ至る漸移層。暗褐色土層であり，

粘性，しまりとも上層に比べ強くなる。縄文土器の

包含層である。厚さ約50cm。

(第III層)いわゆるソフトローム。黄褐色を呈し空隙が大き

第219図標準層序 し=。

第IV層以下がいわゆるハードローム層にあたる。調

査時には， V層の第 I黒色帯の存在が不明瞭であり， IV層と V層との分層はできず，

結果としてIV-V層という表記にせざるを得なかった。

(第IV~V層)上記の理由で一括して一枚の層と暫定的に捉えておく。厚さ約50cm。褐色硬質

ローム。

(第VI層)A T (姶良Tn火山灰)を含む黄褐色硬質ローム。厚さ約20cm。

(第四層)武蔵野台地の第 II黒色帯に対比される。粘性があり，色調は暗褐色。厚さ約70~80

cm。

VII層に関しては上下二枚に分層することはできなかった。

(第VUI層)褐色硬質ローム。粘性がある。立II[ローム層最下層としてとらえられている。

本遺跡の自然層は以上のように分層されるが， VII層が間層帯をはさみ上下二枚に区分できな

い点を除けば，下総台地西北部通有の自然層のあり方と言えそうである。

② 文化層

本遺跡では以下のとおり， 4つの文化層に区分される。自然層としては， II層下部， III層，
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IV-V層，VII層よりそれぞれ出土している。

(第 1文化層)細身の木葉形尖頭器に代表される段階。ソフトロームに至る漸移層 (II層)よ

り出土している。単独出土であり ，ブロックは形成しない。

(第 2文化層)木葉形尖頭器に代表される段階。ソフトローム層中に包含される一群である。

第11ブロックがこれに該当する。

(第 3文化層)切り出し形のナイフに代表され，遺構として醸群を伴う段階。

ソフトローム層とハードローム層の境界付近より出土する傾向にある。武蔵野台

地のIV層下段階に対比される。第 1~ 7， 10ブロックが該当する。

(第 4文化層)平担打面を有する大型の縦長剥片を素材とするナイフ形石器に代表される段階。

VII層中より出土する傾向にある。第 8， 9ブロックが該当する。

2.ブロックと出土遺物

本遺跡では，ブロックより 280点の遺物が出土した。内訳は石器164点，醸116点となっている。

ブロックは11カ所で検出された。その内訳は操群としての性格を有するブロックが 6カ所，

石器群のまとまりが 5カ所である。

第1表 第1ブロック出土石器組成表

よぐ
黒曜石 安山岩 砂岩 珪質頁岩 頁岩 E十

数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 

ナイフ形石器 11 50 1114.3 

角錐状石器

尖 ~Jj 器

石 錐

掻 器 11 100 1114.3 

商リ 器

ピエス・エスキーユ

彫 刻刀形石器

二次加工ある(111片

使用痕ある剥片

磯 器

石 斧

敵 石

台 石

磨 石

最'I 片 11 50 11 100 21 100 11 100 5171.4 

砕 片

石 核

商1I 片

百十 21 100 11 100 11 10日 21 100 11 100 71 100 

喋・礁片 61 24 191 76 251 100 

総 2十 2 7 20 2 l 32 

F
h
d
 

円
切
d

nrh】

第 lブロック

(出土状況)

ソフトローム上部よりハードローム

上部 (lV~V層)に至る層準よ り出土

しているが，特に両者の境界付近に集

中している。レベル差は，約50cm。斜

面部に位置しているが遺物はほぼ水平

に堆積する傾向にある。平面分布は長

径約 4m，短径約2.2mの範囲にあり ，

良くまとまっており ，疎密の差は識別

し得ない。

(出土遺物)

総計32点出土している。内訳は石器

群 7点，破砕膿25点となっており ，石

器群はさらにナイフ形石器 1点，掻器

1点，剥片 5点という器種構成となっ

ている。

醸はいずれも受熱により表面が赤化



。
5cm 

2 

第222図第lフ。ロック出土遺物実測図

し，また表面が剥落しておりブロック内に飛散している。

1は二側縁加工のナイフ形石器である。横長剥片を素材としており，二側縁の刃つぶし加工

は急角度でありほぽ直角に近い。先端部が欠損している。石材は爽雑物を若干含む漆黒色の黒

曜石である。

2は幅広な大型剥片を素材とした掻器である。基部が欠損しており，剥片の先端部が部分的

に二次加工されている。石材は砂岩である。

(技術的特徴)

全体的に石器群の数量が少なく，技術的側面は検討しがたい。

ただし，ナイフ形石器に代表されるように平坦な打面を有し，先端部が主要剥離面倒に内湾

する横長剥片を生産する技術基盤が存在したことは確実である。

(母岩別資料・接合資料とブロック)

石材は黒曜石，安山岩，砂岩，珪質頁岩，頁岩の 5種をかぞえる。石器群については石材の

パラつきがあり，数量的に偏りはない。一方醸群の構成醸については砂岩，安山岩の二種の石

材がみられ，特に砂岩が数量的に優位である。母岩別資料は全体として11母岩に識別し得た。

他のブロックとの関連性はない。

接合資料は， 6例あるが，いずれも醸群中の構成醸どうしの接合例であり，ブロック内で良

くまとまり，他のブロックとの接合関係はない。

(まとめ)

醸群である。醸群の構成離はいずれも加熱され変成をうけ，いずれも破砕醸となっている。

また石器群は礁に比して極めて少なししかも破損例が多く，母岩別資料が多岐にわたる。

以上の点から本ブロックは，廃棄の様相が色濃い傾向にあるものと言えよう。
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第2表 第lブロック母岩別資料石器組成表

訟ぞき ナイフ 角錐状
尖頭器 石錐 極器

ピエス・エ 彫刻万 二次加工 使用痕
礁器 石斧 敵石 剥片 砕片 石核 礁 計

形石器 石器 スキーユ 形石器 ある剥片 ある剥片

黒曜石 1 1 l 

2 l 1 

安山岩 l 1 1 

2 5 5 

3 1 l 

砂岩 l l 9 11 10 

2 3 3 

3 3 

4 4 4 

珪質頁岩1 2 2 1 

頁岩 l 1 1 

第3表第1ブロック接合資料一覧表

接合資料 内 訳 内 廿-. 数量

1 破砕機片 A 1-21-6+ A 1-21-12+ A 2 -01-9 3 

2 破砕機片 A 2 -01-10+ A 2 -01-4 2 

3 破砕機片 A 1 -21-4 + A 1 -21-8 + A 1 -21-5 3 

4 破砕磯片 A 2 -01-15+ A 1-21-13+ A 2 -01-17+ A 2 -01一7 4 

5 破砕機片

6 破砕磯片

第 2ブロック

(出土状況)

B 2 -05-3 + A 2 -01-2 + B 2 -05-5 + A 1 -21 
5 2 +A 1-21-11 

A-1-21-1 +A-2 -1-11 2 

第4表第1プロック出土石器計測表

ソフトローム上部よりハードローム上部に至るまで出土しているが，最も濃密な層準はハー

ドローム上部である。最大レベル差は約50cmであるが，遺物集中部分では約25cmとあまりない。

第 lブロックと同様に斜面部に位置しているが，垂直分布はほぽ水平である。

平面分布は長径約6.9m，短径約3.5mとなっており北方に向かうにしたがって遺物量が漸増

する。

(出土遺物)

総計32点出土している。内訳は石器群が11点，破砕醸が21点となっている。
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ぷご
ナイフ形石器

角錐状石響

尖 頭 器

石 錐

掻 器

両日 器

ピエス・エスキーユ

彫刻万形石鋸

二次加工ある制片

使用痕あるf!J片

様 器

石 斧

餓 石

台 石

磨 石

制 片

砕 片

石 核

削 片

計

様 ・雌片

総 計

第5表第2プロック出土石器組成表

黒曜石 安山岩 頁岩 珪質頁岩 チャート 砂岩

数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 散量 % 数量 % 

11 25 

11 100 21 100 21 100 21 100 31 75 

11 100 21 100 21 100 21 100 41 100 。
12157.1 7133.3 21 9.5 

1 14 2 2 11 2 

計

数量 % 

11 9.1 

10190目9

111 100 

211 100 

32 

石器群は二次加工ある剥片 1

点と剥片10点からなる。二次加

工ある剥片は利器の断片かと思

われるが原形を復元するには至

らない資料である。

剥片はいずれも平坦な打面で，

背面側に複数の加撃方向の剥離

面を有する横長剥片である。

破砕礁は受熱により，いずれ

も赤化し，表面がクレータ状に

剥落している。

(技術的特徴)

第 1プロックと同様に石器群

の数量的な保証がなく評価しが

たい。ただし，横長剥片などか

らは第 1プロックと技術的な共

通性が看取される。

第6表第2プロック母岩別資料石器組成表

必ぞTナイフ 角錐状
尖頭器 石錐 削器

ピエス・エ 彫刻万 二次加工 使用痕
穣器 石斧 敵石 剥片 砕片 石核 際 百十

形石器 石器 スキーユ 形石器 あるfiJ片 ある剥片

黒曜石 1 1 1 

安山岩 1 5 5 

2 2 2 

3 4 4 

4 1 l 

5 1 1 

6 1 l 

頁岩 1 1 1 

2 1 1 

珪質頁岩1 1 l 

2 l l 

チャート 1 l l 

2 l 1 

3 2 7 9 

砂岩 1 1 l 

2 l 1 

-298一



。

② 

① 

④ 

一ーーーーー」 ・

も12 . 
• 

④ 

. 

. 

0.，023 

③ 

l第2プロック

②①  

&ナイフ形石器
。醗・際片
・*，J 片

第 1プロック "" I ロ使用痕のある剣片

② 

-・. 国

第223図第1・2プロック遺物出土状況図

-299ー

イA2-17

自2

2岡

関目



第7表 第2フーロック接合資料一覧表

接合資料 内 訳 内 t得そ~ 数量

1 破砕磯片 A 2 -11-8 +A 2 -11-25 3 

2 破砕磯片 A 2 -11-5 + A 2 -11-9 + A 2 -11-23 3 

3 破砕燦片
A 2 -11-6 + A 2 -11-12+ A 2 -11-13+ A 2 -11-1 

5 9 +A 2-11-24 

4 破砕傑片
A 2 -11-4 + A 2 -12-2 -2 + A 2 -12-7 + A 2 -12 

4 -8 

5 剥片の分断資料 A2-11一7 (3点) 3 

(母岩別資料 ・接合資料とブロック)

石材は黒曜石，安山岩，頁岩，珪質頁岩，チャート，砂岩の 6種となっている。母岩別資料

は16種あるが，特に器種ごとの偏りはない。

接合資料は 5例ある。内訳は破砕醸片の接合資料4例，石器の欠損資料1例 となっている。

(まとめ)

本フゃロックの基本的性格は醸群である。構成醸はいずれも表面が赤化した破損離であり ，ブ

ロック内で良く接合する。第 lブロックとの類縁関係は，母岩別資料や接合資料からは検証で

きなかったが，時期的には近接していることが想定される。

第8表 第3ブロック出土石器組成表

よぐ
黒曜石 安山岩 珪質頁岩 チャ卜 頁 岩 Z十

数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 

ナイフ形石器 31 9.7 31 5.3 

角錐状石器

尖 頭 器

石 錐

領 器

間リ 器 1 5 I1 18 

ピエス・エスキーユ

彫刻力形石器

三次加工ある剥片 l 5 I1 18 

使用痕ある剥片 I1 25 I1 100 21 3 5 

様 器

石 斧

蔽 石

台 石

磨 石

剥 片 4112.9 31 75 51 25 121211 

砕 片 24177.4 131 65 I1 100 38166.7 

石 骸

自IJ 片

計 311 100 41 100 201 100 I1 100 I1 100 571 100 

傑・機片

総 言十 31 4 20 l l 57 
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第 3ブロック

(出土状況)

ソフトローム上部より V層に至る

まで出土しているが，最も集中して

いる層位はハードローム上部(IV~V

層)である。最大レベ/レ差約70cm，

集中部分では約30cmとなっている。

全体としてほぽ水平堆積を示す。

平面形は長径約 6m，短径約5.5m

となっており西半部に集中部分が存

在する。器種ごとの分布に偏りはみ

られない。

(出土遺物)

総計57点出土した。石器組成はナ

イフ形石器3点，削器 1点，二次加

工ある剥片 1点，使用痕ある剥片2

点，剥片12点，砕片38点となってい
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る。

1~3 はナイフ形石器である。いずれも横長剥片を素材としており二側縁加工，切り出し形

を呈する。

4は同様に横長剥片を素材とした削器である。下端部とー側縁に二次加工がほどこされてい

る。

(技術的特徴)

石核がなく剥片生産技術については不明な点が多いが，ブロック内に残存する剥片は平坦な

打面より求心的に加撃することによって得られた横長剥片によって構成されることが推察され

る。

石器調整の痕跡は調整剥片があることからその存在が肯定されよう。

(母岩別資料，接合資料とブロック)

石材は黒曜石，安山岩，珪質頁岩，チャート，頁岩の 4種，母岩は 7種をかぞえる。

母岩別資料は器種ごとの組成に偏りはあまりない。チャート製の使用痕ある剥片を除き，他

の利器はいずれも剥片および砕片と共存している。したがって利器については，本ブロック内

で製作された可能性が高い。

接合資料は一例ある。大型剥片の分断資料でありアクシデンタルな割れ方を呈している。

(まとめ)

横長剥片を素材とした黒曜石製のナイフ形石器を主要な組成とした一群である。技術的側面

については，利器の素材となり得るような大型制片が存在せず，調整剥片(砕片)が多く存在

することから石器調整の段階を強く反映したブロックと言えよう。時期的には第 1，第2ブロ

ックの醸群とはほぼ同時期であり，本ブロックを場の機能の違いとして捉えられ，醸群と一体

化して考えることも可能である。

第9表 第3プロック母岩別資料石器組成表

令ぞTナイフ 角錐状
尖頭器 石錐 削器

ピエス・エ 彫刻l万 二次加工 使用痕
機器 石斧 敵石 剥片 砕片 石被 様 計

形石器 石器 スキーユ 形石器 ある剥片 ある剥片

黒曜石 l 3 4 24 31 

安山岩 l l 3 4 

珪質頁岩1 2 6 9 

2 l 3 6 10 

3 1 l 

チャート 1 1 l 

頁 岩 l l l 

内 訳

第10表第3ブロック接合資料一覧表

内 ""・廿

剥片の分断資料 I B 2-11-8 +B 2-16-13 

。。
A
U
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d
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第225図第3ブロック出土遺物実測図

第11表第3プロック出土石器計測表

大きさ(叩) 打面 欠損 欠調 使用痕
No.遺物番号 器 種 刃角 重量(g)指図番号 調整の位置 使用痕 石材 その他

長さ幅厚さ の形状 の有無 部位 の有無

1 1 B -2-16-24 ナイフ形石器 2.7 0.9 0.6 60' 1.4 225-1 ー側縁 有 基部 無 黒曜石

21 B-2-16-6 11 2.8 1.2 0.7 関. 1.7 11 -3 11 無 H 11 

31 B-2-16-29 11 2.9 1.1 0.6 45' 1.7 11 -2 11 11 有 刃こぼれ 11 

4 1 B-2-16-3 削 器 2.2 0.8 0.8 2.4 11 -4 H 無 珪質頁岩

51 B-2-16-31 使用痕あるJlJ片 3.8 2.4 1.3 10.2 H 有 刃こぼれ 安山岩

61 B-2-16-2 11 4.1 3.4 。目8 8.0 平坦 無 有 11 チャート

第12表 第4プロック出土石器組成表

よミf珪質頁岩 黒晒石 花闘岩 計

数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 

ナイ 7形 石 器

角錐状石器

尖 頭 器

石 錐

鏑 器

商H 場

ピエス・エスキーユ

彫 刻万形石器

二次加工ある剥片

使用痕あるJlJ片

聾 器

石 斧

敵 石

台 石

閤 石

剥 片 3 123.1 3117.6 

砕 片 10176.9 41 100 14182.4 

石 核

闘。 片

計 131 100 41 100 。 171 100 

碑 ・膿片 11 100 11 100 

総 計 13 4 1 18 

第 4プロック

(出土状況)

ソフトローム下半部に至るまで幅広く分布してい

るが，特に集中しているのはハードローム上部であ

る。最大レベル差約6伽n。

平面形は長径約 3m，短径約2.2mとなっておりほ

ぽ均一な分布密度を呈する。

(出土遺物)

総計18点出土した。内訳は醸l点，剥片3点，砕

片14点となっている。

剥片・砕片はいずれも幅広な横長剥片によって構

成されており，その面構成より平坦な打面から求心

的に加撃され生産されたことを物語る。

礁は長さ8.2佃，幅4.8佃，厚さ2.3佃，重さ122.5

gであり，特に敵打痕，摩耗痕は観察されなかった。

(技術的特徴)

前項で示したとおり横長剥片を生産した痕跡がう

かがわれる。
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第13表 第4プロック母岩別資料石器組成表

よそぎ
ナイフ 角錐状

尖頭器 石錐 削器
ピエス・エ 彫刻j刀 二次加工 使用痕

機器 石斧 敵石 ~J片 砕片 石核 様 2十
形石器 石器 スキーユ 形石器 ある蜘l片 ある剥片

珪質頁岩l l 

2 3 9 12 

黒曜石 1 4 4 

花樹岩 1 l 1 

(母岩別資料，接合資料とブロック)

石材は珪質頁岩，黒曜石，花嗣岩の 3種，母岩別資料は 4種をかぞえる。

珪質頁岩 2は隣接する第 3ブロックとの共通性があり ，互いの同時性が推察される。接合資

料はない。

(まとめ)

利器がなく ，調整剥片が優占しており ，剥片は少ない。石材としては珪質頁岩を主体として

いる点が注目される。珪質頁岩の母岩別資料は第 3ブロックとの共通性が認識される。

第14表 第5ブロック出土石器組成表

器xf黒曜石 安山岩 頁岩 連質頁岩 砂岩 E十

数抵 % 数lill % 数量 % 数抵 % 数量 % 数量 % 

ナイ 7形石器 l 20 l 10 

角錐状石器

尖 頭 器

石 錐

掻 器

同リ 器 1 I 20 l 10 

ピエス・エスキーユ

彫刻万形石器

二次加工ある刺片

使用痕ある*，J片

膿 器

石 斧

敵 石

台 石

磨 石

剥 片 2 I 100 1 I 100 2 I 40 5 I 50 

砕 片 2 I 100 20 3 I 30 

石 被

南IJ 片

計 2 I 100 2 I 100 1 1 100 5 1 100 。 101 100 

様 ・ 様片 1 1 100 1 1 100 

総 3十 2 2 1 5 l 11 

-305-

第 5プロック

(出土状況)

漸移層からハー ドローム層上部に至

るまで広範に分布しているが，特にソ

フトローム層中より多く出土した。最

大レベル差約 1m。

平面形は長径約3.5m，短径約1.4m

であり東西方向に細長く分布している。

(出土遺物)

総計11点出土した。内訳は醸 l点，

石器群10点である。石器組成はナイフ

形石器 1点，削器 1点、，剥片 5点，砕

片3点となっている。

lはナイフ形石器である。幅広な剥

片を素材となっているものと思われる

が，先端部の破片のため詳細は不明で

ある。

(母岩別資料，接合資料とブロック)
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第226図 第 5フゃロック遺物出土状況図
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石材は黒曜石，安山岩，頁岩，珪質頁岩，砂岩の 5

種をかぞえ，数量に比して石材がヴァラエティに富む。

母岩別資料については器種ごとの偏りは特にない。接

合資料はない。

(まとめ)

数量が11点と極めて貧弱であり，内容的評価はなし
第227図 第5ブロック出土遺物実測図

得ない。

第15表 第5ブロック母岩別資料石器組成表

よそぎナイフ 角錐状
尖頭器 石錐 削器

ピエス・エ 彫刻万 二次加工 使用痕
機器 石斧 敵石 剥片 砕片 石核 磯 計

形石器 石器 スキーユ 形石器 ある剥片 ある剥片

黒 暖石 1 2 2 

安 山岩 l 2 

頁岩 1 1 1 

珪質頁岩1 1 l 2 1 5 

砂岩 1 1 l 

第16表 第5ブロック出土石器計測表

第17表 第6ブロック出土石器
組成表

よく:
安山岩 不 明 計

数量 % 数量 % 数量 % 

ナイフ形石器

角錐状石器

尖 頭 器

石 錐

掻 器

向。 器

ピエス・エスキーユ

彫刻万形石器

二次加工ある剥片

使用痕ある剥片

磨 石

雪地 片

砕 片

石 核

自リ 片

言十 。 。
礁・機片 l 201 4 8011 5 100 

総 2十 l 4 5 

第 6プロック

(出土状況)

ハードローム上部(IV~V層)よりレベル差がほとんど

なく重なりあうように出土している。

(出土遺物)

醸片 4点，醸 l点，計5点出土したにとどまる。醸片は

いずれも熱せられ破砕している。完形醸は片面にスス状の

黒色付着物が観察される。

(母岩別資料，接合資料とブロック)

母岩別資料は 2種である。

接合資料は第10ブ、ロックとの破砕礁の接合例がある。

(まとめ)

ごくせまい範囲に分布する醸 2個体分のブロックである。

接合資料より第10ブロックとの同時性が検証された。
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第18表 第6ブロック母岩別資料石器組成表

訳

第19表第6ブロック接合資料一覧表

内 容内

破砕機片
C 3 -01-2 + C 3 -01-3 + C 3 -01-5 + C 3 -01-
6 + D 3 -03-4 + D 3 -03-10 

第 7プロック

(出土状況)

ソフトローム上部よりハードローム上面にかけて出土している。特に集中している層準はソ

フトロームとハードロームの境界付近である。最大レベル差約50cm，密集部分では約25cmとな

っている。

(出土遺物)

総計34点出土した。そのうち28点が破砕醸片であり，石器群は 6点をかぞえる。

第20表第7ブロック出土石器組成表 石器組成は二次加工のある剥片 1

点，使用痕ある剥片 1点，剥片 4点と

l託ぐ
安山岩 砂 岩 チャート 頁 岩 不明 Z十

数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 

ナイフ形石器

角錐状石器

尖 頭 言E

石 錐

撞 器

自リ 器

ピエス・エスキーユ

彫刻万形石器

次加工ある*'1片 1 20 1 116.7 

使用痕ある軒l片

様 器 1 1 100 1 116.7 

石 斧

献 石

台 石

磨 石

朝j 片 4 80 4 166.7 

砕 片

石 骸

同リ 片

E十 。 。 5 1 100 。 1 1 100 6 1 100 

礎 ・ 礁片 5 117 9 2 1 7.1 7 125.0 1 1 3.6 13146.2 281 100 

Ft 5十 5 2 12 14 34 

n同
d

ハ
u
q〈
d

なっている。

lは片刃操器である。周平な円躍を

素材として一端に粗雑な調整をほどこ

してある。全面にわたって赤化してお

り，熱せられた公算が高い。

(技術的特徴)

幅広で横長に近い剥片やそれを素材

とした利器が出土しているが，数量が

少なく，技術的側面を評価するに至ら

ない。

(母岩別資料，接合資料とブロ ック)

石材は不明を除き 5種，母岩別資料

は17種をかぞえる。出土量に比して母

岩別資料が多く石器群は単独で、ある場

合がほとんどである。

醸群の構成離は12個体となっており，
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第230図 第 7ブロック出土遺物実測図

多岐にわたる。

接合資料は 5例あるがいずれも破砕醸片どうしの接合例である。

(まとめ)

本ブロックの性格は醸群である。他のブロックとの接合例がなく ，自己完結的である。

第21表 第 7ブロック母岩別資料石器組成表

よぞき ナイフ 角錐状
尖頭器 石錐 削器

ピエス・エ 彫刻万 二次加工 使用痕
様器 石斧 蔽石 剥片 砕片 石核 E量 計

形石器 石器 スキーユ 形石器 ある蜘l片 ある剥片

安山岩 1 3 3 

2 2 

砂岩 l l 1 

2 1 

チャート l l l 2 

2 1 l 

3 l l 

4 3 3 

5 4 4 

頁岩 l l 

不 明 l l l 

2 8 8 

3 2 2 

4 l l 

5 l 

6 l l 

チャート 6 1 l 

句
E
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第22表第7ブロック接合資料一覧表

接合資料 内 訳 内

l 破砕磯片 B 3 -16-8 + B 3 -16-15 

2 破砕傑片 B 3-11-5 +B 3-16-9 +B 3-16-7 

3 破砕磯片 B 3 -16-17+B 3 -16-19 

4 破砕機片 B 3 -11-8 + B 3 -11-9 + B 3 -12-3 

5 破砕磯片 B 3 -16-18+ B 3 -16-16 

第23表第7ブロック出土石器計測表

第24表 第8ブロック出土石器
組成表

ふと
頁岩 珪質頁岩 言十

数量 % 数量 % 数量 % 

ナイフ形石器

角錐状石器

尖 重圃 器

石 錐

掻 器

削 器

ピエス・エスキーユ

彫刻万形石器

二次加工ある量1)片

使用痕ある剥片 1 1 100 1 133.3 

理量 器

石 斧

敵 石 1 50 1 133.3 

ムロ 石

磨 石 l 50 1 133.3 

剥 片

砕 片

石 被

間リ 片 。
計 2 1 100 1 1 100 3 1 100 

磯・機片 1 1 100 1 1 100 

乍信相ヨF

総 計 3 l 4 第231図 第 8フゃロック出土遺物実測図
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第 8ブロック

(出土状況)

VII層中部より出土している。径約1.2mの範囲に分布しており散漫な出土状況を呈する。

(出土遺物)

総計4点と数量的に少ない。内訳は醸，敵石，磨石，使用痕ある剥片各 1点となっている。

このうち磨石は表面採集資料である。

1は敵石である。長軸方向の一端にわずかに敵打痕が観察される。全面的に摩耗痕もあり，

磨石との兼用も考えられる。

(技術的特徴)

石器群の数量が少なく検討に堪えない。

(母岩別資料，接合資料とフ令ロック)

石材は珪質頁岩，頁岩の 2種がある。母岩別資料は 4母岩あり，いずれも単独資料となって

いる。接合資料はない。

(まとめ)

ブロックとしては極めて小規模である。いずれも利器である点が本ブロックの石器群の特徴

と言えそうである。

第25表第8プロック母岩別資料石器組成表

台きき ナイフ 角錐状
尖頭器 石錐 削器

ピエス・エ 彫刻刀 一次加工 使用痕
様器 石斧

形石器 石器 スキーユ 形石器 ある剥片 ある剥片

頁岩 1

2 l 

3 

L珪一一一質一一一頁一岩 I
l 

第26表第8ブロック出土石器計測表

大きさ(叩)
重量(g)

打面 欠損 欠損
No.遺物番号 器 種 刃角 指図番号 調整の位置

長さ幅厚さ の形状 の有無 部位

1ID-2-13-1 使用痕ある剥片 3.2 4.0 1.2 14.5 平坦 無

2 I D-2-13-2 敵

3ID-2-13-3 磨

第 9プロック

(出土状況)

石 9.3 5.7 

石 15.1 9.0 

3.6 276.0 231ー 1 11 

7.7 1020 11 

敵石 剥片 砕片 石核 機 計

l 

1 

l 

使用痕
使用痕 石材 その他

の有無

有 一側縁 珪質頁岩

11 
全面に磨頁

痕
岩

" 11 11 

VII層の上部から下部に至るまで出土している。径約1.2mの範囲に分布しており第8ブロック

と同様に散漫な分布状況を呈する。

(出土遺物)

一 314



第27表 第9プロック出土石器組成表 総計5点出土している。内訳は醸 1点，醸器 1点，

ナイフ形石器 l点，制片 2点となっている。

よミご
安山岩 頁岩

数量 % 数量 % 

ナイ 7形石器 1 1 100 

角 錐状石器

尖 頭 器

石 錐

揖 器

削 器

ピエス・エスキーユ

彫刻;刀形石器

二次加工ある剥片

使用痕あるflJ片

様 器 1133.3 

石 斧

敵 石

台 石

磨 石

制 片 2166.6 

砕 片

石 核

削 片

計 31 100 11 100 

礁・ 様片

総 計 3 I 

チャート

数星 % 

。
1 1 100 

1 

計

敏盤 % 

1 125.0 

1 125.0 

2150.0 

4 1 100 

1 1 100 

5 

1はナイフ形石器である。平坦な打面を有する縦

長剥片を素材として二側縁加工，先端部が欠損して

いる。 2は片刃の醸器である。円離を素材としてい

る。風化が著しく表面にはひび割れが観察される。

(技術的特徴)

ナイフ形石器より平坦な打面より縦長剥片を生産

する技術基盤が背後に存在したことがうかがわれる。

(母岩別資料，接合資料とプロック)

石材は安山岩，頁岩，チャートの 3種である。母

岩別資料は 5母岩あり，いずれも単独資料である。

接合資料はない。

(まとめ)

石器群としてナイフ形石器，醸器を保有する。数

量的に貧弱なプロックである。

第28表第9プロック母岩別資料石器組成表

台ぞTナイフ 角錐状
尖頭器 石錐 削器

ピエス・エ 彫刻万 一次加工 使用痕
穣器 石斧 敵石 制片 砕片 石核 楳 計形石器 石器 スキーユ 形石器 あるfiJ片 ある剥片

安 山岩 1 1 1 

2 1 1 

3 1 1 

頁岩 1 l 1 

チャー卜 1 1 1 

第29表第9プロック石器計測表l
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第10プロック

(出土状況)

。

第233図 第9ブ、ロック出土遺物実測図

5cm 

11層よりVII層上部に至るまで広範囲に出土しているが，集中している層準はソフトロームと

ハードロームとの境界付近である。レベル差約 1m。本ブロックの位置する地区は北方へ傾斜

する地形となっており，石器群も傾斜に沿って分布している。

平面形は長径約7.5m，短径約4.0mとなっており，利器，喜朗j片，砕片，醸の分布にそれぞれ

偏在性がある。

本ブロックの北西端には醸片のまとまりに近接して炭化物の集中地点がある。規模は経約2.5

mの円形プランで確認面(ハードローム上面)より約50cmの深さがある。

(出土遺物)

総計42点出土した。内訳は石器群32点，醸，醸片10点となっている。石器組成は削器 1点，

二次加工ある剥片 4点，使用痕ある剥片 l点，磨石 1点，剥片11点，砕片14点である。
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第235図 第10ブロック出土遺物実測図

第30表第10プロック母岩別資料石器組成表

よそぎ ナイフ 角錐状
尖頭器 石錐 削器

ピエス・エ 彫刻万 二次加工 使用痕
諜器 石斧 敵石 剥片 砕片 石核 磯 計|

形石器 石器 スキーユ 形石器 あるfiJ片 ある剥片

安山岩 l l 1 I 
2 1 

3 3 

花岡岩 l 1 l 

頁 岩 l l I 

2 l l 

3 l l 2 

4 l 2 l l 5 

珪質頁岩l l l 

2 l 1 

3 1 l 

4 1 7 8 

5 1 6 ‘7 

チャート 1 l l 

2 l l 

3 3 3 

玄武岩 1 2 2 

不明 l 2 2 
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第31表 第10ブロック出土石器組成表

よど
安山岩 花崩岩 頁岩 珪質頁岩 チャート 玄武岩

数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 

ナイフ形石器

角錐状石器

尖 頭 器

石 錐

掻 器

削 器 1 112.5 

ピエス・エスキーユ

彫刻刀形石器

二次加工ある剥片 2 1 25 1 1 5.6 1 1 50 

使用痕ある剥片 1 112.5 

醸 器

石 斧

破 石

ふ口南 石

磨 石 1 25 

事リ 片 3 1 75 4 501 3 16.7 1 1 50 

砕 片 14177.8 

石 核

自IJ 片

言十 4 1 100 。 8 1 100 181 100 2 1 100 。
礁 ・機片 l 10 l 10 l 10 3 1 30 2 1 20 

総 計 5 1 9 18 5 2 
L一一一

の打面部にあたる。

不明

数量 % 

。
2 1 20 

2 

計

数量 % 

4 112.5 

1 1 3.1 

11134.4 

14143.8 

321 100 

101 100 

42 

醸片はいずれも受熱に

より破砕された資料であ

る。

1， 2は二次加工ある

剥片， 3は削器である。

1は平坦打面を有する

横長剥片を素材としてお

り剥片の先端部のー側縁

に二次加工か明察される。

2は横長剥片を素材と

しており，左側縁上部に

部分的な二次加工があ

る。二つに分断されてい

るが，これは何らかの利

器の製作を意図して実施

された調整の途中でアク

シデンタルに割れたもの

と考えられる。二次加工

のある部分はもとの剥片

3も1'"'-'2と同様に横長剥片を素材としている。全周にわたって二次加工が存在する。二次

加工面は平坦である。

(技術的特徴)

まず剥片生産技術については石核が出土していないため詳細は不明である。ただし平坦打面

を有し，先端部が内湾する幅の広い剥片を生産した技術基盤が存在したことは確実である。

石器調整技術についてはその段階を反映した調整剥片が存在することのみを付記するにとど

めておく。

(母岩別資料，接合資料とブロック)

石材は不明を除き 6種，母岩別資料は不明を入れ18種をかぞえる。

石器群については石材として珪質頁岩が多用されている。

母岩別資料は剥片，砕片類を中心としているが，中で注目すべき資料は頁岩4である。頁岩

4の母岩別石器組成は二次加工ある剥片 2点，削器，使用痕ある剥片，剥片各 1点であり，ブ

ロック外で製作され完成品としてブロック内に搬入されたことがうかがわれる。

全体的に利器は単独資料であることが多い。
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接合資料は 4例あり，破砕醸2例，石器群の接合例2例となっている。前者は熱によって破

砕している醸片どうしの接合例，後者は調整途中の欠損例(接合資料2)と平担打面を有する

横長剥片どうしの接合例(接合資料4)である。

特筆すべき点は接合資料4である。本資料は第6プロックとの接合関係がありEいの同時性

がうかがえる手がかりとなっている。

第6プロックと本プロックとは東西方向に約10mの距離を隔てて互いに対峠している。

(まとめ)

本プロックの基本的性格は醸群であろう。炭化物の生困については，人為的か自然的要因に

よるものかは判然としない。

第32表第10プロック接合資料一覧表

接合資料 内 訳 内 廿"‘' 

1 磯 片 D2-23ー19+D 2 -23-21 

2 二次加工ある剥片 D 3-03-14+D 3-03-15 分断資料

3 砕片2点 D3-03ー26→D3-03-23 

4 礁 片 D 3-03-4 +D 3ー03-10(第6プロックに接合)

第33表第10プロック出土石器計測表

大きさ (cm)
No.遺物番号 鱒 種

長さ

1 10-3-03-29 削 器 6.0

2 10-3-02-5 二次加工ある*，J片 1.8 

3 10-3-03-12 1/ 5.7 

4 10-3-03.14 1/ 4.8 

15 

510-2-23-17 使用痕ある剥片 2.8 

6 10-2-23.12 磨

第11プロック

(出土状況)

石 4.8

幅 厚き

3目7 1.0 

1.2 0.6 

3.2 1.0 

3.4 1.5 

2.4 6.5 

5.7 3.7 

刃角 重量(g)掃図番号
打面 欠損

調聾の位置
の形状 の有無

26.5 235-3 一側縁 平坦 有

1.2 全面 1/ 

148.2 235-1 一側辺 平坦 無

17.5 235-2 一側縁部分
M 

的

4.0 平坦 1/ 

19.4 有

欠損 使用痕
使用痕

部位 の有無

側縁 無一

1/ 1/ 1-

有 刃こIgれ

無

有 刃こぼれ

半割 有 磨耗痕

数量

2 

2 

石材 その他

頁 岩

チャート
ピエス・エス
キーユ(1)

珪質頁岩

頁 岩接合

安 山 岩

ソフトローム上部よりハードローム上面に至るまで分布しているが，最も分布が濃密な層準

はソフトローム中である。全体の堆積状況はほぽ水平であり，制片と相対的に重量の大きな醸

片との聞にはレベル的に大きな差異はない。

平面形は長径約3.5m，短径約2.2mの長楕円形を呈する。醸の多くは中史部に密に分布し，

剥片がその周辺に散在する傾向にある。

(出土遺物)
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第34表 第11プロック出土石器組成表

よく:
黒曜石 安山岩 花嗣岩 頁岩 不明

数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 

ナイフ形石器

角錐状石器

尖 頭 器

石 錐

撞 器

同リ 器 1111.1 

ピエス・エスキーユ

彫刻万形石器

二次加工ある刺片

使用痕ある剥片

磯 器

石 斧

敵 石

ムロ 石

磨 石

剥 片 8 188.9 5 162.5 

砕 片 1 1 100 2 125.0 

石 核 1 112.5 

商リ 片

計 1 1 100 9 1 100 。 8 1 100 。
礁・磯片 6 126.1 5 121. 7 12152.8 

総 計 l 15 5 8 12 

削器と考えたほうが良いのかもしれない。

計

数量 % 

1 1 5.6 

13172.2 

3116.7 

1 I 5.6 

181 100 

231 100 

41 

出土状況より本ブロックの性格は醸

群であることが知れるが，出土量は石

器群が18点に対して醸群の構成醸23点

となっており，数量的に措抗している

と言えよう。

石器組成は木葉形尖頭器 1点，石核

l点，剥片13点，砕片 3点となってい

る。

1は石核である。基部が折断された

ぶ厚い剥片の切断面，主要剥離面を折

面として横長剥片を生産している。

2は木葉形尖頭器であろう。半両面

加工となっており裏面およびー側縁に

自然面が残存している。また他のー側

縁には素材剥片の打断面が残存してい

る。片面には全面にわたって平坦な剥

離面がみられる。全体の形状は左右非

対称形となっており尖頭部に鋭さを欠

くところから尖頭器というよりむしろ

醸群の構成離はいずれも熱によって破砕されており完形礁は存在しない。

(技術的特徴)

石核より剥片を素材として横長剥片を生産する剥片生産技術が明らかとなったが生産された

うちブロック内に残された剥片は少ない。また木葉形尖頭器によりいわゆる「ポイン卜剥片」

の存在も予想されたが，ブロック内では皆無であった。

先述の剥片生産技術により生産された横長剥片は小型で，木葉形尖頭器の目的剥片となり難

い。生産された剥片がその後どのような器種の目的剥片となり得たかは不明である。

(母岩別資料，接合資料とブロック)

石材は不明な例を除き 4種，母岩別資料は不明 3種をあわせ計14種を識別し得た。

石材としては安山岩が他の石材に比して多い傾向にあるが，全体的に資料の数量が少なし

統計的な有意差は明らかにすることはできなかった。

母岩別資料のうち剥片生産技術を反映した好例は頁岩 1である。他はいずれも器種に偏りが

みられる。

頁岩 1は先述した剥片素材の石核，剥片，砕片によって構成されている。平坦打面を有し，

-322-



三与三y

~ 
ζ二コ 2 

。 5c. 

第237図 第11ブロック出土遺物実測図

先端部が内奇した横長剥片が生産されたことを示している。

醸群は 7個体出土したがいずれもブロック内で良く接合している。大きな推定径 7~12cm程

度の拳大の離である。

接合資料は 8例存在したが，醸6例，剥片の分断資料2例となっている。

(まとめ)

本ブロックは醸群である。石器群は利器の素材となり得る目的剥片はない。母岩別資料と接

合資料より他のブロックとの類縁関係をうかがわせる資料はない。

第35表 第11ブロック接合資料一覧表

接合資料 内 訳 内 廿~ 数量

1 破砕機片 E 3 -15-4 + E 3 -15-7 + E 3 -20-23 3 

2 破砕機片 E 3 -20-2 + E 3 -20-15+E 3 -20-15+ E 3 -20-35 3 

3 破砕機片
E 3 -20-3 +E 3 -20-5 +E 3 -20-10+E 3 -20-

5 
12 + E 3 -20-20 

4 破砕機片
E 3 -20-17+ E 3 -20-18+ E 3 -20-23+ E 3 -20一

5 36+ E 3 -20-37 

5 破砕機片 E 3 -20-13+ E 3 -20-14+ E 3 -20-16 3 

6 剥片の分断資料 E 3 -20-7 + E 3 -20-25 2 

7 破砕機片 E 3 -20-6+ E 3 -20-19 2 

8 剥片の分断資料 E 3 -15-2+ EI3-15-1 + E 3 -20-8 + E 3 -20 4 
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第36表 第11ブロック母岩別資料石器組成表

よぞき ナイフ 角錐状
尖頭器 石錐 削器

ピヱス・エ 彫刻j万 一次加工 使用痕
穣器 石斧 敵石 剥片 砕片 石核 様 計形石器 石 器 スキーユ 形石器 あるま申j片 ある剥片

黒曜 石 l l 1 

安山 岩 1 l l 

2 l 1 

3 3 3 

4 2 2 

5 2 2 

6 6 6 

花樹岩 1 5 5 

頁 岩 l 4 2 1 7 

2 l 1 

不明 1 3 3 

2 6 6 

3 3 3 

第37表第11ブロック出土石器計測表

第38表 ブロック外出土石器組成表

民
メノウ 珪質頁岩 不明 計

数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 

ナイフ形石器 1 1 100 1 1 25 

角錐状 石器

尖 頭 器

石 錐

掻 器

掻 器

向。 器 1 133.3 1 1 25 

ピエス・エスキーユ

彫刻刀形石器

二次加工ある剥片

使用痕ある剥片

様 器

石 斧

敵 石

台 石

磯 器 1 133.3 1 1 25 

剥 片

砕 片 1 133.3 1 1 35 

石 核

両日 片

計 1 1 100 31 100 。 4 1 100 

磯・ 礁片 1 1 100 1 1 100 

総 計 l 3 l 5 

プロック外出土石器

いずれもIV"'-'V層に対比される層準より出土した

資料である。総計5点出土した。

1はナイフ形石器である。横長剥片を素材として

おり，二側縁加工，全体の形状を細身の切り出し形

に整形している。

2はピエス・エスキーユである。上下両端に微細

な刃がつぶれがある。載断面はない。

3は円醸と素材とした醸器である。片面加工であ

り，全周の約%に調整がほどこされている。剥離面

は大きく横長剥片が剥離されたことが理解される。

したがって石核の可能性も否めない。

表面採集石器

出土位置が明らかではないものを一括した。

総計45点出土した。

lは使用痕ある剥片である。平坦打面を有する横
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長剥片を利用しており，先端部に刃こぽれが連続的に観察される。

2はー側縁加工のナイフ形石器である。横長剥片を素材としている。基部が欠損している。

3は削器である。縦長剥片を素材としてー側縁に二次加工がほどこされている。右側縁は平

坦な第一次剥離面が残り，尖鋭ではない。上層の古墳時代の住居跡の覆土中より出土した。

4はナイフ形石器である。背面側に自然面を残す剥片を素材としておりー側縁に刃つぶし加

工の痕跡が残存している。基部は欠損している。

5は石核である。上下両端に節理面がみられ，全体の形状は両極加撃によってまず整えられ，

のちに正面下半部にみられるように右方より横長剥片が一枚剥離されている。
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6は砥石である。円醸を素材として両面を利用している。方向は不規則である。上端部が加

熱により赤化し脆弱となっており欠損している。

第40表表面採集石器組成表

よく:
黒 躍石 安山岩 玄武岩 花岡岩 流紋岩 頁岩 珪質珪岩 砂岩 チャート 不明 計

数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 数量 % 

ナイフ形石器 1 1 50 1 1 100 1 133.3 3111.5 

角錐状石器

尖 頭 器 1 133.3 1 1 3.8 

石 錐

掻 器

削 器

ピエス・エスキーユ 2 118.2 2 1 7.7 

彫刻万形石器

二次加工ある剥片 1 1 50 11 9.1 2 1 7.7 

使用痕ある剥片 1 1 25 1 1 3.8 

機 器

石 斧

敵 石

台 石

砥 石 1 1 100 1 1 3.8 

蜘l 片 2 166.6 1 1 100 1 133.3 1 1 25 5 145.5 10138.5 

砕 片 1 133.3 2 1 50 11 9.1 4 115.4 

石 核 2 118.2 2 1 7.7 

商リ 片

計 3 1 100 2 1 100 1 1 100 。 1 1 100 3 1 100 4 1 100 1 1 100 111 100 。 261 100 

機・醗片 4 121.1 2 110.5 4 121.1 2 110.5 7136.8 191 100 

総 計 3 6 l 2 l 3 4 5 13 7 45 

第41表表面採集石器計測表

大きさ (αn) 打面 欠損 欠損 使用痕

No遺物番号 器 種 刃角 重量(g)掃図番号 調整の位置 使用痕 石材 その他

長さ幅厚さ の形状 の有無 部位 の有無

1IC-2-19-4 槍先形尖頭器 5.8 2.0 1.0 -1 12.5 239-6 有 両端 頁 岩

2 1 B -2 -04. 2 ナイフ形石器 3.0 2.5 1.1 6.3 11 -4 一側縁ワ IJ 基部 無 IJ 

3IA-2-01-1 IJ 3.3 1.7 1.0 5.0 IJ -2 IJ ? IJ IJ IJ 安 山 岩

4IC-3-12-6 IJ 3.4 1.6 0.5 1.7 IJ ワ IJ 先端部 流紋岩 風化が顕著

5イ-001-2 二次加工ある剥片 5.2 3.1 1.3 25.5 239-3 平坦 M IJ 無 安 山 岩

61C-、 21-2 使用痕ある剥片 1.8 3.0 0.7 2.0 " -1 IJ 無 H 有
先端刃こ11

珪質頁岩
11 

7IC-3-14-12 ピエス・エスキーユ 2.5 1.8 0.6 3.2 
長軸・

IJ チャート
短紬両方向

8IB-2-17-5 IJ 2.6 1.4 0.9 3.8 長軸方向 IJ N 

9IB-3-05 石 核 2.7 4.5 2.9 41.0 有 下端 IJ 

101 B-2← 18-2 IJ 5.1 4.1 2.0 49.5 239-5 平坦 無 IJ 

111 B-3-11-3 砥 石 8.5 8.0 2.3 226.0 JI -7 有 一端 有 研磨痕 砂
岩受熱により

赤化
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第2節縄 文時代

グリッド出土の土器

今回調査が行われた部分からは縄文時代の遺構を検出することは，できなかった。しかし，

グリッドから出土した縄文土器は，かなりの量にのぽる。ここではそれらを時期ごとに分類し

若干の説明を加える。

第 1群 早期の土器 (240図) (図版78)

A類 撚糸による文様を持つ土器(1'"'-' 7 ) 

全て小さな破片で器形全体を推定できるものはない。口唇端部から文様をつけるもの(1)と

小さな無文帯を持つもの(2'"'-' 4 )がある。焼成はみな良好で，胎土は砂粒を含んでいる。

出土した地点に片寄りはみられない

B類 胎土に繊維を含み，貝殻による文様を持つ土器(8 '"'-'11) 

8は口縁部の破片。表の文様は貝殻腹縁の圧痕である。 9'"'-'11は表 ・裏ともに条痕文を持
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第241図縄文時代前期の土器(1)
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第244図縄文時代前期の土器 (4)
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第245図縄文時代前期の土器 (5)
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。 10cm 

第247図縄文時代前期の土器(7)

つもの， 10は表に隆帯がある。施文にはアナダラ属の貝が使われたと思われる。出土地点

に片寄りはない。

第2群 前期の土器(第241図~第247図) (図版78~83)

第2群の土器は，まず胎土に繊維を含むものと，含まないものに大別し，さらに文様をつけ

るのに用いた工具によって細分した。ただし文様が複数の工具によって構成されている場合

があり ，その時は，特徴的な文様によって分類を行い，複合した文様ごとには細分していな

し当。

A類 胎土に繊維を含むもの(l2~52)

A-1 文様が縄文だけで構成されるもの (l2~22)

口縁の形は波状をなすものと平らなものの双方がある。施文される縄文は単節の斜縄文，

附加条等様々である。胎土や焼成，整形なども多くのバラエティーがある。 12はただ一

つ器形の推定ができるもので推定口縁径27cm，全面に同一方向の単節縄文を施しである。

A-2 棒状工具によって施文されるもの (23・24)

23は棒状工具による刺突文を口唇部のすぐ下にめぐらしている。 24は胴部の破片で縦方

-335-



10cm 

第248図縄文時代中期・後期の土器

向の平行沈線文を施している。双方ともに地文に縄文を持つ。

A-3 竹管様工具によって施文されるもの (25~48) ，施文の方法によってさらに 4 つに

分類される。

a. コ ンパス文 (25~28， 30， 41) 

地文に縄文を持つもの (25~27) と持たないもの (28， 30， 41)がある。地文を持た

ないものは，平行沈線文や有節平行沈線文と複合している。

b. 平行沈線文 (29~37)

地文に縄文を持つもの (31~34， 36， 37)と持たないもの(29，30， 35) があ る。 35~37

は刺突文や有節平行沈線文と複合している。

-336一



C. 刺突文 (36~40)

円形の刺突文を持つもの (36~38， 40， 52) と刺突してから器面を引きずるものくこ

れは，有節平行沈線と同ーの手法と思われる>(35， 36， 39)の2種類がある。

d. 有節平行沈線 (41~48)

地文に縄文を持つもの (43~46) と持たないもの (41， 42， 47， 48)がある。おおむ

ね口縁に横位に施文されるものが多い。一段だけのものと，複数のもの (44~48) が

あり，他の文様(コンパス文，平行沈線文など)と複合している。

A-4 いわゆる指頭圧痕を持つもの (49，50) 

縄文を地文として持つ。波状口縁の頂部に縦に複数が施文される。 52は平行沈線文と複

合する。

A-5 その他

51は無文の土器で，口唇に刻みがある。 52は地文に縄文を持ち，刻みのついた横位の隆

線と円形刺突文を持つ。

B類胎土に繊維を含まないもの (53~154)

B-1 貝殻による文様を持つもの (53~93)

a. 文様が貝殻文だけで構成されるもの (53~58)

員の腹縁を使用した連続波状文 (53，55~57) と背圧痕を連続して施文したもの (54，

58)がある。使用される買はハマグリ類によるものとアナダラ属によるものがある。

b. 貝殻文を地文に持ち，口唇，口縁に文様を持つもの (59~70)

棒状工具あるいは半裁竹管様工具で施文される。口唇部に刻みを持つもの (59~65)

と口唇~口縁にかけて比較的ていねいに施文する一群 (66~70) とがある。 62~65，

67~68， 70の各土器は刺突文や平行沈線文と複合している。

C. 貝殻文を地文に持ち，口唇，口縁に折り返しゃ貼り付けを施すもの (71~77)

7l~73は口縁部に折り返し部を持つもので，折り返した部分は地文を持たない。 71 と

73は折り返し部に刺突文を持つ。 74~77は粘土を貼り付けているもの。 74， 75は口唇

部に一段ないし二段の薄い粘土帯を貼り付けて，平坦にしている。さらにその上を指

で押してアクセントをつけている。 76は波状口縁の頂部に突帯を貼り付けている。 77

は口唇部に粘土粒あるいは，くねった粘土ひもを貼り付け，さらにその上から貝殻の

背圧痕を施している。

d. 貝殻文を地文に持ち，棒状工具，竹管様工具によって施文されるもの (78~84)

半裁竹管様工具によるもの (78，80~82) と棒状工具によるもの (79， 82~84) があ

る。 82は両方の施文が複合している。 84はこの他に刷毛目状の文様を持つ。

e. 員殻文を地文に持ち，磨り消しを伴うもの (85~89)

全て棒状工具による沈線で三角形，紡錘形を区画し，地文を磨り消している。 85は口
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唇部にくねった粘土帯を貼り付けている。おおむね，ていねいな作りである。

f.その他 (90""'-'93)

波状口縁の口縁部，磨り消し文，口唇直下の縦位の沈線文を特徴とする。

B-2 貝殻による地文を持たないもの (94""'-'119)

a.口唇，口縁に文様を持つもの (94""'-'111) 

94""'-'103は口唇部に文様を持つもの。無文のもの (94，98""'-'100)と刺突文と複合する

もの (95""'-'97，99， 101""'-'103)がある。 100は貝殻背圧痕を口唇に施している。

104""'-'111は口縁に文様を持つもの。棒状工具による沈線(104""'-'106)，半裁竹管様工具

による沈線 (107""'-'109)，刺突 (110""'-'111)がある。

b.輪積痕を残すもの (112""'-'114)

輪積み痕下端に指頭押捺するもの (114)としないもの (112，113)がある。

C. 棒状工具によって施文されるもの (115""'-'116) 

胴部に連続的な刺突が施される。

d.櫛歯状工具によって施文されるもの (117""'-'119)

刷毛目様の文様が施文される。全体に厚手のものが多い。

B-3 地文に縄文を持つもの (120""'-'138) 

a.半裁竹管様工具によって施文されるもの(120""'-'131) 

平行沈線文を施すもの (120""'-'123)，有節平行沈線文を施すもの (124""'-'129)，爪形文

を施すもの (130，131)がある。

b.細い隆線を貼り付け，その上に刻みを施すもの (132""'-'135) 

C. その他 (136""'-'138) 

B-4 こぶ状の突起や円形貼り付け文を持つもの (139""'-'145) 

C類 基本的にはB類に属すと思われるが，どこに分類すべきかが不明なもの (146""'-'154) 

146""'-'149は地文に縄文を持つ， 146は口唇に粘土帯を貼り付け口唇部にも縄文を施文する。

149は折り返し部を持ち，口唇も含めて縄文を施している。 150，151は同一個体の可能性も

ある。貝殻文の地文を持ち，その上に細い沈線で三角形の区画を施す。 152""'-'154は櫛歯状

工具による文様を持つ土器で全体に厚手。

第3群中期の土器(第248図-155""'-'158)(図版84)

第4群後期の土器(第248図 159""'-'160)(図版84)

160は推定口径28.5cm，無文にもかかわらず，沈線区画の中をさらに磨いて，あたかも磨り

消し文を表出するかのような整形をしている。
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グリッド出土の石器

総計14点出土した。石器組成は石鍛4点，石匙 2点，ピエス・エスキーユ l点，磨製石斧 3

点，打製石斧 l点、，磨石(片) 1点，石皿(片) 2点となっている。

以上の石器群はいずれも包含層中より出土しており，具体的に土器型式との時期的な相関関

係は把握し得ない。

1.石鯨(図249-1'"'-'4) 

1'"'-'2は凹基， 3'"'-' 4は平基の石鎮である。 4については調整が組雑で未成品の可能性が高

し=。

5は石匙の基部である。先端部が欠損している。形態的には縦型石匙と言えよう。

7も同様に石匙かと思われる。ただし，つまみ部が明瞭ではない。

6は石斧である。小型の離を素材としており，刃部付近を入念に研磨している。

8は石皿の破片である。片面に凹みが三孔あり，凹石として捉えることも可能である。

9は打製石斧である。本来定角式石斧であったらしく，基部に研磨痕が残存している。

10は乳棒状石斧である。先端部が再調整されている。

矢船遺跡縄文時代石器一覧表

整理 大きさ (cm) 欠損
遺物番号 器 種 重量(g) 挿図番号 石 材

番号 長さ 中国 厚 の有無

1 D3-11-3 石 鍛 3.5 1.9 0.5 2.8 249-3 無 安山岩

2 C 4-06-2 石 銀 2.2 1.5 0.3 0.8 !Iー1 片 脚 チャート

3 C 3 -22-4 石 銀 2.5 1.3 0.3 0.7 !I - 2 無 !I 

4 C 3 -10-1 石 鍛 2.8 2.2 1.1 6.7 !I - 4 !I !I 

5 D 3-05-1 石匙(?) 3.3 2.5 0.7 4.1 万一 7 !I !I 

6 B2-11-6 石 匙 4.4 2.1 0.8 6.3 月一 5 有 珪質頁岩

7 D3-11-2 ピエス・
2.6 2.7 0.6 5.6 無 チャート

エスキーユ

8 C 3 -09-2 磨製石斧 4.8 4.4 1.2 29.3 断片 緑泥片岩

9 C 3 -22-3 磨製石斧 13.4 6.0 3.2 331.0 250-10 有 緑泥片岩

10 B 2 -07-2 打製石斧 10.8 6.8 2.1 260.0 万一 9 無 砂 王ιi玉J 

11 B 3 -16-20 磨製石斧 5.0 2.8 1.6 29.0 249-6 !I 玄武岩

12 B 3 -21-1 磨 石 3.7 6.3 2.8 102.0 断片 砂 岩

13 B 3 -16-1 石皿片 4.3 3.2 1.8 39.0 !I 安山岩

14 I表 採 !I 16.4 11.3 3.9 930.0 249-8 有 !I 
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第249図縄文時代石器実測図 (1)
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第250図縄文時代石器実測図 (2)
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第252図 その他の遺物(2)

その他の遺物

瑛状耳飾りが16点発見された(1 "-' 16) 0 16だけが石製，他は全て土製である。遺構にともな

うものはなしみな，縄文土器と同じ包含層から出土している。土器の年代からみて，これら

の瑛状耳飾りもほとんどが，縄文時代前期後半に属するものと推定される。平面的にみると，

分布状況に著しい片寄りは認められない。しいて言えば， C-3グリッドの 5個をはじめとし

て台地平担の中央部から多く発見されている。

1.現存長4.5cm，幅2.3cm，厚さ1.0cm，重さ12.7g発見された16点の中で最もていねいな作

り。側面に沈線による文様を持つ。 3mm間隔ほどで l皿幅の横の沈線を施文，その後縦方向の

沈線を施文する。全面が赤彩されている。胎土，焼成とも良好。頂部に焼成後，二次的な穴が

開けられている。 C2-09グリッド出土。

2.現存長3.5cm，幅1.8cm，厚さ1.2cm，重さ7.6g側面に沈線による文様を持つ。縦に 2本

の沈線(幅約 1凹)を施文後，ほぽ5凹間隔で横の沈線(幅約 3凹)を施文。全面赤彩D2-

24グリッド出土。

3.幅1.8cm，厚さ1.0cm，重さ3.6g，1， 2と同系の文様， 5皿間隔ほどで横の沈線を施文

後，縦の沈線を施文。 C3-12グリッド出土。

4.現存長3.0cm，幅1.5cm，厚さ1.0cm，重さ2.5g， 16個のうち最も小さい，基本的には 1

"-'3と同系と思われる。まず径5皿ほどの粘土粒を側面に貼りつけ，そのうえを円形の細い竹

管様のもので刺突する。さらに粘土粒と粘土粒の聞を沈線で区切っている。 002住居出土。

5.推定径3.4cm，現存幅1.5cm，厚さ1.2cm，穴の径0.8cm，重さ7.4g両方の側面には，横方

向の「きざみ」様の文様を施す。また頂部には，「ひょうたん」状の粘土帯(おそらく削り出し

たもので貼り付けではないと思われる。)があって浅いきざみが認められる。 001住居出土。

6.推定径4.5cm，幅1.5cm，厚さ1.2cm，重さ10.2g，両面に径 3mmほどの円形竹管による刺

突文を 2条連続して施文している。整形はていねいである C2-22グリッド出土。

7.幅3.2cm，厚さ1.2cm，重さ9.2g，形状不明，円形にならずノ、一ト形のような形をとる可

-343-



能性がある。頂部のみに文様が残っている。細い沈線で方形の区画を作り，中を円形の竹管様

のもので刺突している。やや砂質， C 3 -22グリッド出土。

8~11. 断面がおおむね四角形となる無文の破片。長方形に近いもの( 8， 11)や内側が薄

くなるもの(9)，外側が薄くなるもの(10)などのバラエティーがある。 8と9は同一個体の可能性

もある。 8.B 3-16グリッド， 9. B 3 -21グリッド， 10. B 3 -03グリッド， 11. 001住居

出土。

12~14. 幅よりも厚みの方が大きい値をとる無文のもの，全体に整形が雑である。 12. 002住

居， 13. A 2 -07グリッド， 14. D2-17グリッド出土。

15は一見すると， 12~14 と同ーのタイプと思われる。しかし，きわめてていねいにミガキが

施され，色調も他のものより明るい。これら特徴は，むしろ土玉に近いものである。古墳時代

のものである可能性もあるので， 12~14 とは区別した。

16.現存長6.4cm，幅2.1cm，厚さ0.5cm，重さ25.7g，肩の部分に両側から穴があけられてい

る。面取り等も含めて，比較的ていねいな作り，片岩系の石材を使用， C 3 -10グリッド出土。

第3節古墳時代

十十

十 0002 十

十

φ。01

E

コ
第253図古墳時代遺構配置図(1/1000)
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001住居跡

位置 D3 -14， 15， 20， C 3 -6， 11. 16グリッド

プラン隅丸方形 規模 5.8mX5.8m 

床面積 33.1m' (泊図面を計算した。柱穴・貯蔵穴は除いてある。以下同じ)

主軸方向 N-280-W  現存壁高約30cm

炉 北側柱穴聞のやや西寄り。 90cmx90叩程の不整形。炉を覆う形で山砂の堆積がみられ注目され

る。

柱穴 4本 貯蔵穴南西に 3ケ所。新旧関係ははっきりしない。一部分に粘土が堆積。

所見遺物は貯蔵穴を中心に約200点が出土している。焼土や炭化材の出土状況から考えて焼失家屋

であろう。時期は 5世紀と思われる。
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001住居跡出土遺物

縛図
器種 法 量 遣存状態 成・楚形手法 胎 土 色 調 焼成 備 考番号

器高 (22.2) 胴のみ完 粘土ひも積み上げ 砂粒 明褐色 良 黒斑(内外共底部

1 査
胴径 30.1 存 胴部外面ー斜め方向ナデ後 の近く)

底径 8.5 縦f立ヘラミガキ スス(外側一部分)

胴部内面ーへラナデ

口径 14.1 完形 口縁内外 ヨコナデ 細砂粒多 褐色~赤 良 図版87ー1
器高 24.8 胴部外面斜め方向のケズ 精選されている 褐色 胴下半の接合痕は

2 護
胴径 23.3 リ様ミガキ(巾1叩前後) 分割作製の痕跡?

底径 7.1 胴部内面 おそらくナデ 胴上半に格子状の

頭径 11.9 線刻調整終了後

焼成前，スス付着

口径 14.2 胴下半を 口縁内外 ヨコナデ 砂粒，細砂粒 褐色 普 図版87-2

器高 <24.9> 除き完存 胴部外面一胴上半ケズリ様 多 内外面とも剥離が

3 聾 胴径 23.1 ミガキ，胴下半(へラ)ミ 激しい

頚径 11.1 ガキ

胴部内面 (ヘラ)ナデ

口径 16.1 1a:11完形 ロ縁内外 ヨコナデ 砂粒一多 褐色 良 図版87-3
4 鉢 穂高 7.7 外商~底部 ケズリ様ミガ 黒斑(外面の約Y，)

底径 4.1 キ 赤彩? (内面)

口f至 (9.4) ほ11完形 ロ縁内外ーナデ整形後ヨコ 白色砂粒ー多 暗褐色 良 図版87-4

器高 9.4 ナデ後軽いヘラ スス(胴外面約泌)

小型柑
胴筏 9.0 ミガキ

5 
底径 3.0 胴部外面 ケズリ様ナデ後

頚径 6.1 ヘラミガキ

胴部内面指によるナデ

口径 15.1 完形 口縁内外ーヨコナテ・後へラ 砂粒，細砂粒 褐色~赤 良 図版87-5

器高 16.3 ミガキ 褐色 黒斑(胴内外約Y.)

大型士甘
~18.1 胴部外商 ハケ整形(8 赤彩(外面全体，内

6 
腕径 15.2 本/cm)後ケズリ様ミガキ 面頭部以上)

底径 4.0 胴部内面ナデ? 胴部内外面の剥離

頚径 8.9 が激しい

胴径 16.6 頚部以下 胴部外面ーハケ整形後ミガ 砂粒多 乳白褐色 普 図版87-6

底径 4目。 ほぽ完存 キ 黒斑(外面胴下半

7 大型 t甘 頚径 9.0 胴部内面ナデ の一部分)

底部は成形手法がはっきり 赤彩(外面にこん

とわかる好資料 跡)

口径 19.3 杯部y， 口縁内外ーヨコナデ後へラ 砂粒多 褐色~ 良 図版88-7

器高 16.2 他は完形 ミガキ 赤褐色 黒斑(郎内外面)

8 高 河Z 底径 14.8 杯内外~脚外面ていねい スス(杯外面若干)

頚径 3.7 なヘラミガキ 杯内面は喜朗l離が激

脚部内外横方向のナデ しい

口径 18.3 完形 口縁内外 ヨコナデ後ヘラ 砂粒，細砂粒一 褐色~ 良 図版88-8

器高 17.4 ミガキ 多 赤褐色 黒斑(杯側部内面

底径 14.2 杯部外面下半 ケズリ 約Y，)
9 高 杯

頚径 4.1 亦部外面~脚部外面ーへラ 赤彩(杯内面のみ

ミガキ 確認)

脚部内面ーナデ 郎内面剥離

口径 19.0 口線部の ロ縁内外 ヨコナデ後へラ 細砂粒多 燈褐色 良 図版88-9

器高 17.5 一部を除 ミガキ 細磯 黒l!E(脚内外一部)

10 高 坪 底径 15.0 き完形 杯都内面ーへラミ ガキ 赤彩(坪内面と外

頚径 4.5 ~脚部外商 面全部)

脚部内外面ー横方向のナデ
」ー
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第257図 001住居跡出土遺物 (2)

-349-



ミよyr

。 10cm 
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001住居跡出土遺物

挿図
器種 法 量 遺存状態 成・整形手法 胎 土 色 調 焼成 備 考

番号

口径 19.3 口縁部の 口縁内外ーヨコナテ.後へラ 砂粒，細砂粒 褐色 良 図版88ー10

器高 18.0 一部を除 ミガキ 多 黒斑(全面約y，)
11 高 坪 底径 14.5 き完形 杯部内面ヘラミガキ スス(外面に若干)

頚f圭 4.2 ~脚部外面

脚部内外面横方向のナデ

口径 19.2 ほぽ完jf~ 口縁内外 ヨコナデ後ミガ 細砂粒多 赤褐色 良 図版88-11

器高 18.2 キ 黒斑(Y"破片によ

底径 15.9 脚杯外面 ケズリ様ミガキ って異なる.二次

12 高 珂: 頚径 4.4 脚部内外面横方向のナデ 的加熱による

か?) 

赤彩(杯内面，外

面 全部)

口径 19.2 1;1'ぽ完形 口縁←横方向のナデ後軽い 砂粒.細砂粒 明褐色 良 図版88-12

器高 18.6 ミガキ 多 黒斑(全体の約Y，)

13 高 珂=
底径 14.5 杯内面 ミガキ 赤彩(脚外面のー

頚径 4.0 杯脚外面ーケズリ様ナデの 部だけで確認)二

後へラミガキ 次的に被熱してい

脚内面ーナデ る

ロf圭 18.3 元形 口縁ーヨコナデ後ヘラミガ 砂粒 褐色 良 図版89ー13

器高 17.6 キ 赤褐色

14 高 杯 底径 14.8 杯内面~脚外面 ミガキ

頭径 4.8 接合部 ケズリ様ミガキ

脚内外面ナデ

口径 17.9 ほぽ完形 口縁 ヨコナデ 砂粒極多 乳褐色 普 図版89-14

器高 18.0 杯外面，脚すそ部 ケズリ 黒斑(杯内面Y.)
15 高 杯 底径 14.3 様ミガキ スス(口縁に若干)

頚径 3.8 脚外面へラミガキ 全体に剥離が激し

脚内面ナデ 、也、

口径 18.3 ほぽ完形 口縁ーヨコナデ後ミガキ 砂粒ー多 赤褐色 良 図版89-15

16 高 杯
器高 16.2 外面 ハケ整形後ケズリ様 黒斑(脚すそ部に

底径 14.2 ミガキ 若干， j:平外面).-4')

頭径 4.1 脚内面ナデ

口径 20.0 杯部% 口縁一手コナデ後ミガキ 砂粒ー多 褐色 良 図版89-16

17 高 杯
外面ーケズリ様ナデ後ミガ 黒斑(内，X'，外Y，)

キ スス(口縁内外の

内面 ハケ整形後ミガキ 一部分)

口径 18.3 口縁¥を 口縁 ヨコナデ後ミガキ 砂粒，細磯多 褐色 普 図版89ー17

18 高 河Z
器高 17.3 除き完形 杯外画一ケズリ様ミガキ 赤褐色 黒斑(脚内全面)

底径 14.8 脚外面ーへラミガキ 赤彩(脚外一部の

頚径 3.6 脚内面ナデ み確認)

口径 17.6 ほぽ完形 口縁 ヨコナデ後ミガキ 砂粒多 燈色 普 図版89-18

器高 15.6 杯外面ーケズリ様ミガキ 乳白褐色 黒斑(脚内一部分)

19 高 土不 ~16.3 脚外面ーへラミガキ 杯内面は~J離が激

底径 12.8 脚内面←ナデ しい.

頚径 3.9 
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第259図 001住居跡出土遺物(4)

20は石製の勾玉で北東壁際の床面直上で発見された。完形品で長さは1.9cm，厚さ0.6cm，穴

の径O.lcm強である。みかけは，濃緑ないし黒っぽい石であるが石材の詳しい名称は，不明であ

る。穴は両側からあけられている。整形はまず，表・裏を，次に側面をみがいている。

21は剣形の石製模造品である。先端部を欠いていて，現存長5.1cm，幅2.5cm，厚さ0.7cm，穴

の径O.lcmである。石材は滑石，出土位置は不明。

22"'49は土玉である。出土状況には次のような傾向がある。(1)住居跡の北西部分からは全く

出土しない。 (2)北東部分からは出土するが，わずかである。 (3)大部分は住居跡の南側に集中し，

中でも P2の南側， P 6の北西側に，特にまとまっている。それぞれ外面は比較的ていねいな

ミガキを施し平滑に整形している。穴は全て片側からの穿孔で，焼成前に図の下に向かつてお

こなわれている。穿孔にともなって穴の下の部分(時には上の部分も)には粘土のたまりがみ

られるが，焼成後にこれが剥落してしまったものもいくつかみられる (23，31)。細部を見れば，

小さは違いはあるものの，形状・成・整形の手法等はおおむね同じで特徴は，以下のようであ

る。最大径の平均は2.6cm(最小は23の2.4cm，最大は43の3.1cm)また重さは平均16.1g(44の

11.3 gから43の27.6gまで多少ぱらつくものの，大部分はllg"'19.5gの聞におさまる)穴の

径は0.4"'0.6叩である。胎土は細砂粒を含んだものが多いがよく精選されている。色調は，明
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5cm 。

001住居跡出土遺物(5)

褐色~褐色のものが多い，中には二次的な被熱して黒褐色に変色している破片もある。焼成は

第260図

良好である。

50， 51は覆土から出土した瑛状耳飾の破片で縄文時代の遺物と思われる(第251図に集成)。
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第261図 001住居跡貯蔵穴周辺遺物出土状況

002住居跡

位置 C3 -01， 02， 03， 07、C2 -17グリッド

プラン方形 規模 4.6mx4.6m 床面積 20.3m'

主軸方向 N-430-W  現存壁高 20~25cm 

炉 北壁側寄り，やや西側。 40X50cm程の不整円形

柱穴・貯蔵穴発見できなかった

所 見遺物は西側壁際を中心として約30点が出土している。焼土の推積がみられること，炭化材を出

土していることなどから焼失家屋である可能性がある。発掘調査終了後，遺物の一部が紛失し

時期決定は困難であるが，おそらく 001住居跡と同時期と思われる。

1， 2は本住居跡の覆土から出土した攻状耳飾りの破片で縄文時代の遺物と考えられる(第

251図に集成)。
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第263図 002住居跡出土遺物
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004土拡

位置 E3-10グリッド

プラン長円形

模規 3.0mX1.0m

主軸方向 N-150-W  

所見確認面からの深さは約60cm

床面の中央付近にさらに一段落ちこみ. a. 
がある。『

+E3-15 
遺物の出土状況が不明なため，遺構の

~ 
性格・時期等は確定できない。

出土した遺物は土師器がほとんどで，

古墳時代中期のものと考えられる。
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第264図 004土拡及び出土遺物 (1)
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第265図 004土拡出土遺物 (2)

004土拡

挿図
器種 法 量 遺存状態 成・整形手法 胎 土 色 調 焼成 備 考

番号

口径 19.0 図示部分 口縁ーヨコナデ 砂粒，細砂粒 明褐色 良 図版90ーl

整 胴径 26.6 の% 胴部内外ーケズリ様ミガキワ 極多 胴上半に 2本の沈

頚f圭 16.8 線→砥石に転用か

口径 15.2 図示部分 口縁ーヨコナデ 砂粒，細砂粒 褐色 良 図版90-2

2 墾 胴径 23.9 のX-----Ys 胴部内外ケズリ様ミガキ? 多 黒斑(内外y.~Ys)

頭f圭 11.8 スス(胴下半)

3 饗か査
胴径 26.1 図示部分 胴部内外ーナデ 細砂粒多 褐色 普 細片が多数接合

頚径 16.9 のy， 赤褐色 剥離が激しい

底f壬 4.0 y， 胴部内外ーナデ，外面はケズ 細砂粒多 褐色 普 スス(内外一部分)

4 ~か壷 リに近い 265図-3と同一

個体か?

rl@ <12.5> 上半の% 口縁ーヨコナデ 砂粒，細砂粒 褐色 普 図版90-3

5 鉢 器高 9.0 を欠く 休部内外ーナデ 多 黒斑(外面ー部)

!丘径 3.4 底部粘土帯はりつけ スス(口縁ー部)

III聖 7.8 口縁Y."， 口縁ーヨコナデ 砂粒.細砂粒 褐色 良 図版90-4

器高 7.3 欠く 体部外面 ミガキ 多 暗褐色 黒斑(内外X---}，;)

6 小塑哨 成1壬 3.0 体部内面 ナテ命つけ 胴下半外面に2本

月司待 8.2 の沈線→砥石に転

頭I壬 6.1 用か?
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一一石器群の時期と性格一一

①石器群の時期と変遷

第 3章小 結

第 1節旧石器時代

本遺跡の石器群は大きく 4期に区分される。

I期は層位的にはソフトローム層直上に対比される。出土遺物は表面採集による木葉形尖頭

器一点(図239-6)のみである。

11期は凹層中に文化層を有する時期である。第11ブロックが該当する。木葉形尖頭器，石核

が出土しており醸群が検出されている。

III期は本遺跡で最も広範囲に遺跡が拡大した時期である。第 1'"'-'7， 10ブロックがこれに該

当する。石器群としては切り出し形のナイフ形石器の他削器，掻器，二次加工ある剥片，使用

痕ある剥片，喋器，ピエス・エスキーユなどが出土している。

剥片生産技術は平坦な打面より求心的に加撃することによって先端部が内湾する横長の剥片

を生産している。石材は爽雑物を多量に含んだ黒曜石が主体となっている。

W期は小規模なブロックが 2カ所検出されているにとどまる。第 8，9プロックがこれに該

当する。石器群は縦長剥片を素材としたナイフ形石器と醸器，使用痕ある剥片，磨石などが出

土している。

②プロックの性格

先述のとおり醸群が6カ所，石器群のまとまりが5カ所検出されているが互いのプロック聞

に接合関係がほとんどなく，各プロック聞の直接的なつながりは検証しがたい。わずかに第6

プロックと第10プロックとに約10mの距離を隔てて接合している例があるにすぎない。

醸群はいずれも構成醸が熱変成をうけ，表面は赤化し，破砕礁となっており，完形醸の例は

ない。ブロック内では良く接合しているが完形に復元し得た例はなしいずれも一部が欠落し

ている。大きさを復元すると長径10佃内外の例が多く大きさの差異はあまりない。

石器群のまとまりは剥片生産の痕跡がほとんどなく，多くは石器調整を反映している。また

利器はほとんど折損しており，機能の終罵がうかがわれ廃棄の色彩が濃い。こうした状況は目

的剥片の欠落からも補完的に証明される。
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第2節縄文 時 代

今回の調査では遺構は全く発見することができなかった。

グリッド出土の土器をみると本遺跡の主体は縄文時代前期後半の浮島式，興津式，諸磯式で

あることがわかる。その他の遺物をみても主体を同様の時期として差しっかえないだろう。

総量の把握をしていないので正確な数字を出すことはできないが最も量が多いのは浮島式で

あり，諸磯・興津式は従である。

その他の遺物では， 16点を出土した瑛状耳飾りが注目される。文様や断面形態にバラエティ

ーがあるが，遺構に伴うものが無いため所属時期がはっきりとせず，これらのバラエティーが，

時間的な差によるものかどうかの検証はできなかった。

第3節古墳時代

住居跡2軒，土拡 l基が調査された。出土した土器の様相からみておおむね 5世紀代のもの

と考えたい。

1号住居跡は遺物が豊富で，土器の組合せ，土玉，石製模造品ともにこの時期の特徴を良く

表わしている。弥生時代から古墳時代前半にかけての遺跡が少ない柏地区においては好資料に

なるものと思われる。 2号住居跡は 1号住居跡に比べて規模，遺物ともに貧弱である。双方の

住居跡とも火災を受けた可能性があり，遺物等を検討しでも大体，同時期に存在したと考えて，

問題なさそうである。

周辺の遺跡をみると隣接する花前II-1遺跡から同時期と思われる住居跡がやはり 2軒検出

されている。距離的にみても何らかの関係があったのは確実である。両遺跡の聞には小さな谷

があり，この谷は矢船遺跡の北側を通って西へ延びていく。 2つの住居跡群がこの谷をはさん

で向かい合うように位置することは興味深い。

360一



結 語

今回報告した花前II-l・II-2・矢船の各遺跡における遺構・遺物については，すでに前

章までに記述しているので，ここでは，その中で特筆すべき点をいくつか上げ，また今後の問

題点などを指摘したい。

花前II-l・II-2遺跡は旧石器時代から江戸時代までの長期間にわたる複合遺跡であるが，

中でも奈良・平安時代の遺構・遺物について語るべき点が多い。特に製鉄関連遺構・遺物は数

多く検出され，花前II-l・II-2遺跡だけでなく，既に報告された花前 I遺跡を含めて，花

前遺跡群として製鉄を生業とする集団を把握しなければならない。

また，この製鉄に係る問題については遺構，遺物から次のような点が指摘できる。

1 )鉄津の出土量から見て，花前II期と花前VI・VII期とIX.X期に大きなピークが存在する。ま

た磁着度分類による結果から，製練炉で生産された鉱津が，ある程度選別された上で住居跡へ

持ち運ばれるという一連の流れがつかめる。

2 )製錬炉について年代を決め得る資料が乏しいため判断が難しいが、やはり鉄津等が急激に

多く出土するようになる住居跡の時期が花前VI• VII期にあたる事から、この段階から製鉄に関

する一元的な生産が始まるものと考えたい。

3 )鉄器生産において鍛造のみならず鋳造も行なわれていた事は，鋳型の存在から明らかであ

り，この鋳型は花前IX.X期の遺物と共伴している。

4 )鉄生産が最も広範に盛行する花前VI• VII期において，墨書・朱書が施された土器も数多く

出現し、これらの墨書・朱書の分布状態に、花前の個々の遺跡聞に強い連関と独自性が認めら

れる。このことは鉄生産に係る専門工人集団における集落の構成の一端を示すものと考えられ、

今後検討を要する課題である。

以上のような問題点とは別に，花前II-2遺跡で検出された073製錬炉が切り取り保存の処置

を講ぜられ，博物館の展示に供せられた事も重要で、あろう。このような資料が学術資料として

はもちろんのこと，広く多くの人々の歴史に対する理解をさらに深めるために活用されるよう

努力したいと考えている。

矢船遺跡では旧石器時代から縄文・古墳時代の遺構・遺物が検出された。この中で，縄文時

代の遺構は認められないながらも，縄文前期の所産と考えられる瑛状耳飾が多数出土しており，

貴重な資料となっている。

さらに古墳時代の和泉期の住居跡と遺物は花前II-l遺跡の同時期の遺構・遺物とともに，

類例の之しい当該地域にあっては，和泉期を知る上での好資料である。

以上を今回の報告の結語とする。
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グリッド出土の縄文時代の石器
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グリッド出土の縄文土器 4
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グリッド出土の縄文土器 7

グリッド出土の縄文土器8
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グリッド出土の縄文土器 9

グリッド出土の縄文土器10
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グリッド出土の縄文土器11

グリッド出土の縄文土器12
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001住居跡遺物出土状況
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001住居跡遺物出土状況(貯蔵穴付近)

002住居跡
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001住居跡出土遺物 I
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001住居跡出土遺物2



図版89

13 

矢
船
遺
跡

14 

16 

17 18 

001住居跡出土遺物 3
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001住居跡出土遺物 4
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004土拡出土遺物
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附図 1 花前日遺跡遺構配置図

凡例

A:花前n-1 (217-006)遺跡、古噴時代以降

B 花前日 2 (217-013)遺跡，側道部分

C 花前日ー 2(217-013)遺跡，本線部分

D・花前日一 1(217-回6)遺跡.土結

1・花前Ilー 1(217-006)遺跡.縄文

様 D. Jについては常盤道Iで報告済
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花前遺跡群奈良・平安時代土器編年図
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